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自
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自
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率
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移
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推
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移
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ー

⑦
木
材
供
給
国
の
輸
出
制
限
お
よ
び
南
洋
材
丸
太
の
輸
入
推
移

4
 
3
 

子
会
社
•
関
係
会
社

4
 
3
 
ー

①
概
要

7
 
3
 
ー

②

設
立
・
沿
革
図

。
4
 
ー

③
単
体
・
連
結
の
業
績
推
移

ー4
 
ー

④
多
彩
な
分
野
で
活
動
を
展
開
す
る
関
係
会
社

2
 
4
 
ー

年
表

94 

90 

115 108 

JJO 

106 



住
友
林
業
社
史

[
別
券
]
]



1
●
床
鍋
谷

（別
子
山
村
銅
山
川
左
岸

叫て寄....~.i:-ミ 9中心·
＇沖"c,C,,a/名立→4

江
戸
時
代
の
山
林
絵
閲

2
●
泉
谷

（別
子
山
村
銅
山
川
左
岸
）

冬
、6

]
1
江
戸
時
代
の

Ill杯
絵
図
一

7



3
●
殿
ケ
関

（別
子
山
村
銅
山
川
左
岸
）

4
●
長
門
山

8
 



5
●
氷
滝

9

,

 

・9.̀

 別
子
山
村
銅
山
川
左
岸
）

応
迅

6
●
大
木
山 ＇ 

別
大

．
 

ク

子
山
村
錮
山
川
左
岸
）

不
山



8
●
と
ぎ
山

（別
子
山
村

さ
ぅ
｀
山

JO 





12
●
峨
蔵
山

（浦
山
村
）

叔
ん
;
N
芥

文
引
キ
t

右
さ
~ふ
／



13
●
外
の
尾
・
地
よ
し

（浦
山
村
）

.`で・ィ＂ゑ
E

'

そ
っ
点
芥
序
＇呑そ固

↓
＄
り
＂
で
房
乎
巧
‘

常
が
手
翌
藉
ざ
シ
・
・
‘

七
キ
ハ
石
問

在
＇
ー
百
平
間

り
し
[
?
凡
ヤ
狂
．
 

さ
刈
釜
卒
＇
早
吹

炉
印
ぷ
ぷ
＂
色

n.^ヽ

ャ拓

外
の
た
*1̀
‘ 

，
 

,-. 

•'=• ―-

14
●
鬼
ケ
城
山

（津
根
山
村
銅
山
川
左
岸
）

ゞ’ 索

ざ
さ
叫
名
な
年
因

•
\
4
r
"ぶ
団

k
詑

1
ぎ＂叫

•ー

．，
 

＇ 
魯
：
な



15
●
な
べ
ら
谷

（津
根
山
村
銅
山
川
左
岸
）

+
9C',1-哭
占

＇ 

16
●
葛
川
山

（津
根
山
村
銅
山
川
右
岸



17
●
七
番
山
の
内
獅
々
舞
尾

（別
子
山
村
銅
山
川
右
岸
）

18
●
下
川
山

（土
佐
国
長
岡
郡
本
山
郷
下
川
村

吉
野
川
左
岸
）

9

{

 
ぐ

丸 Eヽ幽•

／
 岱
茫
’
.. -名
""119
り

．か
・ーふ
谷
成

ャ
暑
望
内行、
和
弁
・
凡
格
歪

んJ
わ
千
悶

危
Ie、
"
t
i
t
y衣

本疾
克
行
-
ヱ
令‘
h
、

叫
免
ツ
で
公
が
大
く
か

．
似
府
を
兌
凡

一
祁
そ
代
ぅ
広
苔
お
か

ゃ
り
り
で
素

i

，`
 
w' 
t

、
大
ふ
叙
，
が
ハ
と
1
,lt,／

炭
に
立
、
コ
カ
”
年
『

弁
ツ
を
苓
＂
が

If

肴
々



19
●
休
場
山

' '.、 妾
名
も
も
在
卜
ふ

T

泌
N
4わ
か
小

，
 

固
み
．
沿
位
令
点
ぷ
を
為
哀
瓜
し
n

20
●
休
場
山
西
谷

_, 

r 

逢

表
危
Z
唸
芥

-
t
す
な
凡
欲
牛

千
社

団＇
f

靡
贔

-
B

大

JII
防

北
多
？
i

ぷ訊

束
谷
'n
危
”中

浪

r定
竺
低

同
前
吉
野
川
右
岸
）

薗
7

、

ふ
ご
体
為
更
。
＇。否

16 



21
●
名
ノ
谷
山

（同
前
吉
野
川
左
岸
）

其

ニーカ＇一な山＇倍

：
令
，
A

ふ

，斗
”
涅
．
距
占

一
面
戸
’す
吃
”.f
＿
長
斗
移

ら
テ
PIfl
訴

一
江
浚
ふ
｀
丸
私
’

ー
寮
大
川
弘

一
羨
扇
百
す
孜

一
羨
危
晃
ふ

．

そ
9
年
を
ユ
斎
ジ
9

、月＂石／

a．｝
牧

一
き
な
々
―
者
名
了
⑲

が
ャ
裔
t
"
J.t
f
J

吋ゞ

色
が
．．
．

は
、n
芍^
ゑ
i
i
釦
ご
立

二
＇
弘
百
―
ー
キ
ぇ
イ

・ザ
杖

ベ
材
¢
か
ぶt
t
~

•V
、

.-,.;• 

'-i. 

22 
●
桑
瀬
山
の
内
黒
滝
山

（土
佐
国
土
佐
郡
本
川
郷
桑
瀬
村

~
~
 

ー

与
充
払
ャ
ぶ
五
烹

1

江
戸
時
代
の
lJJ杯
診
図
一

17

吉
野
川
左
岸
）
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23
●
足
谷
山

（土
佐
国
土
佐
郡
本
川
郷
小
麦
畝
村

麻
忍
性
甚

吉
野
川
左
岸
）

、'：
¥

.
＂ 

丈
化
乙
広

i'le千
政
・
'L-

宏
拉
が
入
九

i

怜
枯
九
窃
久
巴
念
火
自

]
I
 

ヽ

』

一

ギ
あ
色
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も
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25
●
谷
之
内
山

（同
前
）

其

26
●
猿
田
山

（寒
川
山
村
銅
山
川
右
岸
）

令
誌
公
岱
-
?
‘
希
‘

代
の
山
杯
絵
rtl-
19



-
「
伊
予
別
子
銅
山
絵
閲
咎
」
に
つ
い
て

こ
こ
に
掲
載
し
た
山
林
絵
図
は
、
す
べ
て
「
伊
予
別
子
銅
山

絵
図
巻
」
（
以
下
「
絵
図
巻
」
と
略
称
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。「
絵
図
巻
」
は
現
状
で
は
巻
子
仕
立
て
で
あ
る

が
、
各
図
面
の
大
き
さ
は
縦
二
三

・
五
セ
ン
チ
、
横
三
三
セ
ン

チ
で

一
定
し
て
お
り
、
し
か
も
各
図
面
の
ま
ん
中
に
折
り
目
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
も
と
は
折
本
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
題

た
い
せ
ん

名
は
題
篠
（
表
題
を
杏
い
た
紙
片
）
に
よ
っ
た
が
、
題
姦
は
改

装
の
際
に
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
原
題
は
不
明
で
あ
る
。

「
絵
図
巻
」
に
は
嘉
永
二
年
(
-
八
四
九
）
に
別
子
銅
山
支

配
人
北
脇
紹
満
（
治
右
衛
門
）
が
記
し
た
序
文
が
あ
り
、
絵
図

の
成
立
事
情
が
判
明
す
る
。
元
来
こ
れ
ら
の
図
は
、
文
化
六
年

（
一
八
0
九
）
春
に
当
時
の
銅
山
支
配
人
鈴
江
伊
右
衛
門
が
、

後
代
の
便
宜
の
た
め
画
工
某
に
命
じ
て
描
か
せ
た
も
の
で
、
北

脇
が
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
原
図
を
校
訂
し
、
絵
師
桂
谷
文
暮
に
模

写
さ
せ
て
傍
注
を
加
え
た
と
い
う
。
確
か
に
「
絵
図
巻
」
の
内

容
は
、
山
林
図
を
中
心
に
し
て
文
化
六
年
頃
の
別
子
銅
山
の
様

子
を
表
す

一
大
絵
巻
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
い
く
つ
か
の
既
成
の
絵
図
を
利
用
し
て

再
編
集
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
山
林
の
全
貌
を
示
す
も
の
で

は
な
い
。
な
お
「
絵
図
巻
」
と
同
様
の
模
写
本
が
別
子
銅
山
記

念
館
に
も
伝
来
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
袋
綴
じ
の
冊
子
仕
立
て

で
あ
り
、
弘
化
元
年
(
-
八
四
四
）
に
同
じ
く
北
脇
紹
満
が
模

写
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
は
、
明
治
期
の
別
子
銅
山
山
林

方
に
伝
え
ら
れ
て
「
図
面
簿
」
と
命
名
さ
れ
、
必
要
事
項
が
書

き
加
え
ら
れ
利
用
さ
れ
た
よ
う
だ
。

「
絵
図
巻
」
の
構
成
は
、
序
文
の
あ
と
に
、
新
居
浜
か
ら
別

子
銅
山
に
至
る
行
程
図
―二
面
、
別
子
銅
山
惣
略
図

一
面
、
別
子

銅
山
か
ら
銅
山
川
沿
い
に
津
根
山
村
（
現
、
伊
予
三
島
市
）
ま

で
の
行
程
図
三
面
、
別
子
山
村
山
林
図
一

0
面
、
銅
山
付
近
の

そ
の
他
の
山
林
図
八
面
、
別
子
立
川
鋪
内
略
絵
図

一
面
、
立
川

村
中
宿
役
場
地
敷
之
図

一
面
、
新
居
浜
口
屋
役
場
地
形
図
一
面
、

土
佐
の
山
林
図
一
三
面
、
今
治
領
猿
田
山
図
一
面
と
続
い
て
お

り
、
絵
図
は
合
計
四
二
面
あ
る
。
土
佐
の
山
林
図
に
は
、
運
材

か
ず
ら

の
た
め
の
架
橋
の
図
と
羅
橋
の
図
各
一
面
を
含
ん
で
い
る
。

こ
の
う
ち
こ
こ
に
収
録
し
た
の
は
、
別
子
山
村
山
林
屈

一〇

面
、
そ
の
他
の
銅
山
付
近
の
山
林
図
か
ら
七
面
、
土
佐
の
山
林

図
か
ら
八
面
、
猿
田
山
図
一
面
の
合
計
二
六
面
で
あ
る
。
こ
の

ほ
か
上
巻
□

絵
に
、
別
子
銅
山
惣
略
図
と
別
子
銅
山
か
ら
筏
津

炭
役
所
付
近
ま
で
の
行
程
図
各

一
面
、
お
よ
び
土
佐
山
林
図
の

う
ち
架
橋
図
．
羅
橋
図
と
桑
ノ
川
山
・
下
川
山
等
遠
望
図
各
一

面
を
掲
載
し
、
本
巻
の
林
相
図
の
変
遷
の
項
に
も
銅
山
付
近
の

そ
の
他
の
山
林
図
か
ら
上
野
山
（
五
良
津
山
）
を
掲
載
し
て
い

る
の
で
、
合
わ
せ
て
参
照
願
い
た
い
。
以
下
、
絵
図
の
内
容
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
毎
に
解
説
す
る
。

一
別
子
山
村
の
山
林

1
床
鍋
谷
か
ら
10
大
野
山
ま
で
は
、
別
子
山
村
の
山
林
絵
図

で
あ
る
。
1
.
1
0
の
注
記
に
、
そ
れ
ぞ
れ

「
是
よ
り
別
子
山
山

論
済
口
取
為
替
山
谷
分
絵
図
拾
枚
之
内
又
之
写
」
「
是
迄
山
論

済
口
取
為
替
絵
図
拾
枚
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
絵
図

は
、
山
論
の
す
え
泉
屋
住
友
と
別
子
山
村
民
と
の
間
で
取
り
交

わ
さ
れ
た
境
界
を
示
す
絵
図
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
7
他

領
須
の
図
中
の
寺
野
山
だ
け
が
津
根
山
村
に
属
す
る
が
、
こ
れ

も
別
子
山
村
民
の
生
活
圏
と
境
を
接
す
る
た
め
山
論
の
対
象
と

な
り
、
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
別
子
銅
山
で
は

元
禄
十
五
年
（
一
七
0
二）

に
別
子
山
村
の
御
林
が
銅
山
附
山

林
と
し
て
下
げ
渡
さ
れ
利
用
の
範
囲
は
広
が
っ
た
が
、
村
民
の

焼
畑
利
用
と
衝
突
す
る
よ
う
に
な
り
、
た
び
た
び
争
論
が
起
こ

っ
て
い
る
。
絵
図
で
は
、
泉
屋
が
利
用
で
き
る
幕
府
の
御
林
と

村
民
が
焼
畑
用
地
と
し
て
確
保
し
て
い
た
荒
と
を
、
そ
れ
そ
れ

緑
と
茶
色
っ
ぽ
い
配
色
に
よ
っ
て
明
示
し
、
境
界
の
い
く
つ
か

の
箇
所
に
は
番
号
を
付
け
た
傍
示
が
沓
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
傍
示
に
つ
い
て
は
寛
政
七
年
（

一
七
九
五
）
六
月
「
別

子
山
御
林
境
切
附
貨
」
（
文
化
十
一
年
「
御
料
山
境
目
切
畑
買

林
控
帳
」
所
収
）
の
内
容
に
一
致
し
、
同
月
付
の
絵
図
面
奥
苫

の
写
も
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
に
作
成
さ
れ
た
絵
図

が
原
図
と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
総
じ
て
川
沿
い
の

人
家
に
近
い
山
林
が
村
民
に
利
用
さ
れ
、
比
較
的
高
度
の
高
い

山
林
が
泉
屋
の
利
用
に
供
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
泉
屋
と
村

と
の
最
終
的
な
合
意
を
示
す
証
文
は
同
年
十
月
に
作
成
さ
れ
た

が
、
こ
の
争
論
解
決
に
よ
っ
て
、
従
来
曖
昧
で
あ
っ
た
両
者
の

利
用
範
囲
が
地
理
的
に
区
分
さ
れ
た
。

絵
図
の
配
列
は
、
銅
山
川
左
岸
を
下
流
方
向
に
1
床
鍋
谷
か

ら
7
他
領
須
ま
で
、
同
右
岸
を
同
方
向
に

8
と
ぎ
山
か
ら
10
大

野
山
ま
で
並
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
別
子
山
村
葛
籠
尾

付
近
よ
り
下
流
域
に
限
ら
れ
て
お
り
、
日
浦
谷
・
大
野
谷
な
ど
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銅
山
に
比
較
的
近
い
銅
山
川
上
流
の
御
林
に
つ
い
て
は
、
実
在

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
絵
固
が
見
あ
た
ら
な
い
。
原
図
が
あ
く
ま

で
山
論
の
対
象
と
な
っ
た
地
域
の
絵
図
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の

よ
う
な
欠
落
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
1

床
鍋
谷

•
2

泉
谷
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
掲
載
に

あ
た
っ
て
横
長
の
画
面
を
図
柄
に
合
わ
せ
て
縦
長
に
変
更
し

こ
。
t
 

＿
銅
山
付
近
の
そ
の
他
の
山
林

11
太
水
山
か
ら
17
七
番
山
の
内
獅
々
舞
（
獅
子
舞
）
尾
ま
で

が
、
銅
山
付
近
の
そ
の
他
の
山
林
で
あ
る
。
15
な
べ
ら
谷

（津

根
山
村
）
を
除
い
て
す
べ
て
銅
山
附
御
林
で
あ
る
。
11
大
永
山

（
太
水
山
村
、
現
、
新
居
浜
市
）
、
12
峨
蔵
山
、

13
外
の
尾
・
地

よ
し
（
以
上
、
浦
山
村
、
現
、
土
居
町
）
、

14
鬼
ケ
城
山
か
ら

16
葛
川
山

（以
上
、
津
根
山
村
）
の
六
箇
所
は
、
前
掲

「
御
料

山
境
目
切
畑
買
林
控
帳
」
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
境
界
や
面

積
も
絵
図
に
対
応
し
て
い
る
。
鋼
山
附
御
林
と
し
て
は
こ
の
ほ

か
に
寺
野
山
・
折
宇
山
（
以
上
、
津
根
山
村
）

•

上
野
山

（
上

野
村
、
現
、
土
居
町
）
が
あ
っ
た
が
、
寺
野
山
は
前
掲

7
他
領

須
の
図
中
に
あ
り
、
上
野
山
も
林
相
図
の
変
遷
の
項
に
収
録
し

て
い
る
。
折
宇
山
の
み
図
を
欠
い
て
い
る
が
、
前
掲
の
別
本

「
図
面
簿
」
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
鈴
江
支
配
人
作
成

の
原
本
に
は
折
宇
山
図
が
存
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お

太
永
山
と
別
項
収
録
の
上
野
山
は
、
も
と
立
川
銅
山
附
の
御
林

で
あ
っ
た
。

な
べ
ら
谷
は
、
「
買
山
」
と
記
す
よ
う
に
泉
屋
が
独
自
に
調

達
し
た
山
林
で
あ
っ
た
。
寛
政
五
年
五
月
に
津
根
山
村
瀬
井
野

名
の
喜
右
衛
門
か
ら
立
木

・
地
面
と
も
入
手
し
、
境
界
を
引
い

た
立
会
証
文
が
作
成
さ
れ
た
。
絵
図
に
は
番
号
を
付
け
た
傍
示

が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
立
会
証
文
の
附
属
絵
図
が

原
図
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

17
七
番
山
の
内
獅
々
舞
尾
は
現
在
の
別
子
山
村
の
村
域
に
含

ま
れ
る
が
、
前
述
の

1
1
1
0
の
よ
う
な
争
論
解
決
の
際
に
作
成

さ
れ
た
絵
図
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
同
地
は
村
民
の
居

住
地
域
か
ら
相
当
隔
た
っ
て
お
り
、
開
坑
期
か
ら
別
子
銅
山
で

ほ
ぽ
独
占
的
に
利
用
し
て
き
た
地
区
で
あ
る
の
で
、
村
民
と
の

争
論
の
対
象
と
も
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
絵
図
に
は
文

化
三
年
八
月
か
ら
初
め
て
製
炭
し
た
と
注
記
さ
れ
て
お
り
、
炭

蔽
も
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
の
製
炭
地
と
し
て
絵
図

が
描
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

＿
土
佐
藩
領
の
山
林

土
佐
の
山
林
図
に
は
、
文
化
五
年
頃
に
実
際
に
製
炭
等
を
行

っ
て
い
た
山
の
図
と
、
将
来
請
け
負
う
候
補
地
と
し
て
見
分
の

う
え
作
成
し
た
絵
図
の
二
種
類
が
混
在
し
て
い
る
。
村
民
の
焼

畑
用
地

（
荒
）
が
山
林
に
近
接
し
て
存
在
す
る
場
合
に
は
、
前

述
の
別
子
山
村
の
場
合
と
同
じ
配
色
で
両
者
を
区
別
し
て
描
い

て
い
る
。

2
2
桑
瀬
山
の
内
黒
滝
山
・
2
3
足
谷
山

（
以
上
、
土
佐
郡
本
川

郷
、
現
、
本
川
村
）
が
当
時
製
炭
等
を
行
っ
て
い
た
山
林
の
絵

図
で
あ
る
。
黒
滝
山
は
直
接
泉
屋
が
請
け
負
い
、
配
下
の
稼
人

が
製
炭
・
製
材
を
行
っ
た
の
に
対
し
、
足
谷
山
は
泉
屋
の
名
義

で
請
け
負
わ
れ
た
も
の
の
、
実
際
は
地
元
の
小
麦
畝
村
（
現
、

大
川
村
）
が
自
ら
の
稼
ぎ
の
た
め
に
泉
屋
に
働
き
か
け
た
も
の

ー

1if戸
時
代
の
山
杯
葬
図
＿

21

で
、
泉
屋
は
で
き
た
炭
な
ど
を
買
い
入
れ
た
よ
う
だ
。

長
岡
郡
本
山
郷
の

18
下
川
山
（
現
、
土
佐
郡
士
佐
町
）
、
土

佐
郡
本
川
郷
の

1
9
1
2
1
休
場
山
・
名
ノ
谷
山
（
現
、
本
川
村
）

と
土
佐
郡
森
郷
の
2
4
.
2
5
谷
之
内
山
・
小
南
川
（
現
、
大
川
村
）

に
つ
い
て
は
、
絵
図
に
製
炭
贅
の
見
積
も
り
が
注
記
さ
れ
て
お

り
、
土
佐
藩
に
出
願
す
る
た
め
、
現
地
の
見
分
を
終
え
検
討
段

階
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
巻
の
文
書
査
料
の
項
に

収
録
し
た
文
化
五
年
一二
月
「
炭
山
桔
り
覚
苦
」
も
、
同
じ
時
期

に
作
成
さ
れ
た
検
討
賓
料
で
あ
る
。
絵
図
に
は
、
文
化
五
年
に

下
川
山

・
谷
之
内
山
を
見
分
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
直

ち
に
出
願
し
た
の
は
下
川
山
だ
け
で
あ
っ
た
。
「
炭
山
積
り
覚

書
」
に
は
、
名
ノ
谷
山
や
谷
之
内
山
は
谷
川
が
深
く
架
橋
が
困

難
な
こ
と
や
谷
之
内
山
の
請
銀
が
高
い
こ
と
を
記
し
て
お
り
、

結
果
的
に
泉
屋
が
両
山
を
訥
け
負
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
泉
屋

が
江
戸
時
代
に
詰
け
負
っ
た
の
は
、
す
べ
て
吉
野
川
左
岸
の
山

林
で
あ
り
、
吉
野
川
右
岸
に
あ
る
休
場
山
や
谷
之
内
山
は
、
架

橋
の
費
用
や
運
搬
距
離
を
考
慮
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
不
利
で
あ

っ
た
。
上
巻
口
絵
に
収
録
し
た
架
橋
図
．
羅
橋
図
は
、
こ
の
谷

之
内
山
請
負
の
場
合
に
架
設
す
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。

一
今
治
藩
領
の
山
林

2
6
猿
田
山
は
今
治
藩
領
の
伊
予
国
宇
歴
郡
寒
川
山
村

（現、

伊
予
三
島
市
）
に
屈
す
る
藩
の
御
林
で
あ
っ
た
。
文
化
元
年
に

寒
川
山
村
が
製
炭
な
ど
の
た
め
に
願
い
詰
け
て
い
た
の
を
、
村

自
身
が
困
窮
の
た
め
同
四
年
・
六
年
に
泉
屋
に
そ
の
権
利
を
売

り
渡
し
、
泉
屋
は
瑞
へ
の
運
上
を
支
払
い
製
炭
を
行
っ
た
。



（
資
料
解
説
）

住
友
家
初
代
政
友
（
文
殊
院
、
号
臨
西
）
が
晩
年
に
、
身
内
の
も
の
に
与
え
た
商
売
の
心

得
害
。
住
友
の
事
業
精
神
の
基
と
し
て
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
ウ
ワ
封
書
）

「
封
メ
勘
十
郎
殿

孟
春
十
日

文
殊
院
旨
意
書

（

髪

結

）

与
介
二
か
、
ミ
ゆ
ひ
と
ら
せ
可
給
候
、
か
、
ミ
ゆ
い
二
か
ね
た
し
候
事
ハ
、
其
方

（

二

人

）

（

多

）

は
か
り
な
さ
れ
候
へ
、
ふ
た
り
ま
て
ハ
大
キ
ニ
候

商
事
は
不
及
言
候
へ
共
、
万
事
情
二
可
被
入
候

（

常

）

（

相

場

）

（

安

）

（

知

）

一
何
二
而
も
つ
ね
の
そ
う
ば
よ
り
や
す
き
物
持
来
候
共
、
根
本
を
し
ら
ぬ
も
の
二

（買）

候
ハ
ヽ
、
少
も
か
い
申
間
敷
候
、
左
様
之
物
ハ
盗
物
と
可
心
得
候

（

者

）

（

夜

）

（

宿

）

（

貸

）

（

編

笠

）

（

預

）

一
何
た
る
も
の
に
も
一
や
の
や
と
も
か
し
申
ま
し
、
又
あ
、
、
、
か
さ
に
て
も
あ
つ
か

る
ま
し
く
候

（

口

合

）

一
人
の
く
ち
あ
い
せ
ら
る
ま
し
く
候

（

掛

商

）

一
か
け
あ
き
な
い
せ
ら
る
ま
し
く
候

（

短

）

（

『』

葉
）

一
人
何
や
う
の
事
申
候
共
、
気
、
‘
、
し
か
く
こ
と
は
あ
ら
く
申
ま
し
く
候
、
何
様
重

而
具
二
可
申
候
、
以
上

文
書
資
料

臨
西
」

（
草
名
・
花
押
）

第

一

款

家

憲

口
住
友
家
憲

第
弐
ケ
条

第
壱
ケ
条

政
府
ノ
御
趣
意
ヲ
遵
奉
シ
、
御
布
令
ヲ
謹
守
ス
ル
事

予
州
別
子
山
ノ
鉱
業
ハ
重
大
ニ
テ
、
万
世
不
朽
我
所
有
ス
ル
不
動
産
ニ
テ
、
他

ニ
比
ス
ナ
ク
、
後
来
ノ
利
害
得
失
ヲ
謀
リ
、
勉
励
指
揮
ス
ル
事

第
三
ケ
条

諸
出
店
ハ
、
時
勢
ノ
移
換
二
随
ヒ
、
典
ス
モ
亦
廃
ス
モ
其
会
計
ノ
概
算
ニ
ョ
リ
、

臨
機
ノ
所
分
ス
ル
事

0
第
四
ー
拾
ケ
条
は
省
略
。

我
住
友
家
長
タ
ル
者
ハ
誓
テ
左
ノ
条
件
ヲ
履
行
シ
、
家
業
ノ
陸
盛
ヲ
図
ル
ヲ
以

日

本

家

第

一

之

規

則

営
業
ノ
要
旨

明
治
九
年
八
月
制
定

明
治
十
五
年
三
月
制
定

「
住
友
家
法
」
所
収

「
委
並
二
諸
出
店
規
則
書
綴
」
所
収
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ル
ヘ
シ
ト
雖
モ
、
荀
モ
浮
利
二
趨
リ
軽
進
ス
ベ
カ
ラ
ズ

第
三
条

予
州
別
子
山
ノ
鉱
業
ハ
、
我
一
家
累
代
ノ
財
本
ニ
シ
テ
、
斯
業
ノ
消
長

ハ
実
二
我
一
家
ノ
盛
衰
二
関
ス
、
宜
シ
ク
旧
来
ノ
事
蹟
二
徴
シ
テ
将
来
ノ
便
益

ヲ
計
リ
、
益
盛
大
ナ
ラ
シ
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
二
条
我
営
業
ハ
時
勢
ノ
変
遷
理
財
ノ
得
失
ヲ
計
リ
、
弛
張
興
廃
ス
ル
コ
ト
ア

期
ス

第
一
条
我
営
業
ハ
信
用
ヲ
重
シ
、
確
実
ヲ
旨
ト
シ
、
以
テ
一
家
ノ
掌
固
隆
盛
ヲ

資
料
解
説
は
2
8
ペ
ー
ジ

第
三
条

ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
ト
雖
、
恒
二
心
ヲ
百
年
ノ
長
計
二
存
シ
テ
、
大
本
ヲ
誤
ラ
サ

ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス

吾
住
友
ノ
事
業
ハ
時
勢
ノ
推
移
事
態
ノ
緩
急
二
応
シ
テ
、
弛
張
興
替
ス

ト
ヲ
期
ス

2

支
出
昂
噸
料

精
神
ヲ
遵
守
シ
テ
、
協
心
戯
力
其
ノ
前
緒
ヲ
讚
キ
テ
、
之
力
更
張
ヲ
図
ラ
ン
コ

第
二
条

吾
住
友
ノ
事
業
ハ
信
用
ヲ
重
ン
シ
、
確
実
ヲ
旨
ト
シ
、
全
住
友
一
体
ノ

第
一
章

テ
必
要
ト
ス

一
家
ノ
興
廃
二
関
シ
、
重
且
大
ナ
ル
他
二
比
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
シ
、
故
二
旧
来
ノ

事
蹟
二
徴
シ
テ
将
来
ノ
便
益
ヲ
謀
リ
、
益
々
盛
大
ナ
ラ
シ
ム
ル
事

第
一
一
一
条

予
州
別
子
山
ノ
鉱
業
ハ
万
世
不
朽
ノ
財
本
ニ
シ
テ
、
斯
業
ノ
盛
衰
ハ
我

興
廃
シ
、
荀
ク
モ
浮
利
二
趨
リ
軽
進
ス
可
ラ
ザ
ル
事

0
第
四
ー
七
条
は
省
略
。

営
業
ノ
要
旨

一
般
ノ
規
程

営
業
要
旨

明
治
二
十
四
年
十
一
月
改
正

「
住
友
家
法
」
所
収

営
業
ノ
要
旨

営
業
ノ
要
旨

隆
盛
ヲ
期
ス
ヘ
シ

コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
ト
雖
、
荀
モ
浮
利
二
趨
リ
軽
進
ス
ヘ
カ
ラ
ス

経
営
ノ
要
旨

経
営
ノ
要
旨

吾
住
友
ノ
事
業
ハ
其
ノ
国
家
的
使
命
二
鑑
ヽ
ミ
、
全
カ
ヲ
褐
シ
テ
報
国
ノ

実
ヲ
挙
ケ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス

第
一
編

第
一
条

住
友
家
法

「
社
則
甲
」
所
収

昭
和
十
九
年
十
一
月
改
正

（三）

（五） 第
二
条
我
住
友
ノ
営
業
ハ
時
勢
ノ
変
遷
理
財
ノ
得
失
ヲ
計
リ
、
弛
張
興
廃
ス
ル

我
営
業
ハ
確
実
ヲ
旨
ト
シ
、
時
勢
ノ
変
遷
理
財
ノ
得
失
ヲ
計
リ
テ
之
ヲ

第
一
条
我
住
友
ノ
営
業
ハ
信
用
ヲ
重
ン
シ
、
確
実
ヲ
旨
ト
シ
、
以
テ
其
ノ
翠
固

第
二
条

「
社
則
甲
」
所
収

第
一
条
政
令
ヲ
遵
奉
シ
、
家
則
ヲ
確
守
シ
、
品
行
ヲ
呼
暉
ミ
、
本
分
ヲ
尽
ス
事

（四）

昭
和
三
年
七
月
改
正

23 



事 右
桑
之
川
山
、
当
時
出
来
不
申
事

巳
年
盆
前
ふ
、
少
々
宛
焼
上
り
之
分
、
炭
焼
致
出
山
候
事

此
請
銀
五
貫
目
位

メ 一
七
分

ま
し
常
賃

当
り
候
得
共
、
先
此
度
当
方
之
積
り
壱
分
懸
り
二
留
居
候
事

請
銀
十
八
メ
五
百
目
、
此
割
合
二
而
者
壱
分
八
厘
五
毛
懸
り
二
相

但
シ
井
野
川
・
大
平
両
山
二
而
請
負
中
、
炭
出
高
百
七
万
余
、
此

一
土
州
黒
滝
山
銅
山
着
之
分
仕
成
尽
、
漸
釜
数
五
枚
位
、
其
外
不
残
七
番
中
宿
藩

文
化
五
戊
辰
年
三
月

「
別
子
銅
山
公
用
帳

申
居
候
事

炭
山
積
り
鴬
書

炭
山
積
り
歎
書

九
番
」
所
収

二
相
成
申
候
、

右
黒
滝
山
仕
成
年
限
、
来
申
年
迄
五
ケ
年
有
之
候
得
共
、
来
ル

一
右
跡
山
去
秋
ふ
桑
野
川
山
相
願
置
、
請
負
出
来
候
得
者
、
引
続
キ
下
モ
川
山
・（マ

北
川
山
井
銅
山
附
御
林
葛
川
山
江
順
々
差
入
候
積
り
二
御
座
候
処
、
右
桑
野
山

マ）川
之
義
者
表
状
得
貴
意
候
通
り
之
訳
二
而
、
当
時
請
負
難
出
来
候
事

一
桑
野
川
請
負
候
時
二
者
、
余
程
年
数
炭
仕
成
、
夫
ふ
下
モ
川
山
・
北
川
山
等

順
々
二
請
負
候
得
者
、
其
内
内
山
も
少
々
宛
仕
成
被
申
、
順
道
二
御
座
候
得
共
、

一
右
二
付
下
モ
川
山
請
負
候
方
当
然
二
候
得
共
、
只
今
炭
仕
成
居
申
候
黒
滝
山
£

下
モ
川
迄
、
道
法
凡
六
里
余
御
座
候
、
左
候
時
者
、
炭
焼
共
諸
道
具
荷
運
ひ
二

大
二
難
儀
仕
候
上
、
追
年
外
山
無
之
候
得
者
、
又
々
谷
之
内
山
請
負
候
様
相
成

候
事
も
難
計
、
殊
二
只
今
者
地
下
ふ
も
当
方
江
内
談
有
之
候
位
之
時
宜
、
其
上

黒
滝
山
引
続
下
モ
川
山
請
負
候
時
二
者
、
其
次
北
川
山
未
小
木
故
、
難
請
負
候

一
右
桑
野
川
山
請
負
候
時
二
者
、
当
時
請
負
居
候
黒
滝
山
ふ
道
法
凡
七
里
余
御
座

文
化
五
年
三
月

候
、
然
レ
共
、
同
所
二
者
木
沢
山
、
宜
敷
山
故
‘
炭
焼
暫
相
結
‘
炭
仕
成
候
場

所
二
付
、
黒
滝
山
ふ
余
程
之
道
法
二
候
得
共
、
不
苦
、
下
モ
川
山
者
多
分
荒
レ

地
有
之
、
桑
野
川
山
と
引
競
候
而
者
、
余
程
相
違
致
候
二
付
、
炭
焼
難
義
之
趣

一
右
之
次
第
二
而
、
黒
滝
山
跡
山
者
、
谷
の
内
山
之
積
り
、
同
所
百
性
中
江
相
談

之
上
、
内
見
分
致
候
積
り
左
ニ

一
炭
百
三
拾
壱
万
位

拾
貫
目
二
付
壱
分
懸
り
之
積
り

此
銀
拾
三
貫
百
目

一
檜
大
小
千
百
本
位

元
切
壱
本
二
付
四
匁
£
五
匁
位

合
銀
拾
八
貫
百
目

外
二
賃
銀
積
り

一
山
元
よ
り
大
平
之
内
中
宿
迄
百
丁
位
之
積
り

炭
拾
貫
二
付
代
銀
四
匁
弐
分
五
厘

一
三
匁
五
分
五
厘

一
大
平
中
宿
ふ
七
番
小
坪
中
宿
迄



一
三
拾
六
万
四
千
四
拾
四
メ
五
百
目
黒
滝
山

メ 一
六
万
弐
百
三
拾
五
貫
五
百
目

2

支
曹
責
料

-25

一
七
拾
七
万
三
百
六
拾
貫
目

余
計
宿

一
八
拾
四
万
五
千
百
六
拾
三
貫
目

一
拾
万
―
―
一
千
八
百
六
拾
三
メ
五
百
目

七
番
宿

残
大
炭
九
万
六
千
百
拾
五
貫
目

一
小
坪
宿
ふ
銅
山
迄

炭
拾
貫
目
二
付

代
銀
五
匁
八
分
五
厘

但
山
元
£
銅
山
迄
駄
賃
・
仕
成
賃
共
、
弐
宿
新
二
相
立
候
普
請
入

用
、
其
外
諸
雑
用
者
此
外
二
御
座
候

外
二
本
川
二
相
掛
り
御
座
候
葛
橋
拾
弐
問
、
此
橋
掛
ケ
替
普
請
入
用
凡
弐

右
運
送
入
用
之
外
、
新
二
弐
宿
相
立
テ
候
義
二
候
得
者
、
入
目
多
、
其
上
役
手

用
立
、
其
方
江
炭
取
越
候
得
者
、
壱
宿
尺
之
入
用
違
ひ
候
事
故
、
色
々
評
儀
仕

候
得
共
、
夫
二
而
者
表
状
二
得
貴
意
候
通
根
津
木
山
或
者
上
頗
戸
山
之
近
辺
ニ

而
、
冬
分
通
路
難
出
来
趣
二
相
聞
へ
申
候
、
此
所
於
御
地
、
疾
と
御
考
合
、
何

（
評
）

れ
之
究
候
方
可
然
哉
、
御
秤
儀
可
被
成
下
候
、
尚
当
方
二
而
も
道
法
等
之
義

ハ
、
専
勘
弁
仕
候
義
二
御
座
候
、
依
之
往
古
ふ
土
州
請
所
年
限
井
当
時
炭
出
方

当
十
二
月
有
物

元
山
出
炭
買
入

一
四
千
九
百
七
拾
八
メ
目

一
七
万
四
千
八
百
三
貫
目

一
弐
万
九
百
八
拾
三
メ
五
百
目

一
弐
千
百
三
拾
壱
メ
五
百
目

メ
九
拾
四
万
千
弐
百
七
拾
八
貫
目

出
来
銅
八
拾
三
万
千
九
百
七
拾
三
斤

残
大
炭
三
拾
四
万
千
三
百
四
貫
目

一
拾
七
万
七
千
弐
百
五
貫
目

銅
山

去
卯
年
中
大
炭
請
払

残
拾
壱
万
六
千
百
四
拾
九
メ
五
百
目
出
炭

有
物
等
、
為
御
心
得
、
左
二
印
置
申
候

メ．
一
七
拾
壱
万
六
千
百
弐
拾
一
一
一
貫
五
百
目

床
前
遣

内
払 メ

之
者
も
是
二
順
シ
、
多
分
入
可
申
候
、
尤
此
外
当
時
相
建
有
之
候
七
番
炭
中
宿

種
川
山

日
向
炭

貫
目

一
五
万
千
六
百
八
拾
八
貫
目

白
炭

別
買
入

メ 一
六
万
八
百
一
二
拾
壱
メ
目

余
計
着

銅
山
清

メ

上
ケ
駄
賃

七
分
五
厘

一
六
万
五
千
八
百
九
メ
目

地
方

一
拾
九
万
六
千
五
百
拾
九
メ
目

七
番
山

上
ケ
駄
貨

八
分
五
厘

一
拾
万
六
千
八
百
八
拾
七
メ
五
百
目
大
永
山



一
同
国
黒
滝
之
内
一
ノ
谷
山
ふ
向
惣
山

享
保
三
戌
年
請
負
八
十
八
ケ
年
目
、
文
化
二
丑
年
請
負
仕
成
ス
、
当
時
仕

請
銀
拾
五
貫
三
百
九
拾
目

先
年
惣
山
根
払
請
銀
百
弐
拾
貫
目
迄
付
上
ケ
候
得
共
、
御
下
ケ
無
之
、
依

一
土
州
大
北
川
山

之
内
追
々
小
切
二
請
負
候
由
二
而
、
六
十
年
位
二
な
り
候
場
所
も
御
座
候

土
州
山
宿
次
請
所
最
寄
之
分

申
年
惣
山
禁
足
打
入
、
元
文
二
巳
年
ふ
文
化
五
辰
年
迄
七
拾
弐
年
、
尤
右

文
化
五
辰
年
迄
十
弐
ケ
年

有
之
候
立
木
、
請
銀
三
百
五
拾
目
二
而
、
此
方
江
願
受
仕
成
取
、
宝
暦
二

享
保
一
二
戌
年
請
負
八
十
ケ
年
目
、
寛
政
九
巳
年
請
負
仕
成
、

L 

年
、
此
方
江
譲
り
請
、
尚
又
大
坂
屋
仕
成
跡
々
諸
所
切
残
雑
木
井
滝
問

請
銀
拾
メ
目

元
文
二
巳
年
、
大
坂
屋
願
請
仕
成
候
処
、
同
家
不
勝
手
二
付
、
延
享
四
卯

五
辰
年
迄
十
六
年
二
相
成
ル

一
土
州
桑
頗
・
中
野
川
・
上
頗
戸
山
・
小
関
山
・
十
郎
関
山
共

享
保
九
辰
年
請
負
七
十
ケ
年
目
、
寛
政
五
丑
年
請
負
、
文
化

奥
七
番
宿
着
之
分

十
八
メ
目

土
州
請
所
当
時
相
建
有
之
候

一
土
州
小
麦
畝
山

請
銀

廿
弐
メ
目

メ

座
候

メ

（
付
箋
）
「
此
上
ノ
続
キ
ニ
入
ル

少
二
而
も
焼
残
之
分
、
拾
ひ
焼
致
候
様
取
計
申
候
義
二
御

右
之
外
土
州
山
二
而
、
炭
銅
山
直
着
之
分
無
御
座
候

得
共
、
賃
積
り
仕
候
分
、
印
置
申
候
、
最
早
焼
尽
候
得
共
、

但
太
氷
山
分
岸
前
焼
残
少
々
宛
為
焼
候
義
二
而
、
冬
分
休
候

一
拾
七
枚

大
永
山

一
同
国
井
野
川
・
大
平
両
山

一
壱
枚

猿
田
山

土
州
請
所
炭
銅
山
着
之
分

地
方

メ

奥
七
番

斧
不
入
之
場
所
二
候
得
共
、
余
程
荒
レ
居
候
由
、
追
而
見
分
之
積
り
御
座
候

合
直
一
一
拾
四
枚

一
五
拾
七
枚

一
三
拾
弐
枚

一
弐
拾
七
枚

黒
滝
山

炭
釜
数

卯
年
賃
積
仕
候
分

成
之
場
所
二
御
座
候

一
同
国
足
谷
山

（付箋）l

右
之
外
奥
七
番
宿
通
取
越
候
場
所
、
根
津
山
と
申
ふ
外
無
御
座
、
右
根
津
木
山
未

享
保
二
酉
年
請
負
八
十
五
ケ
年
目
、
享
和
元
酉
年
請
負
、
文
化
元
子

年
か
禁
足

享
保
九
辰
年

寛
政
五
丑
年

一
同
国
黒
滝
山
之
内
一
ノ
谷
山

享
保
十
三
申
年
請
負
八
十
一
ケ
年
目
、
文
化
五
辰
年
請
負



一
折
宇
山
御
林

無
之
候
事

銅
山
附
御
林
之
分

但
右
御
林
寛
政
元
酉
年
頃
ふ
追
々
相
仕
成
、
当
時
格
別
炭
焼
入
候
場
所

メ

一
葛
籠
尾

一
谷
山

一
大
野
山

同
断

式
ケ
所

落
合
床
鍋
二

一
予
州
御
領
小
川
山
半
山
分
中
宿

一
新
山

一
ノ
谷

一
泉
谷

一
殿
ケ
関

一
同
国
名
ノ
谷
山

同
断

一
瀬
場
谷

一
大
野
谷

一
床
鍋
谷

場
所
、
獅
子
舞
が
鼻
£
奥
本
谷
口
、
文
化
三
寅
年
ふ
仕
成
居
候
事

之
元
文
一
一
巳
年
、
蔭
ノ
山
半
山
分
浅
木
計
り
、
請
銀
拾
九
貫
目
二
而
請
負
、

尤
同
所
蔭
ノ
山
と
差
別
有
之
候
由
、
右
蔭
ノ
山
請
負
候
節
、
引
続
陽
ノ
山

願
候
旨
申
伝
候
へ
共
、
旧
記
二
無
之
、
延
享
五
辰
年
、
惣
山
禁
足
、
文
化

一
同
国
朝
谷
山

請
銀
六
拾
四
貫
目

（二）

宝
暦
八
寅
年
請
負
、
明
和
三
酉
年
七
月
禁
足
、
八
ケ
年
之
間
仕
成
、
禁
足
、

一
同
国
小
津
河
山

安
永
四
未
年
請
負
、
同
八
亥
年
迄
五
ケ
年
仕
成
、
禁
足
、
亥
年
£
文
化
五

辰
年
迄
三
十
ケ
年
二
相
成
ル

一
同
国
坂
顧
山

一
同
国
谷
ノ
内
山

同
断

中
宿
豆
雲
辛
弐
ケ
所

此
間
二
大
谷
川
有
之
、
橋
六
ケ
処

一
同
国
下
モ
川
山

中
宿
疇
臀
ヶ
所

同
断

（戌）

宝
暦
四
未
年
ふ
仕
成
、
文
化
五
辰
年
迄
五
十
五
年
二
相
成
ル
、
又
寛
政
三
亥

年
ふ
翌
子
年
迄
仕
成
、
当
辰
年
迄
十
八
年
二
相
成
ル

宝
暦
六
子
年
ふ
寅
年
迄
一
ニ
ケ
年
仕
成
ス
、
文
化
五
辰
年
迄
五
十
三
年
二
成
ル
、

（
天
明
）

其
後
明
和
二
寅
年
ふ
未
年
迄
、
切
残
之
分
六
ケ
年
仕
成
、
文
化
五
辰
年
迄
廿

七
年
二
相
成
ル

明
和
二
酉
年
ふ
卯
年
迄
七
ケ
年
之
間
仕
成
、
文
化
五
辰
年
迄
四
十
五
年
二
相

一
鬼
ケ
城
御
林

明
和
八
卯
年
ふ
安
永
四
未
年
迄
五
ケ
年
仕
成
、
文
化
五
辰
年
迄
三
十
八
年
ニ

一
七
番
山
御
林

寛
政
四
子
年
ふ
小
坪
谷
・
三
ツ
森
谷
・
陽
口
谷
・
孫
四
郎
谷
四
ケ
所
、
文
化

元
子
年
迄
十
三
ケ
年
相
仕
成
シ
、
此
釜
数
百
四
拾
壱
枚
、
当
時
炭
焼
差
入
候

一
と
う
が
谷

一
長
戸
山

一
土
州
桑
野
川
山

成

未
請
負
不
申
分

メ

成
ル
成
ル
、
其
後
寛
政
四
子
年
・
丑
年
両
年
仕
成
、
文
化
五
辰
年
迄
十
七
年
二
相

酉
年
ふ
文
化
五
辰
年
迄
四
拾
四
年
二
成
ル

一
葛
川
山
御
林

五
辰
年
迄
六
十
一
年

一
五
郎
津
山
御
林



明
治
維
新
後
、

家
と
事
業
の
近
代
化
、
再
編
成
に
あ
た
っ
て
、
理
念
や
根
本
の
方
針
を
成

文
化
し
て
明
ホ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
の
本
家
第

一
之
規
則
は
そ
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

明
治
十
五
年
に
は
じ
め
て
「
住
友
家
法
」
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
最
初
に
口
の
住
友
家
憲
が
掲

げ
ら
れ
た
。
第
三
条
の
趣
旨
は
、
そ
の
後
同
二
十
四
年
改
訂
の
「
住
友
家
法
」
、
昭
和
三
年

制
定
の
「
社
則
」
、
同
十
九
年
改
訂
の
「
社
則
」
に
も
、
多
少
の
字
句
の
変
化
は
あ
る
も
の

の
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
た
。

三
炭
山
積
り
覧
書
（
文
化
五
年
三
月）

土
佐
藩
領
の
山
林
は
別
子
銅
山
の
製
錬
用
薪
炭
や
用
材
の
重
要
な
供
給
源
で
あ
っ
た
が
、

年
々
遠
隔
化
し
、
経
費
も
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
覚
書
は
、
文
化
五
年
(
-
八
0
八）

三
月
の
時
点
で
、

土
佐
領
内
の
有
望
な
諸
山
に
つ
い
て
運
搬
経
費
や
請
銀
高
等
を
細
か
く
示

し
、
次
に
出
願
す
べ
き
山
を
選
定
す
る
た
め
の
資
料
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
成
者
や
提
出

先
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
別
子
の
炭
方
で
基
礎
資
料
が
作
ら
れ
、
大
坂
の
本
家
へ
内
意
を

伺
う
た
め
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
幕
府
か
ら
下
げ
渡
さ
れ
て
い
た
銅
山
附
御
林

に
つ
い
て
も
、
十
八
世
紀
中
ご
ろ
以
降
の
入
山
状
況
を
記
し
て
お
り
、
全
体
的
な
炭
の
供
給

状
況
を
に
ら
ん
だ
判
断
が
行
わ
れ
て
い
た
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
資
料
解
説
）

二

営
業
ノ
要
旨

文
化
五
辰
年
一二
月

評
儀
仕
候
得
共
、
何
れ
共
一
決
難
仕
儀
二
御
座
候

右
土
州
山
請
所
井
銅
山
付
御
林
追
々
仕
成
尽
、
追
年
炭
仕
成
場
所
六
ケ
敷
、
差
支

出
来
可
申
哉
、
此
処
御
勘
弁
可
被
下
候
、
尚
前
書
之
通
、
奥
七
番
炭
中
宿
方
角
江

出
候
根
津
木
山
、
仮
令
冬
分
差
支
有
之
候
共
、
当
時
請
負
候
方
中
宿
一
ケ
所
相
用

ひ
候
二
付
、
利
方
二
御
座
候
哉
、
又
者
谷
之
内
山
願
懸
り
之
儀
二
付
、
請
銀
割
合

ふ
高
直
井
橋
場
所
六
ケ
敷
候
得
共
、
夏
冬
差
支
な
く
通
路
出
来
候
二
付
請
負
候
方

利
方
二
御
座
候
哉
、
御
勘
考
可
被
下
候
、
右
両
山
共
難
所
之
義
二
付
、
打
寄
毎
々

山
林
之
義
二
付
上
申
書

山
林
之
義
二
付
上
申
書

我
別
子
鉱
山
備
林
ノ
実
況
ヲ
熟
視
ス
ル
ニ
、
十
中
ノ
九
ハ
禿
山
二
垂
ン
ト
セ
リ
、

諸
建
築
材
・
坑
間
支
柱
材
・
薪
炭
用
山
、

ニ
至
リ
テ
ベ
薪
材
ノ
如
キ
今
ヨ
リ
両
一一一年
J
需
用
二
充
テ
ン
カ
、
近
傍
又
他
二

同
材
ヲ
得
ル
山
林
ナ
ク
、
良
材
林
二
至
リ
テ
ハ
、
只
々
七
番
山
ア
ル
ノ
ミ
、
該
山

モ
亦
近
年
大
風
雨
ノ
為
メ
倒
木
多
ク
シ
テ
、
所
謂
骨
ヲ
顕
ハ
ス
ノ
惨
状
ヲ
呈
シ
、

加
之
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
近
年
建
築
物
ノ
多
キ
ニ
従
ヒ
、
立
木
ヲ
伐
採
シ
タ
ル
殆
ド
全
山

其
三
分
ノ
一
残
レ
圧
、
該
山
ハ
地
味
良
木
二
適
シ
、
当
山
ヲ
去
ル
近
キ
ハ
弐
拾
丁

遠
キ
モ
僅
カ
ニ
八
拾
町
ヲ
越
ヘ
ズ
、
当
鉱
業
二
取
リ
造
物
者
之
賜
モ
ノ
ト
云
フ
モ
、

敢
テ
過
言
ニ
ア
ラ
ザ
ル
良
山
林
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
今
后
断
然
立
木
ノ
伐
採
ヲ
禁
シ
寇

認
〗
心
豆
ハ
）
、
異
日
鉱
業
ノ
都
合
ニ
ョ
リ
不
得
止
場
合
二
際
シ
、
之
ヲ
伐
採
セ
ン

ト
ス
、
而
メ
七
番
山
ヲ
禁
ズ
ル
時
ハ
、
是
亦
近
傍
良
材
林
ナ
シ
、
偶
々
之
レ
ア
ル

モ
、
僅
少
ノ
樹
木
諸
所
二
散
立
ア
ル
ノ
ミ
、
之
レ
ニ
良
法
ヲ
設
ケ
伐
採
ノ
需
用
ニ

（
ン
）

充
ン
ト
ス
ル
モ
、
僅
カ
ニ
両
三
年
ヲ
出
ズ
シ
テ
尽
シ
、
今
ヨ
リ
良
策
ヲ
講
ゼ
ザ
レ

バ
、
他
日
容
易
ナ
ラ
ザ
ル
ノ
域
二
達
ス
ル
ナ
ル
ベ
シ
、
故
二

左

二
土
木
課
山
林
方

（
困
）
因
難
ノ
状
、
及
前
途
ノ
目
的
ヲ
具
申
致
候
間
、
閣
下
宜
敷
御
採
納
ア
ラ
ン

1
ヲ
奉

希
望
候
、
幸
甚

四

一
ト
シ
テ
欠
乏
セ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
、
甚
敷

明
治
二
十
七
年
六
月
十

一
日



事 一
総
体
備
林
反
別
•
原
価
・
地
種
・
立
木
種
類
等
取
調
、
備
林
一
覧
表
ヲ
調
製
ノ

ノ
立
会
調
印
ヲ
請
求
ス
ル
ノ
件

一
反
歩
二
付
六
百
メ
目
ヲ
伐
出
シ
、
壱
ケ
年
間
四

地
理
方

ル
ハ
、
今
日
ノ
急
務
卜
確
信
仕
候
、
付
テ
事
務
取
扱
上
ノ
卑
見
ヲ
略
述
ス

雑
木
林

一
良
材
林
ハ
前
述
ノ
如
ク
、
七
番
山
ヲ
除
ク
外
ニ
テ
、
今
日
ノ
需
用
二
応
ゼ
ン
ト

ス
レ
バ
、
明
年
ヨ
リ
ニ
ケ
年
ニ
シ
テ
伐
採
ヲ
了
シ
可
申
二
付
、
今
里
方
二
於
テ
良

材
林
五
万
円
之
価
格
ノ
モ
ノ
ヲ
差
入
、
又
土
州
地
方
備
林
二
今
日
ニ
シ
テ
五
万
円

ノ
資
金
ヲ
費
シ
置
ク
ラ
ン
ニ
ハ
、
順
次
輪
伐
シ
、
此
メ
鉱
業
ヲ
要
ス
ル
ニ
、
木
材

ヲ
安
ン
ジ
テ
永
年
二
供
給
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ
、
就
而
今
拾
万
円
ヲ
費
ス
ハ
、
実
二
巨

額
ナ
ル
モ
、
前
日
ノ
実
歴
二
徴
ス
ル
ニ
、
尚
種
之
助
明
治
廿
二
年
高
藪
分
課
詰
拝

命
ノ
当
時
、
良
材
尺
メ
壱
本
（
百
方
ノ
モ
ノ
）
価
凡
三
拾
五
銭
ヨ
リ
四
拾
銭
位
ニ
テ
官

林
払
下
ヲ
得
タ
ル
モ
、
現
今
ハ
既
二
業
二
壱
円
内
外
ナ
ラ
デ
ハ
払
下
許
可
ヲ
得
ズ
、

随
テ
世
上
一
般
木
材
欠
乏
ノ
為
メ
、
年
々
高
直
ノ
姿
二
有
之
、
芳
以
テ
拾
万
ノ
資

金
ハ
、
今
五
六
ケ
年
ヲ
出
デ
ズ
シ
テ
、
樹
木
ノ
生
長
卜
世
上
木
材
代
金
ノ
騰
貴
ノ

差
違
ヨ
リ
、
其
ノ
幾
分
ヲ
補
フ
事
卜
確
信
仕
候

今
日
汲
々
タ
ル
製
鉱
・
開
坑
二
要
ス
ル
薪
材
ハ
、
殆
ド
近
傍
山
林
ハ
伐
採
ヲ
了
シ

ク
リ
、
故
二
需
用
ノ
主
務
者
卜
合
議
以
テ
、
及
ブ
限
リ
石
炭
ヲ
使
用
シ
、
薪
材
ヲ

非
常
二
減
セ
ザ
レ
バ
、
辿
モ
今
日
ノ
山
林
ニ
テ
ハ
供
給
雖
出
来
、
今
仮
リ
ニ
目
下

ノ
需
用
高
二
応
ズ
ル
山
林
ヲ
、
輪
伐
年
度
一
二
拾
年
卜
仮
定
シ
積
算
ス
ル
片
ハ
、
壱

ケ
年
弐
百
五
拾
万
メ
目
ト
シ
、

（
反
脱
力
）

百
拾
六
丁
六
百
余
ヲ
要
シ
、
三
十
年
ニ
ハ
壱
万
弐
千
四
百
九
十
八
丁
余
ノ
山
林
ヲ

備
ヘ
ザ
レ
バ
、
永
ク
需
用
二
応
シ
カ
タ
ク
辿
テ
、
云
フ
ベ
ク
シ
テ
行
フ
能
ハ
ザ
ル

業
ナ
リ
、
故
二
目
下
ノ
急
ヲ
防
グ
ニ
ハ
、
進
而
石
炭
ヲ
使
用
ス
ル
ト
同
時
二
、
遠

丁
ノ
山
林
二
向
ヒ
、
人
道
ナ
リ
馬
道
ナ
リ
将
夕
銚
道
ナ
リ
開
設
シ
テ
、
運
搬
二
便

ヲ
与
へ
、
遠
丁
ヨ
リ
仰
ク
ノ
外
無
之
、
労
以
テ
本
年
度
ヨ
リ
之
レ
ガ
瘤
手
致
度
候

以
上
ハ
目
下
怠
ヲ
要
ス
ル
事
項
ノ
ミ
ニ
有
之
、
以
下
ハ
山
林
方
事
務
ノ
上
ヨ
リ
開

本
課
山
林
部
地
理
方
ニ
テ
所
轄
ス
ル
地
所
ハ
、
凡
六
千
四
百
町
歩
余
、
此
原
価
凡

壱
万
一
二
百
余
円
ヲ
所
有
セ
リ
、
中
二
山
林
或
ハ
宅
畑
田
等
ノ
数
種
ア
リ
、
然
ル
ニ

此
ノ
地
所
ヨ
リ
産
出
ス
ル
所
ノ
収
益
ハ
、
今
日
迄
其
収
支
甚
ダ
不
分
明
ノ
姿
二
有

之
、
故
二
今
後
之
レ
ヲ
明
々
瞭
々
タ
ラ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
、
且
ツ
培
植
方
ニ
テ
ハ
、

壱
ケ
年
中
伐
採
方
力
立
木
伐
採
ノ
欠
数
卜
、
将
来
生
長
ノ
後
需
用
ノ
目
的
ニ
ョ
リ
、

壱
ケ
年
中
ノ
植
樹
ノ
員
数
ヲ
定
メ
、
其
費
用
二
至
リ
テ
ハ
、
可
成
植
樹
連
帯
ノ
業

ヲ
営
ミ
、
得
ル
所
ノ
利
益
ヲ
以
テ
、
植
樹
費
用
ノ
幾
分
ヲ
補
助
シ
、
益
進
デ
拡
張

セ
ン
ト
欲
ス
、
又
伐
採
方
ニ
ハ
今
日
迄
旧
慣
二
働
ヒ
、
立
木
ヲ
伐
採
仕
成
ス
ル
為

メ
ニ
、
良
木
ヲ
徒
費
ス
ル
ノ
弊
モ
亦
勘
少
ナ
ラ
ズ
、
加
之
ナ
ラ
ズ
一
方
ニ
ハ
培
植

ノ
拡
張
ヲ
計
リ
、
稚
樹
・
漱
木
ヲ
培
養
シ
、

可
ナ
ラ
ン
乎
、
故
二
今
後
山
林
経
済
ノ
途
ヲ
失
セ
ザ
ル
様
、
充
分
ノ
方
法
ヲ
講
ス

一
所
轄
備
林
、
及
ビ
製
炭
課
力
今
日
所
管
ス
ル
山
林
卜
雖
モ
、
悉
皆
本
係
二
取
纏

メ
、
売
買
ノ
証
及
各
村
台
帳
ヲ
取
調
、
測
量
図
卜
見
取
図
面
ヲ
調
整
シ
、
又
本
係

二
台
帳
ヲ
製
シ
、
年
々
収
支
ヲ
明
記
メ
、
年
表
ヲ
編
ス
ル
ー

一
総
プ
所
有
地
ハ
、
新
旧
ノ
別
ナ
ク
境
界
ヲ
取
調
、
境
界
帳
ヲ
製
シ
、
悉
皆
買
主

一
目
下
各
炭
方
二
管
理
ノ
所
有
地
、
及
備
林
モ
本
係
二
取
纏
メ
、
前
数
項
ノ
如
ク

陳
仕
候

良
材
林

一
方
良
木
濫
伐
ノ
弊
ヲ
防
カ
ズ
シ
テ



林
卜
出
来
得
ベ
キ
田
畑
ヲ
設
置
仕
度
候

一
総
プ
植
樹
二
要
ス
ル
苅
明
ケ
ハ
、
所
有
地
二
限
リ
、
伐
畑
ヲ
鍬
下
ニ
テ
、
粟
ナ

リ
蕎
麦
等
ヲ
望
ミ
ノ
モ
ノ
ニ
宛
付
、
翌
年
苗
木
植
付
ノ
際
、
之
レ
ヲ
引
戻
シ
植
付

一
薪
炭
木
ハ
欠
乏
二
付
テ
ハ
、
前
項
二
略
述
仕
候
モ
、
近
来
其
伐
採
ヲ
製
炭
者
ニ

ナ
リ
、
若
シ
夫
レ
荏
苗
歳
月
ヲ
経
過
ス
ル
片
ハ
、
数
年
ヲ
出
デ
ズ
メ
禿
山
ト
ナ
ル

ハ
、
即
チ
必
然
ナ
ル
ベ
シ
、
然
ラ
ハ
之
レ
ガ
跡
地
へ
苗
木
ヲ
栽
培
セ
ン
カ
否
、
広

漠
ノ
炭
山
林
ヲ
苅
明
ケ
苗
木
植
付
ス
ル
等
、
其
費
金
膠
多
ニ
シ
テ
、
決
メ
思
ヒ
起

ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
事
ナ
リ

故
二
今
后
製
炭
林
・
薪
材
山
林
ハ
、
本
係
二
於
テ
所
轄
シ
、
之
レ
ニ
区
画
ヲ
定
メ
、

伐
採
ノ
際
壱
反
歩
二
付
三
本
、
乃
至
五
本
ノ
種
樹
ト
ナ
ル
ベ
キ
製
炭
適
応
ノ
木
種

ヲ
、
地
質
ニ
ョ
リ
テ
伐
採
シ
、
天
然
播
種
ス
ル
時
ハ
、
後
時
必
ズ
良
種
ノ
森
林
卜

任
シ
タ
ル
ヨ
リ
、
漸
ク
濫
伐
ノ
弊
起
リ
、
諸
山
不
規
則
ノ
伐
採
方
ト
ナ
リ
ク
ル
姿

一
伐
採
方
↑
｀

ス
ル
片
ハ
、
費
用
ヲ
要
セ
ズ
シ
テ
、
苅
明
ケ
出
来
ノ
見
込

今
此
ノ
害
ヲ
免
レ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
、
多
分
ノ
余
裕
ア
ル
ニ
非
ラ
ザ
レ
バ
能
ハ
ズ
、

故
二
需
用
ノ
途
ヲ
充
分
取
調
、
余
剰
ア
ル
物
品
ヲ
所
有
セ
‘
、
ハ
、
必
ズ
ヤ
前
段
ノ
害

ヲ
免
ル
ナ
ル
ベ
シ
、
若
シ
余
裕
ア
ル
迄
物
品
ヲ
買
入
レ
ン
ニ
ハ
、
多
分
ノ
金
員
ヲ

要
ス
ベ
シ
ト
雖
モ
、
前
陳
ノ
害
ヲ
免
ル
ト
、
又
事
業
進
歩
ト
ヲ
比
較
シ
、
損
失
ナ

キ
事
卜
信
シ
候

一
今
日
迄
前
記
略
述
セ
シ
如
ク
、
偏
二
木
工
ノ
注
文
ヲ
受
ケ
、
仕
成
ス
ル
訳
ヲ
以

テ
、
仮
令
ハ
四
間
ノ
弐
寸
二
四
寸
角
等
ヲ
注
文
セ
ラ
レ
‘
為
メ
ニ
直
長
四
間
ノ
立

（困）

木
ヲ
要
シ
、
往
々
因
雑
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
多
ク
ノ
良
木
ヲ
損
失
ス
ル
等
ノ
事
ア

ル
、
故
二
以
来
ハ
木
材
ニ
ョ
リ
テ
、
木
工
ノ
技
術
ヲ
施
サ
ン

7
ヲ
希
望
シ
テ
止
マ

ザ
ル
也
、
夫
レ
木
材
ハ
人
為
ヲ
以
テ
伸
縮
ス
ル
不
能
、
木
工
ノ
術
、
能
ク
種
々
ノ

短
材
ヲ
以
テ
大
度
宏
楼
ヲ
建
築
ス
ル
事
二
、
意
ヲ
注
カ
ズ
ン
バ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ

木
材
ノ
相
場
ヲ
取
調
、
利
益
ア
ル
モ
ノ
ハ
他
国
ヨ
リ
購
求
ヽ
ン
、
十
二
分
備
林
ヲ
永

一
方
ニ
ハ
山
林
監
守
ヲ
ナ
シ
、

一
方
二
植
樹
井
二
連
帯
ノ
業
ヲ
取
リ
、
異
日
良
山

一
五
良
津
山
・
浦
山
近
傍
ハ
盗
伐
ノ
尤
モ
甚
敷
、
山
林
方
一
ノ
出
張
所
ヲ
設
ケ
、

一
七
番
山
今

H
迄
種
樹
場
接
続
ノ
地
へ
、

五
良
津
・
西
山
其
所
有
地
へ
拾
万
本
、
合
拾
一
二
万
本
ノ
苗
木
植
付
事

一
総
プ
所
有
地
培
樹
場
ヘ
ハ
、
梢
ナ
リ
三
栢
ナ
リ
、
地
質
二
適
合
ス
ル
種
類
ヲ
植

付
ク
ル
ベ
ク
、
植
樹
費
用
ノ
幾
分
ヲ
補
助
ス
ル
ノ
見
込
ナ
リ
、
立
川
山
・
五
良
津

山
ニ
ア
ル
、
在
来
ノ
苗
木
栽
培
所
ニ
テ
仕
立
ノ
苗
木
ニ
テ
、
不
足
ノ
節
ハ
、
他
ヨ

リ
苗
木
買
入
ノ
見
込
ナ
リ

風
之
為
メ
ニ
吹
倒
セ
ル
樹
木
ヲ
、
順
次
区
画
ヲ
定
メ
、
深
切
ナ
ル
受
負
人
二
委
シ

仕
成
、
堅
ク
山
林
ヲ
監
守
セ
ン
ト
ス
、
然
リ
ト
雖
モ
坑
井
枠
、
井
二
樋
板
・
杉
板

ノ
如
キ
モ
ノ
ハ
、
可
成
他
山
ヨ
リ
之
レ
ヲ
仰
ギ
、
不
得
己
場
二
限
リ
同
山
ニ
テ
仕

成
、
必
ズ
材
木
二
至
ル
迄
‘
朽
腐
セ
シ
メ
ザ
ル
様
注
意
セ
ズ
ン
バ
ア
ル
可
カ
ラ
ズ

一
今
日
迄
ハ
木
材
仕
成
ハ
、
木
工
係
ヨ
リ
注
文
ヲ
受
ケ
、
始
テ
仕
成
二
着
手
二
来

リ
ク
ル
ヲ
以
テ
、
立
木
伐
採
ノ
気
節
ヲ
誤
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
運
送
賃
二
於
テ
モ
多

額
J

差
違
ヲ
生
ジ
、
不
可
云
損
失
ヲ
醸
シ
、
且
ツ
使
用
J

損
失
モ
亦
大
ナ
リ
ト
ス
、

一
ケ
年
三
万
本
ノ
檜
・
杉
苗
、
又
立
川
・

ナ
ル
疑
ヲ
容
レ
ザ
ル
所
ナ
リ

七
番
山
ハ
入
斧
ヲ
禁
ス
ル
ト
雖
モ
、
従
来
伐
リ
倒
シ
タ
ル
樹
木
ノ
末
木
、
又
ハ
大

培
植
方

伐
採
方

取
扱
ヒ
之
時
ハ
、
完
全
ナ
ル
所
有
地
一
覧
表
ヲ
見
ル
ベ
シ

一
念
所
有
山
林
・
備
林
ノ
立
木
二
目
ヲ
注
カ
ズ
シ
テ
、
世
上
広
ク



な
り
と
認
定
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

持
で
あ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
山
林
事
業
の
事
は
誠
心
誠

年
二
持
続
ス
ル
事
二
注
意
シ
、
年
中
其
業
務
ノ
閑
ヲ
計
リ
、
諸
方
木
材
ノ
価
値
ヲ

一
坑
間
支
柱
ハ
、
欠
乏
モ
亦
甚
敷
、
目
下
諸
所

二
散
立
ノ
樹
木
ニ
テ
ハ
、
辿
モ
開

坑
々
内
ノ
安
全
ヲ
保
ツ
不
能
、
故
二
里
方
ナ
リ
高
知
県
下
ニ
テ
専
ラ
購
求
仕
度
候

右
卑
見
ノ
概
略
二
御
座
候
、
其
細
末
ノ
事
項
二
至
リ
テ
ハ
、
浅
学
不
識
ノ
モ
ノ
之

ヲ
列
記
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
、
繁
雑
ノ
恐
レ
ア
ラ
ン

7
ヲ
憂
ヒ
、
殊
更
二
記
載
不
仕
、

尊
顔
ヲ
拝
ス
ル
ヲ
得
‘
、
ハ
、
口
頭
以
テ
上
申
可
仕
‘
仰
ギ
希
ク
ハ
閣
下
宜
シ
ク
御
取

捨
ア
ラ
ン

7
ヲ
‘
謹
白

（
資
料
解
説
）

支
配
人

久
保
盛
明
殿

別
子
鉱
山
重
任
分
局

明
治
廿
七
年
六
月
十
一
日

実
地
二
付
キ
取
調
仕
度
候

本
荘
種
之
助

O(fil)

こ
の
上
申
書
は
、
別
子
鉱
山
の
「
山
林
保
護
二
関
ス
ル
書
類
」
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
土

木
課
長
の
本
荘
種
之
助
が
、
別
子
支
配
人
久
保
盛
明
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
要
点

は
、
長
年
の
伐
採
や
煙
害
で
荒
れ
た
鉱
山
備
林
を
復
旧
し
永
続
す
る
た
め
、
①
土
木
課
山
林

係
が
、
製
炭
課
所
管
の
山
林
も
一
ま
と
め
に
管
轄
し
、
計
画
的
植
林
や
山
林
経
営
を
行
う
こ

と、

⑨
山
林
を
保
護
す
る
た
め
、
鉱
山
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
木
炭
か
ら
石
炭
に
転
換
し
、
当
面

の
必
要
な
用
材
は
購
入
で
賄
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
下
、
具
体
的
な
方
法
を
山
林
係
の
地
理

方
・
培
植
方
・
伐
採
方
に
分
け
て
詳
し
く
提
言
し
て
い
る
。
こ
の
上
申
を
契
機
に
、
本
格
的

な
植
林
事
業
が
開
始
さ
れ
、
明
治
三
十
一
年
製
炭
課
を
統
合
し
た
山
林
課
が
設
置
さ
れ
た
。

土
木
課

大
正
九
年
十
一
月
十
五
日

今
一
寸
、
会
議
に
上
る
こ
と
を
通
覧
す
る
に
必
要
適
切
な
る
こ
と
が
尽
さ
れ
て
、

之
を
評
議
す
る
こ
と
に
依
り
総
本
店
の
方
針
も
判
り
、
諸
君
の
御
考
も
適
切
に
な

る
と
思
ふ
か
ら
、
私
は
別
に
お
話
す
る
必
要
も
な
い
と
思
ふ
が
、
然
し
私
共
の
精

神
の
存
す
る
と
こ
ろ
、
又
住
友
家
の
山
林
経
営
に
対
す
る
骨
髄
を
一
応
諸
君
の
耳

に
入
れ
て
置
く
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
か
ら
御
話
し
度
い
の
で
あ
る
が
、
之
に
対
し

て
は
、
此
際
用
事
の
暇
に
精
神
を
披
櫂
し
て
下
さ
つ
て
も
良
く
、
又
此
後
態
々
出

て
来
ら
れ
て
も
或
は
書
面
に
依
ら
る
A

も
可
な
り
と
思
ふ
が
、
要
す
る
に
討
論
攻

究
の
こ
と
は
、
充
分
に
す
る
こ
と
が
良
い
の
で
、
諸
君
の
胸
裏
か
ら
出
た
も
の
に

依
つ
て
、
事
を
や
る
様
に
す
る
方
が
良
い
と
思
ふ
。
肛
の
底
か
ら
全
然
御
賛
成
に

な
っ
た
こ
と
を
、
お
や
り
に
な
る
様
に
致
し
た
い
も
の
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
之
は

押
売
で
も
命
令
で
も
な
い
が
、
私
に
対
し
何
事
も
云
は
れ
な
い
方
は
、
私
の
意
見

に
全
然
御
賛
成
に
な
つ
て
尽
力
し
て
下
さ
る
も
の
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
そ
の
御
心

意
事
に
当
つ
て
頂
か
な
け
れ
ば
成
功
し
な
い
か
ら
、
殊
に
こ
の
様
な
厳
し
い
こ
と

を
申
す
の
で
あ
り
ま
す
。
総
て
御
茶
を
濁
す
や
う
な
や
り
方
は
悪
い
。
之
は
卑
劣

住
友
家
の
山
林
事
業
は
、
古
い
事
を
申
せ
ば
数
十
年
の
昔
に
遡
る
こ
と
と
思
ふ

訓
ホ

五
闘
麟
謬
彗
這
鈴
木
馬
左
也
訓
ホ



山
林
は
総
て
製
錬
に
関
係
あ
り
し
も
の
で
、
別
子
の
木
炭
は
口
砕
に
伝
へ
ら
れ
て

す
る
。

実
に
木
炭
事
業
は
、
製
錬
の
得
失
に
影
聾
す
る
所
大
な
の
で
あ
る
。
別
子
付
近
の

に
は
木
炭
を
必
要
と
し
、
別
子
の
製
錬
に
も
木
炭
を
盛
に
使
用
し
て
居
っ
た
が
、

ゐ
る
。
私
は
民
間
の
事
業
を
初
め
た
も
の
と
し
て
は
、
古
い
方
で
は
一
だ
と
思
ふ
。

之
は
諸
君
も
歴
史
を
知
る
上
に
必
要
な
こ
と
故
、
行
っ
て
見
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望

る
。
瑞
典
の
如
き
は
そ
の
好
例
で
あ
つ
て
、

日
本
に
於
て
も
ス
チ
ー
ル
を
製
す
る

之
は
純
粋
の
所
有
山
と
し
て
一
番
古
い
も
の
で
、
植
付
て
か
ら
四
十
年
程
を
経
て

が
、
夫
等
に
関
す
る
書
類
を
調
べ
て
な
い
か
ら
、
正
確
な
所
は
判
ら
ぬ
が
そ
の
辺

の
所
に
お
考
へ
置
き
願
ひ
た
い

り
と
思
ふ
）
。
元
来
住
友
家
の
事
業
は
鉱
山
の
事
業
で
あ
る
（
今
で
も
別
子
に
在

別
子
の
銅
山
を
住
友
家
の
古
い
人
が
発
見
し
て
よ
り
、
今
日
迄
二
百
三

十
年
程
に
な
る
と
思
ふ
。

切
揚
り
長
兵
衛
な
る
人
、
之
は
住
友
家
の
余
程
古
い
人
で
、
今
か
ら
十
代
程
前

の
人
と
思
ふ
が
、
元
禄
三
年
に
別
子
の
銅
鉱
を
始
め
て
発
見
し
、
爾
来
今
日
迄
之

を
所
有
し
且
つ
営
業
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
の
人
は
鉱
山
事
業
に
は
余
程
長
け

て
ゐ
た
人
で
あ
る
と
思
ふ
が
、
独
り
別
子
の
み
な
ら
ず
今
日
我
国
に
知
ら
れ
た
諸

鉱
山
は
、
多
く
は
住
友
家
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
他
は
尽
く
手
放
し
て
独
り
別
子

銅
山
の
み
、
住
友
の
手
に
残
っ
た
の
で
あ
る
が
、
其
選
択
に
付
て
は
余
程
の
眼
力

を
有
せ
ら
れ
て
居
た
様
に
思
ふ
。
何
と
な
れ
ば
我
国
の
金
属
鉱
山
全
体
に
お
い
て
、

る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
今
よ
り
数
百
年
前
、
採
鉱
、
製
錬
の
未
だ
進
ま
ざ
る
時
代

に
、
こ
れ
等
の
選
択
を
よ
く
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
驚
異
す
べ
き
こ
と
で
、
今

日
の
科
学
上
よ
り
見
る
も
肯
緊
に
当
れ
り
と
云
ふ
べ
し
で
あ
る
。

今
日
で
も
昔
時
と
違
ふ
こ
と
は
無
い
が
、
山
林
と
製
錬
と
は
余
程
関
係
が
あ
っ

た
。
今
日
で
も
鋼
の
優
良
な
る
も
の
を
造
る
に
は
、
良
好
な
る
木
炭
を
必
要
と
す

居
る
程
で
あ
る
。
「
コ
ー
ク
ス
」
を
用
ふ
る
に
至
り
た
る
今
日
に
於
て
は
木
炭
は

使
用
せ
ず
、
明
治
二
十
年
初
め
に
は
、
最
早
用
ひ
ら
れ
居
ら
ざ
り
き
。
さ
れ
ば
木

炭
の
為
め
に
山
林
を
必
要
と
す
る
こ
と
無
き
に
至
り
た
る
も
、
外
に
山
林
が
鉱
山

経
営
に
取
り
て
大
い
に
必
要
な
る
こ
と
あ
り
。
之
は
坑
木
で
あ
つ
て
坑
内
の
上
盤

の
落
下
を
防
ぐ
為
め
に
用
ひ
ら
る
。
即
ち
最
初
は
木
炭
の
為
め
に
山
林
を
要
し
た

る
も
、
今
日
に
て
は
坑
木
の
為
め
に
山
林
を
要
す
る
に
至
っ
た
。

別
子
に
行
か
れ
た
人
は
見
ら
れ
た
る
な
ら
ん
も
、
別
子
山
付
近
に
農
商
務
省
よ

り
借
用
し
た
る
鉱
山
備
林
あ
り
。
之
は
広
頗
宰
平
氏
が
当
時
農
務
大
輔
な
り
し
品

川
弥
二
郎
氏
に
願
ひ
、
農
商
務
省
の
許
可
を
得
て
、
大
分
広
い
面
積
の
山
林
が
下

付
に
な
っ
た
も
の
で
、
政
府
の
所
有
の
儘
で
貸
付
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。

此
の
備
林
を
用
ふ
る
条
件
と
し
て
は
、
従
来
の
樹
木
を
伐
採
し
た
る
後
は
、
必

ず
植
栽
を
す
る
こ
と
に
な
つ
て
居
る
（
住
友
家
が
之
に
植
栽
を
し
た
の
が
始
め
な

此
山
は
自
然
住
友
家
の
所
有
山
の
様
な
形
に
な
つ
て
ゐ
る
の
を
、
近
頃
迄

は
住
友
所
有
山
と
考
へ
て
や
つ
て
居
っ
た
様
な
訳
で
、
住
友
が
多
年
所
有
し
て
行

け
る
考
で
あ
っ
た
。
是
は
勿
論
明
治
に
な
つ
て
か
ら
の
事
だ
が
、
多
分
明
治
十
年

前
後
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
当
時
明
治
七
十
年
迄
の
期
限
を
付
し
て
借
用
し
た
も
の

で
あ
る
。
故
に
明
治
の
初
年
に
住
友
家
の
山
林
事
業
は
始
ま
っ
た
と
云
う
て
良
い

（
然
し
山
林
を
必
要
と
し
た
の
は
、
元
禄
三
四
年
頃
か
ら
の
事
で
あ
る
）
。
又
年
月

は
忘
れ
た
が
、
伊
予
の
五
良
津
に
は
紀
州
の
人
を
雇
ひ
入
れ
て
植
付
た
も
の
あ
り
、

よ
り
調
べ
て
、
別
子
銅
山
程
の
有
望
な
山
は
無
い
と
い
ふ
程
で
、
之
は
当
つ
て
ゐ

別
子
銅
山
程
立
派
な
も
の
は
他
に
な
い
と
い
は
れ
て
を
り
、
又
今
日
色
々
の
方
面

り）。

る
が
）
。

（
遠
く
起
り
は
数
十
年
若
く
は
四
五
十
年
以
前
あ



伊
庭
貞
剛
氏
は
別
子
鉱
業
所
に
居
ら
れ
た
時
、
山
林
の
植
付
の
こ
と
に
熱
中
さ

れ
て
居
っ
た
。
私
は
伊
庭
氏
の
後
任
と
し
て
、
明
治
三
十
二
年
に
別
子
に
行
っ
た

が
、
そ
の
年
八
月
の
大
水
害
に
は
、
死
せ
る
者
海
抜
三
千
尺
の
高
所
に
於
て
六
百

人
あ
り
、
大
阪
の
如
き
人
口
幣
多
の
所
で
六
百
人
の
死
者
は
、
不
思
議
で
な
い
か

も
知
れ
な
い
が
、
別
子
の
如
き
人
口
稀
薄
な
と
こ
ろ
で
の
六
百
人
の
死
は
、
非
常

な
損
害
な
り
。
そ
の
原
因
は
別
子
の
山
の
木
が
、
鉱
山
の
製
錬
の
為
め
に
枯
死
し
、

禿
山
と
な
り
、
山
上
の
土
を
洗
ひ
流
し
岩
石
を
露
出
し
、
そ
の
岩
石
は
又
紙
を
幾

枚
も
重
ね
合
せ
た
や
う
な
も
の
だ
か
ら
、
容
易
に
剥
が
れ
壊
れ
る
。
山
が
此
様
な

状
態
な
る
故
、
大
雨
あ
れ
ば
岩
石
中
に
雨
水
浸
入
し
、
水
の
力
で
岩
石
を
破
壊
し
、

傾
斜
の
所
に
建
つ
て
居
っ
た
家
が
、
逆
落
し
に
墜
落
し
た
為
め
、
多
数
の
人
間
が

死
ん
だ
。
当
時
私
は
責
任
者
と
し
て
、
将
来
は
此
様
な
こ
と
に
な
ら
ぬ
様
に
と
、

入
念
に
石
垣
を
築
き
傾
斜
を
緩
に
し
て
良
く
し
た
。
然
し
之
は
姑
息
な
る
故
、
根

本
的
の
施
設
を
な
す
考
を
起
し
、
夫
れ
に
は
山
林
を
造
る
必
要
あ
る
を
思
っ
た
。

又
他
方
に
鉱
山
は
色
々
な
害
を
惹
起
す
る
原
因
に
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
此
の
償
ひ

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

即
ち
鉱
山
は
国
土
を
損
す
る
仕
事
故
、
国
土
を
護
つ
て
ゆ
く
仕
事
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
云
ひ
換
ふ
れ
ば
、
罪
滅
し
の
為
め
に
、
又
総
て
物
事
は
差
引
勘
定
な
る

故
、
国
土
を
損
ず
る
一
方
に
は
国
土
の
保
安
を
や
る
必
要
あ
り
、
そ
れ
に
は
山
林

事
業
が
最
も
適
当
で
、
且
つ
山
林
は
人
々
に
嫌
は
れ
又
世
の
中
に
紛
議
を
起
す
や

う
の
事
な
く
、
土
地
を
保
護
し
治
水
上
亦
大
な
る
利
益
あ
り
と
思
ふ
。
御
維
新
前

に
は
沢
山
の
諸
侯
が
居
つ
て
、
夫
々
治
水
の
こ
と
な
ど
に
は
大
い
に
意
を
用
ひ
、

山
林
も
保
護
せ
ら
れ
た
故
に
、
濫
り
に
木
を
伐
る
や
う
な
こ
と
は
や
ら
な
か
っ
た
。

従
っ
て
水
害
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
や
う
に
思
ふ
。
之
は
私
の
大
体
論
で
あ
る
け

併
合
せ
ら
れ
た
る
結
果
、
何
か
国
家
の
為
に
な
り
、
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即
ち
只
今
で
は
、
伊
予
を
中
心
と
す
る
山
林
の
み
な
ら
ず
、
内
地
に
在
り
て
は

れ
ど
も
間
違
は
無
い
と
思
ふ
。
別
子
の
山
の
如
き
は
、
樹
木
無
け
れ
ば
風
化
し
て

一
方
堤
防
は
従
来
の
儘
の
も
の
な
る
故
、

河
水
は
堤
防
を
越
し
て
之
を
破
壊
し
、
家
を
倒
し
人
や
牛
馬
を
殺
傷
す
る
様
に
な

山
林
あ
れ
ば
落
葉
小
枝
等
の
堆
積
し
た
所
に
雨
水
を
充
満
せ
し
め
、
又
樹
葉
等

に
水
を
保
持
す
る
こ
と
も
多
い
故
、
之
等
を
一
時
に
川
に
出
さ
な
い
事
か
ら
出
水

を
調
節
し
水
害
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
時
の
流
出
少
な
く
な
る
為
め
水
涸
れ

も
少
な
く
な
り
（
土
砂
を
押
し
流
す
こ
と
も
少
な
く
な
る
か
ら
、
人
々
の
助
か
る

こ
と
は
大
で
あ
る
）
、

建
つ
る
こ
と
容
易
な
ら
ず
、
所
が
山
林
を
墜
成
し
て
木
が
沢
山
出
れ
ば
、
材
木
の

値
も
下
り
、
住
宅
難
も
緩
和
さ
れ
、
社
会
政
策
上
大
い
に
利
益
あ
り
と
思
ふ
。
斯

く
の
如
く
考
へ
来
れ
ば
、
山
林
の
害
な
ど
は
少
し
も
認
め
ら
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、

山
林
繁
茂
に
対
し
苦
情
を
云
ふ
人
も
無
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
又
山
林
の
衛
生

住
友
家
は
鉱
山
を
以
て
興
っ
た
家
に
て
、
将
来
も
之
を
益
々
発
展
さ
せ
る
の
で

あ
る
が
、
そ
の
傍
ら
山
林
を
経
営
す
る
こ
と
は
有
益
と
思
ふ
。
私
は
伊
庭
氏
の
後

を
継
ぎ
、
別
子
鉱
業
所
の
所
管
な
る
伊
予
、
土
佐
に
亘
る
山
林
の
挫
成
に
相
当
の

尽
力
を
し
た
。
絃
に
居
ら
れ
る
中
田
理
事
な
ど
も
大
い
に
努
力
さ
れ
た
。
斯
く
し

て
永
年
別
子
鉱
業
所
を
中
心
と
し
て
、
山
林
の
経
営
を
し
て
居
っ
た
が
、
絃
に
別

に
新
た
に
山
林
事
業
を
起
し
、
今
日
の
如
く
諸
君
を
煩
は
し
居
る
次
第
で
あ
る
。

北
は
北
海
道
の
北
見
、
南
は
日
向
の
椎
葉
村
に
事
業
を
起
し
、
又
朝
鮮
が
我
国
に

一
方
住
友
家
の
営
業
に
も
な

に
及
ぼ
す
利
益
も
あ
る
が
、
之
は
私
は
云
は
な
い
。

又
一
方
近
頃
は
木
材
の
価
格
が
大
へ
ん
高
く
な
り
、

家
を

る。 山
上
の
岩
石
崩
壊
し
河
床
を
埋
め
る
が
、



を
受
け
、
目
下
は
四
万
町
歩
ほ
ど
の
も
の
を
経
営
せ
ら
れ
あ
り
。
之
等
は
将
来
を

今
日
よ
り
更
に
増
加
の
予
定
で
あ
っ
て
、
此
新
た
な
る
発
展
の
勢
は
仲
々
従
前
の

比
に
非
ず
、
大
計
画
、
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
。
此
様
な
山
林
事
業
の
発
展
を
な

さ
ん
と
す
る
所
以
は
、
我
住
友
家
の
事
業
も
年
と
共
に
隆
盛
を
来
し
、
次
第
に
手

害
あ
り
と
か
云
ふ
こ
と
は
、
動
か
す
可
ら
ざ
る
古
来
の
定
則
で
あ
る
。
そ
の
様
な

次
第
で
住
友
家
の
事
業
即
ち
実
業
、
更
に
言
ひ
替
ふ
れ
ば
営
利
事
業
も
段
々
と
、

と
し
て
、
浮
利
を
追
ふ
て
仕
事
を
や
る
こ
と
を
禁
じ
、
極
め
て
堅
実
な
る
仕
事
を

す
る
こ
と
に
し
て
ゐ
る
事
で
、
私
共
も
之
を
遵
守
し
て
仕
事
を
や
つ
て
ゐ
る
か
ら
、

濫
り
に
危
険
に
近
づ
い
て
ゐ
る
と
は
思
は
な
い
が
、
然
し
な
が
ら
、
非
凡
な
る
頭

脳
の
持
主
の
み
集
ま
つ
て
居
れ
ば
よ
い
が
、
さ
う
で
も
な
い
か
ら
、
考
の
行
き
届

か
ぬ
所
も
あ
り
、
又
複
雑
と
な
る
ほ
ど
目
が
届
き
に
く
く
な
る
故
に
、
他
に
安
全

な
る
道
を
考
へ
、
我
住
友
家
を
一
面
に
於
て
根
抵
よ
り
保
護
す
る
必
要
あ
り
と
思

ふ
。
私
共
が
信
じ
て
疑
は
ざ
る
所
は
、
住
友
と
い
ふ
伝
来
の
経
歴
、
住
友
の
名
声
、

住
友
の
歴
史
に
依
つ
て
此
事
業
の
隆
盛
を
来
せ
る
も
の
故
、
住
友
家
の
衰
頗
は
事

業
の
衰
微
を
来
す
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
故
に
利
を
挙
げ
る
こ
と
の
み
に
没
頭

せ
ず
、
我
国
家
社
会
を
損
ぜ
ぬ
や
う
に
、
間
接
に
国
家
社
会
の
利
益
に
な
る
様
に

と
の
方
針
で
、
事
業
を
経
営
し
て
行
く
の
で
、
斯
る
が
故
に
住
友
の
事
業
の
盛
大

に
な
ら
ん
こ
と
を
希
望
し
て
ゐ
る
の
で
、
荀
も
此
事
業
の
衰
微
せ
ぬ
様
に
、
益
々

発
展
す
る
様
に
十
二
分
の
力
を
用
ひ
て
ゐ
る
。

諸
君
に
於
て
も
肱
の
内
に
入
れ
て
置
か
れ
度
い
の
は
、
我
住
友
家
年
来
の
方
針

危
険
が
伴
ふ
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
る
の
が
当
然
な
り
と
思
ふ
。

広
く
複
雑
に
な
つ
て
き
た
が
、
物
盛
な
れ
ば
必
ず
衰
ふ
る
と
か
、

一
利
あ
れ
ば

る
仕
事
と
し
て
、
何
を
択
ぶ
べ
き
か
を
勘
考
熟
慮
の
末
、
朝
鮮
の
国
有
林
の
貸
付

せ
ら
る
れ
ば
、
終
に
世
の
棄
乱
を
来
す
こ
と
に
な
り
、
人
は
安
ん
じ
て
生
活
す
る

一
例
を
挙
ぐ
れ
ば
腕
力
勝
れ
た

若
し
私
共
の
説
に
し
て
誤
な
し
と
す
れ
ば
、

山
林
事
業

次
に
山
林
の
事
業
に
従
事
し
て
ゐ
る
人
に
は
、
人
格
を
磨
き
、
徳
義
心
を
養
ひ
、

山
林
事
業
は
安
全
に
し
て
益
々
住
友
の
基
礎
を
強
く
す
る
も
の
と
認
め
た
る
故
、

土
地
の
面
積
も
増
加
し
、
内
容
も
充
実
し
、
山
林
事
業
の
利
益
が
益
々
増
大
す
る

事
に
力
を
用
ひ
ん
こ
と
を
期
し
、
そ
の
為
め
に
は
諸
君
の
尽
力
を
期
待
し
て
居
る

故
、
決
し
て
軽
桃
浮
薄
、
眼
前
の
利
に
走
り
又
は
自
己
の
考
に
拘
泥
し
て
、
全
体

の
利
を
失
ふ
如
き
に
陥
る
こ
と
は
、
私
の
失
望
落
胆
し
又
諸
君
の
為
め
に
も
取
ら

ざ
る
所
で
あ
る
。

戦
責
を
全
う
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
の
で
あ
る
。

何
等
人
格
徳
義
を
必
要
と
せ
ざ
る
が
如
き
も
、
私
は
必
要
な
り
と
思
ふ
。
此
事
に

対
し
て
諸
君
の
質
問
あ
ら
ば
充
分
説
明
を
試
み
た
い
と
思
ふ
（
私
の
同
僚
も
共
々

御
説
明
す
る
で
せ
う
）
。

一
寸
考
へ
れ
ば
山
林
事
業
に
は

に
従
事
す
る
人
は
、
人
格
が
立
優
っ
た
も
の
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
の
で
あ
る
。

人
間
の
向
上
は
尽
き
る
こ
と
無
き
故
、
今
よ
り
一
層
人
格
を
向
上
せ
し
め
ら
れ
た

い
。
若
い
人
達
は
人
格
は
あ
ま
り
尊
重
し
な
い
様
な
る
も
決
し
て
然
ら
ず
。
徳
義

な
ど
も
物
好
き
に
飾
り
道
具
に
非
ず
、
民
衆
生
活
に
必
要
な
る
も
の
に
て
、
天
然

の
欲
望
に
も
、
或
る
制
限
を
受
け
て
行
ふ
の
が
人
道
で
あ
る
。
今
日
我
住
友
の
事

業
を
経
営
す
る
上
か
ら
顧
慮
す
る
か
ら
特
に
之
を
申
す
の
で
、
私
の
禿
頭
に
免
じ

て
、
暫
時
御
静
聴
を
煩
は
す
次
第
で
あ
る
。
天
然
の
欲
望
に
制
限
を
与
ふ
る
こ
と

に
よ
り
、
人
間
の
幸
禍
も
増
進
す
る
の
で
あ
る
。

る
も
の
が
金
持
の
家
に
押
し
入
り
、
金
箱
を
取
る
こ
と
は
一
番
良
い
方
法
か
も
知

れ
ん
が
、
持
つ
て
行
か
れ
た
も
の
は
甚
だ
迷
惑
で
あ
る
。
斯
う
い
ふ
こ
と
が
是
認

之
に
力
を
入
れ
ん
と
し
て
今
日
の
如
き
状
態
に
立
ち
至
っ
た
の
で
あ
る
。
将
来
は



私
は
此
類
の
こ
と
を
徳
義
問
題
か
ら
割
出
し
て
不
徳
義
で
あ
る
と
思
ふ
。
余
っ
た

一
年
が
永
け
れ
ば

こ
と
出
来
ず
、
故
に
西
洋
の
道
徳
で
も
欲
望
は
制
限
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
兎
に
角
徳

義
と
い
ふ
こ
と
を
充
分
に
牡
に
入
れ
て
山
林
事
業
に
従
事
し
て
も
ら
ふ
こ
と
が
必

要
と
思
ふ
。

広
大
な
る
面
積
の
と
こ
ろ
に
山
林
の
存
す
る
上
は
、
諸
君
の
徳
義
に
憩
へ
之
を

尊
重
す
る
よ
り
外
に
方
法
が
な
い
。
諸
君
の
徳
義
・
人
格
に
信
頼
し
て
や
る
よ
り

外
に
私
の
見
る
所
で
は
方
法
が
な
い
と
思
ふ
。
之
が
今
日
の
私
の
話
の
眼
目
で
あ

之
よ
り
し
て
金
の
使
ひ
方
、
収
入
の
途
も
生
ず
る
も
の
で
、
己
れ
の
徳
義
人
格

に
対
し
て
収
支
を
計
つ
て
始
め
て
完
全
な
る
も
の
と
な
る
。
只
総
本
店
の
予
算
さ

へ
通
れ
ば
良
い
と
か
、
或
は
人
前
だ
け
で
は
不
可
で
あ
る
（
之
に
よ
り
始
め
て
住

友
家
の
基
礎
た
る
も
の
が
出
来
る
の
で
あ
る
か
ら
）
。
自
分
の
心
に
懇
へ
て
当
否

得
失
を
判
断
し
て
行
け
ば
、
仕
事
は
進
歩
す
る
も
の
で
、
学
問
技
術
は
各
々
特
色

あ
る
も
の
な
る
が
、
之
は
そ
の
道
の
人
の
指
導
に
依
れ
ば
可
な
り
で
、
此
部
分
は

比
較
的
少
な
く
て
済
む
と
思
ふ
。

次
に
話
さ
ん
と
す
る
は
経
済
の
こ
と
で
あ
る
。
経
済
も
諸
君
の
人
格
徳
義
よ
り

た
ら
良
い
と
思
ふ
。
之
は
厘
々
起
る
こ
と
で
あ
る
が
、
政
府
で
は
官
吏
の
旅
費
が

予
算
に
計
上
さ
れ
、
之
は
会
計
年
度
末
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
使
用
し
、
若
し

余
り
あ
れ
ば
之
を
残
し、

更
に
翌
年
の
分
は
そ
の
費
額
を
定
め
、
改
め
て
予
算
に

計
上
し
請
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
三
月
頃
に
な
る
と
、
余
り
必
要
な
き
に

旅
行
す
る
者
が
増
加
す
る
。
別
子
な
ど
も
履
々
旅
費
使
ひ
に
来
る
者
が
あ
っ
た
が
、

も
の
は
政
府
に
残
し
た
方
が
、
国
家
経
済
上
良
い
と
思
ふ
。
そ
の
他
の
こ
と
も
此

様
な
方
法
で
や
つ
て
行
け
ば
、
吾
々
の
租
税
の
負
担
額
も
余
程
少
な
く
て
済
む
の

で
あ
る
。
之
は
予
算
に
あ
る
故
使
用
し
て
よ
い
と
い
ふ
様
な
、

く
な
い
。
我
山
林
に
於
て
も
、
斯
様
な
収
入
支
出
に
な
ら
ぬ
様
に
し
な
け
れ
ば
な

住
友
の
予
算
に
対
す
る
取
締
規
制
は
政
府
の
程
厳
し
く
な
い
、
主
と
し
て
人
格

徳
義
よ
り
割
出
さ
れ
た
所
に
信
頼
す
る
所
が
多
い
。
此
処
の
は
予
算
と
云
つ
て
は

見
積
は
大
体
前
年
の
終
り
に
、
翌
年
如
何
な
る
仕
事
を
す
る
か
の
見
積
を
立
て

る
所
よ
り
生
ず
る
。
「
一
年
の
計
は
年
の
始
め
に
在
り
、
一
月
の
計
は
一
日
に
在
り
、

一
日
の
計
は
朝
に
在
り
。
」

お
役
人
流
儀
は
良

に
然
り
で
あ
る
。
此
会
計
見
積
は
、
諸
君
が
実
際
に
手
掛
け
た
る
こ
と
の
見
積
な

る
故
、
大
抵
の
見
込
は
付
く
と
思
ふ
。
例
へ
ば
植
栽
費
を
計
算
す
る
に
、
植
栽
面

―
町
歩
の
植
栽
本
数
何
本
、
苗
木
一
本
何
程
、
植
付
何
程
、
補
植
何
程
、

―
町
歩
当
り
何
程
を
要
す

る
故
全
体
で
何
程
を
要
す
る
か
が
判
る
。
斯
様
に
考
を
廻
ら
し
て
全
体
を
何
程
入

用
な
り
と
云
ふ
事
に
な
る
。
所
が
総
本
店
に
金
が
あ
れ
ば
良
い
が
、
無
け
れ
ば
金

繰
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
手
元
に
金
は
無
く
と
も
云
々
す
れ
ば
入
金
す
る
見
込

あ
る
故
、
之
れ
丈
は
使
用
し
て
も
良
い
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。

は
提
出
さ
れ
た
る
見
積
書
に
よ
り
収
入
の
見
込
を
立
て
之
で
良
い
か
悪
い
か
を
決

め
る
。
例
へ
ば
総
本
店
の
建
築
も
す
る
必
要
が
あ
る
。
目
下
の
家
は
木
造
故
火
災

に
か
か
れ
ば
仕
事
が
出
来
な
く
な
る
。
此
建
築
は
何
年
か
継
続
す
る
も
の
な
る
故
、

一
面
銀
行
、

生
ず
べ
き
も
の
な
る
は
勿
論
な
る
も
、
又
一
方
計
算
の
仕
方
か
ら
も
考
へ
て
貰
つ

雑
木
刈
払
何
程
等
よ
り
一
町
歩
の
植
付
費
用
が
出
る
。

積
何
程
、

之
は
安
井
息
軒
の
三
計
塾
と
云
は
れ
て
ゐ
る
が
、

る。

之
を
分
割
し
て
も
良
い
。
要
す
る
に
之
は
仕
事
の
見
込
を
立
て
る
だ
け
で
総
本
店

第
一
年
何
程
、
第
二
年
何
程
：
…
・
全
体
で
何
百
万
円
か
か
る
と
す
る
。

名
が
良
く
な
い
か
ら
、
会
計
見
積
と
云
ふ
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

ら
ぬ
。

実



鉱
山
等
の
収
入
と
比
較
し
て
考
へ
て
、
其
年
の
総
本
店
の
収
支
を
定
め
る
の
で
あ

る
。
故
に
見
積
に
計
上
し
あ
り
て
も
節
約
し
得
る
も
の
は
、
出
来
る
だ
け
節
約
し

も
出
来
る
の
で
、
政
府
の
と
は
意
味
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
諸
君

の
人
格
と
徳
義
に
照
し
、

営
利
事
業
た
る
根
本
義
に
添
ふ
様
に
し
て
貰
ひ
度
い
。

私
も
役
人
の
古
手
な
る
が
、
役
人
の
古
手
に
は
良
い
所
も
あ
る
が
弊
害
も
あ
る
。

林
業
課
に
は
頭
に
官
吏
出
が
多
い
か
ら
、
良
く
得
失
を
考
へ
、
得
を
取
り
失
を
去

る
様
に
す
べ
し
。
私
な
ど
も
そ
の
積
り
で
努
力
し
て
居
る
。

夫
か
ら
事
業
の
見
込
の
付
け
方
で
あ
る
が
、
成
る
べ
く
着
眼
を
広
く
し
て
や
っ

て
ゆ
く
必
要
あ
り
と
思
ふ
。
例
へ
ば
、
朝
鮮
な
ら
ば
自
分
の
担
当
し
た
だ
け
を
考

へ
ず
に
、
成
る
べ
く
広
く
考
え
、
大
体
朝
鮮
が
良
く
治
ま
つ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ
る
。
内
地
に
於
て
も
山
林
の
地
元
住
民
が
必
要
な
る
が
、
朝
鮮
で
は
此
点

が
仲
々
重
大
で
あ
っ
て
、
軽
卒
な
判
断
を
し
て
や
つ
て
は
失
敗
と
な
る
。
某
な
る

人
が
自
分
の
家
に
朝
鮮
人
を
雇
つ
て
居
た
が
、
そ
の
人
の
話
に
、
角
力
を
取
ら
せ

て
も
実
に
な
つ
て
ゐ
な
か
っ
た
が
、
近
頃
で
は
命
を
捨
つ
る
者
さ
へ
あ
る
様
に
な

っ
た
。
此
辺
の
判
断
も
精
密
な
る
観
察
と
注
意
と
を
要
す
る
様
に
思
ふ
。
（
中
略
）

け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
、
沢
山
あ
る
と
思
ふ
。
之
は
一
面
に
於
て
総
督
府
の
政
治

方
針
に
一
種
の
指
導
を
与
ふ
る
も
の
に
な
る
し
、
補
助
を
与
ふ
る
こ
と
に
も
な
り
、

従
っ
て
国
家
の
為
め
に
な
る
。
然
し
此
点
の
み
を
考
へ
て
仕
事
を
し
て
、
組
し
易

し
と
し
て
乗
ぜ
ら
る
る
様
な
こ
と
で
は
不
可
で
あ
り
、
又
山
林
の
成
績
に
見
る
べ

き
も
の
が
無
い
様
に
な
つ
て
も
い
か
ぬ
。

こ
の
辺
は
た
だ
眼
前
の
こ
と
に
囚
は
れ

ず
、
専
ら
「
ブ
ロ
ー
ド
ビ
ュ
ー
」
に
依
つ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
過
去
、
現

此
点
を
考
へ
て
も
余
程
参
考
に
な
る
と
思
ふ
。
そ
の
他
日
々
攻
究
し
て
行
か
な

て
行
く
や
う
に
し
て
、
見
積
に
な
く
て
も
事
業
上
必
要
な
ら
ば
、
追
加
す
る
こ
と

在
及
び
未
来
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
朝
鮮
の
山
林
は
深
思
熟
慮
し
て
や
る
必

要
あ
り
と
思
ふ
。
私
も
一
度
行
き
た
い
所
存
な
る
も
、
此
辺
の
こ
と
は
総
督
府
の

人
と
も
心
を
合
せ
、
意
志
の
疎
通
を
計
り
行
く
こ
と
が
有
効
な
り
。

薦
め
す
る
。
只
其
手
段
方
法
を
選
択
し
て
、

こ
こ
で
一
寸

お
断
り
し
て
お
く
が
、
国
家
と
か
社
会
と
か
云
ふ
こ
と
を
私
が
云
ふ
が
、
住
友
の

事
業
は
元
来
営
利
事
業
な
る
故
、
金
儲
け
を
主
に
し
て
、
其
上
で
国
家
社
会
を
加

一
方
住
友
の
金
儲
け
と
な
り
他
方
国

家
社
会
の
為
め
に
な
る
様
に
、
事
業
を
や
つ
て
行
く
様
に
し
た
い
。
官
辺
に
於
て

は
鼻
薬
を
用
ふ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
之
は
余
程
仕
事
の
上
に
は
便
な
る
も
、
住
友

を
妨
ぐ
る
様
な
事
は
、
決
し
て
や
ら
な
い
事
が
住
友
の
流
儀
で
あ
る
。
若
し
営
利

事
業
で
あ
る
か
ら
公
益
を
計
る
必
要
な
し
と
せ
ば
、
大
な
る
誤
り
で
あ
る
。
昔
仁

徳
帝
も
民
の
富
は
朕
の
富
な
り
と
仰
せ
ら
れ
た
が
、
住
友
は
自
己
を
富
ま
し
国
を

富
ま
さ
ん
と
す
る
も
の
な
る
故
、
決
し
て
恥
づ
べ
き
で
な
い
と
思
ふ
。
只
こ
の
事

を
遂
行
し
て
行
く
に
は
、
手
段
方
法
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
目
的
と
手
段
と

を
間
違
は
な
い
様
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
先
日
椎
葉
、
北
海
道
等
に
行
っ
て
、

同
様
の
感
あ
り
た
る
が
、
総
て
事
業
は
主
観
的
の
み
な
ら
ず
、
客
観
的
に
も
考
へ

て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
椎
葉
な
れ
ば
杉
を
植
ゑ
る
事
の
み
を
考
へ
て

い
ふ
こ
と
は
、
間
違
か
も
知
れ
ぬ
。
渓
谷
は
如
何
、
海
岸
は
如
何
、
山
奥
は
如
何

等
に
よ
り
樹
種
を
考
ふ
る
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
。
私
は
或
意
味
に
於
て
局
外
者
と

し
て
、
此
様
な
こ
と
を
一

言
し
て
置
く
の
で
、

一
番
経
済
的
の
樹
種
を
択
ん
で
造

林
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
又
従
来
の
方
法
に
の
み
拘
泥
す
る
こ
と
は
必

は
、
不
利
で
あ
る
こ
と
も
あ
ら
ん
。
北
海
道
に
て
は
白
楊
を
ど
こ
に
も
植
ゑ
る
と

家
と
し
て
は
決
し
て
許
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
公
益
を
濫
り
国
家
の
進
運

味
し
て
仕
事
を
行
ふ
の
で
、
此
点
は
諸
君
の
脳
中
に
よ
く
入
れ
て
置
か
れ
る
様
お



は
世
問
の
賑
か
な
る
と
こ
ろ
に
居
る
こ
と
を
好
む
も
、
常
に
繁
華
な
る
所
に
居
る

其
方
法
な
ら
ん
か
、
兎
に
角
改
良
の
余
地
は
充
分
あ
る
こ
と
と
思
ふ
。

を
出
す
こ
と
も
不
可
な
り
。
そ
の
間
に
色
々
有
利
な
る
方
法
が
あ
る
と
思
ふ
。
成

る
べ
く
山
林
の
安
く
仕
立
て
ら
る
る
方
法
を
探
る
必
要
が
あ
る
。
私
は
も
と
農
商

務
省
に
居
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
当
時
大
小
林
区
署
長
会
議
に
も
腿
々
出
た
こ

と
が
あ
る
が
、
席
上
名
論
卓
説
は
出
る
が
、
山
林
の
実
情
は
萎
靡
し
て
振
は
な
い
。

此
様
な
次
第
な
る
故
、
西
洋
の
も
の
を
取
り
、
之
に
我
も
の
を
入
れ
捏
上
げ
た
純

な
立
派
な
方
法
が
、
未
だ
出
来
上
つ
て
居
ら
ぬ
と
思
ふ
か
ら
、
此
点
の
改
良
を
計

る
こ
と
に
御
尽
力
を
願
ひ
た
い
。
私
は
村
田
博
士
に
も
お
話
し
し
、
又
北
村
喜
三

君
に
も
言
っ
た
が
、
試
験
と
い
ふ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
此
点
に
於
て
は
失
費
は

敢
て
辞
せ
ぬ
と
思
ふ
。
実
地
的
の
試
験
研
究
は
、
費
用
を
惜
し
ま
ず
や
る
必
要
あ

り
と
思
ふ
。
之
は
本
店
に
於
て
或
は
出
先
に
於
て
、
或
は
官
の
施
設
に
侯
つ
も
、

最
後
に
、
山
林
に
従
事
す
る
も
の
は
深
山
の
奥
に
住
む
必
要
あ
り
。
元
来
人
間

者
は
却
つ
て
其
地
を
忌
む
様
な
こ
と
が
あ
る
が
、
私
の
如
き
も
全
く
大
阪
は
好
ま

な
い
。
然
し
山
間
に
居
る
者
は
都
会
に
於
て
、
医
者
、
小
供
の
教
育
、
そ
の
他
娯

楽
機
関
の
完
備
し
た
所
に
於
て
、
友
人
親
戚
を
訪
れ
る
こ
と
も
出
来
る
や
う
な
愉

快
に
遠
ざ
か
つ
て
居
ら
れ
る
故
、
之
に
は
私
も
非
常
に
同
情
し
て
色
々
心
配
は
し

て
居
る
が
未
だ
名
案
も
浮
ば
ぬ
。
諸
君
の
勤
労
に
対
し
充
分
報
ゆ
る
こ
と
の
出
来

な
い
こ
と
は
、
惹
愧
の
次
第
で
あ
る
が
、
諸
君
に
於
て
も
考
の
あ
る
方
は
、
遠
慮

な
く
お
申
出
願
ひ
た
い
、
但
し
其
通
り
に
は
実
現
さ
る
る
や
否
や
は
、
不
明
で
あ

る
こ
と
を
お
含
み
置
き
を
願
ひ
た
い
。
深
山
に
住
ま
ず
し
て
山
林
事
業
を
や
り
得

る
な
ら
ば
可
な
ら
ん
も
、
諸
君
が
山
林
の
仕
事
を
や
ら
る
る
上
か
ら
は
致
し
方
な

ず
失
敗
に
帰
す
る
の
で
、
旧
習
に
拘
泥
す
る
こ
と
は
い
け
ぬ
。
又
濫
り
に
新
機
軸

の
行
っ
た
訓
示
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

た
ら
う
。

2

文
書
資
料
一

37

し
と
思
ふ
。
之
は
大
体
に
於
て
辛
抱
し
て
仕
事
を
し
て
行
っ
て
お
貰
ひ
し
た
い
。

未
だ
話
す
こ
と
も
あ
ら
ん
も
肋
の
中
を
裏
返
し
て
、
思
ふ
ま
ま
に
お
話
し
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。
諸
君
の
御
意
見
は
私
或
は
其
他
の
人
に
も
、
成
る
べ
く
話
を
し
て

戴
く
様
に
お
願
ひ
し
た
い
。
永
ら
く
の
間
の
お
話
で
定
め
し
御
退
屈
で
あ
り
ま
し

（
資
料
解
説
）

本
資
料
は
、
総
理
事
鈴
木
馬
左
也
が
大
正
九
年
林
業
課
詰
所
主
席
者
会
議
に
お
い
て
行
っ

た
訓
示
の
全
文
で
あ
る
。
鈴
木
は
、
明
治
二
十
九
年
農
商
務
省
参
事
官
を
退
官
し
て
住
友
に

入
社
し
、
三
十
二
年
、
そ
れ
ま
で
総
理
事
伊
庭
貞
剛
の
兼
務
で
あ
っ
た
別
子
鉱
業
所
支
配
人

に
就
任
し
た
。
鈴
木
の
赴
任
直
後
に
別
子
を
製
っ
た
台
風
の
被
害
に
、
鈴
木
は
改
め
て
植
林

の
重
要
性
を
痛
感
し
た
。
そ
の
後
鈴
木
は
か
ね
て
親
交
の
あ
っ
た
林
学
博
士
村
田
重
治
の
勧

め
に
応
じ
、
大
正
八
年
住
友
総
本
店
に
林
業
課
を
設
置
し
、
村
田
を
招
聘
し
て
別
子
の
林
業

と
は
別
に
、
新
た
に
本
格
的
な
林
業
経
営
に
乗
り
出
し
た
。
大
正
九
年
に
は
鈴
木
は
、
自
ら

九
州
・
北
海
道
の
山
林
を
視
察
し
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
十
一
月
に
各
詰
所
の
主
席
者

を
大
阪
の
本
店
に
集
め
て
会
議
を
行
っ
た
。
住
友
で
は
各
店
部
の
責
任
者
を
主
管
者
と
称
し
、

毎
年
春
に
主
管
者
会
議
を
開
催
す
る
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
た
。
鈴
木
は
そ
れ
を
、
事
業
所

が
僻
地
の
た
め
と
か
く
意
思
の
疎
通
を
欠
き
や
す
い
林
業
の
分
野
に
応
用
し
、
事
業
所
の
責

任
者
間
或
い
は
大
阪
の
管
理
部
門
と
の
意
見
の
交
換
を
通
じ
、
問
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し

た
。
こ
の
会
議
は
大
正
十
年
林
業
課
が
林
業
所
と
な
っ
て
か
ら
も
、
毎
年
秋
季
に
開
催
さ
れ
、

鈴
木
は
必
ず
激
務
の
中
を
会
場
に
現
わ
れ
て
、
各
自
の
報
告
や
質
疑
応
答
等
に
耳
を
傾
け
、

最
後
に
林
業
に
つ
い
て
の
自
分
の
抱
負
を
述
べ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
本
資
料
は
こ
の
鈴
木



第

七

条

第

＇ ノ‘

条

第

五

条

換
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
株
券
に
、
当
会
社
所
定

株
券
の
分
割
、
若
し
く
は
併
合
、
又
は
汚
損
に
よ
り
、
株
券
の
引

な
い
。

は
認
証
の
あ
る
謄
本
を
添
へ
、
当
会
社
に
差
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

当
会
社
所
定
の
書
式
に
よ
る
請
求
書
に
、
除
権
判
決
の
正
本
、
又

い。

第

四

条

を
添
へ
、
前
条
に
準
じ
て
名
義
書
換
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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当
会
社
は
、
四
国
林
業
株
式
会
社
と
称
し
、
英
文
で
は
、
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当
会
社
は
、
左
の
事
業
を
営
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、
農
林
業

当
会
社
は
、
本
店
を
新
居
浜
市
に
置
く
。

当
会
社
の
資
本
金
総
額
を
、
金
壱
千
万
円
と
す
る
。

当
会
社
の
公
告
は
、
大
阪
市
に
於
て
発
行
す
る
朝
日
新
聞
に
掲
載

し
て
こ
れ
を
行
ふ
。

第
二
章

円
と
す
る
。

株
式
及
び
株
主

当
会
社
の
株
式
は
、
弐
拾
万
株
と
し
、

一
株
の
金
額
を
、
金
五
拾

当
会
社
の
株
券
は
、
総
べ
て
こ
れ
を
記
名
式
と
し
、
拾
株
券
、
五

第

十

二

条

第

十

三

条

株
券
の
喪
失
に
よ
り
、
そ
の
再
交
付
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

書
換
を
要
す
る
者
は
、
当
会
社
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
証
明
書

―
-
、
前
各
号
に
関
聯
並
び
に
附
帯
す
る
一
切
の
事
業

求
書
に
譲
渡
人
の
連
署
を
要
し
な
い
。

相
続
、
遺
贈
、
そ
の
他
譲
渡
以
外
の
事
由
に
よ
り
、
株
式
名
義
の

二
、
農
林
産
品
の
生
産
加
工
並
び
に
販
売

な
ら
な
い
。
但
し
、
株
券
の
裏
書
に
よ
る
譲
渡
の
場
合
に
は
、
請

た
株
式
名
義
書
換
請
求
書
を
添
へ
、
当
会
社
に
差
出
さ
な
け
れ
ば

記
名
捺
印
し
、
当
会
社
所
定
の
書
式
に
よ
り
、
譲
渡
人
が
連
署
し

譲
渡
に
よ
り
、
株
式
を
取
得
し
た
者
は
、
株
券
裏
面
相
当
欄
に
、

第
一
章

原
始
定
款

総

任
す
る
。

四
国
林
業
株
式
会
社
定
款

則

第

十

一

条

第

十

条

込
み
当
日
ま
で
金
壱
百
円
に
つ
き
壱
日
金
四
銭
の
割
合
に
よ
る
延

滞
利
息
を
支
払
ひ
、
且
つ
そ
の
た
め
に
生
じ
た
損
害
賠
償
の
責
に

第
九
条
株
金
の
払
込
を
、
遅
滞
し
た
者
は
、
払
込
期
日
の
翌
日
か
ら
払
ひ

第

八

条

十
株
券
、

百
株
券
、
千
株
券
の
四
種
と
す
る
。

当
会
社
株
式
の
払
込
期
日
、
金
額
及
び
方
法
は
、
取
締
役
会
に
於

て
こ
れ
を
定
め
る
。



前
各
項
の
届
け
出
を
し
な
い
と
き
は
、
前
氏
名
、
住
所
、
仮
住
所
、

数
で
あ
る
と
き
は
、
議
長
が
こ
れ
を
決
す
る
。

そ
れ
ら
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
も
亦
同
じ
で
あ
る
。

株
式
に
つ
き
、
質
権
の
登
録
、
又
は
信
託
財
産
の
表
示
、
若
し
く

は
そ
の
抹
消
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
会
社
所
定
の
書
式

へ
、
当
会
社
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

株
式
の
名
義
書
換
、
質
権
の
登
録
、
及
び
そ
の
抹
消
、
信
託
財
産

の
表
示
及
び
そ
の
抹
消
、
並
び
に
新
株
券
の
交
付
を
す
る
場
合
は
、

当
会
社
所
定
の
手
数
料
を
徴
収
す
る
。

株
主
、
登
録
質
権
者
、
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
若
し
く
は
代
表
者

っ
た
と
き
も
亦
同
じ
で
あ
る
。

又
は
代
理
人
を
定
め
、
当
会
社
所
定
の
用
紙
に
よ
り
、
当
会
社
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

代
理
人
、
又
は
代
表
者
に
対
し
て
、
行
っ
た
通
知
、
そ
の
他
の
行

第

二

十

条

第
二
十
一
条

第
二
十
二
条

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

出
席
し
た
株
主
の
議
決
権
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
す
る
。
可
否
同

株
主
は
、
株
式
一
株
に
つ
き
、

一
箇
の
議
決
権
を
有
す
る
。

総
会
の
決
議
は
、
法
令
に
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
外
、

第
一
項
の
者
が
外
国
に
居
住
す
る
と
き
は
、
日
本
国
内
に
仮
住
所
、

が
出
来
る
。
但
し
、
代
理
人
は
委
任
状
を
当
会
社
に
差
し
出
さ
な

代
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。

株
主
は
、
他
の
株
主
を
代
理
人
と
し
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と

署
名
の
習
慣
が
あ
る
外
国
人
は
、
署
名
鑑
を
以
て
前
項
の
印
鑑
に
、

る。 取
締
役
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
他
の
取
締
役
が
こ
れ
を
つ
と
め

を
当
会
社
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
変
更
が
あ

社
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
常
務
取
締
役
が
、
社
長
及
び
常
務

は
当
会
社
所
定
の
用
紙
に
よ
り
、
そ
の
氏
名
、
住
所
、
及
び
印
鑑

第
十
九
条
総
会
の
議
長
は
、
社
長
が
こ
れ
を
つ
と
め
る
。

第

十

六

条

前
項
の
外
、
必
要
の
都
度
臨
時
株
主
総
会
を
召
集
す
る
。

了
日
ま
で
、
株
式
名
義
の
書
換
、
質
権
の
登
録
、
並
び
に
信
託
財

産
の
表
示
、
若
し
く
は
そ
の
抹
消
を
停
止
す
る
。

こ
れ
を
停
止
す
る
。

第
三
章

定
時
株
主
総
会
は
、
毎
年
二
回
、
五
月
及
び
十
一
月
に
、
こ
れ
を

召
集
す
る
。

第

十

八

条

第

十

五

条

株

主

総

会

に
よ
り
、
当
事
者
双
方
の
連
署
し
た
請
求
書
に
、
そ
の
株
券
を
添

前
項
の
外
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
予
め
公
告
を
し
、
相
当
期
間

第

十

四

条

難
い
と
き
は
、
前
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

な
ら
な
い
。
但
し
、
株
券
の
汚
損
に
よ
り
、
そ
の
真
否
を
鑑
別
し

第
十
七
条
当
会
社
は
、
毎
期
最
終
日
の
翌
日
か
ら
、
そ
の
定
時
株
主
総
会
終

の
書
式
に
よ
る
請
求
書
を
添
へ
、
当
会
社
に
差
し
出
さ
な
け
れ
ば

為
に
つ
い
て
、
異
議
を
と
な
へ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。



第
二
十
七
条

第
二
十
六
条

第
二
十
三
条

第
二
十
四
条

第
二
十
五
条

後
第
四
回
の
定
時
株
主
総
会
が
集
結
し
た
時
に
終
了
す
る
。

取
締
役
の
任
期
は
、
就
任
後
第
六
回
、
監
査
役
の
任
期
は
、
就
任

附

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地

則

総
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
議
事
録
を
作
成
し
、
議
長
、
並
び
に

当
会
社
に
、
取
締
役
参
名
以
上
、
監
査
役
壱
名
以
上
、
を
置
く
。

取
締
役
は
、
互
選
に
よ
り
、
社
長
一
名
、
常
務
取
締
役
若
干
名
を

社
長
及
び
常
務
取
締
役
は
、
会
社
を
代
表
す
る
。

社
長
、
及
び
常
務
取
締
役
は
、
業
務
執
行
に
関
す
る
重
要
事
項
を

決
す
る
為
に
、
取
締
役
会
を
召
集
す
る
。

第
十
九
条
の
規
定
は
、
取
締
役
会
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

取
締
役
会
の
決
議
は
、
出
席
取
締
役
の
過
半
数
で
、
こ
れ
を
決
す

取
締
役
は
、
他
の
取
締
役
を
代
理
人
と
し
て
議
決
権
を
行
ふ
こ
と

但
し
、
代
理
人
は
、
委
任
状
を
取
締
役
会
に
、
差
し
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

補
欠
、
又
は
増
員
に
よ
り
、
就
任
し
た
取
締
役
、
又
は
藍
査
役
の

任
期
は
、
他
の
在
任
取
締
役
、
又
は
監
査
役
の
残
任
期
間
と
同
一

る。

が
出
来
る
。

株
主
配
当
金
は
、
配
当
の
通
知
を
発
し
た
日
か
ら
、
満
参
ケ
年
を

る。

株
主
配
当
金
は
毎
期
末
現
在
の
株
主
名
簿
記
載
の
株
主
に
、
こ
れ

十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
後
期
と
し
、
毎
期
に

当
会
社
は
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
を
前
期
と
し
、

定
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

第

五

章

計

算

第

四

章

役

員

ず
、
且
つ
現
任
者
に
お
い
て
業
務
執
行
上
差
支
が
な
い
と
き
は
、

存
す
る
。

会
を
招
集
し
、
補
欠
選
挙
を
行
ふ
。
但
し
、
法
定
の
人
員
を
欠
か

出
席
し
た
取
締
役
及
び
監
査
役
が
記
名
捺
印
し
た
上
、
こ
れ
を
保

第
二
十
八
条

第
二
十
九
条

第

三

十

条

第
三
十
一
条

第
三
十
二
条

取
締
役
、
又
は
監
査
役
に
欠
員
を
生
じ
た
と
き
は
、
臨
時
株
主
総

こ
れ
を
行
は
な
く
て
も
よ
い
。

取
締
役
、
及
び
監
査
役
の
報
酬
は
、
株
主
総
会
の
決
議
で
、
之
を

定
め
る
。

決
算
を
行
ふ
。

を
配
当
す
る
。

経
過
し
て
も
、
こ
れ
を
受
領
し
な
い
と
き
は
、
当
会
社
に
帰
属
す

当
会
社
発
起
人
の
住
所
、
氏
名
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

株

式

会

社

住

友

本

社

と
す
る
。



一
、
支
店
の
新
設
、
廃
止
、
又
は
移
転
に
よ
る
、
支
店
所
在
地
に

ふ
こ
と
が
出
来
る
。

株
主
総
会
の
決
議
に
よ
ら
ず
、
取
締
役
会
の
決
議
で
、
こ
れ
を
行

第
三
十
四
条

会
社
等
臨
時
措
置
法
施
行
中
は
、
同
法
に
よ
り
、
左
の
事
業
は
、

二
、
五
拾
円
全
額
払
込
済
株
1
0
、
0
0
0
、
0
0
0
・
0
0
 

二
十
万
株

（合

計）

未

収

入

金

三、

0
0
六
、
七
九
七
・
ニ
五

生

産

品

六
二
四
、
六
四
四
・
一
二
四

家

畜

第
三
十
三
条

一
、
出
資
の
目
的
た
る
財
産

雑

起

業

支

出

一
四
、
七
三
0
•
三
九

二
九
、
三
七
八
•
O
O

二
0
0、
七
三
ニ
・
七
一

七
0
、
ニ
ニ
0
•
五
0

三
七
、
八
四
五

・
0
0

長

期

貸

付

代
表
取
締
役

菅

野

秀

次

郎

機

械

装

置

一
五
、
六
二
三

・
O
O

構

築

物

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地

立

木

四、

0
五
六
、
六
九

0
・
九
四

昭
和
弐
拾
参
年
弐
月
弐
拾
弐
日株

式

会

社

住

友

本

社

建

物

款
を
作
成
し
左
に
、
発
起
人
記
名
捺
印
す
る
。

四
、
取
締
役
、
及
び
監
査
役
が
受
け
る
べ
き
報
酬

る。

土

地

右
代
表
取
締
役

円

一
、
九
四
三
、
三
三
七
・
八
七

当
会
社
の
設
立
に
際
し
、
発
起
人
株
式
会
社
住
友
本
社
は
、
現
物

出
資
を
す
る
も
の
と
し
、
出
資
の
目
的
た
る
財
産
、
そ
の
価
格
並

に
こ
れ
に
対
し
て
与
へ
る
株
式
の
種
類
及
び
数
は
左
の
通
り
で
あ

、
資
本
の
二
十
分
の
一
を
超
え
な
い
対
価
を
以
て
す
る
他
の
会

部
の
譲
渡

菅

野

秀

次

郎

関
す
る
定
款
の
変
更

二
、
資
本
の
二
十
分
の
一
を
超
え
な
い
対
価
を
以
て
す
る
営
業
一

社
の
営
業
全
部
の
譲
受

こ
4

に
四
国
林
業
株
式
会
社
を
設
立
す
る
た
め
、
商
法
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
定



．
 

ヽ

．
 

ヽ

．
 

ヽ

．
 

ヽ
七

と
め
、
事
業
の
合
理
化
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
さ
さ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

創
意
工
夫
を
こ
ら
す
と
と
も
に
、
周
到
細
心
、
無
駄
を
は
ぶ
き
、
節
倹
に
つ

経
営
の
要
旨

事
業
の
目
的

も
に
、
永
遠
に
成
長
発
展
す
る
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

営
業
の
目
標

産
販
売
す
る
こ
と
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山
林
の
保
続

わ
れ
わ
れ
は
、

つ
ね
に
積
極
進
取
の
精
神
を
も
つ
て
、
事
業
の
改
良
発
展
に

積
極
と
細
心

性
と
公
共
性
を
お
も
い
、
所
管
林
の
緑
化
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、

つ
ね
に
先
人
の
偉
業
を
し
の
び
、
ふ
か
く
山
林
事
業
の
永
遠

わ
れ
わ
れ
は
、
よ
い
商
品
を
や
す
く
、
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
お
お
く
、
生

の
文
化
を
向
上
さ
す
う
え
に
役
だ
っ
こ
と
を
終
極
の
目
的
と
し
、
社
会
と
と

お
互
い
人
間
の
生
活
を
精
神
的
に
も
、
物
質
的
に
も
、
ゆ
た
か
に
し
、
社
会

四
国
林
業
創
立
五
周
年
を
期
し
て
ー
昭
和
二
十
八
年
五
月
制
定

信
用
と
誠
実

わ
れ
わ
れ
は
、
信
用
を
お
も
ん
じ
、
堅
実
を
と
う
と
び
、
終
始
一
貫
、
誠
実

融
和
と
協
力

わ
れ
わ
れ
は
、
各
自
の
戦
分
を
完
全
に
は
た
す
と
と
も
に
、
他
人
の
立
場
を

尊
重
し
て
、
融
和
一
致
、
全
社
を
あ
げ
て
、
緊
密
な
協
力
を
た
も
ち
、
会
社

の
力
を
充
分
に
あ
ら
わ
す
こ
と
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
営
の
要
旨
の
発
表
に
先
だ
っ
二
月
に
行
な
わ
れ
た
創
立
五
周
年
記
念
式
に
お
い
て
植
村

社
長
は
次
の
よ
う
な
挨
拶
を
行
な
っ
た
。

当
社
は
一
咋
二
十
日
を
も
つ
て
創
立
満
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
多
数
社
員
の
方
々
が
集

つ
て
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
内
祝
労
記
念
の
式
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
は
、
洵

に
悦
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

私
は
五
年
削
の
創
立
記
念
式
の
挨
拶
の
中
で
、
四
国
林
業
を
日
本
一
の
会
社
に
仕
立
て
あ

げ
た
い
、
と
い
う
こ
と
を
申
述
べ
ま
し
た
。
大
部
分
の
皆
さ
ん
に
は
今
も
ご
記
憶
願
つ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
日
本
一
の
会
社
と
い
う
の
は
、
資
本
金
が
一
番
大
き
か
っ
た

り
、
資
産
内
容
や
利
益
率
が
一
番
良
か
っ
た
り
、
或
は
木
材
の
取
扱
石
数
や
社
員
の
給
与

が
一
番
多
か
っ
た
り
す
る
会
社
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
働
く
社
員
の
人
々

わ
が
社
は
、
山
林
資
源
の
育
成
利
用
お
よ
び
そ
の
他
の
事
業
を
と
お
し
て
、

．
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．
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．
 

な
心
構
え
を
も
つ
て
、
事
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



が
、
な
ん
の
わ
だ
か
ま
り
も
不
平
も
な
く
、
の
び
の
び
と
精
一
杯
働
き
、
働
く
こ
と
に
心

か
ら
悦
び
と
生
甲
斐
と
を
感
じ
る
、
そ
し
て
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
や
自
分
の
家
庭
が

精
神
的
に
も
物
質
的
に
も
高
め
ら
れ
、
会
社
全
体
の
幸
福
も
高
め
ら
れ
る
、
又
そ
れ
に
よ

つ
て
社
会
全
体
の
福
祉
が
高
め
ら
れ
る
、
そ
う
い
う
度
合
が
日
本
一
に
高
い
会
社
の
こ
と

で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
如
く
小
さ
く
て
も
高
い
値
打
を
も
っ
た
会
社
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
世
間
の
人
が
み
て
も
、
四
国
林
業
は
何
か
春
風
飴
蕩
と
し
て

酸
郁
た
る
香
気
に
包
ま
れ
、
四
国
林
業
の
人
に
接
す
る
と
実
に
よ
い
気
持
に
な
る
、
そ
う

い
う
よ
う
な
会
社
に
仕
立
て
上
げ
た
い
と
い
う
こ
と
を
申
述
べ
ま
し
た
。

私
の
こ
の
考
え
は
、
今
も
尚
少
し
も
変
つ
て
は
居
り
ま
せ
ん
。
否
、
益
々
強
く
な
つ
て
居

り
ま
す
。
会
社
も
、
そ
こ
に
働
く
人
も
、
共
に
栄
え
共
に
幸
福
に
な
り
、
又
そ
れ
を
通
じ

て
社
会
全
体
の
福
祉
増
進
に
も
役
立
つ
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
事
業
、
そ
う
い
う
事
業
で

な
く
て
は
、
決
し
て
永
続
し
発
展
す
る
こ
と
は
望
ま
れ
ま
せ
ん
。

会
社
は
今
回
の
五
周
年
を
機
会
に
、
こ
の
自
ず
と
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
社
風
を
文
字
に
書

き
現
し
て
、
事
業
経
営
の
根
本
方
針
と
も
い
う
べ
き
「
経
営
の
要
旨
」
と
い
う
も
の
を
作

成
し
、
私
共
朝
夕
の
努
力
目
標
に
致
し
た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。
本
日
こ
こ
に
ご
披
露

で
き
る
ま
で
の
運
び
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
に
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
遠
か
ら
ず

お
示
し
で
き
る
と
考
え
て
居
り
ま
す
。
お
互
い
に
今
後
共
、
こ
の
大
理
想
に
向
つ
て
勇
猛

精
進
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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の
已
[

ヘヽ＇ 

八
住
友
社
歌

乎 臣

乞；•

いしず

弓
すみともは

巨
ま でも

巨
ヘーきたり

た ヘー

叫

き

戸
いや

写
たりて

乞 主 与

こ
の
住
友
社
歌
は
別
子
開
坑
二
五
0
年
を

記
念
し
て
つ
く
ら
れ
た
。

つ一 た て 名 は き よ

夏
こ
’
し

，
 

三
百
年
の
い
に
し
へ
に

い
し
ず
ゑ

礎
石
深
く
据
ゑ
樅
き
し

我
等
が
家
の
住
友
は

い
や
継
ぎ
つ
ぎ
に
今
日
ま
で
も

伝
へ
来
り
て
名
は
消
し

ヽ
~

二（
 

別
子
の
山
に
芽
生
え
た
る

ひ
と
も
と

一
本
の
木
の
末
を
見
よ

枝
業
い
つ
し
か
ひ
ろ
が
り
て

花
咲
き
実
を
ば
結
び
つ
、

お

よ

さ

い
ま
は
大
樹
と
栄
え
た
り

,
1
,
 

三（
 

浮
利
を
追
は
じ
と
い
ま
し
め
し

先
人
こ
そ
は
か
し
こ
け
れ

西
に
東
に
わ
か
れ
た
る

し

げ

ふ

事
業
お
の
お
の
こ
と
な
れ
ど

9
こ
と

信
実
の
誓
い
や
堅
し

住

友

社

歌
北

浜

正

男

作

詞

川

田

順

補

詞

山

田

耕

作

作

曲

昭
和
十
五
年
住
友
本
社
制
定



住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

住

友

信

託

銀

行

株

式

会

社

住

友

生

命

保

険

相

互

会

社

住

友

建

設

株

式

会

社

日

本

板

硝

子

株

式

会

社

住

友

金

属

工

業

株

式

会

社

住
友
軽
金
属
工
業
株
式
会
社

住

友

石

炭

鉱

業

株

式

会

社

住

友

金

属

鉱

山

株

式

会

社

住

友

林

業

株

式

会

社

住

友

不

動

産

株

式

会

社

住

友

商

事

株

式

会

社

株

式

会

社

住

友

銀

行

株

式

会

社

住

友

倉

庫

住

友

化

学

工

業

株

式

会

社

平成

1989 

平成元

昭和64

昭 和

1945 ---- --
昭和20
財閥解体

1926 

昭和元

大正15

大

1912 

大正元
明治45

明 治

3

仕
仮
ク
ル
ー
。1
20社
蒻
展
喜
-
45

正

1868 

明治元

江 戸

住
友
海
上
火
災
保
険
（
株
）
お和昭

昭和19

墾,1,

並
合
業

8
-
治明

泉屋（住友家）

住
友
総
本
店
42治明

住
友
家

両

替

輸
入
業

錮

商

呂

明右15

t
 

昭朽2

別
子
鉱
山

6
-
治明

別子銀山

1691望 4

目

山

合 銅

吹

明治41

萌治lo

日
本
電
気
（
株
）

32-
治明

IUI 
子
7

日
米

ー
如
＿
板
硝
呆
株
）互

米
硝
正

日
本
板
硝
子
（株）

大
日
板
＊

徊昭

一 統合または合併

分離または独立

車業の問連

ロ資本参加

□昇悶または
ロ本店•本社の事業所

B本店の事業

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社

住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
株
式
会
社

日

本

電

気

株

式

会

社

住

友

電

気

工

業

株

式

会

社

住
友
重
機
械

工
業
株
式
会
社

住
友
信
託
銀
行
（
株
）
27和昭

3
 
』

大
阪
住
友
海
上
火
災
保
険
（
株
）

浦
曾
胃

住
友
海
上
火
災
保
険
（
株
）
扶
桑
海
上
保
険
（株）

冒
＂
い
（
株
）
旱
は
い

塁

[

大
阪
保
険
（
株
）

住
友
セ
メ
ン
ト

（株
)
[
-

大
阪
セ
メ
ン
ト
（
株
）
〖
一
大
阪
窯
業
セ
メ
ン
ト
（
株
玉昭

古田俊之助

小倉

湯Ill

中田

正恒

窟吉

錦吉

磐
城
セ
メ
ン
ト
（
株
）
碑

鈴木馬左也

凡例

伊庭

広瀬

貞剛

宰平

歴代総理事

住
友
グ
ル
ー
プ
2
0
社
発
属
略
閲



四
代

中

田

錦

吉

一代

鈴
木
馬
左
也

七
代

古
田
俊
之
助

二
代

伊

庭

貞

岡

ハ
代

小

倉

正

恒

胃初代

氏
名
広

瀬

宰

平

生
没
年

文
政
十

一
年
1
大
正
三
年

（
一
八
二
八
ー
一
九

一
四）

弘
化
四
年
1
大
正
十
五
年

（
一
八
四
七
ー

一
九―

一六）

文
久
元
年
1
大
正
十

一
年

（
一
八
六

一
ー
一
九
二
二
）

元
治
元
年
1
大
正
十
五
年

（
一
八
六
四
ー
一
九
二
六）

在
任
期
間

明
治
十
年
1
明
治
一
＿十
七
年

（
一
八
七
七
ー

一
八
九
四
）

明
治
三
十
年
1
明
治
―二
十
七
年

（
一
八
九
七
ー

一
九
0
四）

明
治
――
―十
七
年
1
大
正
十

一
年

（
一
九
0
四
ー

一
九
ニ―

-）

大
正
十

一
年
1
大
正
十
四
年

（
一
九
―
――
-I
＿
九
―
-五）

歴
代
五
代

氏
名
湯
III

寛
吉

二
代

友
信
（
吉
左
衛
門
）

二
代

友
以
（
理
兵
衛
）

生
没
年

天
正
十
三
年
＼
承
応
元
年

（
一
五
八
五
＼

一
六
五
―
-）

慶
長
十
二
年
＼
寛
文
―

一年

（
一
六
0
七
＼

一
六
六
二
）

正
保
四
年
＼
宝
水
三
年

（
一
六
四
七
＼
一
七
0
六）

ー
寛
文
二
年

（1
-
六
六
―
-）

寛
文
二
年
1
貞
享
二
年

（
一
六
六
ニ
ー

一
六
八
五
）

一
七
代

吉
左
衛
門

一
六
代
友
成
（
吉
左
衛
門
）

歴
代
初
代

当
主
名

政
友

一
五
代
友
純
（
吉
左
衛
門
）

家
督
期
間

一四代

柱 I 胃n及 蘇
！ 闊もrrl 悶
2 友i9
代 聞Iひ
代数の ろ 女 ＝ 以t

r 
の
ぷ

I 

と4

：悶塁純しと、Tか 忠；； 友［ 糾
るよ 俊 し自さ

り 友なf6 
成り 友じ

酎左術； • " 応I 
ぇ 友と7

門： 副

一
三
代

登
久
（
徳
）

友
忠
（
吉
左
衛
門
）

在
任
期
間

大
正
十
四
年
1
昭
和
五
年

（
一
九
―
一
五
ー
一
九
――
10)

昭
和
五
年
1
昭
和
十
六
年

（
一
九
――
1
0
1

一
九
四

一
）

昭
和
十
六
年
1
昭
和
二
十
年

（
一
九
四

一
ー
一
九
四
五
）

―
―
一
代
友
親
（
吉
左
衛
門
）

―
一
代
友
訓
（
吉
次
郎
）

1
0
代

九
代

友
聞
（
吉
次
郎
の
ち

甚
兵
衛
）

友
視
（
吉
次
郎
）

八
代
七
代

友
輔
（
万
次
郎
の
ち

万
十
郎）

友
端
（
吉
次
郎
）

六
代

友
紀
（
吉
左
衛
門
）

五
代

友
昌
（
吉
左
衛
門
）

歴
代
四
代

当
主
名

友
芳
（
吉
左
衛
門
）

生
没
年

寛
文
十
年
1
享
保
四
年

（
一
六
七
0
1
一
七

一
九）

宝
永
二
年
1
宝
暦
八
年

（一

七
0
五
ー

一
七
五
八
）

寛
保
元
年
1
文
化
十
一二
年

（
一
七
四
一

1
一
八

一
六）

明
和
元
年
1
文
化
元
年

（
一
七
六
四
ー

一
八
0
四）

天
明
八
年
1
文
化
四
年

（
一
七
八
八
ー

一
八
0
七）

天
明
七
年
1
嘉
永
六
年

（
一
七
八
七
ー
一
八
五
――
-）

文
化
五
年
1
安
政
四
年

（
一
八
0
八
ー
一
八
五
七
）

天
保
十
二
年
1
元
治
元
年

（
一
八
四
一
ー
一
八
六
四
）

天
保
十
四
年
1
明
治
二
十
一二
年

（
一
八
四
―
―-I
一
八
九
0
)

明
治
五
年
1
明
治
二
十
三
年

（
一
八
七
―

-I
一
八
九
0
)

嘉
永
二
年
1
明
治
三
十
二
年

（
一
八
四
九
ー
一
八
九
九
）

元
治
元
年
1
大
正
十
五
年

（
一
八
六
四
ー
一
九
―
一
六
）

明
治
四
十
二
年
1
平
成
五
年

（
一
九
0
九
1
一
九
九
三
）

昭
和
十
八
年
1

（
一
九
四
――-I)

生
没
年

慶
応
四
年
1
昭
和
六
年

（
一
八
六
八
ー一

九
――
二）

明
治
八
年
1
昭
和
三
十
六
年

（一

八
七
五
ー
一
九
六
一
）

明
治
十
九
年
1
昭和―

一十
八
年

（
一
八
八
六
ー
一
九
五
＿二）

家
督
期
間

貞
享
―
一年
1
享
保
四
年

（
一
六
八
五
ー

一
七

一
九）

享
保
五
年
1
宝
暦
八
年

（
一
七
二
0
1
一
七
五
八
）

宝
暦
九
年
1
天
明
元
年

（
一
七
五
九
ー

一
七
八

一
）

天
明
元
年
1
寛
政
四
年

（
一
七
八
一
ー
一
七
九
二
）

寛
政
四
年
1
文
化
四
年

（
一
七
九
―

一ー

一
八
0
七）

文
化
四
年
1
弘
化
二
年

（
一
八
0
七
ー

一
八
四
五
）

弘
化
i

一年
1
安
政
四
年

（
一
八
四
五
ー

一
八
五
七
）

安
政
四
年
1
元
治
元
年

（
一
八
五
七
ー

一
八
六
四
）

座
応
元
年
1
明
治
二
十

一
年

（
一
八
六
五
ー
一
八
八
八
）

明
治
二
十

一
年
1
明
治
二
十
三
年

（
一
八
八
八
ー
一
八
九
0
)

明
治
―

-+
――
一年
1
明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
0
1
一
八
九
一―
-）

明
治
二
十
六
年
1
大
正
十
五
年

（
一
八
九
―
―

-
I
一
九
二
六
）

大
正
十
五
年
1
平
成
五
年

（
一
九
二
六
ー
一
九
九
――
-）

平
成
五
年
1

（
一
九
九
――
-I
)
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部
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山
林
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長

山
林
課
王
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心
得

山
林
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王
任

長

浜
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土
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王
任
兼
山
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王
任

八

戸

道

雄

山
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課

王

任

籠
手
田
彦
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山
林
課
主
任
代
埋
心
得

山
林
課
玉
任

（兼
務
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山
林
課
玉
任

本
荘
種
之
助

士
木
課
長

士
木
課
王
任

木

村

陽

――
―

士
木
課
長

渡
辺
友
次
郎
士
木
課
長

河

野

泰

助

星
野

輝

郎

河

野

泰

助

坂
本
市
太
郎

児
島
芳
太
郎

坂
本
市
太
郎

山
林
課
長

山
林
課
長
心
得

土
木
課
長

士
木
課
次
長
山
林
方
専
務

士
木
課
次
長
心
得

士
木
課
長

士
木
課
長
心
得

別
子
山
林
関
係

氏

名

職

名

竹

岡

山

林

方

長
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1
 

在
任
期
間

●
所
属

明
治
十
三
年
八
月
九
日
1
明
治
十
五
年

一
月
十
三
日

●
明
治
八
年
十
二
月
二
十
三
日
1

住
友
本
店
鉱
山
出
店

明
治
十
五
年

一
月
十
三
日
1
明
治
十
七
年
三
月
十
九
日

明
治
十
七
年
―二
月
二
十
七
日
1
明
治
十
八
年
三
月
五
日

明
治
十
八
年
三
月
五
日
1
明
治
十
八
年
八
月
二
十
七
日

明
治
十
八
年
三
月
五
日
1
明
治
十
九
年
九
月
一
―
十
六
日

明
治
十
九
年
九
月
一

―十
九
日
1
明
治
二
十
年
十
月
二
十
二
日

明
治
二
十
年
九
月
二
十
日
1
明
治
二
十
＿―
-
年
七
月
二
十
四
日

明
治
二
十
＿―
-年
七
月
二
十
四
日
1
明
治
―
-
+
-＝
年
九
月
二
十

八
H
明
治
二
十
―二
年
九
月
二
十
九
日
1
明
治
―
一
十
四
年

一
月
二
十

六
H
明
治
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
1
明
治
―
―
十
七
年
二
月
六
日

◆
明
治
二
十
四
年
十
一
月

一
日
1

住
友
本
店
別
子
鉱
山
出
店

明
治
二
十
七
年
二
月
六
日
1
明
治
二
十
九
年
十
月
六
日

明
治
二
十
九
年
十
月
六
日
1
明
治
三
十

一
年
十
月
二
十
七
日

◆
明
治
二
十
九
年
十
月
一
日
1

住
友
本
店
別
子
鉱
業
所

明
治
三
十

一
年
六
月

一
日
1
明
治
三
十

一
年
十
月
二
十
七
日

明
治
三
十

一
年
十
月
二
十
七
日
1
明
治
――
-
+
―
一
年
五
月
二
十

五
日
明
治
三
十
二
年
互
月一

一十
五
日
1
明
治
――
-
+
―
一
年
八
月
二
十

八
日
明
治
―
―-
+
―
一
年
九
月
十
六
日
1
明
治
――-+
――
一
年
石
月
一二十

一
日

明
治
――一
十
三
年
五
月
三
十

一
日
1
明
治
四
十
――
一
年
十

一
月
十

八
日
◆
明
治
四
十
二
年
一
月

一
日
1

住
友
総
本
店
別
子
鉱
業
所

明
治
四
十
三
年
十
一
月
十
八
日
1
大
正
六
年
十
月
六
日

大
正
六
年
十
月
六
日
1
大
正
十

一
年

一
月
五
日

◆
大
正
十
年
二
月
二
十
六
日
1

住
友
合
資
会
社
別
子
鉱
業
所

大
正
十

一
年

一
月
五
日
1
昭和――
一年
七
月

一
日

◆
昭
和
二
年
七
月
一
日
1

住
友
別
子
鉱
山
囲

昭
和
三
年
七
月

一
日
1
昭
和
九
年
十
一
月

一
日

昭
和
九
年
十

一
月

一
日
1
昭
和
十

一
年
十
二
月
一―
-
+
-
H

田
麦
n
H
”
4
1
 

佐
伯
平
賀

4

任
羞
喜
／
5

任
羞
喜
事
／
6

山
杯
関
係
匝
代
主
管
門
蒻

-47

林
業
所
所
長

取
締
役
兼
林
業
所
所
長

八
次
正
芳
五
郎

林
業
所
所
長

理
事
兼
林
業
所
所
長

理
事
兼
林
業
所
所
長

林
業
所
支
配
人

林
業
所
支
配
人

本
荘
熊
次
郎

支
配
人
兼
林
業
課
玉
任

氏
名刷

和

2
 
林
業
所
関
係職
名
支
配
人
兼
林
業
課
主
任

業
務
部
農
林
課
長

業
務
部
長
代
理
兼

業
務
部
農
林
課
長

別
子
農
林
事
業
所
長

植
村

賓

猿
谷

嘉
吉

麿安井
富
士

在
任
期
間

◆
所
属

昭
和
十
二
年

一
月

一
日
1
昭
和
十
二
年
六
月
二
十
一
日

昭
和
十
二
年
六
月
二
十

一
日
1
昭
和
十
三
年

一
月
十
七
日

◆
昭
和
十
二
年
六
月
二
十

一
日
1

住
友
鉱
業
固
別
子
鉱
業
所

事
業

部

農

林

課

長

昭

和

十

三
年

一
月
十
七
日
1
昭
和
十
五
年
十
一
月

一
日

総
務
部
農
林

課

長

昭

和

十

五

年

十

一
月

一
日
1
昭
和
十
八
年
十
一
月
十
三
日

総
務
部
副
長
兼
総
務
部
腹
林
謀長

昭
和
十
八
年
十

一
月
十
三
日
1
昭
和
二
十
年
七
月
十
＿―
-日

業
務
部
長
兼
業
務
部
農
林
課
長
昭I和
ニ
―十
年
し
L
日
パ
十'―
―-H
I

昭
I
和
~―
-＋
一
年
_
―
目
[―-＋
＇

-
H

業

務

部

農

林

課

長

昭

和

二
十

一
年

一
月
二
十

一
日
1
昭
和
二
十

一
年
五
月

一
日

（固
住
友
本
社
総
膀
諌
長
兼
務
）
●
昭
和
二
十

一
年

一
月
二
十

一
日
1

井
華
鉱
業
固
別
子
鉱

業
所
昭
和
二
十

一
年
五
月

一
日
1
昭
和
―
-+―

一年
五
月

一
日

昭
和
二
十
二
年
五
月

一
日
1
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
日

職
名
業
務
部
長
兼
業
務
部燐
林
課
長

事
業
部
長
兼
事
業
部
燐
林
諌
長

昭
和
二
十
二
年
十
―
一
月
十
日
1
昭
和
―

-+
――一
年
―
一月
二
十
日

◆
昭
和
―
-
+
―
一
年
十
二
月
十
日
1

井
華
鉱
業
固
別
子
農
林

事
業
所

在
任
期
間

●
所
属

大
正
八
年
三
月
十
三
日
1
大
正
九
年
九
月
十
一
日

◆
明
治
四
十
二
年

一
月

一
日
1

住
友
総
本
店

大
正
九
年
九
月
十

一
日
1
大
正
十
年
五
月
十
九
日

◆
大
正
十
年
二
月
二
十
六
日
1

住
友
合
資
会
社

大
正
十
年
五
月
十
九
日
1
大
正
十
四
年
十
月

一
日

大
正
十
四
年
十
月

一
日
1
昭
和
――
一
年
五
月
十
四
日

昭
和
三
年
五
月
十
四
日
1
昭
和
五
年
十
―
一月
三
十
一
日

昭
和
六
年

一
月
十
四
日
1
昭
和
八
年
十
―
一月
十
一
日

昭
和
八
年
十
二
月
十

一
日
1
昭
和
十
八
年
八
月
二
日

◆
昭
和
十
二
年
三
月

一
日
1

味
任
友
本
社

昭
和
十
八
年
八
月
二
日
1
昭
和
――
十

一
年

一
月
二
十

一
日

昭
和
二
十

一
年

一
月
二
十

一
日
1
昭
和
―
-
+
――一
年
二
月
二
十

八
日
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作
業
区
域

一
覧

図

（大
正
六
年
）

林
相
図
は
、
基
本
図

（縮
尺
五
0
0
0
分
の

一
を
標
準
と
し
、
境
界

・
森
林
区
画

・地
物

・
等
高
線
・

標
高

な
ど
を
記
し
た
基
礎
図
面
）
を
縮
図
し
、
森
林
管
理
単
位
で
あ
る
林
小
班
単
位
に
、
樹
種

・
林
齢
な
ど
を
記
し

た
も
の
で
あ
る
。

明
治
以
前
は
、
詳
細
な
現
地
測
量
は
ま
だ
実
行
さ
れ
ず
、
見
取
図
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。
明
治
三
十
年
代
に

入
り
、
全
山
現
地
測
最
が
実
施
さ
れ
、
面
積
を
始
め
そ
の
正
確
度
は
、
よ
り
向
上
し
た
。
昭
和
四
十
年
代
に
は
、

航
空
写
真
か
ら
正
射
写
真

（オ
ル
ソ
フ
ォ
ト
）
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
視
覚
的
に
も
林
相
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
年
代
後
半
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
に
よ
る

G
I
S

（地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
導
入
し
、
地
図
情
報
と
数
値
資
源
情
報

（森
林
調
査
簿
内
容
な
ど
）
を

一

括
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
ラ
ン
ド
サ
ッ
ト
や
ス
ポ
ッ
ト
人
工
衛
屋
な
ど

に
よ
る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
と
可
視

・
近
赤
外
衛
星
デ
ー
タ
と
の
併
用
に
よ
り
、
森
林
の
活
力
度
を
も

う
か
が
え
る
画
像
が
実
用
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

林
柑
閲
の
変
遷
（
日
I

／
五
且
＂
山
塁
図
の
例
）

"`{ 
“令
｀

d
 "
t
ti 

-

K

f
 

林
相
図

（昭
和
三
十
五
年
）
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令
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コ
軍

躙

竺
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
マ
ッ
ピ
ン
グ
開
発
時
の

林

柑

図

（昭
和
ム
ト
八
介
）

一
四

写

真

図

1
1
フ
ォ
ト
マ
ッ
プ

（昭
和
四
ト

一り
）

•· 
/'¥ 

コ
ン
ヒ
ュ
ー
タ
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
メ
ッ
シ
ュ

デ
ー
タ
か
ら
作
図
さ
れ
た
鳥
瞳
図

（昭
和
六
卜
．
年
）

7

杯

相

凶

の
変
遷
[49

t
コ
ン
ヒ
ュ
ー
タ
マ
ッ
ヒ
ン
グ
に
よ
る
現
在
の
林
柑
図

（平
成
九
年
）



適
正
に
管
理
さ
れ
た
森
林
は
、
林
産
物
の
供
給
を
は
じ
め
、

水
源
の
涵
養
、
地
球
の
温
暖
化
防
止
等
各
種
の
公
益
的
機
能
を

も
兼
ね
備
え
て
い
る
。
し
か
し
森
林
は
一
旦
荒
廃
し
て
し
ま
え

ば
、
そ
の
機
能
を
失
い
、
人
類
の
生
活
や
文
化
に
も
重
大
な
影

響
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

一
説
に
よ
れ
ば
、
四
大
文
明
の

消
滅
も
、
近
郊
森
林
が
荒
廃
し
た
こ
と
も

一
因
で
あ
る
、
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
古
い
歴
史
を
誇
る
中
国
で
は
、
国
を
治
め
る

こ
と
は
、
水
を
治
め
る
こ
と
で
あ
り
、
水
を
治
め
る
こ
と
は
山

を
治
め
る
こ
と
で
あ
る
、
と
も
い
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
森
林
の
管
理
・
運
営
は
、
広
く
国
家
的
見
地
よ
り

誘
導
し
、
一
部
に
規
制
を
加
え
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

我
国
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
幕
府
や
諸
藩
に
よ
っ
て
林
産
資

源
保
続
の
た
め

「御
林
」（
留
山
、
御
山
、
御
林
山
な
ど
と
も

い
わ
れ
た
）
の
設
定
や
植
林
・
輪
伐
の
実
施
な
ど
さ
ま
さ
ま
な

方
法
で
森
林
の
管
理

・
統
制
が
行
わ
れ
て
い
た
。

森
林
法
と
国
有
林
施
業
案
編
成
規
定
の
制
定

明
治
時
代
に
入
り
、
廃
藩
置
県
が
実
施
さ
れ
、
土
地
も
個
人

所
有
制
に
移
さ
れ
る
と
、
我
国
の
林
政
は
、

一
時
、
不
在
の
状

態
と
な
り
、
さ
ら
に
、
新
生
国
家
建
設
の
た
め
の
経
済
活
動
も

活
発
に
な
っ
て
く
る
と
、
森
林
の
荒
廃
は
急
激
に
進
行
し
、
災

害
も
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
政
府
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
、

「森
林
法
」

を
制
定
し
、
①
吾
心
廃
の
お
そ
れ
の
あ
る
森
林
に
つ
い
て
は
、
主

務
大
臣
が
、
望
ま
し
い
営
林
の
方
法
を
指
定
で
き
る
こ
と
、
②

は
じ
め
に 森
林
施
業
計
画
（
施
業
案
）
の
沿
革

国
土
保
安
上
必
要
な
箇
所
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
て
、
開
墾

を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
を
定
め
た
。
そ
し
て
、
明

治
三
十
二
年
、
森
林
資
源
の
保
続
的
培
養
と
国
土
保
全
機
能
の

充
実
を
図
り
、
森
林
経
営
の
計
画
的
管
理
を
実
現
す
る
た
め
、

国
有
林
に
つ
い
て
は
、
「
国
有
林
施
業
案
編
成
規
程
」
を
制
定

し
た
。
そ
の
後

「森
林
法
」
お
よ
び
、
「
国
有
林
施
業
案
編
成
規
程
」

は
、
経
済
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
、
数
次
に
わ
た
り
改
正
さ

れ
て
き
た
が
、
特
に
、
昭
和
三
十
九
年
(
-
九
六
四
）
、
新
し

く
制
定
さ
れ
た
「
林
業
基
本
法
」
で
は
、
林
業
に
お
け
る
、
総

生
産
の
増
大、

生
産
性
の
向
上
、
林
業
従
事
者
の
所
得
の
増
大

等
の
目
標
が
明
不
さ
れ
、
森
林
施
業
に
つ
い
て
も
、
森
林
所
有

者
自
ら
の
創
意
と
工
夫
に
基
づ
く
計
画
を
作
成
す
る
た
め
に
、

相
当
の
優
遇
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
謳
わ
れ
た
。

森
林
施
業
計
画
制
度
の
創
設
と
採
用

昭
和
四
十
三
年
の
森
林
法
の
改
正
に
伴
い
、
新
た
に
、
「
森

林
施
業
計
画
制
度
」
が
創
設
さ
れ
た
。
本
制
度
の
要
旨
は
、

①
森
林
所
有
者
は
、
そ
の
所
有
す
る

「森
林
全
部
」
に
つ
き
、

「石
年
を

一
期
」
と
す
る

「森
林
施
業
計
画
」
を
作
成
し
、
所

管
大
臣
ま
た
は
県
知
事
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。

②
森
林
施
業
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い
る
伐
採
を
行
う
場
合

は
、
従
来
の
事
前
の
届
出
は
不
要
と
な
り
、

事
後
の
届
出
で
よ

い
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
本
制
度
の
創
設
に
合
わ
せ
て
、
租
税
特
別
措
置
法
が

改
正
さ
れ
、
所
得
税
に
係
る
「
森
林
計
画
特
別
控
除
」
、
法
人

税
に
係
る
「
計
画
造
林
準
備
金
」
、
相
続
税
に
係
る

「
延
納
」

施
業
案
（
施
業
案
検
訂
も
含
む
）
は
、
森
林
施
業
計
画
と
同

義
で
あ
り
、
と
も
に

「
森
林
の
経
営
計
画
」
の
こ
と
で
あ
る
点

で
は
変
わ
り
な
く
、
そ
の
内
容
（
調
査
・
記
載
事
項
）
も
、
そ

の
時
々
の
時
代
背
景
や
、
そ
の
森
林
の
立
地
条
件
等
に
よ
り
、

若
干
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

大
し
た
相
違
は
な
い
。

次
に
掲
げ
る
の
は
当
社
の
昭
和
三
十
三
年
の
別
子
山
事
業
区

の
第
互
次
施
業
案
検
訂
の
時
の
調
査
項
目
で
あ
る

0
経
営
山
林
の
概
況

（地
況
、
林
況
、
管
理
状
況
、
施
業

の
沿
革
、
保
安
林
、
交
通
運
搬
関
係
、
地
況
・
林
況
の
調

査
方
法
）

0
既
往
に
お
け
る
事
業
概
要
（
伐
採
利
用
、
造
林
撫
育
、

施
設
）

0
施
業
計
画
（
森
林
区
画
、
地
種
区
分
、
施
業
の
仕
組
み
）

0
施
業
制
限
地
（
施
業
制
限
地
、
準
施
業
制
限
地
）

0
将
来

(
1
0
年
）
の
収
支
計
算
お
よ
び
山
林
評
価

0
施
業
実
行
に
関
す
る
意
見

〇
施
業
案
検
訂
時
期
、
功
程
お
よ
び
検
訂
員

当
社
の
前
身
て
あ
る
住
友
家
は
、
民
間
林
業
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
、
明
治
―
二
十
七
年
か
ら
約

一
世
紀
に
わ
た
り
施
業
案
を

編
成
し
て
き
た
が
、
そ
の
時
々
の
方
針
の
変
化
は
伐
期
齢
の
変

化
に
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
当
初
は
鉱
山
備
林
保
護
の
た
め
伐

期
は
一

0
0
年
前
後
で
あ
っ
た
が
、
太
平
洋
戦
争
と
そ
れ
に
続

く
戦
後
復
興
の
需
要
増
の
中
で
五
0
年
以
下
と
な
っ
た
。
そ
し

四

施
業
案
と
森
林
施
業
計
画

等
の
優
遇
措
置
が
定
め
ら
れ
た
。



て
今
日
、
保
続
林
業
の
立
場
か
ら

1
0
0
年
の
輪
伐
体
制
と
し

た
の
で
あ
る
（
表
参
照
）
昭
和
四
十
六
・年
、
当
社
は
明
治
以

来
の
施
菜
案
を
国
か
詔
定
す
る
「
森
林
施
業
計
画
制
度
」
に
切

り
蛉
え
た
そ
の
内
容
は
そ
う
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
く
、

変
わ
っ
た
点
は
、

T
計
両
期
間
が
従
米
の

一
期
卜
年
か
ら
、
一

期
五
年
に
短
縮
さ
れ
た
こ
と
、
②
従
来
は
各
事
業
区
毎
に
順
次

実
施
し
て
い
た
調
査
を
全
山
を
一
括
し
て
‘
]
斉
に
行
う
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
く
ら
い
で
あ
る
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
変
っ
た
点
を
学
げ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
③

策
定
の
手
法
の
変
化
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
施
業
案
の

編
成
（
検
社
も
含
む
）
の
手
法
は
、
「
椋
準
地
」
を
設
定
し
、

大
勢
の
人
数
で
長
期
間
の
日
時
を
要
す
る
実
地
検
査
を
主
体
と

す
る
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
帰
納
法
的
手
法
」
に
拠
っ
て
い

た
も
の
が
、
今
日
の
森
林
施
業
計
画
の
策
定
で
は
、
測
旦
や
森

林
調
査
に
航
空
写
真
を
利
用
し
た
り
、
隻
計
方
法
も
、
地
理
情

報
と
数
値
情
報
を
一
元
化
し
た
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
マ
ソ
ピ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
」
（
愛
称
ロ
ビ
ン
フ
ノ
ド
）
を
開
発
•
利
用
す
る
な

ど
し
て
、
作
業
の
筒
便
化
、
迅
速
化
を
図
り
、
基
礎
テ
ー
タ
を

積
み
上
け
る
な
ど
、
と
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
「
演
繹
法
的
手
法
」

に
変
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
手
法
も
、
必
要
に

応
じ
、
現
地
調
査
や
現
地
検
証
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

適
宜
調
整
を
加
え
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

今Hの森林施業計画策定風凩

「マンガコンピュータマッピング入門』(1989年、

小松左京監修、（株）コクサイクリエイティフ

センター）にモデルとして掲載された、当社の

森林施業計画策定システム （ロビンフ ッド）

8

森
杯
廊
店
註
刷
属
賢
色
の
か
叫
小

51
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中七番駐勤所前に勢揃いした検訂員（昭和33年、別子山事業区第五

次検訂）

...沈環-~
施業案編成境界測量を行っ編成員（昭和34年、大口事業区）



■事業区別施業案の沿革
地域 四 国 I 

別子山 （津根山村） （浦山村） 大永山 立Ill山 上野山

年次 五良津山

元禄4(1691) 別子銀山開坑、近辺で炭焼き開始

元禄15(1702) 元禄15幕府より別子3月山附山林に指定

宝永2へ3立川鋲l埠付となる

宝永 7(1710) 宝永7 宝永7

折宇山寺野山 峨蔵山が

が別子附 別子附

明和元 (1764) 明和元

天明 7(1787) 鬼ケ城葛川山 天明7

が銅山附 地吉山・

外之尾山

嘉永 3(1850) 別子近傍1こヒノキ苗を栽培し、植林を試みる が銀山附

明治9以前植栽の檜・杉生育数66.522本

明治10(1877) 愛媛県宇摩郡 同新居郡 同周桑郡

明治11 明治13-21 明治11 金子村・ 多喜浜村・ 加茂村 千足山村

I 
檜・杉植材 買収90町 造林開始 中萩村他 船木村 神戸村他 櫻樹村他

明治15 明治17

中七番苗 買収961日

畑設溢 明治18

明治20(1887) 明治22 植林開始 明治22 明治20

明治27 植林開始 明治27 ~37 ~37 明治24

所有地確認登記 本格的に 購入 製炭山 製炭山

植林開始 403町 購入 購入

明治30(1897) 

明治31

余慶苗畑設置

1 明治36 明治36 明治36

不要存置地払下1751 葛籠尾苗畑設置 購入220日

城師 1 阿島明治37(1904) 七番山 葛籍尾 明治37

明治38 （第一） （第一） 植林開始 1明治38 I干足山
編1,524町明治40 ． 明治40 i西山 明治40 編403町 1明治40

（檜杉 編745町 詞90町 明治42 立川山 松木苗畑 （松80) 編1,817阿

120) （檜120) 編2,149町la月治43 設置

（檜杉 編961町 五良津山 河之北 加茂

80) （檜・杉・ 明治44 明治44 明治44

カラマッ 編1,449町編389町 編659町

各80) （檜100) （檜杉

70) 

大正元 (1912) 1 城師

銅山 銀山 ：葛籍尾 （第＿） 浦山

（第一） （第_) 大正2 I (第二） 大正2 大正2

大正4 大正4 1検 大正3 編 誤①検

詞175町 調683町 1,524町 編 1,443町 501町

2,492町

葛籠尾 1石鎚山

大正4 l大永山 大正4 1大正4

大正 5(1916) ①検3,417町 1大正5 ①検 ①検

①検 2,223町

2,150町

（檜70, 大正6

杉50) 大正9 n検 大正7 大正8

Q検 1,452町 ¥l)検 ①検

大正14 1,035町 （檜70, 389町 887町

②検 大正14 杉50) （檜70

1,524町 ②検 杉50)

（檜55, 2,152町

杉40)

8 

［ 

~ iJ,1. 「編」は施菜案の編成を、「；凋」は林況潤在を、「0検」 は節〇次検訂を衣わす。その横の数字はそれそれの対象而柏を示す
.../ 2. ( )は伐期齢を-1<わす。I 111111林・Ji梨Iえ名を、I Iは仝LI」施菜叶[il1jを表示

3 備考梱の「＊印」はit友関連市」）＼を示す

I 九州 北海道 和歌山 備考 i 

土佐領

＊元禄4.別子銀山開坑

＊元禄15幕府より別子銀山屑寸山林指定

＊宝永6 別子銀山で士佐炭購入開始

宝永8

小麦畝で製炭開始，

以後土佐郡諸山で

請負う ・宝暦12.別子 ・立Ill錮山の住友一手稼行

明治元．明治政府樹立

戸山之内村
品知県土佐郡 明治7.林野の官民有区分開始

本川郷 大川郷

I 

明治12山林局を設置

明治14

購入開始 明治18 ., 月治16.第一備林の60年間借用許可

購入開始 ＊明治18第二備林の借用許可

明治28年

植林開始 ＊明治27本荘種之助，山林上申書提出

明治31 嘲治27.1母庭貞剛、別子 「大造林計画」樹立

明治34 土佐郡で1,269町購入 明治30.森林法公布

購入260町 ＊明治30.第二備林を国へ返却

＊明治31 籠手田林学士，別子雇い入れ

明治32国有林野法公布 ’国有林施業案編成規程公布

＊明治33.八戸林学士．別子雇い入れ

I越智郡 ＊明治36.林況調査内則制定 （住友最初の施業案規則）

置
明治37

購入

編157町 明治40森林法改正公布

（杉80) --山之内 明治44森林法改正公布

明治43 本川 大川

調260町 明治44 明治44

編 編

計2,167町

戸 l北見

pr 大正8 渚滑

大正6 ・大正7 北海道紋別詰所開設

地上権

． 二取大得正開14始
＊大正8 住友総本店に林業課設置

大正11 設定開始 大正9 公有林野官行造林法公布

①検157日 高藪 ＊大正9.宮崎県椎葉詰所開設

大正14 編9,652町

①検2,433町 （ エゾマ‘‘ •

トドマツ

各60,カラ

マツ30)

の
沿
第

53 



地域 四 国 九 州 北 海 道 和歌山 備考

銅山 銅山 1七番山 葛籍尾
' 
城師 浦山 大永山 立川山 五良津山 河之北 詞島 加茂 1石鎚山

年次 （第1) (第2) ' I 

藤子 1山之内 高藪 北見

＇ 昭和冗 (1926) 大正15 昭和元 昭和元 大正15

銅山 ②検3,648町 ①検1,534町 ②検 ②検 至
昭和2 1,452町 523町 昭和2 事業区設

①検858町 （杉45) ①検 定 昭和4 造林奨励規則公布

昭和5 昭和4 260町 昭和5 昭和6

②検 昭和6 ②検 上浮穴郡 編9,700111] ①検

1,035町 ②検

昭和9

昭和10(1935) 昭和10 昭和10 昭和10 昭和10 昭和10 ③検 昭和11

昭和9 こ面河村 11,857町

②検 昭和11

②検2,5711BJ

2検858町 3検 3検3,647町 ②検1,532町 ②検 2,152町 ③検 昭和13 買収 （檜 • 松カラマツ

1,517町 （檜杉松 501町 昭和15 1,452町 昭和15 ③検 昭和14 各55,杉50)

（噌・杉 カラマツ各55) ③検 （檜・杉55) 昭和16 昭和16 ③検 260町 購入 昭和16 昭和16木材統制法公布

55) 1,046町 ③検 ③検 2,269町

（檜杉 昭和17 526町 893町 （檜・杉•松

編424町 ①検 巨
10,722町 昭栢18 ・昭和18.借用国有林 （第一備林）返還期限10年延長

松・カラマ ③検 （松55) （檜・杉 カラマッ （檜50,杉 購入

ツ各55) 600町 松各55 各55) 40, 松60)940町

（檜杉 編940町

昭和20(1945) 松各60) （檜50,杉

35, 松50) 昭和20薮時森林資原造成法公布

昭和24 昭和22.林政統一

別 子 山 昭和22 3検2,571町

昭和23(1948) 昭和23 4検 昭和25 昭和24 四之北 （噌55.杉50. ＊昭和23住友本社．山林部門を6つの第二会社に分割

4検8,091町 2,257町 ④検 ④検 昭和25 松50. カラマツ50 昭和24.林野庁設置

昭和25(1950) （噌60,杉 1,015町 1,333町 ④検952町 昭和25絵の羽根藝金，第一回植樹祭開催

（昭和26借届国有林返地交換に伴う整理経営案） 50) （檜55,杉 （檜55,杉 （檜55,杉55,松60) 造林臨時措遁法公布

50, カラマ 50) 昭和26.森林法改正公布

ツ50) ＊昭和28借用国有林と石鎚山事業区の一部を交換

天永世 石 鎚 山 昭和29保安林整備臨時措置法公布

昭和28(19531 昭和28 昭和28 北見 昭和30森林法改正公布

⑤検3,284町 ⑤検3,994町

昭和33 （檜55,杉45, 昭和35 （檜55,杉50,

昭和31 昭和30~ 昭和33

昭和32 ＊昭和30.住友林業 （株）設立

昭和34 ②検 介検 ⑨検14,491町 昭和32森林法改正公布

5検5,845町 カラマツ45) ⑤検 カラマツ50) ⑤検2,606ha 6,272町 927町 取得 （エソマットドマツ 昭和32根釧原野バイロ ）トフォ レスト造林開始

（檜35~50,杉30,松30, カラマツ35) 1,310ha （檜40,杉35) （檜45,杉 （檜45,杉 昭和34 各60,カラマツ30) 昭和33国有林生産力増強計画。分収造林特別措湿法制定

昭和37 （楢40,杉 昭和37 昭和37 36, 松40,40, 松40)編580ha 昭和36国有林木材増産計画策定。木材価格安定繋急対策閣

⑥検3,308ha 35) ⑤検410ha ⑤検1,728ha hうマ')45) （檜40,杉 請決定

遵40,杉35,松35, （噌40,杉35,松35, 35, 松35) 昭和37森林法改正公布

カラマツ35) カラマツ35) 昭和39 昭和39林業基本法公布

昭和40(1965) 昭和41 ③検 昭和40最初の 「林業白書」発表

§検5,799ha 5,767ha 昭和42

（檜47~7ふ杉44) （檜30, '4)検14,013ha 昭和43森林法改正公布。森林旅業計画制度創設

杉30)

昭和46(1971) ［第1次施業計画 1 f ［第1次旅業計画l
5,799ha 3,319ha 1,276ha 342ha 1,868ha 2,649ha 6,428ha 921ha 62Dha 14,729ha •昭和46 「森林栢業計画制度」により農林大臣認定施業計画

湘60,杉50) （檜60,杉50) （檜60 （檜60,杉50) （楢60,杉50) （檜60,杉50) （檜85, （檜50 （檜50, （力う7')35) 開始

杉50) 杉35) 杉40) 杉40)

昭和48(1973) 1 経営計画の改定 ＾ （伐期齢見直し〗 l -[経営計画の改定 （伐期齢見直し）］ 

（檜100,杉80) （檜100,杉80) （檜100, (楢100,杉80) （檜100,杉80) （楢100.杉80) （噌100, (檜100, (檜100, （力うマツ55) ＊昭和48.経営計画の改定に伴い全山の伐期齢見直 し

杉80) 杉80) 杉80) 杉80) 「和歌山-

昭和51(1976) ［第II次茄業計画l f ［第II次施業計画l 昭和50 ＊昭和50.大阪殖林 （株）を買収 （和歌山山林2,240ha継承

5,799ha 3,317ha 1,277ha 325ha 1,466ha 2,653ha 6,427ha 920ha 620ha 15,288ha 購入 固有林野事業赤字へ

（同上） （同上） （同上） （同上） （同上） （同上） （同上） （同上） （同上） 2,240ha 昭和53農林省を農林水産省に名称変更

昭和56(1981) ［第Ill次施業計画 1

＇ I ［第Ill次施業計画 】 森林組合法公布

5,797ha 3,315ha 1,277ha 324ha 1,464ha 2,642ha 6,663ha 920ha 621ha 15,303ha 938ha 

8森註＂祁業計両公膨業牽シり沿革

（同上） （同上） （同上） （同上） （同上）

昭和61(1986) ［第IV次施業計画 1

5,796ha 3,311ha 1,277ha 258ha 1,466ha 

（同上） （同上） （同上） （同上） （同上）

平成3(1991) ［第V次施業計画 ］ ； 
5,786ha 3,300ha 1,277ha 249ha 1,463ha 

（同上） （全山非皆伐施業体系へ） （同上） （同上） （同上） （同上）

平成8(1996) ［第V1次紺菓計画 I~

5,785ha 3,293ha 1,277ha 249ha 1,462ha 

（同上） （同上） （同上） （同上） （同上）

（同上） （同上） （同上） （同上） （同上） （檜100, 昭和58森林法改正公布

杉80)

＇ 
（第IV次抱業計画l

一2,642ha 6,663ha 920ha 621ha 15,313ha 959ha 昭和62.分収造林特別措遺法改正公布

（同上） （同上） （同上） （同上） （同上） （同上） （同J:) ＊昭和62大阪殖林 （株）を合併

［第v次施業計画 1

2,633ha 6,669ha 920ha 621ha 15,314ha 2,259ha 平成 3.森林法改正公布

（同上） （同上） （同上） （同上） （同上） （同上） ・平成 5 住友の植林事業ゆかりの地別子山村中七番に 「住友

［ゞ第V1次施業計画l の森エコシステム」「フォレスターハウス」を設立

2,640ha 6,672ha 920ha 622ha 15,314ha 2,259ha ・平成 9 中七番フォレスターハウス前に16代家長住友吉左衛

（同上） （同上） （同上） （同上） （同上） （同上） 門の歌碑建立
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鋪方集落跡（銅山峰・露頭・歓喜坑一帯）
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旧
別
子
の
復
旧
造
林
は
、
明
治
―
――
十
八
1
四
十
五
年
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
荒
廃
地
の
た
め
幼
木
は
な
か
な
か
根
付
か
な
か
っ
た
が
、

一

枯
れ
る
た
び
に
再
々
植
林
を
繰
り
返
し
、
緑
を
蘇
ら
せ
た
（
明
治
十
四
年
撮
影
の
別
子
鉱
山
写
真
帳
と
現
在
の
山
林
を
比
較
）
。

一

別
子
鉱
山
の
操
業
時
（
明
治
十
門
年
）
と
現
在
の
様

f

東延斜坑機械場跡
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鉱山前面之図

勘場前面之図

図之処吹錬製旧
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愛
媛

・
高
知
県
に
所
在
。
椋
高
は
海
面
よ
り

一
八

0
0
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
び
、
各
所
に
懸
崖

が
多
く
大
半
は
二
1
0
度
内
外
の
急
峻
な
地
形
で

あ
る
。
人
工
林
は
全
面
積
の
六
―
―

-％
で
、
そ
の

う
ち
ヒ
ノ
キ
は
七
；
％
、
ス
ギ
は
二
四
％
と
な

っ
て
い
る
。

別
子
山
村
・
新
居
浜
市
・
伊
予
三
島
市
・
土

居
町
・
西
条
市
・
面
河
村
・
玉
川
町
・
本
川

村
・
大
川
村

各
地
区
山
林
の
現
況

58 



S' 

宮
崎

・
熊
本

・
鹿
児
島
県
に
所
在
。
標
島
は

：
六
〇
＼
一
七
0
0
メ
ー
ト
ル
の
間
に
位
似
す

る
。
人
工
林
は
戦
後
の
拡
大
造
林
に
よ
る
も
の

が
大
部
分
で
あ
る
が
、
そ
の
面
積
は
令
血
積
の

七
0
％
に
達
し
、
う
ち
ス
ギ
が
六
し
％
、
ヒ
ノ

キ
ニ
九
％
と
な
っ
て
い
る

椎
葉
村
・
諸
塚
村
・
西
郷
村
・
日
南
市
・
東

郷
町
・
人
吉
市
・
錦
町
・
大
口
市

59 



北
海
道
の
北
東
部
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
に
所

在
。
海
抜
四
0
1
四
0
0
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
性

の
地
勢
窃
容
な
地
域
に
位
置
す
る
。
本
山
林
の

大
都
分
は
、
明
治
四
十
――
―
ー
大
正
三
年
の
山
火

事
跡
に
成
林
し
た
天
然
二
次
林
（
山
火
再
生
林
）

で
あ
る
。
人
工
林
は
一
―
―
-
％
で
、
う
ち
カ
ラ
マ

ツ
六
五
％
、
ト
ド
マ
ツ
他
の
穴
埋
造
林
な
ど
が

三
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

紋
別
市
・
興
部
町



和
歌
山
県
中
央
部
日
高
川
源
流
に
あ
り
、
海

抜
六
0

0
1
―
二

0

0
メ
ー
ト
ル
の
急
峻
地
帯

に
位
怪
す
る
。
当
該
山
林
の
五
八
％
は
、
森
林

開
発
公
団
と
の
分
収
造
林
地
で
あ
る
。
人
工
林

は
全
面
積
の
六

一
％
で
ス
ギ
が
六
二
％
、
ヒ
ノ

キ
――
―
八
％
と
な
っ
て
い
る
。

龍
神
村

・
美
山
村



3
 

山
林
と
私
た
ち
の
か
か
わ
り

4
 

2
 

針
葉
樹
、
広
葉
樹
に
か
か
わ
ら
ず
樹
木
は
種
子
の
熟
成
落
下
に

よ
っ
て
再
生
を
繰
り
返
す
。
こ
の
自
生
＂
田
を
移
柏
す
る
こ
と
は

奈
艮
時
代
頃
か
ら
神
社
、
仏
閣
等
の
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

江
戸
時
代
に
は
マ
ツ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
有
川
樹
種
の
自
生

や
ま
ザ
き
な
え

＂田を

「山
引
＂
田

」
と
称
し
て
、
諸
溜
で
造
林
用
に
大
い
に
活
用

さ
れ
て
い
た
。

写
真
ー

ス
ギ
の
自
生
苗
（
樹
齢
三
ー
五
年
）（
平
成
十
年
、
愛
媛
県
別
子

山
林
）

写
真
2

タ
プ
ノ
キ
の
自
生
苗

（平
成
二
年
、
宮
崎
県
綾
町
／
山
形
県

姉
崎
一
馬
氏
提
供
）羨

り
か
ふ
あ
と

シ
イ
、
カ
シ
、
ナ
ラ
等
は
伐
株
跡
か
ら
自
然
に
新
芽
を
出
し
更

新
す
る
。
止11
か
ら
今

H
に
至
る
ま
で
、
広
葉
樹
の
薪
炭
林
は
こ

の
方
法
に
よ

っ
て

．
0
1
―1
0
年
の
サ
イ
ク
ル
で
繰
り
返
し
利

用
さ
れ
て
き
た
。

別
→
~
銅
山
の
薪
炭
林
の
史
新
も
こ
の
方
仏
に

よ
っ
て
い
た
。

写
真

3

平
成
九
年
伐
採
の
ノ
リ
ウ
ッ
キ
の
伐
株
跡
か
ら
出
た
新
芽

（平

成
十
年
、
別
子
山
林
）

写
真
4

上
部
の
紅
葉
部
分
は
広
葉
樹
の
萌
芽
更
新
林
｀
下
部
の
濃
色
部

分
は
ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林

（平
成
六
年
、
和
歌
山
県
龍
神

山
林
）

そ
の

自
然
に
育
つ



7
 

5
 

が"
"" "' " 

賢
_,"--.,_ 

r 
q堕

6
 

ヽ

ク
リ

11

山
杯
と
私
’
仁
ち
の
か
か
わ
り

一冠

ハ
ゼ
、
ウ
ル
シ
等
の
特
用
樹
種
や
、
マ
ツ
、
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
等
の
有
川
樹
種
は
形
質
の
優
れ
た
け
樹
か
ら
種

f
を
採
取

し
、
そ
れ
を
苗
畑
に
播
い
て
苗
を
育
て
、

1
-
I
一二
年
後
に
山
林

に
移
植
す
る
。
ク
リ
な
ど
の
増
殖
に
つ
い
て
は
、
既
に
縄
文
時

代
か
ら
種
予

（実
）
を
直
接
山
に
柏
え
付
け
る
方
法
に
よ

っ
て

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

写
真

5

ス
キ
の
採
種
風
景

（昭
和
三
十
年
頃
、
古
四
知
県
の
国
有
林
）

写
真

6

苗
畑
で
の
播
種
風
景

（昭
和
三
十
年
頃
、
高
知
県
／

高
知
市
辻
隆
道
氏
提
供
）

キ
ク
、
ハ
ラ
等
の
花
舟
類
や
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
樹
木
類
は
挿

木
に
よ

っ
て
も
増
殖
す
る
。
挿
木
に
よ
る
造
林
は
江
戸
時
代
以

前
か
ら
九
州
の
妖
肥
地
方
等
で
行
わ
れ
て
い
た
。
今
日
で
は
擾

れ
た
形
質
を
も
つ
母
樹
を
育
て
、
穂
木
を
採
取
す
る
現
在
当

社
で
は
穂
木
は
ヤ
ー
初
半
年
間
位
は
温
度
、
水
分
等
の
管
理
が
容

易
な
温
室
で
育
成
さ
れ
た
後
、
戸
外
の
侑
畑
に
移
植
さ
れ
る

写
真

7

ヒ

ノ

キ

の

母

樹

か

ら

の

採

穂

風

景

（平
成
十
年
、
新
居
浜
市
観

音
原
樹
木
育
種
セ
ン
タ
ー
）

写
真

8

温
室
で
育
成
中
の
ヒ
ノ
キ
の
苗
木

（平
成
八
年
、
観
音
原
樹
木

育
種
セ
ン
タ
ー
）

（
二
）
採
穂
と
挿
木

そ
の

ザ
田
を
育
て
る



11 

，
 

12 10 

そ
の
三

伐
採
後
の
林
地
は
、
枝
条
、
雑
草
木
等
を
掻
集
め
地
招
を
し
て

植
林
に
備
え
る
。
九
州
や
四
国
地
方
の
山
間
部
で
は
、
「
木
場
作
」

と
称
し
て
、
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
、
「
火
入
れ
」
を
し
て
、
枝
条

や
雑
草
を
焼
き
払
っ
て
、
芋
類
、
ソ
バ
、
稗
、
豆
類
等
の
畑
作

（焼
畑
）
を
ニ
ー
三
年
行
っ
た
後
（
あ
る
い
は
屹
植
し
て
）、
樹

木
の
苗
を
植
え
付
け
る
こ
と
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

写
真
1
1
枝
条
、
雑
草
木
を
等
高
線
状
に
掻
集
め
地
招
さ
れ
た
伐
採
跡
地

（昭
和
四
十
五
年
頃
、
宮
崎
興
椎
葉
村
の
山
林
）

写
真
1
2
火
入
れ
の
風
景
（
昭
和
六
十
年
、
宮
崎
県
椎
葉
村
の
山
林
／
日
向

市
是
沢
孝
範
氏
提
供
）

植
付
に
備
え
る

ー
母
樹
の
栄
養
器
官
の

一
部
を
切
り
採
り
培
養
す
る
無
性
増
殖
、

昭
和
五
十
年
頃
よ
り
増
殖
が
困
難
と
さ
れ
て
い
た
ラ
ン
や
バ
ラ

等
の
組
織
培
養
が
普
及
し
、
今
日
で
は
、
南
洋
材
の
フ
タ
バ

ガ
キ
科
の
樹
木
（
ラ
ワ
ン
）
等
に
も
活
用
さ
れ
、
熱
帯
雨
林
の

再
生
に
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

写
真

9

培
養
中
の
ク
ロ
ー
ン
苗
（
平
成
四
年
、
筑
波
研
究
所
）

写
真

10

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
熱
帯
雨
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
成
育
中
の

フ
タ
バ
ガ
キ
科
の
樹
木
（
平
成
六
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

・
カ
リ

マ
ン
タ
ン
島
ス
ブ
ル
実
験
林
）

64 



13 

16 14 

Jl

ijJ杯
と
私
た
ち
の
か
か
わ
り

一冠

植
林
後
五
年
間
位
は
毎
年
夏
に

一
ー
ニ
匝
、
周
辺
の
雑
草
木
や

蔓
等
を
刈
り
払
い
苗
木
の
生
育
環
境
を
整
え
る
。
以
前
は
長
柄

の
大
鎌
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
年
代
に
入
る
と
刈
払

機
（
ブ
ノ
シ
ュ
カ
ッ
タ
ー
）
が
普
及
し
山
林
作
業
も
い
く
ぶ
ん

楽
に
な
っ
た
。

写
真

15

フ
ッ
シ
ュ
カ
ッ
タ
ー
に
よ
る
下
刈
風
景
（
平
成
十
年
、
椎
葉
山

林）

写
真

16

下
刈
が
施
さ
れ
た
植
林
地
（
平
成
十
年
、
椎
葉
村
、
手
前
は
熟

成
前
の
栗
の
実
）

そ
の
五
育
て
る

江
戸
時
代
に
は
各
藩
の
産
業
振
OO
ハ
の
一
環
と
し
て
ク
リ
、
ハ
ゼ
、

ウ
ル
シ
等
の
特
用
樹
種
や
、
マ
ツ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
有
用

樹
種
の
植
栽
が
奨
励
さ
れ
た
。
植
栽
方
法
は
、
昔
も
今
も
変
り

な
く
唐
鍬
を
使
い
、

一
人
一
日
三
0

0
本
（
一
反
歩
）
程
度
植

え
付
け
る
。
最
近
は
成
木
林
の
中
に
苗
を
植
え
る
樹
下
植
栽
も

盛
ん
で
あ
る
。

写
真

13

伐
採
跡
地
へ
の
ヒ
ノ
キ
苗
の
新
植
風
景
（
昭
和
六
十
年
、
別

子
山
林
）

写
真

1

4

ス

ギ

の
成
木
林
の
中
に
樹
下
植
栽
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
の
幼
齢
樹

（平
成
八
年
、
愛
媛
県
石
鎚
山
事
業
区
中
山
山
林
）

そ
の
旧
植
え
る



19 

20 

蔓
切
は
蔓
類
の
繁
茂
状
況
に
応
じ

（ク
ズ
は
二
1
三
年
に

一
度、

ッ
タ
は
四
ー
九
年
に
一
以
位
）
適
＇
，
且
実
施
す
る

。

写
真

20

要
切
作
業
（
平
成
十
年
、
別
子
山
林
）

間
伐
は
植
付
後
二

0
年
頃
か
ら
‘
1
0
1
三
0
年
位
の
間
隔
で

適
宜
行
わ
れ
る
。
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
中
ー
た
り

・10
0
0
本
位
新
柏

さ
れ
た
人
ー
林
は
、
万
0
年
日
に
は
七
0
0
1
八
0
0
本
位
に
、

'
0
0
年
目
に
は
四
0
0
本
位
へ
と
間
伐
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

写
頁

18

間
伐
作
業
（
平
成
五
年
、
愛
援
県
五
良
津
山
林
）

8
 

建
築
用
材
と
な
る
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
は
、
地
衣
の
採
光
を
保
ち
、

ま
た
、
直
通
で
節
の
少
な
い
良
材
を
育
て
る
た
め
に
、
植
付
後

二
0
1
-―・o年
の
間
に

一
1
二
度
枝
打
を

h
う
。
昭
和
五
十
年

代
に
は
自
動
枝
打
機
も
登
場
し
た
が
、
あ
ま
り
並
II

及
せ
ず
、
今

H
で
も
人
手
に
よ
る
こ
と
が
多
い
。

写
真

19

人
手
に
よ
る
枝
打
作
業
（
平
成
六
年
頃
、
高
知
県
志
薮
山
林
）

下
刈
の
期
間
を
終
え
た
樹
木
は
、
植
付
後
六
1

1
九
年
位
の
間

に
数
回
、
除
伐
や
裾
払
の
丁
入
れ
を
受
け
る
。
こ
れ
ら
の
作
業

は
、
矮
小
木
、
雑
木
、
下
枝
等
を
伐
り
払
い
、
優
良
木
の
生
育

を
扶
け
る
。

写
真
17

除
伐
の
作
業

（平
成
四
年
、
愛
媛
県
大
永
山
山
林
）

（
二
）
除
伐
お
よ
ひ
裾
払

00 



古
（石斧を使用）

代

図1

23 

7
 
6
 

11

111朴
と
私
仁
ち
の
か
か
わ
リ
一

我
田
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
鉄
製
の

斧
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

鋸
は
既
に
古
墳
時
代
に
は
大
陸
か
ら
渡
来
し
て
い
た
が
、
江
戸

時
代
の
末
期
に
は
、
斧
等
と
卯
用
さ
れ
、
伐
木
や
玉
切
り
に
も

活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

図
1

伐
木
方
法
と
伐
木
道
具
の
変
遷
（
辻
隆
道
著

「吉
野
川
流
域
の

伐
出
技
術
．
l

吉
野
川
流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
平
成
七
年
）

写
真

23

昔
の
山
林
道
具
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
四
十
年
代
頃
ま
て
使
用

さ
れ
て
い
た
山
林
道
具
（
平
成
十
年
、
椎
葉
村
／
椎
葉
焼
畑
民

俗
資
料
館
所
蔵
）

そ
の
六

伐
る
_
 

と
な
る
。
途
中
で
間
伐
や
枝
打
等
の
手
入
れ
を
放
業
さ
れ
た
純

林
は
几
い
に
成
長
を
競
い
樹
冦
か
鬱
閉
し
て
卜
草
は
消
滅
し
、

表
上
の
流
出
を
招
き
や
す
く
な
る
。

写
真

21

間
伐
や
枝
打
を
放
棄
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
（
推
定
四

0
年
生
）
の
人

工
林
（
平
成
十
年
、
愛
媛
県
下
の
民
有
林
）

_
 

適
切
な
丁
入
れ
を
~
さ
i
t
)

オ
(

し
、
保
水
能
力
狂
寺
も
保
た
れ
、
昆
虫
や
動
物
逹
の
格
奸
の
棲
息

地
と
な
る
。

写
真

22

適
切
な
手
入
れ
を
受
け
た
ヒ
ノ
キ
（
九
八
年
生
）
の
人
工
林

（
平
成
十
年
、
別
子
山
林
）
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27 

そ
の
七 _
 ‘、アメー
カ
で
開
発
さ
れ
こ

が
、
我
国
で
は
昭
和
三
十
年
代
か
ら
、
伐
木
用
、
玉
切
川
と
し

て
一
般
化
し
た
。
北
欧
の
林
業
先
進
国
で
は
ハ
ー
ベ
ス
タ
が
一

般
的
な
高
性
能
林
業
機
械
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
地
形

が
急
峻
な
我
が
国
で
は
未
だ
あ
ま
り
将
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
当

社
で
は
平
成
―

一年
に
、
他
に
さ
き
が
け
て
北
海
道
の
山
林
に
導

写
真

24

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
お
よ
び
玉
切
（
昭
和
三
十
年
代
、
四

国
山
林
）

写
真

25

ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
る
伐
木
風
景
（
平
成
四
年
頃
、
北
海
道
紋
別

運
ぶ
（集
材
・
運
材
お
よ
び
輸
送
）

戦
後
（
昭
和
ニ
ト
年
以
降
）
に
な
る
と
我
国
で
も
集
材
機
に
よ

る
架
線
集
材
が
一
般
化
し
た
。
特
に
我
国
の
よ
う
な
急
峻
な
山

岳
地
や
、
林
逍
の
未
整
備
な
奥
地
林
で
は
威
力
を
発
揮
し
、
今

nで
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。
固
定
式
架
線
で
は
一
五
0

0
メ
ー

ト
ル
位
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
で
は
六
0

0
メ
ー
ト
ル
位
の
範
囲
ま

で
集
材
可
能
で
あ
る
。

写
真

26

固
定
式
架
線
に
よ
る
集
材
風
景
（
平
成
三
年
頃
、
四
国
山
林
）

写
真

27

タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
に
よ
る
集
材
風
景
（
平
成
十
年
、
別
子
山
林
）

68 
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山
間
部
や
川
幅
が
狭
隣
な
場
所
で
は
、
降
雨
に
よ
る
増
水
時
や
、

あ
る
い
は
堤
を
造
り
水
を
貯
め
て
流
水
を
利
用
し
て
、

一
気
に

流
送
し
、
平
野
部
の
川
幅
が
広
く
流
れ
の
緩
や
か
な
場
所
で
は

筏
を
組
ん
で
流
送
し
た
。
当
社
の
四
国
山
林
（
本
川
村
‘
別
子

山
村
等
）
や
九
州
山
林
（
椎
茉
村
等
）
で
も
附
和
の
初
期
ま
で

こ
れ
ら
の
方
法
に
拠
っ
て
木
材
を
搬
出
し
て
い
た
。

図
2

流

水

を

利

用

し

た

管

流

し

（

辻

隆

道

著

「
山
子
の
民
族
誌

」

清
文
社
、
平
成
三
年
）

写
真
30

昭
和
十
年
代
、
住
友
林
業
所
朝
鮮
伊
川
支
所
管
内
の
臨
津
江
で
の

筏
流
し

所
定
の
寸
法
に
裁
断
さ
れ
た
丸
太
や
半
製
品
（
柚
角
又
は
太

鼓
挽
）
を
山
十
場
か
ら
、
集
荷
場
所
ま
で
運
ぶ
こ
と
を
迎
材
と

い
う
。
連
材
方
法
に
は
修
羅
や
木
馬
な
ど

111
の
斜
面
を
活
か
す

方
法
、
流
水
や
積
雪
を
利
用
す
る
方
法
等
が
あ
っ
た
。

き

ん

ま

写
真
28

木
馬
に
よ
る
運
材
（
昭
和
二
十
年
頃
、
椎
葉
山
林
）

写
真
29

馬
楕
に
よ
る
出
材
風
景
（
昭
和
三
十
六
年
頃
、
紋
別
山
林
）
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ー
石
船
1
1
実
際
に
は
木
材
を
一
―

-
O
O
＼
五
0
0
石
位
梢
ん
だ
）
か

活
躍
し
、
住
友
林
業
所
の
[
呂
綺
山
林
の
製
材
品
や
木
炭
も
ヽ
こ

れ
ら
の
船
で
新
居
浜
や
関
西
ガ
面
に
運
ば
れ
た
戦
後
に
な
る

と
、
鋼
製
の
機
帆
船
も
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た

写
真

31

昭
和
初
期
の
宮
崎
県
美
々
津
港
（
現
、
日
向
市
）
に
碇
泊
中
の

木
造
帆
船
、
積
荷
は
木
炭
（
日
向
市
市
史
編
さ
ん
委
員
会
提
供
）

写
真

32

昭
和
三
十
年
頃
に
活
躍
し
た
銅
製
の
機
帆
船
、
岸
壁
の
木
材
は

鉄
道
の
枕
木
（
日
向
市
細
島
港
／
日
向
市
市
史
編
さ
ん
委
員
会

昭
和
―
―
・
ト
年
代
の
後
半
に
入
り
外
材
の
輸
入
が
盛
ん
に
な
る

と
、
木
材
専
用
船
が
舷
っ
て
建
造
さ
れ
外
材
の
輸
人
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。

最
近
で
は
製
品
輸
入
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
コ

ン
テ
ナ
船
の
活
躍
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た

写
頁

33

当
社
専
属
の
米
材
専
用
船
「
朝
光
丸
」
（
一
万
五

0
0
0
ト
ン
）

（
昭
和
三
十
九
年
頃
、
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
州
オ
リ
ン
ピ
ア

港）

写
真

34

コ
ン
テ
ナ
船
に
よ
る
木
材
製
品
の
荷
揚
風
景
（
平
成
十
年
、
東
京

港
十
五
号
地
）
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索
材
（
原
木
）
や
製
材
品
の
取
引
は
、
戦
後
の
供
給
不
足
の

時
代
に
は
、
「
市
場
」
て
の
「
説
り
売
り
」
か

‘t
流
で
あ
っ

た
が
、
今
日
で
は
市
口
を
限
ら
な
い
終

H
営
業
の
卸
光
（
付

け
売
り
や
セ
ン
タ
ー
光
り
）
も

一
般
化
し
て
き
た
。

写
真

37

入
札
方
式
に
よ
る
原
木
の
市
売
風
景
（
平
成
十
年
、
住
友
林
業

フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ー
ヒ
ス
新
居
浜
市
場
）

写
真

38

製
材
品
の
市
売
風
景
（
平
成
十
年
、
東
京
都
足
立
区
の
第
一
木
材

市
場
）

そ
の
八
木
材
の
取
引

— 
輸
送
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
ト
ラ
ソ
ク
が
主
役
と
な

っ
た
。
大
正
時
代
か
ら
昭
和
四
卜
年
頃
ま
で
は
、
長
距
離
輸

送
に
は
鉄
道
貨
車
に
よ
る
輸
送
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
自
動
車
が
並
II

及
し
、
道
路
網
も
整
備
さ
れ
て
く
る
と
、
長

距
離
輸
送
も
ト
ラ
ソ
ク
に
切
り
換
わ
っ
て
い
っ
た
。

写
頁
35

終
戦
直
後
、
椎
葉
ー
細
島
港
間
の
馬
車
輸
送
（
日
向
市
市
史
編

さ
ん
委
員
会
提
供
）

写
真

36

ト
ラ
ソ
ク
に
よ
る
製
品
輸
送
（
平
成
十
年
、
東
京
都
足
立
区
の

第
一
木
材
市
場
）
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39 

42 

そ
の
九

製
材
お
よ
び
加
工

先
史
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
頃
ま
で
は
、
丸
太
を
角
材
や
板
材
に

お
の

加
工
す
る
に
は
、
ま
ず
斧

（石
斧
、
鉄
斧
）
で
縦
割
り
に
し
て
、

や

り

が

ん

な

ち

ょ

う

な

i
さ
か

石
刀
や
槍
飽
、
丁
飽
、
鍬
等
を
用
い
て
表
面
を
整
え
る
方
法

に
よ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
縦
挽
用

40

の
片
引
大
鋸
が
登
場
し
、
今
日
で
も
銘
木
の
製
材
な
ど
に
川
い

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

写
真

39

上
室
町
時
代
の
弓
張
大
鋸
（
復
元
）
（
神
戸
市
竹
中
大
工
道
具

館
提
供
）
。
下
三
十
二
番
職
人
歌
合

（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
提
供
）

写
真

40

上
江
戸
時
代
、
慈
飾
北
斎
｀
富
嶽
三
十
六
景

「遠
江
山
中
の
図
」

下
今
日
で
も
一
部
銘
木
等
の
製
材
用
に
使
わ
れ
て
い
る
大
鋸
（
椎

葉
焼
畑
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

大
正
時
代
に
入
る
と
製
材
に
も
屯
動
鋸
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
喝
初
は
丸
鋸
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
ー
年
代

以
降
は
縦
挽
用
に
は
馬
力
の
強
い
幣
鋸
が
中
役
と
な
っ
て
い
る
。

写
真
4
1
丸
鋸
に
よ
る
製
材
風
景
（
昭
和
二
十
八
年
、
椎
葉
村
の
製
材
所
／

日
向
市
椎
葉
次
男
氏
提
供
、
円
内
は
猫
鋸
に
よ
る
製
材
）

マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
が
進
歩
し
た
今
日
で
は
、

従
来
、
大
工
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
切
削
加
工
、
穴
穿

け
加
工
等
も
工
場
で
短
時
間
の
う
ち
に
出
来
る
よ
う
に
な
り
、

N
C
ル
ー
タ
ー
の
登
場
に
よ
り
表
面
の
彫
刻
や
血
而
加
工
も
機

械
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

写
真

42

上
プ
レ
カ
ソ
ト
材
（
平
成
二
年
頃
、
宮
本
工
業
）、

下
N
C
ル

ー
タ
ー
で
切
刻
み
加
工
さ
れ
る
階
段
の
側
板

（
平
成
十
年
｀
ス

ミ
リ
ン
ホ
ル
ツ
）

72 
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仁
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73

そ
の

そ
の

一〇

集
成
材

（エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
）

集
成
材
の
強
度
等
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
昭
和
三
十
年
代
か

ら
実
証
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
品
質
の
安
定
性
、
耐
久
性

等
も
証
明
さ
れ
、
今
日
で
は
、
さ
ら
に
．
段
上
の
強
度
、
精
度

等
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
木
造
建
築
物
の
梁
や
桁
、
特

柱
等
の
構
造
材
と
し
て
急
速
に
並
11

及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

写
真

43

上
集
成
材
製
造
工
程
（
平
成
十
年
、
大
阪
市

Im長
尾
）
、
下
強

度
実
験
（
平
成
九
年
、
筑
波
研
究
所
）

写
真

44

梁
の
部
分
に
使
用
さ
れ
て
い
る
大
断
面
集
成
材
（
竹
中
工
務
店

設
計

・
施
工
、
茅
ヶ
崎
市
、
太
陽
の
郷
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
テ
ン
プ

ー
ル
／
日
本
集
成
材
工
業
⑮
提
供
）

木
材
を
原
料
と
す
る
工
業

丸
太
に
横
か
ら
刃
を
当
て
、
木
＂
心
に
沿
っ
て
薄
板
を
剥
き
取
り
、

そ
の
薄
板
（
単
板
）
に
接
府
剤
を
途
り
、
縦
、
横
交
圧
に
璽
ね

合
わ
せ
て
ホ
ソ
ト
プ
レ
ス
で
圧
着
し
て
板
を
造
る
技
術
は
、
明

治
時
代
に
ド
イ
ツ
か
ら
導
入
さ
れ
た
。
今
日
で
も
、
ベ
ニ
ヤ
板

ま
た
は
合
板
と
呼
ば
れ
、
建
築
用
材
、
士
木
用
材
、
家
具
用
材
、

梱
包
用
材
衿
に
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

写
真

45

合
板
工
場
の
ロ
ー
タ
リ
ー
レ
ー
ス
・
丸
太
か
ら
単
板
を
剥
き
取

る
工
程
（
昭
和
五
十
二
年
、
ス
ミ
リ
ン
合
板
工
業
）

写
真

46

ホ
ソ
ト
プ
レ
ス
と
ヘ
ニ
ヤ
板
（
合
板
）
（
昭
和
五
十
二
年
、
ス
ミ

リ
ン
合
板
工
業
）
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成
型
し
た
も
の
が
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
で
、
我
国
で
は
昭
和

三
卜
年
代
に
企
業
化
さ
れ
、
大
半
は
家
具
用
材
、

家
電
製
品
の

部
材
等
と
し
て

mい
ら
れ
て
い
る
が
、
一
部
建
築
用
材
に
も
使

写
真

47

上
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ホ
ー
ト
工
場
の
全
景
｀
下
製
造
工
程
の
一
部

（
連
続
プ
レ
ス
工
程
）
（
平
成
六
年
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

R
P
1
社
）

写
真

48

上
出
荷
を
待
つ
原
板
（
平
成
十
年
、

R
P
I
社
）
、
下
パ
ー
テ
ィ

ク
ル
ポ
ー
ド
を
甚
材
と
す
る
最
終
商
品
（
堀
座
卓
）
（
平
成
十
年
、

ス
ミ
リ
ン
合
板
工
業
）

国
國
闘
麟
寵
譴
闘
-
]
『
ゴ

l-.,

木
材
チ
ノ
プ
を
繊
維
化
し
、
少
口
車
の
接
府
剤
を
加
え
、
所
定
の

圧
力
の
下
に
熱
圧
成
型
し
た
も
の
が
繊
維
板
で
、
比
重
の
軽
い

ド、

M
D
F
、
ヽ
ー
ド
ボ

ー
ド
等
に
分
け
ら
れ
、
家
具
用
材
、
家
電
製
品
部
材
‘
自
動
車

部
材
等
に
用
い
ら
れ
て
い
る

写
真

49

上

M
D
F

（
中
質
繊
維
板
）
の
製
造
工
場
全
景
、
下
製
造
ラ
イ

ン
の
一
部
（
連
続
プ
レ
ス
工
程
の
イ
ラ
ス
ト
）
（
平
成
十
年
｀
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

N
P
I
社）

写
真

50

上
出
荷
を
待
つ
原
板

(
N
P
I
社
）
、
下

M
D
F
を
基
材
と
す
る

最
終
商
品
（
収
納
家
具
）
（
平
成
九
年
、
住
友
林
業
ク
レ
ソ
ク
ス
）
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紙
は
紀
元
前
に
中
国
で
発
明
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
今
日
で

も
紙
の
使
用
最
は
文
明
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
い
わ
れ
、
我
国

も
世
界
屈
指
の
紙
の
生
産

・
消
野
国
で
、
全
木
材
消
費
屈
の
お

よそ――
10
％
前
後
が
紙

・
パ
ル
プ
用
原
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。

写
真

51

製
紙
工
場
の
抄
紙
工
程
（
日
本
製
紙
連
合
会
提
供
）

写
真

52

紙
製
品
の
い
ろ
い
ろ

そ
の

一二

木
炭

十
九
世
紀
に
な
っ
て
化
石
燃
料
が
登
場
す
る
ま
で
、
私
達
の
祖

先
は
、
採
暖
用
、
調
理
用
等
の
生
活
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
、
銅
や

鉄
を
精
錬
す
る
産
業
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
至
る
ま
で
、
総
て
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
を
薪
や
木
炭
を
生
み
出
す
森
林
に
頻
っ
て
い
た
。

木
炭
は
今

H
で
も
一
部
の
料
理
や
茶
の
湯
の
燃
料
と
し
て
重
用

さ
れ
て
い
る
。

写
真

53

現
在
の
炭
焼
の
風
景
（
平
成
十
年
、
椎
葉
村
）

写
真

54

炭
を
つ
か
う
調
理
の
例
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國置

解体材チップ （オーク建設所沢リサイクルセンター） 国内材製品 （足立区第一木材市場）

製品の推移

（輪入製材品。右から、製

材したままのラフ材、四面

かんながけ材、集成材 （エ

ンジニアリングウ ッド）の

順に徐々に変化してきた）

木
材
・
建
材
商
品

76 



建材のパネル類（左から合板、針葉樹合板、 MDF、パーティクルボード、 OSB、石膏ボード）

,---

~­

多多Z

ユニ ッ トバス （ヤマハリビングテ ック（松） サッシ窓 （三協アルミニウム工業（船）

）
 
約ん材建装外子肖工旭

ヽ
~グンイデイサ

¢

水

材

・

難
材
裔
晶

一77

システムキ ッチン （サンウエーブ工業（掬）



昭和54年～昭和60年 注文住宅 ●企画住宅 3階建住宅

●昭和60年10月

「エクセル」ザ・ハウス（洋風）／木の香（和風）

「ザ・ハウス」「木の香」の改良型。通し柱はヒノキ特

ー等 (120ミリ角）、土台はヒバ特ー等 (105ミリ角）。

構造材すべてが公庫融査基準の太さを上回る。

●昭和54年

「檜」洋風・和風 自由設計／主要構造材檜使用

主要構造材すべてにヒノキを使用、通し柱は特ー等の

120ミリ角、太筋違は45ミリ厚、結露しない構造を採

用。

●昭和54年

「木の香」和風D・S(写真なし）

「檜」と同等の和風高級住宅。オリジナルシステムキッ

チンを装備。

「
住
友
林
業
の
家
」
の
移
り
変
わ
り

●昭和58年10月

「ザ・ハウス」洋風D・S
自由設計の洋風の住まい。構造材から内装材、設備関

係に至るまで基本仕様を2つ設けた。Dは、システムキ

ッチンをはじめ大型玄関キャビネソトなどオリジナル

設備まで標準仕様。Sは、格調の高さを求めながら経

済性も考慮。



●昭和63年4月

「檜グレイス」和風

主要構造材にヒノキを使用。躯体強度、耐久性、居住性

を向上させた。

昭和63年12月

「フォレスト・スリー」 当社初の木造3階建住宅
準防火地域に対応。エレベーターを装備。

l

i
仮
林
業
の
色
の
移
り
変
わ
り

ー79

●昭和61年1月

「フェスタ」洋風 都市の木の家

格調や重厚という言葉が似合う都市派の住まい。外観に彫

りの深い表情を刻むクオイン（すみ石）とデンティル（歯

飾り）。

●昭和62年1月

「エクセルIl」ザ・ハウス（洋風）／木の香（和風）
「エクセル」の改良型。

●平成元年1月

「ステラ」 企画提案型住宅

当社初の企画型住宅。奥さま思いの仕様と設備。基礎は鉄

筋コンクリート。通し柱はベイツガ120ミリ角、屋根は石

綿ストレート板、土台から1メートルは防腐・防蟻処理。



平成元年～平成4年 ●注文住宅 企画住宅 3階建住宅

●平成3年11月

「ステラ・ヌーヴォー」企画型の新提案住宅

外観は洋風の寄棟。外壁はモルタルとサイデイングの2タ

イプ。プラン数は200。

●平成4年10月

「ゆう21」洋風・和風

構造材にエンジニアリングウノド （集成材）を大幅に採用

し耐久性向卜を実現、 20年の長期保祉を可能にした。飽き

のこないオーソドソクスな外観デザインとライフスタイル

の変化にも対応できる平而計画を枯本思想とした。エンジ

ニアリングウ ッドの他、 MDFやパーティクルボードを使用

し、地球環椛問題へも配應した。

6
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●平成元年10月

「ゆう」洋風・和風 ゆとりを提案する住宅

従来の木辺注文住宅のカテゴリーを越えた数々のオリジナ

ル設備 ・部材を装備し設計プランにまでも尚品特性を生か

した商品。「ゆとり」をテーマとした。

●平成2年9月

「ゆう・マザーズ」 1.5世帯住宅

元気な高齢者との同居を主眼とした設備、仕様を提案する

「祈同居住宅」。 従来の同居住宅と違い、二世帯が共に快適

に暮らすことを設計の基本概念とした。

------=--,:= ・ク；ーニ

●平成3年3月

「憧」あこがれ／洋風・和風 高級住宅

闊級仕様の木造注文仕宅で、居住性、機能性、安全性に考

慮した高品質の住まい。

80 



●平成6年9月

「ゆう21・スピリッツ」 サイディング仕様

ゅう21の外壁に耐久性、耐火性、耐侯性に優れた嵩級サイ

デイングを採用。収納設備を充実するとともに、高齢化に

も対応した。

疇．
平成6年9月

「夢3階M」混構造3階建住宅

1階部分を鉄筋コンクリート構造、 2・3階部分を木辿軸組

構造とする都市型混構造木造仕宅。井耐火構造。

平成5年9月

「夢3階w」ツーバイフォーエ法による3階建住宅

●平成5年11月

「山手壱番館」 高級洋風住宅

屋根材には高価で重祉感あるせっ器瓦を採用、外観にはタ

イルを標準装備。天井を高くし、廊下や階段を広くするな

ど空間的ゆとりを大切にすると共に、強化ガラス入りの窓

や連続手すり付の階段など、安全や健康に配慮した。（平

成6年9月「山手壱番館・リード」発売時に「山手壱番館・

クラシック」と名称変更）

13

石
友
杯
慕
の
色
の
移
り
炭
わ
り
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●平成6年9月

「山手壱番館・リード」 サイディング仕様

「山手壱番館」に下産を回すとともに、新開発のタイル調

サイデイング貼りとした。



●平成7年5月
しんぷ

「ゆう21・ビッグオーク／森風」洋風・和風 高耐久・高耐

震・高性能住宅

長寿社会のライフスタイルに対応し、耐震性と耐久性を高

めた。加齢者から子供まで家族の誰もが快適に蒻らせる家。

平成8年2月
夢3階「木造讃家」 木造軸組3階建住宅

準耐火構造。主要構造材に120ミリ角のエンジニアリング

ウソドを採用。耐震性、耐熱性、気密性、遮音性を向卜さ

せた。

●注文住宅 ●企画住宅 ¥,,3階建住宅

平成6年9月
--

「夢3階s」重量鉄骨3階建住宅
当社初の非木造商品。菫砒鉄骨ラーメン構造を進化させた

もので、都心部での建築に適している。

~ 
平成6年12月

「ステラ・ f(フォルテ）」 高耐久企画型住宅

高品質・高耐久を追求しながら価格を抑えた介画型住宅。

プラン数は451プランで、二世幣向プラン、和室二間続き

プラン、上下逆転プラン等豊富なハリエーションを揃えた。



●平成9年4月

「ステラ・ベレット」 企画型高付加価値住宅

公限の基準金利適用の3タイプの条件 （耐久性、省エネル

ギー性、バリアフリー）をすべてクリア。外壁にはサイデ

ィングを使用。食器洗浄乾燥機、浄水器、温水洗浄機付卜

イレを標準装備。

平成9年4月

「夢3階SRJ重量鉄骨3階建住宅

「夢3階s」の改良型。工場での溶接部分を増加することに
より現場作業の効率化を実現。建設可能規模が拡大。鋼材

の重塁も軽減。

●平成8年6月
し~,

「ゆう21・ビッグオーク／森風 EX」洋風・和風
高断熱、高気密住宅。SHATTシステム （エクセルの高断熱、

高気密を実現するために開発したシステムSumitomoHeat 

Proof (高断熱）AirTight (高気密）Technologyの略）。 断熱・

気密・換気のバランスのとれた室内環境をコントロールで

きる家。

13

五
互

9
9の
移
り
変
わ
り
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●平成8年7月

「ホリデイズ」システム住宅

「ホリデイズガーデン」 ：屋上ガーデン付き、「ホリデイズ

ゴルフ」：ゴルフ練習設備付き、「ホリデイズ」：ベーシソ

ク仕様、の3タイプを北関東エリアで発売。工場生産化率

80%の木造軸組ユニソト構造。



平成9年10月 ●注文住宅 ●企画住宅 3階建住宅

●平成9年10月

「FOREST(フォレスト）」 大空間をつくる次世代本格木

造住宅

「大空間をつくる、木のチカラ。」をキャ・ノチフレーズに 5

メートルをこえる天井高と24社のゆとりの空間を新工法に

より実現。垂直荷重、水平荷重に対する躯体強度を強化す

るとともに全構造材にエンジニアリングウッド （構造用梨

成材）を使用。住宅金融公庫のバリアフリー基準をクリア。

環境管理システム規格 (ISOl4001)の認証も取得。

商品構成

フォレスト ・ツリー （幹）

タテに広がる大空間を特徴とした洋風住宅

フォレスト・ポエム （詩）

ョコに広がる大空間を可能とした洋風住宅

フォレスト ・サイト （眺）

2.5階、 2階+aの都市型住宅
フォレスト・サウンド （律）

ョコに広がる大空間を可能とした和風住宅

創立50周年を記念して発売した、当社の技術と家づくりの

経験の梨大成ともいえる商品。

84 



I平成2年～

●平成6年2月

「サクシードR」ニュークオリティ一高付加価値／企画型マ

ンション

室内に柱刑と梁型がでない壁式構造。すっきりとして圧追

感もなく空間をフルに使える。

●平成6年10月

「ニューサクシードR」構造をラーメン化
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特建本部集合住宅

●平成2年5月

「サクシードP」PC工法／賃貸マンション

闊品質鉄筋コンクリートパネルを組み合わせ、強度、安全

性、テサイン性、経済性を考えたPCエ法賃貸用マンション。

●平成4年3月

「サクシードS」重量鉄筋構造／店舗併用賃貸マンション

敷地の広さや形状などに対応した都市型の鉄骨造ビル。立

地条件や事業II的に合わせ自党店舗、貸店舗、駐車場、事
務所など打効な上地活用を実現。



「
ゆ
う

21
・
ビ

ッ
グ
オ
ー
ク
」

北
九
州
市

H
邸）

2基礎工事完成 （平成10年2月17日）
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瓦棧

母屋

通し柱

2階筋違金物
筋違金物
三角プレート

床下地

緩衝ポード

木質フロア

間柱

管柱

13

□

任
に
朴
業
の
ぃ
巴
の
移
り
羹
わ
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2階床梁／

ホールダウン金物／

耐震柱脚Yプレート

アンカーポルト

床下換気ロ

木質フロア
、~-- -'I 

床下地 ―___,-_ ~ 忍
床下断熱材 一~- -----/ 
1階根太；恣浣翠公況応努冠:"

、/

土台― 一鉄筋コンクリート布基礎 -

鉄筋 一-~~-- 粗砕石
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取締役会
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四
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駐
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所
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舞
駐
勤
所

上
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滑
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勤
所

沙
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勤
所

益
田
駐
勤
所

大
栃
駐
勤
所

窪
川
駐
勤
所

安
田
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勤
所

大
野
見
駐
勤
所

須
崎
駐
勤
所

大
杉
駐
勤
所

椎
葉
駐
勤
所

諸
塚
駐
勤
所

西
村
駐
勤
所

大
口
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勤
所
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松
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勤
所

打
除
駐
勤
所

西
之
川
駐
勤
所

川
来
須
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勤
所

中
山
駐
勤
所

高
藪
販
売
店

別
子
牧
場

別
子
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト

中
七
番
駐
勤
所

筏
津
駐
勤
所

城
師
駐
勤
所

阿
島
駐
勤
所

黒
石
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勤
所

山
根
苗
畑

山
田
農
園

福
岡
駐
勤
所
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取締役会

社長

常務会

ー
百
宅
事
業
本
部

営
業
本
部

叩口 外
材
第
二
部

" " " " " " 

■

昭
和
50
年

9
月
（住
宅
事
業
本
部
を
新
設
、
住
宅
事
業
に
本
格
進
出
し
た
時
期
）

東
京
住
宅
事
業
部

大
阪
住
宅
事
業
部

北
海
道
支
店

東
京
支
店

東
海
支
店

中
国
支
店

九
州
支
店

四
国
支
店

大
阪
支
店

口

紋
別
山
林
事
業
所

」]
 二

仙
台
営
業
所

新
居
浜
山
林
事
業
所

日
向
山
林
事
業
所

I 

盟
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出
張
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富
山
出
張
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盛
岡
出
張
所

宇
都
宮
出
張
所

北
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張
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帯
広
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張
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シ
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ル
出
張
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マ
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ラ
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所

香
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出
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所

ジ
ャ
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タ
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所

和
歌
山
出
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高
松
出
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徳
島
出
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高
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瀬
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嵩
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新
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浜
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椎
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諸
塚
出
張
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人
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東
郷
苗
畑

防
府
出
張
所

岡
山
出
張
所
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取締役会

こ
I 常務会 ト―;

上
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宅
事
業
部

■

昭
和
62
年
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月
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友
林
業
ホ
ー
ム
を
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併
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た
時
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）
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取締役会

社長
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平
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常務会 三

情
報
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審
査
部

経
理
部

ヽ

人
事
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務
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住
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店
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北
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浜
松
支
店
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支
店
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支
店

広
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岡
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店
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山
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所
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支
店
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支
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北
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支
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熊
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支
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南
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島
支
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支
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支
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翌記日（増査の）等

四国林業

昭和23年 2月20日

資本金（千円）

10,000 

昭和26年 9月13日 20,000 

昭和27年11月25日 50,000 

昭和29年 3月 1日 150,000 

増資の内容および摘要

昭和23年2月12日原始定款による。〔摘要〕昭和26年7月24日総会で定款を変更し、

株式額而価格を500円に

新株式を20,000I朱発行。昭和26年8月8日現在の株主に対し、 1株につき l株の新株発

行

面株式を60,000株発行。昭和27年10月4日現在の株主に対し、 1株につき 1.5株の新株

発行

新株式を100,000株発行。昭和29年1月14日現在の株主に対し、 1株につき l株の新株

発行。無償新株式を100,000株発行。昭和29年2月27日現在の株主に対し、 1株につ

きl株の無償新株発行

住友林業

昭和30年 2月 1日 210,000 

昭和37年 3月26日 500,000 

昭和39年 4月II日 800,000 

昭和41年 4月14日 1,200,000 

昭和42年12月20R 1,260,000 

昭和46年 4月 1日 2,100,000 

昭和47年10月 1日 2,205,000 

2,500,000 

2,750,000 

3,025,000 

3,176,250 

3,212,691 

3,475,651 

3,593,758 

4,317,340 

昭和59年 9月30日

昭和60年 9月30日

昭和61年 9月30日

昭和62年 9月30日

昭和62年II月 1日

7,330,151 

8,271,697 

8,765,368 

8,830,033 

9,345,679 

昭和63年 9月30tl

昭和63年11月 ltl 

9,390,531 

10;238,002 

平成 2年 3月31日

平成 2年 5月 1日

14,413,658 

14,770,510 

16

資
岱
＇命
の
雅
移

乃ー

平成 3年 3月31日

平成 3年 5月 1日

17,145,577 

17,894,598 

〔摘要〕昭和30年2月1日四国林業、東邦農林の合併四国林業は合併に際し新株式を

120,000株発行し、東邦農林の株主に交付（東邦農林の50円株JOに対し四国の500円

新株lを交付）

再評価栢立金の一部50,400,000円を資本に組入れ、504,000株の新株を発行する。昭

和37年1月31日現在の株主に対し、 1株につき新株1.2、払込金額は400円で、差額の

100円は上記脊本への組入れ分から。同時に別の新株を76,000株発行（有償）

再評価和立金の一部60,000,000円を資本に組入れ、 600,000株の新株を発行する。昭

和39年2月 l5 日現在の株主に対し、 1株につき新株0~朱、払込金額は400円で、差額

の100円は上記資本への組入れ分から

再評価積立金の一部80,000,000円を資本に組入れ、 800,000株の新株を発行する。昭

和41年2月21日現在の株主に対し、 1株につき新株0.5株、払込金額は400円で、差額

の100円は上記資本への組入れ分から。〔摘要〕昭和44年11月29日の総会で定款を

変更し、昭和45年1月JO日より株式額面価格を50円にする

再評価積立金の一部60,000,000円を査本に組入れ、 120,000株の餌慣新株を発行する。

昭和41年2月21日現在の株主に対し、 1株につき新株0.05株の餌償交付。〔摘要〕昭

和45年5月l日会社株式を大証市場二部に上場

有償新株式を12,600,000株発行。昭和46年1月30日現在の株主に対し1株につき新株

0.5株を50円で。公幕による新株式を1,680,000株発行、額面以上の価格とする。再

評価栢立金の一部126,000,000円を査本に組入れ、2,520,000株の無償新株式を発行。

昭和46年2月10日現在の株主に、 1株につき0.1株

査本準備金の一部105,000,000円を資本に組入れ、 2,100,000株の無償新株式を発行。

昭和47年9月30日現在の株主に、 1株につき0.05株

公募による新株式を5,900,000株発行、額面以上の価格とする (1株585円であった）

資本準備金の一部250,000,000円を資本に組入れ、 5,000,000株の無償新株式を発行

無償増査による

無償増査による

転換社債から株式への転換による

転換社債から株式への転換による

転換社債から株式への転換による（当期中2,362,159株転換）

14,375,035株の無債新株の発行と割当て。昭和58年9月30日現在の株主に、 1株につ

き0.冴朱を無償で

転換社伯から株式への転換による（当期中10,850,306株転換）。

転換社1店から株式への転換による（当期中3,219,595株転換）
転換社佃から株式への転換による（当期中J,885,62#朱転換）

転換社1店から株式への転換による〔摘要〕昭和62年JO月1日林業とホームの合併
10,256,490株の無償新株の発行と割当て。昭和62年9月30日現在の株主に、］株につ

き0.1株を無償で

転換社1買から株式への転換による（当期中174,749株転換）
16,949,421株の無償新株の発行と割当て。昭和63年9月30日現在の株主に、1株につ

き0.15株 を無償で

新株引受権付社債から株式への転換（当期中6,033,871株転換）

6,798,971株の無恨新株の発行と割当て。平成2年3月31日現在の株主に、1株につき

0.05株を無償で

新株引受権付社1責から株式への転換（当期中3,646,704株転換）
14,642,510株の無償新株の発行と割当て。平成3年3月31日現在の株主に、1株につき

0.1株を無債で

新株引受権付社債から株式への転換（当期中2,056,54沈朱転換）

新株引受権付社債から株式への転換（当期中13.257,023株転換）

平成 4年 3月31日 19,107,610 

平成 5年 3月31日 27,660,916 

平成 9年 3月31日 27,660,916 

出典 ：現物出資明細、営業報告者、有価証券報告皆、決箕説明貪科、増査目論昏
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■株価の推移（月足）

2500円

2000円

1500円

1000円

500円 r
 

ー

，
 

i
g
 
叶闊
t．
 
．
 

’
 
が↓
 

6
5
5
t
1
0
 

-
4
 ｀
 

ー

．
 

↓
 

．
 

1
 
f
 
唸
68
し
7
 

惰ム憎
,'•' ロ↓
 

0

.

＂
.
 

10

ー
↑
 

• 
叫4
 ゃ
．

3
 
78

ーご• • 

以心n
 ,．
 
＂ 
t
 

0
0加
~
2
9
が

4

7
 
J
r
 

54
↓
r
 

6

坪
＇
＼
只
5

g
 ぃ

,

μOO 

し
μ
r
6

6
0
t
 

1

4

;

 

1-ト
on 

1
-
―
 

[
 

―
―
 

8
:
h
m
 
4
 

｝
 

↓
 

•5 ↓
 3
6
 

i
1
 5
 

．
 

• 

2
0
L
8
2
叩

3

1

 

―――――――

.
 

前

5

•••

• 

•

••
•
• 

·
亀
•

•• • 

00.
 

9
8
.
 

6

・
 

＇ 
，
 

T
 ]
 
曲＂曹{
 
7401SJO 

47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 平元 2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 ，
 ■大株主

順位 株主氏名

l 住友金属鉱山株式会社

2 住友信託銀行株式会社

3 住友生命保険相互会社

4 株式会社住友銀行

5 株式会社伊予銀行

6 ステートストリートバンクアンド

トラストカンパニー （米国）

日本生命保険相互会社

株式会社束京三菱銀行

農林中央金庫

住友商事株式会社

株式会社百十四銀行

ザチェースマンハッタンバンク

エヌエイロンドン

エスエルオムニバスアカウント（英国）

東洋信託銀行株式会社 3,339,000 

住友海上火災保険株式会社 2,949,935 

三菱信託銀行株式会社 2,574,000 

サチェースマンハソタン 2,519,000 
バンクエヌエイロンドン（英国）

日本電気株式会社 2,391,543 

アサド （アラブ首長国連邦） 1,995,000 

住友林業グループ社員持株会 1,980,101 

住友林業住宅関辿取引先持株会 1,813,975

所有株数

13,910,316 

12,355,000 

9,418,000 

8,097,070 

5,849,591 

5,096,000 

持株比率（％）

7.89 

7.00 

5.34 

4.59 

3.32 

2.89 

7
-8
-9
-10
-
11
-
12 

4,824,833 

4,692.358 

4,661,043 

4,383,225 

3,979,790 

3,379、000

2.74 

2.66 

2.64 

2.49 

2.26 

1.92 

13
-
14
-
15
-
16 

1.89 

1.67 

1.46 

1.43 

18

杯
胃
靡
虞
株
主
と
株
羞
[
109

17
-
18
-
19
-20 

36
-13
-12
-03 

■株主数の推移
期 株主数

I(昭23年3月期） 1 

2( 23年9月期） 1 

3 ( 24年3月期） l 

4( 24年9月期） l 

S ( 25年3月期） l 

6( 25年9月期） 199 

7 ( 26年3月期） 244 

8( 26年9月期） 168 

9 ( 27年3月期） 160 

10( 27年9月期） 159 

11 ( 28年3月期） 198 

12( 28年9月期） 198 

13 ( 29年3月期） 231 

14( 29年9月期） 227 

15 ( 30年9月期） 407 

16( 31年9月期） 396 

17( 32年9月期） 394 

18( 33年9月期） 401 

19 ( 34年9月期） 407 

20( 35年9月期） 393 

21 ( 36年9月期） 386 

22 ( 37年9月期） 460 

23( 38年9月期） 466 

24( 39年9月期） 491 

25 ( 40年9月期） S69 

26( 41年9月期） 608 

27 ( 42年9月期） 639 I 
28 ( 43年9月期） 69S 

29 ( 44年9月期） 854 

注 ：］第 1期～第14期四国林業
2第15期から1上）J..林党
3第48期合併
4第49期より3/-I期決算に変更にの期ぱ半年）
5第 1期から第5期の株主は持ち株会社整理委員会

期 株主数

30(昭45年9月期） 2,404 

31 ( 46年9月期） 5,137 

32 ( 47年9月期） 5,709 

33 ( 48年9月期） 7,931 

34( 49年9月期） 8,668 

35 ( 50年9月期） 9,523 

36( 51年9月期） 9,799 

37 ( 52年9月期） 9,949 

38 ( 53年9月期） 9,571 

39( 54年9月期） 9,575 

40( 55年9月期） 9,719 

41 ( 56年9月期） 9.521 

42 ( 57年9月期） 8.523 

43 ( 58年9月期） 8.809 

44( 59年9月期）10.791 

45 ( 60年9月期）11,752 

46( 61年9月期）12.284 

47 ( 62年9月期）10,613 

48 ( 63年9月期）14.028 

49(平元年3月期）13,992 

50( 2年3月期） 13,097 

5 I ( 3年3月期）14,213 

52( 4年3月期）13,664 

53 ( 5年3月期）13,122 

54( Mf-3月期）12.783 
55 ( 7年3月期）14,025 

56( 8年3月期）13.476 

57 ( 9年3月期） 13.340 

■所有株数別状況
5万株以上10万株未満2.56%
4,510,667株

5千株以上1万株未満2.80%
4.939,309株

1万株以上5万株未満5.17%
9.110.049株

1千株以上5千株未満7.62%
13,448,513株

■所有者別状況
証券会社0.26%
464,960株

個人その他17.05%
30.073.614株

外国法人等19.19%
33,850,599株

l千株未満0.71%
1,251.955株

10ガ株以上81,14%
143,120,689株

合計176.381.182株

株
価
の
推
移
・
主
要
株
主
と
株
主
数

金融機関43.74%
77,153,772株

その他の法人19.75%
34,838,237株

I 

注 ：株主に関する数字はキ成9年3月末現在
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期 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 

年・月昭30・9 31・9 32・9 33・9 34-9 35・9 36・9 37-9 38・9 39-9 40・9 41-9 42-9 43-9 44-9 45-9 46-9 47-9 48-9 49・9 50・9 

国内材 18 293 444 37.2 37.7 425 494 53.7 58.1 71.5 75.5 81 101 119 124 140 155 155 240 300 285 

米材G合計 (07) (23) (286) (95) (192) (280) (372) (52)(101,1) (84) (161) (184) (191) (177) (172) (230) (268) (180) 

ロ米加材 一一―-o.; o.• s; "',;; "'m'"', s,'"'"',,, ,n m rn ,ss''" 
材 *Iその他外材 ー 1.5 1.5 0.2 1.4 0.5 I.I 1.2 南if材、その他外材込
G 
」ti羊わオ ― - - - - OA 1.0 0.6 1.3 1.9 3.5 

南洋材 4.3 5.8 7.9 10曹7 13.3 13.6 13.6 18.2 - 40.0 

合板，建材 0.1 0.2 0曹I 2.0 10.2 14 4 22 7 34.9 62.2 83 3 

住宅査材

イノスグループ

住宅不動産

*2特建

*3その他 0.5 0.4 - OJ 0.9 

*4合計売上高 18 I 29.3 44.4 42.9 46 3 53.4 72 97 

沖 ：L *Iその他外材は、ニューシーランド材、チリ材、ベトナム材、ラオス材呼

2. *2特建は、店舗事務所建物等、主として、木造以外の建物工事
3. *3その他は、不動産賃貸未1、テクニカルフィー（技術指導料）、合板製造機械輸出等
4. *4合計充ヒ高は、営業外収益砕を含まず、営業報告内に基づく総売卜幻(19本巻110-111貞）とは若干異なる
出典：営業報告1ふ決りのまとめ（株主（（合会資料）22期-25期管埋者＇資料25号027期-29期符理者脊n、昭44・10特別号。第30期以降決符のまとめ
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項且 1.GN P国内総生産

（国内総支出）

名目 実質成長率 1人当たり
国民総支出

総額 前年比（同左／総人日）

兆円 （％） 千円

2. 人口と世帯数

総人口

千人

総泄帯数
労慟力人口

：総合平均
労箇力人口 完全失業辛

千世帯 百万人 季調（％）

16,967 

17,277 

17,986 

18,344 

18,687 

18,996 

19,543 

20,083 

20,628 

21,313 

22,048 

22,889 

23,731 

24,656 

25,520 

26,403 

27,115 

28,205 

29,146 

30,027 

30,853 

31,907 

32,627 

33,310 

33,911 

34,380 

34,858 

35,350 

35,830 

36,346 

36,858 

37,425 

37,934 

38,457 

38,987 

39,536 

40,025 

40,561 

41,156 

41,797 

42,457 

43,077 

35-36-36-37
-3
8
4
0
4
1
-
4
2
-
4
3

竺
竺
44

竺
46
-46
-47
-47
-4
8
4
9
-50
-51-51
-52-
52
-52
-53
-53-53
-54
-55
一竺
56
-57
-57
-58
-59
-59
-60
-60
-61
-62
-63
-64
-65
-66
-66
-67
-67
-67

5
⑰

一□
＿
い
⑰一⑰

一⑪
5

一⑬
彗
昇
竺
⑪
げ
彗
号
豆
⑰

一ロ
ロ
ロ豆
い

一⑰
一い
⑰
翌
号

一5
＿翌
〗5

―〗
-5
竺
竺
昇

＿竺
翌
号

一5
＿翌
号

3. 卸売物価指敬

註

麟

5
[
1
6
4
8
-128-209
-247343
-349352
-349
-343
-358
-369
-345
-348
-352356
-350
-356
-357
-359
-368
375378
-386
-400
-397
-400
-463
-609627658
-671
-654
-702826
-838853
-834
-ぬ
-822
-747719712730745
-747
-736
-708
-694687
-692

前戦

呻
囀

一

4. 木材卸売価格
（杉正角ー等）

東京市場
（長3mX厚10.ScmX

巾10.5cm)

円/m'
暦年

1946 (昭21) : (0.4) 6 : 75,750 

47 ( 22) : (J) 17 : 78 101 

48 ( 23) : (3) 33・80,002 

49 ( 24) • (3)~41·81,773 

50 ( 25) ・(4) 47 • 83,200 

51 ( 26) : (5) 64 • 84541 

52 ( 27) • (6) 73 : 85,808 

53 ( 28) : (7) 81 • 86,981 

54 ( 29) ・(8) 89 • 88,239 

55 (30) • 8 94 : 89,276 

56 ( 31) • 9 (7.5) 94 : 90,172 

57 ( 32) • 11 (6.5) 120 • 90,928 

58 (33) • 12 (7.3) 126 : 91,767 

59 ( 34) : 13 (9.3) 142 • 92 641 

60 ( 35) • 16 (13.3) 171 • 93,419 

61 ( 36) • 19 (11.9) 205 • 94,287 

62 ( 37) : 22 (8.6) 230 : 95,181 

63 ( 38) • 25 (8.8) 261 : 96,156 

64 (39) • 30 (11.2) 303 • 97,182 

65 ( 40) : 33 (5.7) 333 : 98 275 

66 ( 41) • 38 (10.2) 384 : 99 036 

67 ( 42) : 45 (11.1) 445 : 100,196 

68 ( 43) • 53 (I 1.9) 521 : 101,331 

69 ( 44) • 62 (12.0) 605 : 102 536 

70 ( 45) : 73 (10.3) 699 : 104,665 

71 ( 46) • 81 (4.4) 760 : 106,100 

72 (47) : 92 (8.4) 859 : 107 595 

73 ( 48) : 113 (8.0) 1,031 : 109 104 

74 ( 49) : 134 (-1.2) 1,212 : 110,573 

75 ( 50) : 148 (3.1) 1,324 : 111,940 

76 ( 51) • 167 (4.0) 1,471 : 113,094 

77 ( 52) • 186 (4.4) 1,625 : 114,165 

78 ( 53) • 204 (5.3) 1,775 • 115,190 

79 ( 54) : 222 (5.5) 1,910 • 116,155 

80 ( 55) • 240 (2.8) 2,051 : 117,060 

81 ( 56) • 258 (3.2) 2,183 ・ 117,902

82 ( 57) • 271 (3.1) 2,280 • 118,728 

83 ( 58) • 282 (2.3) 2,360 • 1 I 9,536 

84 ( 59) : 301 (3.9) 2,502 • 120,305 

85 ( 60) • 320 (4.4) 2,656 • 121,049 

86 ( 61) • 336 (2.9) 2,760 : 121 660 

87 ( 62) • 350 (4.2) 2,867 • 122 239 

88 ( 63) • 374 (6.2) 3,045 : 122,745 

89 (平 1) • 400 (4.8) 3,239 • I 23 205 

90 ( 2) ・ 430 (5.1) 3,458 • 123,611 

91 ( 3) : 459 (3.8) 3,664 : 124043 

92 ( 4) • 472 (1.0) 3,761 • 124452 

93 ( 5) : 475 (0.3) 3,792 : 124 764 

94 ( 6) • 479 (0.6) 3,766 : 125 034 

95 ( 7) • 481 (1.4) 3,860 : 125,569 

96 ( 8) • 500 (3.6) 4,019 : 125,864 

注：1. 単位未満四捨五入。 !.GNPの （）内は総支出

2. 9の木材需給欄の製材、合単板、 チノプ、パルプ等は丸太換算。薪炭材、しいたけ原木は含まない。平成6年以降は輸入の構造用集成材を含む

出典： 東洋経済新報社「経済統計年鎚'97」(p.612-619)より抜粋。世帯数は自治省「住民基本台帳」、木材需給は林野庁「林業統計要貰」(1946-1954)、

「木材需給と木材工業の現況」(1955-1996)、木材卸売価格は測）建設物価調査会「建設資材物価の50年」

47-48-47
-48
-48
-48-49
50
-51
-52
-54
-53
-54
-62
-82-84-88
-90
-88
-94
-11
-13
-15
-12
一ロ
ー10
-0
0
9
7
-96
-9
8
0
0
-99
-98
-95
-93
-92
-93

5,390 

5,809 

8,803 

11,064 

15,002 

16,679 

14,912 

15,840 

17,787 

18,475 

19,260 

20,641 

25,283 

24,792 

25,500 

25,500 

26,767 

28,350 

33,392 

42,292 

44,250 

45,958 

40,000 

44,800 

69,542 

62,250 

59,083 

64,000 

67,667 

65,167 

76,667 

79,583 

64,000 

62,000 

60,667 

58,000 

57,333 

56,333 

60,917 

60,583 

58,667 

60,917 

62,333 

62,333 

67,917 

66,083 

62,000 

60,500 

1990年
=100 

8
8
9
5
-145
-]

246
-274-245
副

＿
292303-316
-33
415-407-419
-419
-439
知

548694
-声

-754
-657
-m
-g
-m
-970
105
-ぃ
-5
-5
＿叩

ー105
い
一996
-952
-94
-925
-叩

-995
-963

塁
一巴□
5
-い
-993

. 5. 外貨と貿易

；外貨準傭高

（各年末）

百万ドル

貿易

収支

百万ドル

6. 公定
歩合

年利

（年末）

(%) 

7舟職， ： 8, 四輪車
鑓 ： 合計生産

百万t

9. 木材需給

・国産材 外材 合計 外材比率

千台 ；百万吋 百万団 百万rrl （％） 

10. パルプ・ ：11. 新設住宅

生産 ： 着工

百万t : 千戸

467 

525 

862 

1,322 

1,824 

1,486 

1,841 

1,878 

1,999 

: 2107 ’ 
2,074 

2,005 

2,891 

3,496 

4,399 

15,235 

18,365 

12,2妬

13,518 

12,815 

16,604 

22,848 

33,019 

20,327 

25,232 

28,403 

23,262 

24,496 

26,313 

26,510 

42,239 

81,479 

97,662 

84,895 

77,053 

68,980 

68,685 

95,589 

122,845 

182,820 

217,867 

(-)236 

(-)266 

(-)282 

(-)192 

38 

(-)287 

(-)407 

(-)790 

(-)427 

(-) 53 

(-)131 

(-)401 

368 

362 

3 

(-)558 

402 

(-)166 

377 

1,901 

2,275 

1,160 

2,529 

3,699 

3,963 

7,787 

8,971 

3,688 

1,436 

5,028 

9,887 

17,311 

24,596 

1,845 

2,125 

19,967 

18,079 

31,454 

44,257 

55,986 

92,827 

96,386 

95,0[2 

76,917 

63,528 

103, 四

132,348 

141,514 

145,944 

134,825 

(3.65) 

(3.65) 

(5.11) 

(5.11) 

(5.11) 

(5.84) 

(5.84) 

(5.84) 

(5.84) 

(7.30) 

(7.30) 

(8.40) 

(7.30) 

(7.30) 

(6.94) 

(7.30) 

(6.57) 

(5.84) 

(6.57) 

(5.48) 

(5.48) 

(5.84) 

(5.84) 

(6.25) 

(6.00) 

(4.75) 

(4.25) 

(9.00) 

(9.00) 

(6.50) 

(6.50) 

(4.25) 

(3.50) 

(6.25) 

(7.25) 

(5.50) 

(5.50) 

(5.00) 

(5.00) 

(5.00) 

(3.00) 

(2.50) 

(2.50) 

(4.25) 

(6.00) 

(4.50) 

(3.25) 

(1.75) 

(1.75) 

(0.50) 

(0.50) 

0.6 • 15 

I : 11 

2 : 20 

3• 29 ： 
5 • 
： 32 

7 : 39 

7 : 39 

8 : 50 

8・70  

9 • 69 

11 • Ill 

13 • 182 

12 : 188 

17 • 263 
— . : 
22 : 482 

28 • 814 

28 • 991 

32• 1,284 

40 • 1,703 

41• 1,876 

48 : 2,286 

62 : 3147 
: ' 

67 • 4086 ， 

82 • 4675 ， 

93 : 5,289 

89 : 5,811 

97 : 6,294 

119 • 7,083 

117 : 6,552 
： 

102 • 6,942 
： 

107 • 7,842 
： 

102 • 8,515 

102 • 9269 ， 

112 : 9636 ， 

Ill • 11,043 

102 : 11,180 

100 • 10,732 

97 • 11,112 

106 • 11,465 

105 : 12,271 

98 • 12260 ， 

99 • 12249 ， 

106 • 12,700 

108 • 13,026 

110 • 13,487 

110 • 13,245 
： 

98 : 12,499 

100 • 11,228 

98 : 10554 ． ， 

102 • 10,196 

99 : 10,346 

0

0

 0

0

0

 1
1
2
2
2
3
3
4
6
8
1
1
1
3
1
7
1
9
2
0
2
5
3
3
4
3
4
9
5
6
5
5
6
3
7
5
7
6
6
2
6
7
6
8
7
1
7
6
7
4
6
0
5
8
5
9
5
9
6
0
6
3
7
2
7
5
8
3
8
2
8
4
8
1
8
3
8
5
8
9
9
0
 

2
9
2
9
2
7
2
9
3
2
3
9
4
1
4
5
4
4
4
6
4
9
4
9
4
8
5
1
4
9
5
1
5
1
5
1
5
2
5
0
5
2
5
3
4
9
4
7
4
6
4
6
4
4
4
2
-4
0
3
5
3
6
3
4
3
3
3
4
3
5
3
2
3
2
3
2
3
3
3
3
3
2
3
1
3
1
-3
1
2
9
2
8
2
7
2
6
2
5
2
3
2
3
 

――
 

29
-29
-27
-29
-32
-4
0
4
2
-47
-4
6
4
8
-52
-52
-52
-57
-57
-62
-64
-68
-71
-71
-77
-86
-92
-96
-03
-01
-0
7
1
8
-16
-96
-03
-02
-03
-10
-09
-92
-90
-91
-91
-93
-95
-03
-06
-14
-11
12
-09
-08
-1
0
1
2
-12 

(2.4) 

(2.4) 

(4.3) 

(4.3) 

(4.2) 

(5.8) 

(5.8) 

(7.7) 

(10.5) 

(13.3) 

(17.5) 

(20.6) 

(24.6) 

(27.1) 

(28.6) 

(32.6) 

(38.6) 

(46.7) 

(51.0) 

(55.0) 

(54.7) 

(58.7) 

(64.1) 

(66.5) 

(64.1) 

(65.1) 

(66.4) 

(68.5) 

(69.2) 

(68.3) 

(65.6) 

(64.3) 

(64.8) 

(64.0) 

(64.4) 

(66.5) 

(70.0) 

(70.1) 

(73.2) 

(73.6) 

(75.0) 

(75.0) 

(76.4) 

(77.7) 

(79.6) 

(80.0) 

竺
383
-538
-394
-359
-211
-243247250258309321338381424536586689751843
857
991
叩

因

艇

知

総

邸

邸

謳

塁

塵

砂

姻

⑱

図

固

四

囮

認

臨

屈

艇

細

叩

躙

血

艇

罰

⑰

向

-

l

l

l

l

l

l

l

l

1

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

1

1

1

l

l

l

 

虞
虞
置
平
詞
土
如
国
土
〗
国

g
]匈
年
燭
国
国
疇
瑾
〗
〗
攣
攣
疇
綱
細

”
5国
8
誓
5
賣
芦
〗
疇
1
1二1
1疇
鸞
“

長
期
主
要
経
済
統
計

119 



_; 

I地域別森林率
注 ：森林率＝陸地面積に対する森林面積の割合（但界全1本では266%)

出典 ：FAQ(国連宜柑農業楳構）の「Stateof the World's Forests 1997」(199S年時点の調査）から作成
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一

l「森林」とは、基本的に、先進地域では樹冠密度が20%以上で連続的

に樹木が分布しているものをいい、1開発途上地域では、樹冠密度が

10%以上て牛態系を形成しているものをいう

2「苔栢」とは、某本的に掏高直径10cm以 Kの樹木の幹の体栢である

3開発途上地域の蓄梢は、天然林のものであり、人工林を含まない

一
II地域別森林面積及び蓄積
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JO億ha 2 

1.46(+1.3%) 

森林面積 (1995年）■

ヨ゚ーロッパ
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柑
界
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林
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8.16(+56) 

4.57(10.8) 

5.20(-3.5) 

4.91(-3.41 

9.sor_ol 

吐 ：面積図の（）内は、 1990年調介に対する増減・半。但し旧ソ連についてはロンアを除いた率である

（ロ・ノアはデータイ対倫のためI990= 1995年とした）

出典 ：面積については、］ の森林字の資料・と同し

荼栢についてはFAO「Forestresources assessment 1990-Global synthesis」から作成

34憶5,400万ha(+2.0%I

旧ソ連

北米

アジア・オセアニアの先進国

アフリカ

アジア・オセアニアの途上国

南米・ラテンアメリカ・カリブ諸国

合計

■蓄積 (1990年）

゜ヨーロソ;{

旧ソ連

北米

アジア・オセアニアの先進国

アフリカ

アジア・オセアニアの途上国

400 600 800 1000 1200! 登m'

842 

534 

66 

114 

557 

552 

南米・ラテンアメリカ・カリブ諸国

合計 3.837億m'
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■日本の森林資源
面積

百万ha
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②

H
本
の
林
業

私
有
林

゜ 。昭40 平7
． 

所有形態別

昭40 平7
． 

人 ・天別

昭40 平7
. 

所有形態別別

昭40 平7． 
人 ・天別

昭40 平7
． 

広 ・針別

1965(昭40)

面積（千ha) 蓄積（千mり

総数 25,099 1,89 I ,867 

〗旦:: :::: ::: ロ
別私有林 14,193 784,717 

人人工林

ロ天殊林

7,663 547,369 

別
I 5,786 1.338,603 

その他 1,650 

ロ針葉樹 96~:~:~ 
別広葉樹 929,834 

森林率(%) 67.9 

出典 ：林野庁「林業統計要覧」各年度版

1995(平7)

面積（千ha)

25,146 

7,844 

2,730 

14,572 

10,398 

13,382 

1,366 

増減（千ha)

+47 

-218 

-114 

+379 

+2,735 

-2,404 

-284 

蓄積（千mリ

3,483,234 

912,068 

359,064 

2,212,102 

1,891,993 

1,590,016 

1,225 

2,310,521 

1,172,713 

66.6 

増減（千mり

+ 1,591,367 

-I I,909 

+ 175,891 

+ 1,427,385 

+ 1,344,624 

+251,413 

-4,670 

+ 1,348,488 

+242,879 
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■産業別労働人口(15歳以上）の推移
7千万人

ー 第一次産業 ．．． 第三次産業

ー 第二次産業

4 
H 47 H 52卜 55 i

43 
38 

36 

30 

2 I 22 L-1 23 L-J 29 
''32 I ―-. 34 

48口 41 H

I 34 I I 34 I 
33 • 

25 I I 19 

o I __ J |」 I L」 L l4 I l u l 
昭25 30 35 40 45 so ss 

注：数字は構成比（％）
出典 ：総務庁「国勢調査」

■林業就業者の減少と高齢化の推移
60万人

ー 林業就業者数

● 50歳以上の比率

62 

I 58 1 I 60 

I 33 I I 33 I I 32 

I , I L」 L 6 
60 平2 7 

＿］ 80% 

70 

60 

z5I 30 ---1so 

朴森

I~ ---1 4• 

10■ ■ I H H/ 「II - - - - ,30 

゜ _J 20 

出典 ’総務庁「国勢調査」
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2,000 

ー 製材用

バルプ・チノプ）月

合板Ill

その他

一 薪炭材

● )TI材に占める外材の割合

昭゚2021 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 

注 ：I.Ill材（薪炭材を除くすべての用途の総称）の昭和20-29年については、同有林、民有林の立木伐採最よ り符出されており、用途別が不明である。

30年以降については、製材工場、パルプ工場など、各謡要部門への入荷益によりり出。輸入は通関統計による

2. 製材品、パルプ、合板、繊維板など、丸太以外のものは、すべて丸太材積に換狂 した。

3. ①薪炭材の昭和30年以降は自家消伐を含まない。②昭和5I年以降にはしいたけ原木を含む
4. ①「その他」は坑木 ・地柱 ・杭

めることとしf・）1-より大きく減少した
・足楊丸太などである。②昭和63年から、貿易統』の分類変更 （「その他」に含まれていた鉤がけ材を製材品に含

出典 ：林野庁編 「林業統計要党」各年度版 。薪炭材については、農林水産省「木炭生産統計J「林業属地基本調企Jによる
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製材品国内生産屈

製材品輸入屈

ー 製材工場数

ー 製材工場従業者数

し
、J
o
 

,o
 

1
3
 

T・ エ楊数
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④
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so 

10 

昭35 36 37 38 

出典：牒林水産省「木材粛給累年報告古」平成7年
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一 普通合板国内生産量

C 輸入合板
一 輸入合板用単板

―•— 合単板工場数

ー・ー 合単板工場従業者数

戸

200千万m'

一
150 
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99¢
板
[129

400 

300 

200 

100 

゜

100 

50 

゜り召35 36 37 38 39 40 41 42 
注：工場数、従業者数の昭和35年-37年は特殊合板のみの工場を除く

出典：農林水産省「木材需給累年報告害」平成7年
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500百万m'
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ー 消費量

一 生産量

ー 一人当たり消費量(mゾ人）

一 比率（生産量／消費量）
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注 ：l用材の消栽塁が500万m'以上の固を掲載した

2各国の消黄臣は製材、パ不ル、パルプ等を丸太換算した推定値である

出典 ：FAO「STATISTICSDATABASE」、 「Productionyearbook」、林野庁 「木材需給表」



国名 対象地域 規制内容 実施時期 規制対象範囲等

米国 アフスカ州の連邦有林 （林 丸太輸出禁止（林野庁長 1928年 匝さ8.3/4インチを超えるキャンツを含

野庁管理の国有林のみ） 官通達） む。余剰材と認められたものを除く

アラスカ州を除く西経100 丸太輸出禁止私有林丸太 1974年 原さ83/4インチを超えるキャンツを含
度以西の連邦有林 の直接的代替輸出の禁止 む。余剰材と認められたものを除く

（各年度予算法付帯条項）

アフス カ州、インデイア 米スギ丸太の輸出禁止 1979年 丸みのあるキャンツ、フリッチ及び製

ン保謹区を除 く連邦有林 （輸出管理法） 材を含む

及び州有林

アラスカ州を除く西経100 丸太輸出禁止の恒久化、 1990年 同上

度以西の連邦有林 私有林丸太の間接的代替
輸出の規制

アラスカ1'i'Iを除く西経100 年間販売規模に応じた丸 1990年 同上
度以西の1+1有林 太輸出の禁止又は規制

ワシントン州1'1-1有林 丸太輸出の暫定的禁止 1992年 同上
(1993年末まで）

カナダ ブリ ティッシュ ・コロン 丸太及びチップの州外へ 1906年 「製材検査局」の認めた丸身制限以上の

ビア州全域 の移輸出禁止 丸身をもつ製材を含む。余剰材と認め

られたものを除く

1984年 12月より米ヒバ丸太の輸出禁止

1986年 米スギの全紐及び米マツ、スプルース
のハイグレー ドは余剰があっても禁止

1987年 バルサムファー、、米米ツ松ガ、スフルース
(Hグレード以下） (Dグレード以

下）、松、広莱樹材丸太の余剰丸太は輸
出可能

インドネシア 全域 未乾燥単板輸出禁止 1982年 乾燥過程を経ていない単板 （グリーン ・
ベニャ）

丸太輸出禁止 1985年 全面禁止

一部製材輸出禁止 1986年 フミン、ホワイ トメフンチ、アガチス
の小巾板 ・棒材

1988年 低価格材 (200ドル／吋 C&f以下）

1989年 ラミン、ホワイトメランチ、アガチス
（乾燥し、かつ四面鉤がけ加工等を施
したものを除く ）

丸太輸出禁止解除 1992年 輸出禁止を撤廃し、高額輸出税により
実質的に丸太輸出禁止

マレーシア 西マレーシア 丸太輸出禁止 1972年 主要16樹種について全面禁止。その他
の樹種についても 16インチを超えるも
のは禁止

サ Iゞ州 丸太輸出規制 1976年 輸出業者に対し、輸出許可枠を発給

1987年 輸出許可枠の管理強化

丸太輸出禁止 1993年 全面禁止

サフワク州 丸太輸出禁止 1980年 フミン

1993年 Hollow Alan Batu材（ふたばがき科の一
4 I 種）
415 農業転換用地から生産された材
8 I ベビー ・スモール級材 （径級33cm以下）
915 湿地林から生産される材

フィリピン 全域 丸太輸出規制 1977年 木材加工施設をもつ伐採権所有者のみ
に、許容伐採屈の25%以内の輸出許可
枠を発給

1982年 原則的に輸出許可枠の新規発給及び残
存枠の期限延長停止

丸太輸出禁止 1986年 造林木材等を除くラワン等の有用樹種

製材輸出禁止 1989年 保税区域内で輸入材を加工したもの、
建築用木工品等の最終製品を除く （乾
媒 • 四面鉤がけ製材の輸出許可延期）
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めに輸出するものを除く

プラジル 全域 丸太輸出禁止 1973年 厚さ76mmを超える角材を含む
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ニューギニア ア、針葉樹

1989年 ローズウッド、ブラックビーン

ベトナム 全域 丸太輸出禁止 1992年 全面禁止

カンポディア 全域 丸太輸出禁止 1992年 全面禁止
原木 ・製材 （許可を得た 1995年 全面禁止
ものを除く ）輸出禁止 5月
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〇

四
四

二

千
U
S
$

七
五

二
―
七

平
成

8
/
1
2

一
、
三
ー
一五
百
万

Rp

二
、
0
0
0

S
F
A
 

千
U
S
$

1
0

0

 %
 

八

（

五

）

平

成

8
/
1
2

九
―
-、七

0
―
一千
U
S
$

昧
ス
ミ
リ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
（
大
阪
）

平
成
5

年
4

月
造
園
・
外
描

•

土
木
工
事
の
設
計・
施工
監
理
及
び
諸
負

-
O

住
友
林
業
緑
化

1
0

0

 %
 

四

一
六
六

因
ス
ミ
リ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
（
東
京
）

平
成
5

年
4

月
造
園

・

外
構
•
土
木工
事
の
設
話
・
施工
監
理
及
び
請
負

-
O

住
友
林
棠
緑
化

1
0

0

 %
 

四

―
―
―
八

広
友
建
設
昧

ひ
の
き
建
設
因

S
u
m
i
t
o
m
o
 Forestry Seattle
,
 In
c
.
 

P
.T
.A
S
T
 In
d
o
n
e
s
i
a
 

千
葉
県
千
葉
市

大
阪
府
大
阪
市

J
 

U
S
A
ワ
シ
ン
ト
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

平
成

7
年
4
月
木
材
の
仕
入
及
び

U

S
国
内
向
製
品
販
売

平
成

8
年

7
月

平
成
2
年

6
月

ス
ピ
ー
カ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
製
造
・
販
売

二
、
ニ
―
八

~ 
平
成

8
/
1
2

三
五
、
七
五
七
百
万

Rp

（
六
）
平
成

8

/
12

―
―
一七
、
八
六

一
百
万

Rp

八、

一
三
二
千

U
S
$

東
京
都

昭
和
42
年

6
月

「

住
友
林
業
の
家
」
の
建
築
請
負

ス゚
ミ
リ
ン
建
設

1
0
0
 %
 

一
五

一
、
六
四

前
身
は
山
梨
建
設
味
。
昭
和
5
3
年

8
月
経
営
権
取
得
、
社
名
変
更

千
葉
県
千
葉
市

昭
和
6
3
年
2
月
「
住
友
林
業
の
家
」
の
建
築
請
負

ス゚
ミ
リ
ン
建
設

1
0

0

 %
 

四
0

(四

二
、
四
九
七

九
州
ス
ミ
リ
ン
建
設
固

福
岡
県
福
岡
市

平
成
5
年

4
月
「
住
友
林
業
の
家
」
の
建
築
請
負

ス゚
ミ
リ
ン
建
設

1
0

0

 %
 

四
八
（
九

六
四
八

西
日
本
ス
ミ
リ
ン
建
設
味
と
し
て

設
立
。
平
成
9
年
4
月
社
名
変
更

中
国
ス
ミ
リ
ン
建
設
固

平
成
9
年
4
月
「
住
友
林
業
の
家
」
の
建
築
請
負

ス゚
ミ
リ
ン
建
設

1
0

0

 %
 

ノ‘

大
阪
ス
ミ
リ
ン
建
設
固

昭
和
61
年
4
月
「
住
友
林
業
の
家
」
の
建
築
請
負

゜

会
社
名

本
社
所
在
地

大
阪
府
大
阪
市

広
島
県
広
島
市

設
立
年
月

事
業
内
容

資
本
金

（
百
万
円
）

当
社
出
資

比
率
（
％
）

ス
ミ
リ
ン
建
設

1
0

0

 %
 

一
四

一
(
-
五
）

従
業
員
数

(

）

11
出
向
者
数

売

上

高

備

考

（
平
成

9
/
3
期
百
万
円
）

―-、

0
六
五

ス
ミ
リ
ン
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
昨
と
し

て
設
立
。
昭
和
6
3
年
4
月
社
名
変
更



I 山林・木材・建材事業系 I
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併

解
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46

ス
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リ
ン
木
材
工
業
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チ
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虞
翌
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（更
生
会
社
）浜
田
産
業

9
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4
.
 

．．
 

•••••

.• 

ロ
ロ
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二

10

浜
田
産
業

＿
而
上
部
門
が
悶
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2年 • 月は社名変更なとの時期

晶函
浜
田
産
業
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浜
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嗚
ス
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九
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ス
ミ
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ス
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ン
建
設

―――――――――ーニ――――ニ―――――――

「
中
国
ス
ミ
リ

4
 ，
 

ー
ヒ
陸
ス
ミ
リ
ン
建
設

l
T

＿
 

-4
 
9' 

61 

60 

込
ミ
リ
｝
イ
メ
ン
テ
土
ン
ス

,
 

0
1
 

L
 

"

「

a

59 

経
営
芥
取
釦

•••••••••••• 

゜

i‘ u“
ナ
フ
コ
ホ
ー
ム

§
 
•••••
• 

8

7

 

5

5

 
56 

56.7 

7
仕
合
併

7
，
磨
占
じ
務
店
7
社
点
．
＂
-

6

~

4

・

6

2

6

0

 

「
ス
ミ
リ
ン
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

4

A

 

3

1

 

6

6

 

I 

55 
： 

叩
ス
ミ
リ
ン
緑
化

54 

53 

52 

51 

50 

49 

48 

47 

46 

: : 

□ 45 

44 

43 

焚
チ
靡
・
関
係
靡

＠
設
立
鷹

□

139

42 

： ； ．． ．． ．． ．． 
、 :
: 42.6: 

41 

45 2不

動友地

忍業に譲
判口丘部
に設 門
移さを
管丸‘
た

.'~, 経
： ：山 翌—

梨：権

： ： ．  建渇・圭几．
： 池和• : : — 

ロ

40 

39 

38 

37 

36 

35 

昭34

39.9 

L 住宅及び住宅関連事業系 山林・木材違材事業系

＾ 
北
関
東
ス
ミ
リ
ン
建
設

2

大
阪
ス
ミ
リ
ン
建
設

52.4 

ス
ミ
リ
ン
住
宅
販
売
（
東
京
）
。。

「

5
 

住
友
林
業
ホ
ー
ム
55

仕
ム
林
業
と
合
併

住
友
林
業
ホ
ー
ム

0

0
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9
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友
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業
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スミリン農産の商品 （培蓑土・肥料等）

-

26/

子
会
社
・
閏
係
’
会
社
①
夏
粒
な
分
野
で
活
仰
を
展
開
’
ず
る
関
係
’
俣
杜

l4
 

ー

スミリンツーバイフォー「シアター 皿N」

近畿スミリン敷調 敷地調査作業

河之北開発

スミリンサッシセンター

--・ 

スマラン市）

④
多
彩
な
分
野
で
活
動
を
展
開
す
る
関
係
会
社



元
禄
15
年

（＿

七
〇

3
月
1
月

10
月
12
月

尤
禄
1
4
年

（
＿七

0

4
月

元
禄
12
年

（
一
六
九
九
）

2
月
6
月 ）

の
年

元
禄
1
1
年

（
＿
六
九
八
）

12
月 )

の
年

元
禄
1
0
年

（一

六
九
七
）

閏
2
月

元
禄
8
年

（
一
六
九
五
）

4
月

凡
例
一

掲
載
項
目
は
、
昭
和
二
十
年

(
-
九
四
五
）
ま
で
は
別
子
、
住
友
関
連
事
項
、
業
界
・

一
般
に
、
以
降
は
全
社
・
管
理
部
門
、
山
林

・
営
業
・
住
宅
部

門
、
業
界
・
一
般
に
お
の
お
の
一二
分
類
し
た
。

―
―

掲
載
項
目
は
年
月
単
位
ま
で
の
掲
載
と
し
、
適
宜
カ
ッ
コ
内
に

H
を
付
し
た
。

三
昭
和
二
十
一
年
以
降
の
組
織
改
正
項
目
の
う
ち
本
社
関
係
は
全
社
的
事
項
に
、
出
先
関
係
（
原
則
と
し
て
出
張
所
以
上
を
掲
載
）
の
そ
れ
は
営
業
部
門

に
記
載
し
た
。
ま
た
、
組
織
改
正
項
目
中
の
岡
は
出
張
所
、
闇
は
事
務
所
、
⑤
は
営
業
所
、
曲
は
住
宅
事
業
部
ま
た
は
住
宅
本
部
を
示
す
。
↓
印
は
改

称
ま
た
は
事
業
所
の
降
昇
格
を
示
す
。

[
参
考
文
献
]
業
界
事
項
に
つ
い
て
は
、

「
総
合
年
表
日
本
の
森
と
木
と
人
の
歴
史
」
（
日
本
林
業
調
査
会
）

、
『
農
林
水
産
省
百
年
史

別
巻
j

、
『北
海
道
林

業
発
展
史
』
（
津
村
昌

一
著
、
北
海
道
造
林
振
興
協
会
）
、
『
日
刊
木
材
新
聞
』
『
林
材
新
聞
』
の
戦
後
五

0
年
特
集
記
事
、

一
般
事
項
に
つ
い
て
は
『
近

代
日
本
総
合
年
表
第
三
版
』
（
岩
波
書
店
）
、

『一

0
大
ニ
ュ

ー
ス
に
見
る
戦
後
の
五

0
年
」
（
読
売
新
聞
社
）
、
『
戦
後
日
本
経
済
史
』
（
『
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
』
臨
時
増
刊
号
、
毎
日
新
聞
社
）
、
I

年
表
昭
和
史
J

(
中
村
政
則
綱
、
岩
波
書
店
）
を
参
考
に
し
た
。

田
向
重
右
衛
門
一
行
、
足
谷
（
別
子
）
銅
山
を
見
分

泉
屋
七
右
衛
門
・
請
人
同
吉
左
衛
門
、
別
子
銅
山
請

負
稼
行
出
願

別
子
銅
山
開
坑
、
請
負
稼
行
認
可

(9
日）

◆
銅
山
近
辺
で
雑
木
・
立
枯
れ

・
朽
木
を
利
用
し
、

製
炭
や
坑
木
伐
採
始
ま
る

別
子
大
和
、
立
川
大
黒
の
両
間
歩
内
で
抜
合
い
、
以

後
抜
合
い
事
件
頼
発

抜
合
い
に
つ
き
評
定
所
裁
決
、
分
水
線
を
境
界
と
す

る

(
4
日）

◆
炭
の
運
上
賦
課
方
式
を
炭
寵
数
か
ら
貫
目
改
め
に

変
更

●
代
官
山
木
与
惣
左
衛
門
、
勘
定
奉
行
荻
原
重
秀
に

別
子
銅
山
の
将
来
構
想
を
答
申
、
炭
山
確
保
の
た
め

一
柳
権
之
丞
知
行
所
の
転
封
を
進
言

(2
8
B
)

別
子
産
銅
二
五
三
万
斤
余
、
江
戸
時
代
の
最
高
を
記

録●
鍛
冶
炭
に
対
す
る
運
上
の
引
き
下
げ
認
可

◆
炭
俵
用
の
茅
採
取
に
つ
き
別
子
山
村
へ
の
代
金
支

払
い
開
始

京
都
糸
割
符
仲
間

（
銭
座
）
長
崎
屋
忠
七
ら
三
名
、

立
川
銅
山
請
負
稼
行

◆
鋪
内
留
木
に
生
木
の
使
用
許
可

炭
運
上
の
賦
課
方
式
を
出
来
銅
高
へ
の
割
付
に
変
更

住
友
家
四
代
友
芳
出
府
、
勘
定
奉
行
荻
原
重
秀
に
産

銅
増
加
策
を
上
申

拝
借
金

一
万
両
、
買
請
米
六
0
0
0
石
、
別
子
銅
山

元
禄
7
年
（
＿
六
九
四
）

4
月
別
子
大
火
災
、

一
三
―
一
人
焼
死

(25
日）

6
月

吉
岡
銅
山
第
二
次
稼
行
、

正
徳
5
年
ま
で

12
月

赤

穂

浪

士
、
吉
良
義
央
を
討
つ

(
14
日）

1
月
銀
座
加
役
の
銅
座
（
第

一
次
）
設
立
、
正

徳
2
年
ま
で

1
月

8
月
幕
府
、
金
銀
貨
を
改
鋳

（元
禄
改
鋳
）

10
月

松

尾

芭
蕉
没

(12
日）

元
禄
4
年

（
一
六
九

5
月

J

の
年
本
店
を
淡
路
町
一
丁
目
か
ら
長
堀
茂
左
衛
門
町
に

移
す

)
の
年
■

伏
見
屋
四
郎
兵
衛
、
別
子
山
村
の
御
用

木
を
伐
採

元
禄
3
年
（
一
六
九
0
)

秋10
月

貞
享
4
年
（
＿
六
八
七
）

J

の
年
三
嶋
村
祇
太
夫
、
別
子
銅
山
を
試
掘

1
月
生
類
憐
み
の
令
は
じ
め
て
出
る

寛
文
年
間
（
＿
六
六

i
一
六
七

）
の
頃
長
崎
店
・
江
戸
中
橋
店
開
設

寛
永
1
3
年
（
一
六
三
六
）

大
坂
長
堀
銅
吹
所
開
設

鎖
国
の
完
成

輸
出
銅
定
高
八
九
0
万
二
0
0
0
斤
、
こ

の
頃
日
本
の
産
銅
高
絶
頂

寛
永
16年
7
月

寛
永
7
年
（
一
六
三

0
)

友
以
、
京
都
か
ら
大
坂
淡
路
町
に
本
店
を
移
す

元
和
9
年
(
-
六

二
代
友
以
大
坂
内
淡
路
町
に
銅
吹
所
開
設
、
翌
年

淡
路
町
に
出
店
開
設

慶
長
年
間
(
-
五
九
六

i
一
六
一
五

27

年
表

-
34
 
ー

J

の
頃
蘇
我
理
右
衛
門
、
南
蛮
吹

（
銀
銅
吹
分
け
）
を
開
発
慶
長
5
年
9
月
関
ヶ
原
の
合
戦

慶
長
8
年
2
月
江
戸
幕
府
開
設

天
正
1
3
年
(
-
五
八
五
） 年

表

)
の
年
初
代
住
友
政
友

（
文
殊
院
）
誕
生

＂

 
ー
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寛
延
2
年

（
＿
七
四
九
）

延
享
3
年

（
一
七
四
六
）

元
文
3
年

（
一
七
＝
＿
八
）

元
文
2
年
（
＿
七
l

-

＿七）

寛
保
2
年
（
l

七
四
二
）

8
月
こ
の
年

2
月

J

の
年

◆
土
佐
大
北
川
山
南
平
で
製
炭
等
を
行
う
、
寛
延
元

年
ま
で

美
坂
杢
兵
衛

・
証
人
泉
屋
理
兵
衛
、
立
川
銅
山
請
負

稼
行
出
頻
(
11
日）

同
上
許
可

(6
日）

◆
も
と
立
川
銅
山
の
炭
山
土
佐
十
郎
関
山
で
製
炭
等

を
行
う
、
宝
暦
2
年
ま
で

J

の
年

◆
士
佐
大
北
川
山
北
平
で
製
炭
等
を
行
う
、
延
享
2

年
ま
で

享
保
1
6
年

（
一
七

ス
の
年

◆
土
佐
尾
立
山
で
製
炭
等
を
行
う
、

享
保
17
年
ま
で

享
保
13
年

（
＿
七
二
八

）
の
年

享
保
1
2
年
（
＿
七
二
七
）

10
月

立
川
銅
山
、
京
都
糸
割
符
仲
間
か
ら
大
坂
屋
永
次
郎

に
譲
渡

◆
土
佐
足
谷
山
・
水
之
元
散
林
で
製
炭
等
を
行
う
、

享
保
16
年
ま
で

享
保
1
0
年
（
＿
七
二
五
）

る

年

◆
上
佐
小
麦
畝
山
で
製
炭
等
を
行
う
、
享
保
14
年
ま

で

）
の
年
浅
草
米
店
開
設
、
札
差
業
を
営
む

1

年
表
一

54
 

2
 

ー

4
月

銀
座
加
役
の
銅
座
（
第
二
次
）
設
立
、
寛

延
3
年
ま
で

J

の
年
山
本
新
田
（
大
阪
府
）
取
得

2
月
大
坂
堂
島
米
相
場
会
所
設
立
（
翌
年
廃
止
）

享
保
9
年
（
＿
七
二
四
）

）
の
年

享
保
4
年
（
＿
七
＿
九
）

「
予
州
別
子
銅
山
江
家
法
之
品
書
」
制
定

代
官
支
配
下
の
伊
予
幕
領
が
松
山
藩
預
り
所
と
な
る

●
立
川
銅
山
、
西
条
藩
領
吉
井
山
・

谷
崎
山
で
製
炭

等
を
行
う
、
享
保
10
年
ま
で

3
月

大

坂

妙

知
焼
、
本
店
・
吹
所
類
焼
(
21
1
22日）

11月

近
松
門
左
衛
門
没
(
22日
）

享
保
6
年
（
一
七

5
月
8
月

5
月

長

崎
店

・
宇
和
島
銅
山
の
家
法
制
定

8
年
ま
で

）
の
年

◆
士
佐
桑
瀬
山

・
黒
滝
山
で
製
炭
等
を
行
う
、
享
保

12
月
こ
の
年

正
徳
6
年
／
享
保
元
年

（
一
七
＿
六
）

5
月

）
の
年

正
徳
4
年

（＿

七
I

四
）

享
保
2
年

（
一
七
一
七
）

◆
炭
山
と
し
て
土
佐
小
麦
畝
山

・
足
谷
山
・
大
平
山

を
桑
名
弥
左
衛
門
名
義
で
請
け
負
う
、
正
徳
5
年
ま

で◆
立
川
銅
山
は
一
之
谷
山
・
権
之
助
山
を
請
け
負
う

◆
小
坪
谷
炭
宿
火
災

(
17
日
1
翌
年
2
月
20
日
）

◆
士
佐
井
ノ
川
山

・
大
平
山
で
製
炭
等
を
行
う
、
享

保
3
年
ま
で

享
保
改
革
開
始

2
月

）
の
年

貨
幣
改
鋳
に
と
も
な
い
銀
銅
吹
分
け
御
用
を
務
め

る
、
享
保
7
年
ま
で

今
出
銅
山

（
愛
媛
県
）
稼
行
、
享
保
7
年
ま
で

5
月
幕
府
、
金
銀
貨
の
改
鋳
を
命
ず
（
正
徳

享
保
改
鋳
）

宝
永
8
年
／
正
徳
元
年

(
＿
七
―
―
)

）
の
年

◆
炭
山
と
し
て
上
佐
小
麦
畝
山
を
蔦
屋
名
義
で
請
け

負
う
、
正
徳
2
年
ま
で

）
の
年
日
平
銅
山
（
宮
崎
県
）
稼
行
、
正
徳
3
年
ま
で

宝
永
7
年

（
一
七
＿

o）
8
月

◆
津
根
山
村
折
宇
山

・
寺
野
山
、
浦
山
村
峨
蔵
山
の

雑
木
伐
採
が
許
可
さ
れ
る

5
月
3
月

宝
永
4
年

（
＿七

0
七）

宝
永
6
年
（
＿
七

0
九）

◆
蔦
屋
次
郎
右
衛
門
か
ら
の
土
佐
炭
購
入
を
幕
府
に

出
願
◆
同
上
許
可

2
月

◆
土
佐
領
大
平
村

・
小
麦
畝
村
の
炭
山
見
分
を
出
願

11
月

永
代
稼
行
、
新
居
浜
浦
使
用
、
い
ず
れ
も
認
可

●
別
子
山
村
の
御
林
が
銅
山
附
と
し
て
下
け
渡
さ
れ

る

富
士
山
噴
火

(23
日）

宝
永
3
年

（
＿七

0
六

10
月

◆
上
野
村
山
林
、
立
川
銅
山
の
炭
山
と
な
る

(
15
日
）

元
禄
1
7
年
／
宝
永
元
年

(
＿七

0
四）

J

の
年
立
川
銅
山
と
周
辺
村
々
幕
領
と
な
る

）
の
年

＂

 
ー



文
化
9
年

(
-八

こ
の
年

◆
土
佐
大
北
川
山
で
製
炭
等
を
行
う
、
文
政
5
年
ま

で

文
化
8
年
(

l

八

2
月

主
人
友
聞
に
対
し
銅
山
伺
用
達
の
名
目
と
住
友
の

苗
字
使
用
許
可

(16
日）

）
の
年

文
化
6
年

（
＿八

0
九
）

春

文
化
5
年

（
＿八

0
八

J

の
年

◆
今
治
藩
領
寒
川
山
村
か
ら
製
炭
の
権
利
を
譲
渡
さ

れ
、
同
村
大
森
山
へ
炭
焼
入
山

◆
土
佐
足
谷
山
で
製
炭
（
小
麦
畝
村
が
請
け
負
う
）
、

文
化
8
年
ま
で

◆
別
子
銅
山
支
配
人
鈴
江
伊
右
衛
門
、
別
子
鋼
山
絵

図
を
作
成

♦
土
佐
下
川
山
で
製
炭
等
を
行
う
、
文
化
1
3年
ま
で

12
月
江
戸
中
橋
店
、
本
両
替
仲
間
に
加
入

文
化
4
年

（
＿八

0
七

）
の
年

文
化
2
年
（
＿
八

0
五

こ
の
年

◆
土
佐
黒
滝
山
で
製
炭
等
を
行
う
、
文
化
7
年
ま
で

）
の
年
江
戸
中
橋
店
に
て
両
替
業
開
始

）
の
年

寛
政
12
年

（
＿八

0
0
)

9
月
1

寛
政
9
年

（
＿
七
九
七
）

銅
山
改
革
、
支
配
人
更
迭
、
勘
定
仕
法
や
掛
板
の
制

定◆
土
佐
井
ノ
川
山
・
大
佐
連
山
で
製
炭
等
を
行
う
、

文
化
2
年
ま
で

）
の
年

住
友
家
家
政
改
革

寛
政
11
年
(

l

七
九
九
）

8
月
別
子
銅
の
地
売
銅
売
上
げ
開
始

）
の
年

J

の
年

買
請
米
安
値
払
い
下
け
停
止
、
石
代
値
段
引
き
上
げ

◆
土
佐

一
之
谷
山
で
製
炭
等
を
行
う
、
寛
政
12
年
ま

で

J

の
年
面
谷
銅
山
（
福
井
県
）
稼
行
、
寛
政
11
年
ま
で

9
月

寛
政
7
年
（
＿
七
九
五
）

幕
府
、
石
代
値
段
の
改
定
を
命
ず

6
月

◆
別
子
山
村
御
林
と
百
姓
持
地
と
の
境
界
確
定

寛
政
5
年

（
一
七
九
l

二）

J

の
年

◆
土
佐
小
麦
畝
山
で
製
炭
等
を
行
う
、
寛
政
9
年
ま

で

天
明
9
年
／
寛
政
元
年

（
一
七
八
九
）

9
月

棄

捐

令

疇`

4

1

12
月

こ
の
年

天
明
7
年
（
＿
七
八
七

6
月

天
明
5
年

（
一
七
八
五
）

12
月
別
子
本
鋪
内
で
大
涌
水
発
生

安
永
3
年

（
＿
七
七
四
）

安
永
6
年

（
一
七
七
七
）

8
1
9
月
◆
幕
府
吟
味
下
役
柳
田
喜
十
郎
ら
鋼
山
附
御
林
を
見

分◆
銅
山
附
御
林
と
し
て
浦
山
村
地
吉
山

・
外
之
尾
山

下
げ
渡
し

松
平
定
信
老
中
筆
頭
と
な
り
、
寛
政
の
改

革
始
ま
る

(19
日）

諸
国
大
飢
饉
、
各
地
で
打
ち
こ
わ
し
起
こ

る

）
の
年

●
土
佐
上
津
川
山
で
製
炭
等
を
行
う
、
安
永
9
年
ま

で

9
月

明
和
3
年
（
一
七
六
六

6
月

宝
暦
14
年
／
明
和
元
年

12
月

(
＿
七
六
四
）

12
月

閏

4
月

宝
暦
12
年

（
＿
七
六

2
月

宝
暦
8
年

（
＿
七
五
八
）

）
の
年

◆
土
佐
朝
谷
山
で
製
炭
等
を
行
う
、
唄
和
2
年
ま
で

8
月
2
月

4
月

寛
延
3
年

（＿

七
五

0
)

宝
暦
2
年

（
一
七
五
二
）

◆
御
林
内
の
切
替
畑
を
め
ぐ
る
別
子
山
村
と
の
争
論

決
着
◆
大
永
山
村
の
山
林
利
用
を
め
ぐ
り
西
条
藩
領
中
村

組
の
百
姓
と
争
論
、
宝
暦
4
年
5
月
6
日
ま
て

美
坂
杢
兵
衛
没
、
同
人
に
か
わ
り
泉
屋
理
兵
衛
立
川

鋼
山
請
負
出
願

(
11
日）

同
上
許
可

(19
日）

泉
屋
吉
左
衛
門
に
よ
る
別
子

・
立
川
両
銅
山
一
手
稼

行
出
顆

同
上
許
可

●
鹿
路
山
年
貢
を
め
ぐ
る
争
論
決
着

●
銅
山
附
御
林
と
し
て
津
根
山
村
鬼
ヶ
城
山
・
葛
川

山
を
下
げ
渡
さ
れ
る

◆
床
鍋
炭
宿
火
災

(25
日）

豊
後
町
分
家
友
俊
、
本
家
主
人
友
昌
の
委
任
を
受
け

家
政
を
主
宰
、
翌
年
に
か
け
多
く
の
規
則
を
制
定

銅
座
（
第
三
次
）
設
立
、
銅
座
に
よ
る
銅

の
独
占
的
集
荷
・
販
売
体
制
成
立

3
月

10
月ー

ー



3
月
2
月

慶
応
4
年
／
明

治

元

年

1
月

（
一
八
六
八
）

1
月

1
月
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い

の
始
ま
り
）

3
日
、
戊
辰
戦
争

慶
応
3
年

(
-
八
六
七
）

J

の
年
前
年
御
用
銅
廃
止
に
つ
き
長
崎
店
閉
店

10
月
大
政
奉
還
(
1
4
日
）

）
の
年

慶
応
2
年

（
＿
八
六
六

8
月

文
久
4
年
／
元
治
元
年

(
＿
八
六
四
）

）
の
年

◆
土
佐
小
麦
畝
山
で
製
炭
等
を
行
う
、
明
治
5
年
ま

で

7
月

第

一
次
長
州
戦
争
(
2
4
日
）

万
延
2
年
／
文
久
元
年

1
月

(
＿
八
六
一

）

◆
弟
地
炭
宿
火
災

(
8
¥
1
3
日）

安
政
7
年
／
万
延
元
年

(
＿
八
六

0
)

)
の
年

◆
士
佐
上
瀬
戸
山

・
一
之
谷
山
で
製
炭
等
を
行
う
、

明
治
元
年
ま
で

3

月

桜

田

門

外

の

変

(
3
日
、
大
老
井
伊
直
弼

暗
殺
）

安
政
6
年

（
＿
八
五
九
）

11
月

◆
弟
地
炭
宿
火
災
(
9
1
1
2
日
）

6
月

横

浜

開

港

安
政
4
年

（
＿
八
五
七
）

）
の
年

◆
土
佐
桑
ノ
川
山
で
製
炭
等
を
行
う
、
文
久
3
年
ま

で

5
月

安
政
2
年

（
＿
八
五
五

）
の
年

◆
今
治
藩
領
寒
川
山
村
大
森
山
で
製
炭
を
行
う
、
文

久
2
年
ま
で
か

嘉
永
7
年
／
安
政
元
年

11
月

(
＿
八
五
四
）

3

月

日

米

和

親
（
神
奈
川
）
条
約
締
結
(
3
日
）

11
月

安

政

の

大

地

震

(4
日
）

嘉
永
6
年

(
-
八
五

こ
の
年
新
居
浜
浦
の
塩
田
五
町
歩
余
を
開
発
し
、
惣
開
新
田

と
名
付
け
る

6
月

ペ
リ
ー
浦
賀
に
来
航
(
3
日
）

，
 

~
~
 

9

、

2
月
3
月
こ
の
年

3
月

嘉
永
4
年

（
＿
八
五

2
月

1
月

嘉
永
3
年

（
＿
八
五

0
)
4
月
す
月
こ
の
年

天
保
15
年
／
弘
化
元
年

(
＿
八
四
四
）

3
月

天
保
14
年

（
＿
八
四

7
月
別
子
銅
山
休
山
願
を
松
山
藩
・
銅
座
に
提
出

12
月

無
利
子
年
賦
令
に
よ
り
江
戸
浅
草
店
経
営
悪
化

天
保
12
年

(
-
八
四

9
月

5
月

天
保
8
年

（
＿
八
三
七

の
年
以
降

◆
「
仕
格
営
見
」
に
植
林
の
記
事
あ
り

2
月

大

塩

平

八

郎

の

乱

天
保
7
年

(
-
八
＝
＿
六

11
月

◆
弟
地
炭
宿
火
災

(29
日
1
1
2
月
5
H
)

天
保
6
年

（
＿
八
三
五
）

9
月

◆
弟
地
炭
宿
火
災
(
2
1
4
日
）

◆
別
子
銅
山
支
配
人
北
脇
治
右
衛
門

「
図
面
簿
」
作

成

6
1
7
月
休
山
願
を
大
坂
町
奉
行
所

・
銅
座
・
松
山
藩
に
提
出

文
政
涌
水
以
来
の
水
没
箇
所
を
引
き
干
す

地
売
銅
売
上
げ
再
開
を
銅
座
に
出
願

◆
銅
山
近
傍
に
植
林
を
試
み
る

上
原
（
新
居
浜
）
の
新
田
開
発
を
西
条
藩
に
出
願
し

新
居
浜
口
屋
に
田
地
方
（
後
の
地
所
課
）
を
設
け
る

地
売
銅
売
上
げ
許
可

◆
弟
地
炭
宿
火
災

(
1
0
1
1
3
日）

新
居
郡
中
村
上
原
（
現
、
新
居
浜
市
）
に
卯
兵
衛
開

新
田
五
0
町
歩
余
を
開
発

地
震
の
た
め
涌
水
発
生
、

＿―
-
角
水
没
、
翌
年
4
月
の

地
震
も
水
没
に
拍
車
を
か
け
る

幕
府
、
長
崎
御
用
銅
の
廃
止
に
と
も
な
い
買
請
米
廃

止
を
通
達
、
幕
府
に
そ
の
継
続
を
出
願

◆
土
佐
坂
瀬
山
で
製
炭
等
を
行
う
、
明
治
8
年
ま
で

土
佐
藩
銅
山
役
人
、
別
子
銅
山
を
接
収
の
た
め
登
山

(29
日
）

広
瀬
支
配
人
、
別
子
銅
山
の
継
続
稼
行
を
新
政
府
（
土

佐
藩
預
り
所
）
に
出
願
(
2
日
）

別
子
銅
山
の
稼
行
、
当
分
の
間
継
続
許
可

三
光
銅
山

（
福
井
県
）
稼
行
、
嘉
永
元
年
ま
で

大
坂
本
店
、
幕
府
か
ら
吹
銅
―
―
10
万
斤
を

一
五
年

賦
で
借
用
、
銅
座
掛
屋
預
り
金
の
返
済
に
充
て
る

江
戸
中
橋
両
替
店
、
江
戸
両
替
仲
間
に
復
帰

大
阪
本
店
銅
蔵
、
薩
摩
藩
兵
に
よ
っ
て
封
印
、
吹

所
操
業
不
能
に
陥
る

(10
日
）

華
岡
青
洲
没

(
2
日）

天
保
改
革
開
始

米
国
と
下
田
条
約
締
結

(26
日
）
、
翌
年
6

月
日
米
修
好
通
商
条
約
調
印

(19
日
）

10
月

文
政
13
年
／
天
保
元
年

(
＿
八
三

0
)

）
の
年

◆
土
佐
桑
ノ
川
山
で
製
炭
等
を
行
う
、
天
保
10
年
ま

で

文
政
9
年

（
＿八一＿
六）

）の
年
◆
今
治
藩
領
寒
川
山
で
製
炭
を
行
う
、
文
政
12
年
ま

で

5
月

シ
ー
ボ
ル
ト
、
住
友
銅
吹
所
を
訪
問

(
6
日
）

文
政
8
年
(

l

八
二
五
）
1
2
月
別
子
本
鋪
内
で
大
涌
水
発
生
、
翌
年
か
ら
地
売
銅
売

上
げ
中
断

7
月

「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
初
演

文
化
13
年

(
-
八
一
六
）

11
月

◆
弟
地
炭
宿
火
災

(
2
2
¥
2
5
日）

ー

_
 



3
月
8
月

7

ー5
 

2

厖
衷

ー

明
治
1
8
年

(
-
八
八
五
）
2
月

12
月
太
政
官
制
度
を
廃
し
、
内
閣
制
度
確
立

(22

日）

明
治
1
7
年

（
＿
八
八
四
）

12
月

5
月
大
阪
商
船
会
社
設
立
に
際
し
、

蒸
気
船
二
艘
現
物

出
資

3
月

地

租

条

例

制

定

(15
日）

明
治
16
年

（
＿
八
八

7
月
11
月
こ
の
年

こ
の
年

◆
山
林
方
を
山
林
課
と
改
称

◆
筏
津

・
落
合

・
七
番
の
炭
宿
を
製
炭
分
店
と
改
称

立
川
精
銅
場
で
コ
ー
ク
ス
混
用
試
験
成
功
（
実
用
化
）

◆
七
番
分
店
か
ら
桑
瀬
分
店
を
独
立

◆
中
七
番
に
苗
木
栽
培
所

◆
第
一
備
林
の
六
0
年
間
の
貸
与
許
可

(19
日）

◆
七
番
分
店
を
出
張
所
と
す
る

(
9
日
）

◆
染
矢
譲
を
招
聘
し
、
植
林
の
指
導
を
受
け
る

◆
柚
頭
を
七
人
に
増
加

◆
愛
媛
県
新
居
郡
立
川
山
村
（
現
、
新
居
浜
市
）
の

山
林
買
収
（
後
の
立
川
山
事
業
区
）

●
製
炭
縮
小
の
た
め
、
猿
田
出
張
所

（現
、
伊
予
―
―
―

島
市
）
樅
木
出
張
所
（
場
所
不
明
）
を
廃
止

(21
日
）

●
山
林
課
を
土
木
課
に
吸
収
合
併

(2
日
）

◆
第
二
備
林
借
用
の
請
書
を
農
商
務
省
高
知
山
林
事

5
月

朝
鮮
の
釜
山

・
元
山
支
店
閉
鎮

明
治
1
5
年

（
＿
八
八

3
月
3
月
5
月
こ
の
年

こ
の
年

3
月

1
月
6
月

明
治
1
4
年

（
＿
八
八

5
月

◆
第
一
備
林
の
永
年
借
用
を
農
商
務
省
に
出
願

(
8

日）

8
月
住
友
家
重
役
会
議
開
催
、
別
子
近
代
化
の
減
速
等

決
議

4
月

明
治
1
3
年

（
＿
八
八

0
)

日
本
坑
法
に
従
い
、
別
子
鉱
山
の
借
区
開
坑
願
を
工

部
省
に
提
出

(14
日）

12
月

仮

坑

区

券

交

付

(27
日）

こ
の
年
以
降
新
居
浜
で
の
農
地
買
収
本
格
化
す
る

フ
ラ
ン
ス
人
鉱
山
技
師
ラ
ロ

y
ク
雇
い
入
れ
契
約

新
居
浜
上
原
の
新
田
、
広
瀬
家
に
贈
与
す
る

◆
別
子
鉱
山
備
林
の
借
用
願
を
愛
媛
県
へ
提
出

(27

日）◆
ラ
ロ
ソ
ク
「
別
子
鉱
山
目
論
見
書
」
の
な
か
て
鉱

山
備
林
に
つ
い
て
提
言

ラ
ロ
ッ
ク
雇
用
満
了
に
よ
り
帰
国

広
瀬
宰
平
、
東
延
斜
坑

・牛
車
道
等
別
子
鉱
山
の
第

一
次
近
代
化
起
業
案
を
策
定

◆
別
子
鉱
山
備
林
の
二
五
年
間
の
借
用
許
可
(
3
0
日
）

◆
柚
頭
（
製
材
の
請
負
人
）
を
増
加
、
別
子
固
辺
の

私
有
山
林
買
収
始
ま
る

2
¥
1
1
月

◆
愛
媛
県
新
居
郡
太
水
山
村
（
現
、
新
居
浜
市
）
の

山
林
買
収
（
後
の
西
山
事
業
区
）

◆
土
佐
炭
宿
へ
の
運
搬
路
開
発
を
決
議

(16
日
）

◆
山
林
方
設
置

牛
車
道
竣
工

8
月
8
月
11
月

H

の
年

7
月

●
官
林
の
あ
る

―
二
県
に
山
林
局
出
張
所

を
置
い
て
直
轄

明
治
1
2
年

（
＿
八
七
九
）

2

月

別

子

鉱

山

職

制

・
規
則
制
定

(25
日）

5
月

御

代

島

港

竣

工

(26
日）

2
月
大
阪
本
店
職
制

・
規
則
制
定

(
15
日
）

5
月

明
治
11
年

（
＿
八
七
八

)
の
年

当
主
を
家
長
と
称
す

(20
日）

「本
家
第
一
之
規
則
」
制
定

大
阪
長
堀
吹
所
廃
止

朝
鮮
釜
山
支
店
設
置

朝
鮮
元
山
支
店
設
置

住
友
家
法
制
定

●
内
務
省
に
山
林
局
設
置

(16
日
、
明
治

14
年
4
月
7
日
農
商
務
省
に
移
管
）

農
商
務
省
設
置
(
7
日
）

■

大
日
本
山
林
会
設
立

(21
日
）

日
本
銀
行
条
例
公
布

(27
日
、
1
0
月
10日

開
業
）

7
月

■

大
中
小
林
区
制
開
始

(
8
日
、
明
治
13

年
6
月
3
0
日
廃
止
）

明
治
10
年

(
-
八
七
七
）

）
の
年

●
別
子
植
林
本
数
二
万
七
互
六
0
本
（
別
子
植
林
の

実
質
的
開
始
）

2

月

広

瀬

宰
平
住
友
家
総
理
代
人
と
な
る

(15
年
3
月

総
理
人
、
後
の
総
理
事
）

2
月

西
南
の
役
勃
発

5
月
こ
の
年

明
治
9
年

（
＿
八
七
六
）

2
月

1
月
8
月
9
月

3
月

■

内
務
省
、
官
林
調
査
仮
条
例
を
通
達

(5

日）

12月
11
月

4
月

明
治
8
年

(
-
八
七
五
）
6
月

12
月
本
家
と
本
店
を
分
離
し
、
富
島
出
店
を
本
店
と
す

る

(23
日）

3
月

11
月

明
治
7
年

（
＿
八
七
四
）

1
月
7
月

1
月

■

山
林
行
政
、
内
務
省
地
理
寮
の
管
轄
と

な
る

(
9
日）

●
地
所
名
称
区
別
法
を
改
正
し
、
林
野
の

官
民
有
区
分
を
開
始
(
7
日）

地
租
改
正
事
務
局
設
置
、
内
務

・
大
蔵
二

省
の
管
轄
と
な
る

(24
日
）

■

内
務
省
、
一
等
ー
一二
等
官
林
区
分
心
得

方
通
達

7
月
11
月

明
治
6
年

（
＿
八
七

11
月

7
月

大
阪
本
店
月
給
等
級
制
採
用

11
月
大
阪
富
島
に
出
店
設
置

3
月

明
治
5
年

（
＿
八
七

5
月

◆
宇
摩
郡
役
所
へ
別
子
銅
山
備
林
の
由
緒
を
提
出

11
月

蒸
気
船
白
水
丸
購
入

(22
日）

2
月
6
月

明
治
4
年

（
＿
八
七

2

月

酉

冗

町

に

神
戸
出
店
設
置

7
月
7
月

政
府
、
買
請
米
は
明
治
4
年
以
降
廃
止
と
通
達
。
捐

炭
運
上
金
も
同
年
分
で
消
滅

■

直
轄
府
県
の
山
林
調
査
通
達

(
1
日
）

■

官
林
規
則
制
定

(
9
日
）

■

廃
藩
置
県
、
藩
有
林
を
官
林
に
編
入

(14

日）地
券
渡
し
方
規
則
通
達
（
壬
申
地
券
）
（24
日）

●
官
林
払
下
規
則
を
通
達

(15
日
）

地
券
法
施
行
の
た
め
地
所
名
称
を
八
種
に

規
定
（
地
所
名
称
区
別
法
）
（
25
日
）

地
租
改
正
条
例
布
告

(28
日）

内
務
省
設
置
(
10
日）

明
治
3
年

(
-
八
七

0
)
12
月

5
月

小
泉
網
鉛
山

（
岡
山
県
）
稼
行
、
明
治
5
年
ま
で

明
治
2
年

（
＿八
六
九
）
5
月

◆
別
子
銅
山
の
備
林
明
細
を
土
佐
藩
預
り
所
に
提
出

）
の
年
中
橋
店

・
浅
草
店
閉
店

7
月

_
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明
治
3
6
年
（
＿
九
〇

2
月
4
月

◆
木
炭
確
保
の
た
め
、
従
来
の
製
鉱
課
木
炭
方
と
製

炭
分
店
制
を
廃
し
製
炭
課
に
統
合
、
各
分
店
は
分
課

と
な
る

(21
日
）

第

一
通
洞
貫
通

(9
日
）

新
居
浜
分
店
田
地
方
、
地
押
調
査
実
施

(28
日
）

◆
吉
井
山

（新
居
郡
加
茂
村
）
に
製
炭
出
張
所
を
置

く

(24
日）

◆
吉
井
山
製
炭
出
張
所
、
製
炭
分
課
と
な
る

(9
日
）

◆
川
来
須
（
新
居
郡
藤
ノ
石
村
）
に
製
炭
分
課
を
置

く

(
22
日
）

◆
製
材
法
の
節
減
改
良
法
を
試
み
る

◆
土
木
課
長
児
島
芳
次
郎
、
山
林
業
の
指
針
を
示
す

新
居
浜
惣
開
製
錬
所
操
業
開
始

(21
日
）

◆
高
藪
（
土
佐
郡
高
藪
村
）
に
製
炭
分
課
設
置
(11
日
）

◆
愛
媛
県
新
居
郡
阿
島
の
山
林
買
収

（後
の
阿
島
事

業
区
）
開
始
、
37
年
ま
で

東
延
斜
坑
に
蒸
気
巻
揚
げ
機
設
置

別
子
開
坑
―
10
0
年
祭
挙
行

(26
日
）

新
居
浜
分
店
田
地
方
を
同
分
店
地
所
係
と
改
称

新
居
浜
試
作
場
を
設
け
、
稲
の
品
種
改
良
等
実
施

下
部
鉄
道

（惣
開
ー
端
出
場
）
竣
工

(15
日
）

上
部
鉄
道

（石
ヶ
山
丈
ー
角
石
原
）
竣
工

(27
日
）

◆
土
木
課
長
本
荘
種
之
助、

「山
林
之
義
二
付
上
申

書
」
を
提
出

(11
日
）

◆
伊
庭
貞
剛
、
別
子
鉱
山
支
配
人
と
な
り
、
「大
造

新
製
錬
所
候
補
地
と
し
て
四
阪
島
購
入

新
居
浜
分
店
地
所
係
、
地
所
課
と
改
称
し
分
課

3
月

新

居

浜

近
傍
の
地
所
抵
当
貸
付
け
を
禁
止

(14
日
）

lO
月

◆
第
一
一
備
林
を
国
へ
返
還

こ
の
年
以
降

◆
柚
頭
は
指
名
競
争
入
札
と
す
る

◆
山
林
課
を
再
設
置
(
9
日
、
製
炭
課
の
業
務
と
、

土
木
課
の
山
林
事
業
を
引
き
継
ぐ
）

◆
林
学
士
籠
手
田
彦
一二
雇
い
入
れ

（翌
年
の
大
水
害

で
殉
職
）

別
子
大
風
水
害

(28
日
）
、
鉱
山
全
施
設
に
壊
滅
的
打

撃
を
受
け
、
11
月
11
日
付
で
採
鉱
課
を
除
く
全
施
設

を
新
居
浜
に
移
転

◆
八
戸
道
雄
、
林
業
家
育
成
の
上
申
書
を
提
出

◆
愛
媛
県
温
泉
郡
山
之
内
村
（
現
、
重
信
町
）
の
山

林
を
買
収
（
後
の
山
之
内
事
業
区
）

◆
林
学
士
山
村
亀
太
郎
雇
い
入
れ

(4
日
）

◆
八
戸
道
雄
、
林
業
調
査
の
た
め
欧
州
に
出
張
(
5

日
1
)

第
三
通
洞
貰
通

(18
日
）

地
所
課
、
磯
浦
に
て
搾
乳
事
業
を
開
始

◆
別
子
鉱
山
事
業
用
地
、
不
要
存
置
林
野
に
編
入

◆
新
居
浜
の
丘
陵
林
を
買
収

（
後
の
河
之
北
事
業
区
）

6
月

樟

脳

製

造

場

廃

止

(20
日
）

6
月

住
友
近
江
製
絲
場
廃
止

(22
日
）

12
月

21

年
表

53ー

■

林
区
署
官
制
改
正

(5
日
、

一
0
大
林

区
署
、

二
七
0
小
林
区
署
と
す
る
）

8
月
9
月

明
治
35
年
（
＿
九
〇

1
月

1
月

日
英
同
盟
協
約
鯛
印

(30日
）

11
月

明
治
34
年
(
-
九

0

2
月
5
月

6
月

住
友
鋳
鋼
場
開
設

(22
日
）

2
月

官
営
八
幡
製
鉄
所
火
入
れ

(5
日
）

明
治
3
3
年
（
＿
九

0
0
)

5
月

◆
林
学
士
八
戸
道
雄
雇
い
入
れ
、
山
林
課
主
任
と
な

る

(31
日）

1
月

伊
庭
貞
剛
総
理
事
に
就
任

(
5
日
）

6
月
皇
居
前
広
場
の
楠
公
銅
像
を
献
納

4
月

パ
リ
万
国
博
覧
会
開
幕

(
15
日
）

明
治
3
2
年
（
＿
八
九
九
）
8
月

7
月

住
友
伸
銅
場
開
設

(
1
日
）

住
友
倉
庫
開
業

（
ー
日
）

3
月
4
月
9
月

●
国
有
林
野
法
公
布

(23
日
）

●
国
有
土
地
森
林
原
野
下
戻
法
公
布
(18
日
）

●
国
有
林
施
業
案
絹
成
規
程
公
布

(9
日
）

J

の
年

明
治
31
年
(
-
八
九
八
）
5
月

明
治
3
0
年
(
-
八
九
七
）

4
月

3

月

北

海
道
国
有
未
開
地
処
分
法
公
布

(30
日
）

4
月

■

森
林
法
制
定

(12
日
）

明
治
29
年
(
-
八
九
六

10
月

10
月

住

友

家

法

改

正

、
重
役
会
・
総
理
事
を
設
置

(
l

日
）

明
治
28
年
（
＿
八
九
五
）

11
月

11
月

住
友
銀
行
開
業

(
1
日）

4
月

日
清
講
和
条
約
調
印

(
17
日
）

林
計
画
」
を
樹
立
。
山
林
復
旧
の
植
林
事
業
を
開
始

）
の
年

◆
百
良
津
山
の
植
林
開
始

7
月

明
治
2
7
年
(
-
八
九
四
）
6
月

4
月

福
岡
県
忠
隈
炭
坑
買
収

(8
日
）

11
月

総

理
人
広
瀬
宰
平
辞
職

(15
日
）

8
月

日
清
戦
争
勃
発

(1
日
）

明
治
26
年
（
＿
八
九

3
月
8
月

11
月

福
岡
県
庄
司
炭
坑
買
収

明
治
2
4
年
（
＿
八
九

11
月
11
月

11
月

住
友
家
法
改
正
、
家
憲
と
家
法
を
分
離
し
、

営
業

の
要
旨
制
定

(
1
日
）

4
月

■

政
府
（
農
商
務
省
）
、
官
林
の
施
業
案
編

成
心
得
を
制
定

明
治
2
3
年
（
＿
八
九

0
)

4
月
5
月

11
月
大
阪
本
店
で
別
子
開
坑
二
0
0
年
祭
挙
行

(24
日
）

5
月
府
県
制
・
郡
制
公
布

(17
日
）

10
月

教

育

勅

語

発

布

(30
日
）

7
月

明
治
22
年
（
＿
八
八
九
）

6
月
こ
の
年

10
月
神
戸
に
樟
脳
製
造
場
開
設

(
1
日
）

2
月

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

(11
日、

翌
年
11

月
25
日
施
行
）

東
海
道
線
全
通

(
1
日
）

明
治
21
年
（
＿
八
八
八
）
3
月
11
月

4
月

市
制
•
町
村
制
公
布

(2
5日
）

）
の
年

明
治
20
年
(
-
八
八
七
）
4
月
6
月

10
月
住
友
近
江
製
絲
場
開
設

(10
日
）

3
月

所

得

税

法

公

布

(23
日
）

2
月
JO
月
12
月

明
治
1
9
年
（
＿
八
八
六

1
月

4
月

■

大
小
林
区
署
制

（農
商
務
省
直
轄
の
山

林
経
営
）
開
始

(17
日
）

ー

ー
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大
正
7
年

（
＿
九
＿
八

）
の
年

◆
山
林
課
、
宮
崎
県
尾
崎
山
で
製
材
事
業
開
始

1
月
11
月

●
北
海
道
紋
別
詰
所
開
設

(11
日）

日
米
板
硝
子
味
（
日
本
板
硝
子
昧
の
前
身
）
設
立

(22
日
）

21

年
衷

＿55
 
ー

7
月

米

騒

動

勃

発

11
月

第

一
次
世
界
大
戦
終
わ
る

(
11
日
）

11
月
10
月

）
の
年

6
月

6
月

大
正
5
年

(
-
九
一
六
）

1
月
採
鉱
本
部
を
東
延
か
ら
東
平
に
移
転

5
月

9
月

工
場
法
施
行

(
1
日）

）
の
年

◆
銅
山
第

一
•
第
二
事
業
区
の
林
況
調
査
実
施

）
の
年

◆
葛
籠
尾
第
一
一
事
業
区
の
施
業
案
編
成

3
月
7
月
8
月

大
正
2
年

（
＿九――-＿
）

大
正
3
年

(
-
九
一
四
）

大
正
4
年

(
-
九
一
五
）

大
正
6
年

(
-
九
＿
七
）

◆
城
師
第

一
•
第
二
事
業
区
の
施
業
案
絹
成
、
浦
山

事
業
区
の
林
況
調
査
実
施

●
製
材
事
業
は
高
藪

・七
番
山
・

五
良
津
山

・
立
川

山

・加
茂
の
各
事
業
区
で
行
わ
れ
る

鈴
木
総
理
事
、
安
東
県
で
村
田
重
治
を
鴨
緑
江
採

木
公
司
に
訪
問

(27
日）

鈴
木
総
理
事
、
京
城
で
寺
内
朝
鮮
総
督
と
会
見

(
2

日）●
総
本
店
、
村
田
重
治
に
山
林
事
業
の
管
理
を
委

嘱

(19
日）

●
家
長
友
純
、
北
海
道
庁
長
官
俵
孫

一
宛
陳
情
書

提
出
(
2
3
日）

扶
桑
海
上
保
険
固
（
住
友
海
上
火
災
固
の
前
身
）

設
立
(
1
0
日
）

官
営
製
材
所
の
廃
止

(
1
日）

第

一
次
世
界
大
戦
勃
発

(28
日）

●
国
有
林
施
業
案
規
程
制
定

(22
日）

ス
の
年

9
月

住
友
肥
料
製
造
所
（
住
友
化
学
工
業
固
の
前
身
）

設
立

(22
日）

明
治
4
5
年
／
大
正
元
年

5
月

(
＿
九
＿
二
）
5
月

◆
家
長
友
純
、
別
子
山
林
視
察
(
1
2
1
1
4
日
）

端
出
場
水
力
発
電
所
竣
工

2
月
住
友
銀
行
を
株
式
会
社
に
改
組

(23
日）

2
月
清
朝
滅
亡
(
1
2
日
）

明
治
4
4
年

(
-
九

）
の
年

◆
五
良
津
山

・

河
之
北

・

加
茂

•

本
川

・

大
川
各
事

業
区
の
施
業
案
編
成

8
月

住
友
電
線
製
造
所
（
住
友
電
気
工
業
囲
の
前
身
）

設
立

(
1
日）

6
月

●
朝
鮮

・
森
林
令
公
布

(20
日）

明
治
4
3
年

（
＿
九
一
〇
）

J

の
年

●
立
川
山
事
業
区
の
施
業
案
編
成

3
月

■

朝
鮮

・
林
籍
調
査
事
業
開
始

8
月

日

韓

併

合

(22
日
）

山
之
内
事
業
区
は
林
況
調
査
の
み
実
施

明
治
4
2
年

(
-
九

0
九
）

）
の
年

◆
西
山
（
後
の
太
水
山
）
事
業
区
の
施
業
案
編
成
、

1
月

明
治
41
年

（
＿九

0
八

こ
の
年

◆
山
林
課
、
太
水
山
派
出
所
を
設
置

こ
の
年
以
降
小
作
人
共
済
貯
蓄
組
合
設
置
を
勧
誘

住
友
本
店
を
総
本
店
と
改
称

(1
日）

］
月
伸
銅
場
ケ
ー
ブ
ル
工
場
竣
工

(21
日
）

1
月
7
月
9
月

■

朝
鮮

・
森
林
法
公
布

(24
日）

■

沖
縄
県
に
国
有
林
野
法
施
行

(
1
日）

■

鴨
緑
江
採
木
公
司
設
置
(
5
日
）

J

の
年

11
月

明
治
40
年

(
-
九

0
七
）

）
の
年

◆
葛
籠
尾
第

一
事
業
区
と
千
足
山
事
業
区
の
施
業
案

編
成
、
城
師
第

一
事
業
区
は
林
況
調
査
し
施
業
案
編

成
は
見
送
り

◆
新
居
浜
中
村
に
松
木
苗
園
設
置

9
月

住
友
鋳
鋼
場
大
阪
島
屋
新
田
へ
移
転

(24
日
）

4
月

■

森
林
法
改
正
公
布

(23
日）

■

北
海
道
国
有
林
整
理
綱
領
策
定

■

浅
野
木
工
所
、
国
産
の
合
板
製
造
(
3
日
）

2
月

明
治
39
年

(
-
九

0
六
）

2
月

◆
第

一
備
林
と
介
在
所
有
林
の
造
林
計
画
書
を
作
成

1
月

■

青
森
大
林
区
署
に
わ
が
国
最
初
の
官
営

製
材
工
場
設
置

朝
鮮
京
城
に
統
監
府
設
置

(1
日）

明
治
38
年

(
-
九

0
五
）

1
月
7
月
こ
の
年

9
月
日
露
講
和
条
約
調
印
(
5
日
）

11
月
第
二
次
日
韓
協
約
調
印

(17
日）

5
月
6
月
こ
の
年

明
治
37
年

(
-
九

0
四
）

1
月
4
月

2
月
7
月
8
月

2
月

日

露

戦

争

勃

発

(
10
日
）

8
月

第

一
次
日
韓
協
約
調
印

(22
日）

◆
住
友
最
初
の
施
業
案
規
則
「
林
況
調
査
内
則
」
を
制

定

(19
日）

◆
大
阪
天
王
寺
の
第
六
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
林
産

品
等
を
出
品
し
、
三
等
賞
牌
を
受
賞

(
I
B
)

◆
山
林
課
に
臨
時
森
林
調
査
事
業
所
を
設
け
、
施
業

案
編
成
に
着
手

こ
の
年

◆
山
林
課
、
山
林
保
護
育
成
の
た
め
製
材
を
制
限

こ
の
年
以
降
小
作
米
品
評
会
を
地
所
課
で
実
施

大
阪
中
之
島
図
書
館
寄
付

(24
日）

総
理
事
伊
庭
貞
剛
辞
職

(
6
日）

鈴
木
馬
左
也
総
理
事
就
任

(31
日）

9
月
7
月
6
月

◆
山
林
課
、
七
番
山
派
出
所
を
設
置

◆
愛
媛
県
越
智
郡
竜
岡
町
（
現
、
至
川
町
）
の
山
林

を
買
収

(15
日
、
後
の
藤
子
事
業
区
）

◆
山
林
課
、
五
良
津
派
出
所
設
置

◆
藤
子
事
業
区
の
施
業
案
編
成

◆
山
林
課
、
葛
籠
尾
派
出
所
設
置

四
阪
島
製
錬
所
竣
工

(
1
日）

東
平
ー
黒
石
間
複
式
索
道
竣
工

(13
日）

◆
七
番
山
事
業
区

・
阿
島
事
業
区
の
施
業
案
編
成

_
 

_
 



9
月

◆
住
友
別
子
鉱
山
囲
事
務
章
程
改
正
さ
れ
、
地
所
課
・

山
林
課
を
廃
し
農
林
課
を
置
く

(
1
日）

●
借
用
国
有
林
の
借
地
料
改
定

(20
日）

7
月

昭
和
3
年
（
＿
九
二
八
）

7
月

5
月

2
月
こ
の
年

昭
和
2
年
（
＿
九
二
七
）

●
住
友
合
資
、
住
友
別
子
鉱
山
固
を
設
立
、
合
責
所

有
の
山
林
・
農
地
を
同
社
に
委
託

(1
日）

●
第
一
備
林
（
借
用
国
有
林
）
の
返
還
折
衝
始
ま
る

(15
日）

鷲
尾
勘
解
治
、
最
高
責
任
者
と
な
り
新
居
浜
の
都
市

整
備
に
着
手

●
銅
山
第

一
•

第
二
事
業
区
を
合
併
、
銅
山
事
業
区

と
す
る

こ
の
年

●
山
之
内
事
業
区
、
第

一
次
検
訂
時
に
施
業
案
編
成

こ
の
年
以
降

◆
山
林
課
の
伐
採
・
製
薪
炭
事
業
は
請
負
制
と
な
る

●
本
荘
所
長
停
年
退
職
、
合
資
会
社
理
事
兼
人
事

部
長
肥
後
八
次
林
業
所
長
と
な
る

(
14
日
）

合
資
会
社
社
則
制
定

(
1
日）

最
初
の
普
通
選
挙

(20
日）

■

外
材
輸
入
激
増
（
輸
入
量

―二
五
万
八

三
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
）

12月

J

の
年

10
月

10
月
9
月

6
月

7
月

5
月

湯
川
総
理
事
、
満
州
・
朝
鮮
視
察
(18
日
1
6
月
26

日
、
咸
興
視
察
の
予
定
は
京
城
で
入
院
の
た
め
中
止
）

合
資
会
社
事
務
章
程
改
正
、
経
理
部
第

一
課
•
第

二
課
を
併
せ
て
鉱
山
課
、
第
三
課
•
第
四
課
を
併

せ
て
商
工
課
と
す
、
林
業
所
を
所
管
す
る
鉱
山
課

長
に
は
本
郷
松
太
郎
を
任
命

(1
日
）

●
椎
葉

・
尾
崎
山
林
二
四
九
九
町
歩
、
別
子
鉱
槃

所
か
ら
移
管

(
1
日
）

●
本
所
に
お
け
る
係
長
を
廃
止
、
朝
鮮
軍
隅
里
事

業
所
を
竹
川
事
業
所
と
改
称

(29
日
）

3
月

別
子
労
働
争
議
解
決

(16
日）

●
城
師
第
一
•
第
二
事
業
区
を
合
併
、
城
師
事
業
区

と
す
る

金
融
恐
慌
起
こ
る

12
月
5
月

10
月

大
正
15
年
／
昭
和
元
年

2
月

(

l

九
―
―
六
）
こ
の
年

3
月

3
月

7
月
9
月
10
月

大
正
14
年
（
＿
九
二
五

4
月
こ
の
年

こ
の
年

5
月
6
月

3
月
5
月

農
林
省
お
よ
び
商
工
省
官
制
公
布

(31
日）

普
通
選
挙
法
公
布

(
5
日）

6
月
10
月
11
月

5
月

大
正
13
年
（
＿
九
一
＿
四
）
3
月

筏
津
1

日
浦
間
の
索
道
竣
工

(28
日）

新
居
浜
浮
遊
選
鉱
場
（
星
越
）
竣
工

◆
西
山
事
業
区
を
太
永
山
事
業
区
と
改
称

◆
本
川

・
大
川
事
業
区
を
合
併
、
高
藪
事
業
区
と
す

る

●
北
海
道
沼
ノ
上
事
業
所
と
沙
留
事
業
所
を
統
合
、

渚
滑
事
業
所
開
設

(23
日
）

●
村
田
重
治
、
林
業
所
嘱
託
を
辞
任

(30
日）

●
造
林
台
帳
規
程
制
定

(
9
日
）

●
平
賀
五
郎
、
留
学
か
ら
帰
国
、
事
業
課
経
営
係

兼
作
業
係
と
な
る

(24
日）

●
本
荘
所
長
、
朝
鮮
出
張

(22
日
1
6
月
28
日
）

日
之
出
生
命
昧
（
住
友
生
命
保
険
の
前
身
）
の
経

営
引
き
継
ぐ

(10
日
）

住
友
信
託
銀
行
固
設
立

(28
日）

●
多
田
支
配
人
、
朝
鮮
出
張

(
14
日
1
1
0
月
16
日
）

総
理
事
中
田
錦
吉
停
年
退
職
、
理
事
湯
川
寛
吉
総

理
事
就
任

(1
日）

一
五
代
家
長
住
友
吉
左
衛
門
友
純
死
去
、
嫡
子
厚

一
六
代
家
長
と
な
る

(
2
日
）

住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

（現
、
住
友
銀
行
ビ
ル
）
竣
工

(
2
日
、
林
業
所
五
階
に
入
居
）

●
「
事
業
予
定
案
及
事
業
実
行
表
ノ
作
製
並
事
業

実
行
手
続
」
制
定

(15
日）

制
定

(20
日）

●
木
材
関
税
引
上
げ

(29
日
、
以
後
昭
和

4
、
6
、
8
年
と
関
税
改
正
）

●
商
工
省
日
本
標
準
木
材
規
格
告
示

(26

日
）

3
月

●
林
業
経
営
案
編
成
規
程
制
定

(13
日
）

12
月

■

大
小
林
区
差
別
廃
止
、
営
林
局
署
官
制

大
正
12
年
（
＿
九

2
月
全
坑
水
を
第
四
通
洞
か
ら
排
水

2
月

●
支
配
人
多
田
平
五
郎
、
京
城
・
寧
海
出
張

(
7

日
1

3
月
4
日）

9
月
関
東
大
震
災
発
生

(
1
日）

■

震
災
復
旧
用
米
材
輸
入
の
著
増

12
月
3
月

大
正
11
年
(
-
九

10
月
新
居
浜
ー
四
阪
島
間
に
海
底
電
線
敷
設

(15
日）

2
月

●
永
興
事
業
所
を
咸
興
事
業
所
に
合
併
、
軍
隅
里

事
業
所
開
設

(
1
日）

●
林
業
所
、
平
和
記
念
東
京
博
覧
会
住
友
館
に
出

品

(10
日
1

7
月
31
日）

総
理
事
鈴
木
馬
左
也
退
任
、
常
務
理
事
中
田
錦
吉

総
理
事
就
任

(
5
日）

2
月
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
調
印

(
6
日）

3
月

南

洋

庁
官
制
公
布

(31
日）

9
月

5
月

大
正
10
年
（
＿
九

3
月
四
阪
島
製
錬
所
大
改
造
に
着
手
（
期
間

一
年
）

2
月
3
月
5
月

H
日ハ

大
正
9
年
（
＿
九
二

0
)

9
月
12
月

東
平
に
比
重
選
鉱
設
備
設
置

四
阪
島
製
錬
所
の
錬
銅
工
程
を
転
炉
式
と
す
る

3
月
4
月
4
月
7
月
7
月
8
月
11
月

●
宮
崎
県
椎
葉
詰
所
開
設

(23
日
）

●
朝
鮮
永
興
詰
所
開
設

(19
日）

鈴
木
総
理
事
、
九
州
視
察

(16
日
1
)

●
北
海
道
沙
留
詰
所
開
設

(
2
日）

鈴
木
総
理
事
、
北
海
道
視
察

(17
日
1
)

●
朝
鮮
伊
川
詰
所
開
設

(28
日
）

●
林
業
課
詰
所
主
席
者
会
議
開
催

(
1
1
1
2
4
日
）

住
友
合
資
会
社
設
立

(26
日
）

●
朝
鮮
鏡
城
詰
所
開
設

(
14
日
）

●
平
賀
五
郎
、
休
職
洋
行

・
留
学

（
林
業
に
関
す

る
調
査
研
究
の
た
め
）
（
2
日
）

●
林
業
所
設
置
、
事
務
章
程
制
定
、

詰
所
を
事
業

所
（
主
席
詰
員
を
主
任
）
と
改
称
（
京
城
は
出
張
所
）

(19
日）

鈴
木
総
理
事
京
城
出
張
（
朝
鮮
総
督
府
産
業
調
査

委
員
会
出
席
の
た
め
、
●
本
荘
所
長
同
行
京
城
出

張
所
訪
問
）

首
相
原
敬
暗
殺
さ
れ
る

(4
日）

1
月
3
月
7
月

大
正
8
年
（
＿
九
一
九
）

2
月
5
月

士
佐
吉
野
川
水
力
電
気
味
設
立

新
居
浜
電
錬
（
精
銅
）
工
場
竣
工
、
電
気
銅
の
生
産

開
始

3
月
10
月

●
総
本
店
に
林
業
課
設
置

(13
日）

●
紋
別
詰
所
を
渋
野
津
内
詰
所
と
改
称

(
11
日
）

●
朝
鮮
京
城
・
咸
興
・
寧
海
詰
所
開
設

(
11
日
）

国
際
連
盟
発
足

(10
日
）

戦
後
恐
慌
起
こ
る

■

公
有
林
野
官
行
造
林
法
公
布

(27
日）

5
月
6
月

●
樹
苗
養
成
奨
励
規
則
公
布

(
5
日）

ベ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
調
印

(28
日）

ー

_
 



7
月

昭
和
16
年
（
＿
九
四

5
月

ニ
七
0
0
万
円
↓
五
〇

住
友
鉱
業
固
増
資

(
5
日、

0

0
万
円
）

◆
借
用
国
有
林
の
払
下
げ
陳
情
書
を
農
林
大
臣
・
山

村
局
長
・
高
知
営
林
局
長
に
提
出
(
2
4
日
）

4
月
3
月

●
ス
ラ
ン
ヂ
ン
護
諜
園
の
経
営
引
き
受
け
契
約
調

印

(
3
日）

総
理
事
小
倉
正
恒
退
職
、
専
務
理
事
古
田
俊
之
助

総
理
事
就
任

(2
日）

2
月
3
月
6
月

●
日
本
木
材
統
制
味
設
立
(
26日）

●
木
材
統
制
法
公
布
(
13
日）

大
本
営
、
「
対
南
方
施
策
促
進
に
関
す
る
件
」

を
決
定

(
6
日）

10月
12
月

9
月
7
月

昭
和
15
年
（
＿
九
四

0
)

5
月

別
子
開
坑
二
五
0
年
式
典
挙
行

(9
日）

6
月

1
月
3
月
7
月
7
月

6
月
7
月

昭
和
14
年
（
＿
九
三
九
）
5
月

●
愛
媛
県
上
浮
穴
郡
面
河
村
の
山
林
を
買
収
し
、
中

山
事
業
区
と
す
る

新
居
浜
港
竣
工

四
阪
島
製
錬
所
中
和
工
場
竣
工
、
煙
害
問
題
解
決

1
月

●
咸
興
に
朝
鮮
販
売
所
設
置

(
1
日）

3
月
9
月
9
月
10
月
10
月
12
月

4
月

昭
和
13
年
（
＿
九
＝
＿
八

2
月
3
月

10
月

）
の
年

住
友
別
子
鉱
山
と
住
友
炭
磯
合
併
、
住
友
鉱
業
抹
発

足

(21
日
、
資
本
金
一
―ヒ
0

0
万
円
）

住
友
ク
ラ
ブ
・

泉
寿
亭
竣
工
（
住
友
五
杜
共
同
施
設）

2
月
3
月
3
月

林
業

昭
和
12
年
（
＿
九
l

I

＿七）

6
月

7
月
9
月
10
月
10
月
11
月

5
月

3
月

新

居

浜

電

錬
工
場
に
金
・
銀
電
解
設
備
竣
工

昭
和
11
年
（

＿
九
―二六

1
月

新

居
浜
港
に
浮
桟
橋
竣
工

4
月

●
椎
葉
支
所
を
細
島
に
移
転
、
細
島
支
所
と
改
称

2
月

ニ

・
ニ
六
事
件
起
こ
る
(
2
6
日
）

昭
和
10
年
(
-
九
三
五

5
月
こ
の
年

5
月

■

東
京
・
大
阪
に
国
有
林
産
物
販
売
所
設

立

(18日
）

12
月

昭
和
6
年
（
＿
九
―
-
＿
-
）

昭
和
7
年
（
＿
九
三
二
）

昭
和
9
年
（
＿
九
＝
＿
四
）

東
平
ー
端
出
場
間
の
索
道
竣
工

(27
日）

◆
七
番
山
・
慈
籠
尾

・
城
師
・
銅
山

・
浦
山
各
事
業

区
を
合
併
し
て
、
別
子
山
事
業
区
と
す
る

3
月

別

子

鉱

山

産

全

鉱

石
を
浮
遊
選
鉱
と
す
る

11
月

9
月

関

西
風
水
害
（
室
戸
台
風
）
（
21
日）

こ
の
年

9
月

四
阪
島
製
錬
所
ペ
テ
ル
ゼ
ン
式
硫
酸
工
場
全
工
事
完

成◆
製
材
事
業
は
、
新
居
浜
製
材
工
場
と
千
足
山
製
材

工
場
の
二
か
所
と
な
る

6
月

1
月

上
海
事
変
勃
発

(28日）

5
月

五
・
一
五
事
件
起
こ
る

(15日）

7
月

新

居
浜
昭
和
通
り
竣
工

(9
日）

1
月
12
月

4
月
9
月
12月

10
月
12月

昭
和
4
年
（
＿
九
二
九
）

昭
和
5
年
(
-
九
＝
＿

0
）

5
月
こ
の
年

採
鉱
本
部
を
東
平
か
ら
端
出
場
に
移
転

●
農
林
課
の
搾
乳
場
、
磯
浦
か
ら
西
谷
に
移
転

6
月
8
月

1
月
4
月

金
輸
出
解
禁

(
11
日）

ロ
ン
ド
ン
海
軍
条
約
調
印
(
2
2
日
）

6
月

6
月
新
居
浜
築
港
計
画
出
願

11
月

別

子

鉱

山

専
用
鉄
道
、
地
方
鉄
道
と
な
る

(
5
日）

4
月

10
月
10月

11
月

10
月

四

阪

島

製

錬

所

ペ
テ
ル
ゼ
ン
式
硫
酸
工
場
工
事
着
手

7
月ー
小
倉
常
務
理
事
北
海
道
視
察

(10
日
1
8
月
6
日
、

鴻
之
舞
、
上
歌
志
内
、
赤
平
、
渚
滑
、
沙
留
）

●
事
業
所
を
支
所
、

主
任
を
支
所
長
・
出
張
所
長

と
改
称

(23
日）

小
倉
常
務
理
事
、
中
国
・
満
州
•
朝
鮮
視
察

(I
I

日
＼

5
月
17
日）

●
林
業
所
預
託
牛
規
程
制
定

(
6
日）

●
事
業
課
お
よ
び
支
所
の
係
を
廃
止

(
5
日）

総
理
事
湯
川
寛
吉
退
職
、
常
務
理
事
小
倉
正
恒
総

理
事
就
任
(
1
2
日
）

●
京
城
出
張
所
廃
止
、
駐
在
員
と
す
る

(18日）

●
理
事
兼
林
業
所
長
肥
後
八
次
退
職
(
3
1
日
）

●
所
長
制
を
廃
止
、
支
配
人
制
と
す
る

(14
日）

●
林
業
所
畜
牛
貸
付
規
程
制
定

(23
日
）

●
副
支
配
人
を
廃
止
、
支
配
人
代
理
者
・
技
師
を

置
く
、
事
業
課
・
経
理
課
を
併
せ
て
総
務
課
と
す

る
(
2
5
日
）

住
友
機
械
製
作
固
（
住
友
重
機
械
工
菓
固
の
前
身
）

設
立

(
1
日）

●
鏡
城
支
所
を
清
津
に
移
転
、
清
津
支
所
と
改
称

(1
日）

(
1
日）

家
長
住
友
吉
左
衛
門
友
成
、
東
北

・
北
海
道
視
察

(13日
1
6
月
4
日）

住
友
合
資
会
社
解
散
(
2
8
日
）

固
住
友
本
社
設
立

(
1
日）

●
住
友
合
資
会
社
林
業
所
、
固
住
友
本
社

所
と
改
称

(
1
日）

●
細
島
支
所
を
富
島
支
所
と
改
称

(11
日
）

●
塚
田
清
男
か
ら
ボ
ル
ネ
オ
島
ス
ラ
ン
チ
ン
護
諜

園
の
経
営
引
き
受
け
の
申
し
入
れ

●
業
務
課
保
田
克
巳
ボ
ル
ネ
オ
他
南
方
現
地
調
査

(23
日
1
11
月
27
日）

●
洗
浦
牧
場
（
朝
鮮
江
原
道
平
康
郡
）
経
営
開
始

(
1
日）

■

造
林
奨
励
規
則
公
布

(
11
日
）

世
界
恐
慌

（
昭
和
恐
慌
）
始
ま
る
(
24日、

昭
和
7
年
頃
ま
で
続
く
）

重
要
産
業
統
制
法
公
布

(
1
日）

満
州
事
変
勃
発
(
1
8
日
）

金
輸
出
再
禁
止
(
1
3
日
）

日
華
事
変
勃
発

(
7
日）

臨
時
資
金
調
整
法
公
布

(10
日）

■

森
林
火
災
保
険
特
別
会
計
法
施
行
(1
日）

■

南
洋
材
輸
入
規
制
措
置

(
11
日
）

新
居
浜
市
制
施
行

(
3
日）

●
日
本
米
材
輸
入
組
合
結
成

(
1
日）

●
農
林
省
職
員
皇
紀
二
千
六
百
年
記
念
事

業
と
し
て
橿
原
神
宮
お
よ
び
宮
崎
神
宮
境

域
に
二
六
0

0
本
の
造
苑
献
木

国
家
総
動
員
法
公
布

(
1
日
）

■

林
業
種
苗
法
公
布
(
1
8
日
）

第
二
次
世
界
大
戦
始
ま
る

(
1
日）

■

用
材
生
産
統
制
規
則
公
布

(27
日）

価
格
等
統
制
令
公
布
(
18日
）

■

用
材
規
格
規
程
公
布
(
13
日）

■

木
炭
配
給
統
制
規
則
公
布
(
19日
）

●
農
林
省
山
林
局
に
木
材
統
制
課
新
設

●
木
炭
需
給
調
節
特
別
会
計
法
公
布
(
30
日）

●
農
林
省
、
木
炭
事
務
所
を
設
置

(
6
日）

●
木
炭
課
新
設
、
薪
炭
材
需
給
調
整
規
則

施
行
(
3
1
日
）

会
杜
経
理
統
制
令
公
布
(
1
9
日
）

●
国
内
産
材
針
葉
樹
に
最
初
の
公
定
価
格

設
定

(29
日）

_
 



10
月
11
月
12
月
12
月
12
月

12
月

9
月
9
月
9
月
10
月

8
月
8
月
8
月
10
月
10
月
11
月

8
月

8
月
8
月

昭
和
20
年

（
＿
九
四
五
）

6
月

3
月
4
月
4
月
7
月

住
友
鉱
業
固
、
第
―

一次
軍
需
会
社
に
指
定

(25
日）

枝
折
ー
黒
石
間
の
索
道
竣
工

住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
元
山
工
場
を
基
に
朝
鮮

住
友
軽
金
属
固
を
設
立
、
小
華
和
朝
鮮
営
業
所
長

同
社
兼
務

(26
日）

●
全
国
各
地
に
設
け
た
航
空
機
用
単
板
製
造
に
関

す
る
協
力
工
場
に
対
し
原
木
供
給
•
生
産
管
理
の

た
め
派
出
員
を
設
置

(23
日）

●
住
友
化
工
材
工
業
固
設
立
、
林
業
所
長
平
賀
五

郎
同
社
常
務
取
締
役
兼
務
、
副
所
長
立
岩
精

一
同

社
取
締
役
林
業
部
長
兼
務

(
1
日）

●
朝
鮮
営
業
所
を
廃
止
し
京
城
事
務
所
を
設
置
(26

日
）
●
山
崎
事
業
所
を
大
阪
支
所
か
ら
分
離
し
、
業
務

課
直
属
の
山
綺
直
轄
事
業
所
と
改
称

(16
日）

住
友
戦
時
総
力
会
議
を
置
く

(15
日
）

●
日
本
法
人
住
友
ホ
ル
ネ
オ
殖
産
⑮
設
立
、
闊
印

法
人
を
買
収

(30
日）

林
業
所
大
阪
営
業
所
、
和
歌
山
県
佐
本
村
で
山
林

九
六
四
町
歩
購
入

●
富
山
県
井
汲
町
に
井
汲
分
室
設
置

終
戦
に
よ
り
朝
鮮
お
よ
び
南
方
の
諸
事
業
停
止

(15
旦

応
急
転
換
方
策
懇
談
会
を
開
催

(10
1
11
日）

住
友
ヒ
ル
の

一
部
米
軍
に
接
収
さ
れ
る

(27
日）

外
地
勤
務
者
の
帰
還
援
護
方
針
を
決
定

古
田
総
理
事
、

G
H
Q経
済
科
学
局
長
ク
レ
ー
マ

ー
大
佐
と
会
談

(18
日）

理
事
会
に
て
本
社
解
体
方
針
を
決
定

(19
日
）

本
社
解
散
を
発
表

(
7
日）

制
限
会
社
に
指
定
さ
れ
る

(
8
日
）

外
地
勤
務
者
援
護
会
の
事
務
開
始
(
10
日）

代
表
取
締
役
社
長
住
友
吉
左
衛
門
辞
任

(22
日
）

決
戦
非
常
措
置
要
綱
閣
議
決
定

(25
日
）

■

挙
国
大
造
林
運
動
の
中
止

■

施
業
案
編
成
事
業
の
停
止

マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦

(19
日）

■

木
材
薪
炭
生
産
令
公
布
即
日
施
行

(29

日）東
条
内
閣
総
辞
職

(18
日）

■

木
材
配
給
統
制
規
則
公
布
即
日
施
行

(18
日）

学
徒
勤
労
令
・
女
子
挺
身
勤
労
令
公
布

(23
日）

■

民
有
林
の
官
行
祈
伐
事
業
開
始

東
京
大
空
襲

(
9
1
10
日）

■

戦
時
森
林
資
源
造
成
法
公
布

(
4
日）

鈴
木
貰
太
郎
内
閣
成
立

(
7
日
）

米
英
ソ
、
ポ
ツ
ダ
ム
会
談
開
く

(17
日
1

8
月
2
日
）

広
島

(6
日
）、
長
崎

(
9
日
）
に
原
爆
投

下ソ
連
参
戦

(8
H
)

終
戦
詔
勅
、
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
受
諾

(
15
日
）

東
久
摺
宮
稔
彦
王
内
閣
成
立

(17
日）

幣
原
喜
重
郎
内
閣
成
立

(
9
日）

国
際
連
合
、
正
式
成
立

G
H
Q、
「
持
株
会
社
の
解
体
に
関
す
る
覚

書」

(
6
日）

G
H
Q、
「
農
地
改
革
に
関
す
る
覚
書
」
(9

日）

9
月
JO
月

）
の
年

8
月

8
月
5
月

7
月
7
月

5
月

昭
和
19
年

（
＿
九
四
四

4
月
11
月

3
月

2
月
2
月
2
月
6
月
6
月

11
月

ャ

、

i
~

8
月
8
月

8
月
6
月

5
月

昭
和
18
年

(
-
九
四

10
月

住

友

鉱

業

固

増

資

(1
日
、
五
0
0
0
万
円
↓
八
0

0

0
万
円
）

4
月

住
友
金
属
、
海
軍
か
ら
強
化
木
に
よ
る
航
空
機
用

プ
ロ
ペ
ラ
の
生
産
を
命
ぜ
ら
る

●
住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
昧
元
山
工
場
建
設
用

の
木
材
調
逹
の
た
め
、
小
華
和
朝
鮮
営
業
所
長
ア

ル
ミ
製
錬
兼
務
と
な
る

(28
日）

本
所
作
業
係
の
規
模
が
支
所
並
み
に
拡
大
し
た
た

め
こ
れ
を
廃
止
し
大
阪
支
所
を
設
置

(23
日
）

●
南
方
事
業
を
本
社
・
林
業
所
の
共
管
か
ら
林
業

所
の
所
管
と
す
る
。
戸
倉
事
業
所
を
山
崎
事
業
所

と
改
称

(
2
日）

●
支
配
人
制
を
廃
止
、
所
長
制
と
す
る

(2
日
）

住
友
金
属
に
対
す
る
資
材
供
給
の
た
め
、
塩
見
嘉

一
他
四
名
住
友
金
属
技
術
部
兼
務

(
JO
日
）

7
月
10
月
11
月

東
京
都
制
施
行

(1
日
）

第
一
回
学
生
出
陣

(21
日）

農
林
・
商
工
の
二
省
を
再
絹
し
て
農
商
省

・
軍
需
省
設
置

(1
日）

8
月
10
月

7
月

10
月

6
月

6
月
10
月

4
月
12
月

◆
猿
谷
農
林
課
長
「
拝
借
国
有
林
立
木
伐
採
返
地
ニ

関
ス
ル
善
後
措
置
私
案
」
作
成

(13
日）

端
出
場
ー
鹿
森
間
索
道
竣
工

(26
日）

◆
借
用
国
有
林
、
返
還
交
渉

(18
年
9
月
返
還
期
限

1
0
年
延
長
と
な
る
）

4
月
5
月

昭
和
17
年

(
-
九
四

3
月

4
月

●
海
軍
か
ら
ボ
ル
ネ
オ
に
お
け
る
木
材
お
よ
び
ゴ

ム
の
蒐
荷
業
務
を
受
命

(
9
日）

●
ス
ラ
ン
ヂ
ン
殖
産
派
遣
員
、
横
浜
出
帆

(26
日
）

●
陸
軍
か
ら
ジ
ャ
ワ
島
チ
ペ
チ
ル
農
園
の
経
営
お

よ
び
ス
マ
ト
ラ
松
脂
林
の
経
営
を
受
命

(18
日）

●
本
社
直
轄
ジ
ャ
ワ
お
よ
び
ス
マ
ト
ラ
両
事
業
所

設
置

(12
日）

●
ス
ラ
ン
チ
ン
殖
産
味
、
社
名
を
住
友
ボ
ル
ネ
オ

殖
産
固
と
改
称

(10
日）

住
友
本
社
、
南
方
委
員
会
を
設
置

(
1
日
）

●
最
後
の
支
所
長
会
議
、
古
田
総
理
事
訓
示

(31

日）

1
月
4
月
5
月

ー
●

本
社
塩
原
敬
五
•
井
岡
日
出
雄
、
林
業
所
保
田

克
巳
、
ス
ラ
ン
ヂ
ン
殖
産
閥
設
立
の
た
め
蘭
印
出

張

(22
日）

●
近
畿
地
区
山
林
経
営
の
た
め
、
本
所
に
作
業
係

を
、
事
業
地
に
事
業
所
を
設
置
、
朝
鮮
販
売
所
を

朝
鮮
営
業
所
と
改
称

(
9
日）

●
ス
ラ
ン
ヂ
ン
殖
産
昧
設
立
認
可

(22
日）

■

全
国
森
林
統
合
連
合
会
発
足

(23
日）

戦
時
金
融
金
庫
設
立

(18
日）

■

木
材
業

・製
材
業
の
自
由
営
業
停
止

(31

日）ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦

(
5
日）

■

政
府
、
五
0
万
町

一
0
カ
年
造
林
計
画

展
開

■

林
業
振
興
補
助
規
則
公
布
、
即
日
施
行

(15
日
）

11
月

9
月

11
月

◆
借
用
国
有
林
払
下
け
願
却
下

(2
7
H
)

4
月

7
月
7
月
8
月
12
月

■

日
本
木
材
固
設
立
認
可

(
2
日）

日
本
軍
、
南
部
仏
印
へ
進
駐

(28
日）

重
要
産
業
団
体
令
公
布

(30
日）

太
平
洋
戦
争
勃
発

(
8
日）

ー



6
月

昭
和
28
年
（
＿
九
五

4
月
7
月

3
月

2
月
3
月
7
月

11
月

11
月

昭
和
27
年
(
-
九
五

5
月
11
月

1
月
4
月
4
月
5
月
9
月

1
月
4
月
5
月
7
月

9
月

4
月
4
月
5
月

扶
桑
農
林
・
九
州
農
林
・
北
海
農
林
の
三
社

合
併
し
、
東
邦
農
林
は
設
立

(12
日）

東
邦
農
林
、
九
州
支
店
の
尾
崎
南
郷
山
林
―
IH
ハ

三
六
町
歩
を
山
陽
パ
ル
プ
に
売
却

四
国
林
業
、
別
子
山
村
と
の
間
で
、
同
社
の
借

用
国
有
林
の
う
ち
―

――1
0
0
町
歩
を
村
に
貸
与

し
、
立
木
は
村
に
譲
渡
す
る
こ
と
で
合
意

四
国
林
業
、
第
二
次
資
産
再
評
価
実
施

(
1
日）

東
邦
農
林
、
東
京
事
務
所
新
設

(2
日
）

東
邦
農
林
、
倍
額
増
資
に
よ
り
新
資
本
金
―
一七

0
0
万
円

(25
日）

四
国
林
業
、
倍
額
増
資
に
よ
り
新
資
本
金
―

10

0
0
万
円

(30
日）

平
賀
五
郎
、
東
邦
農
林
の
監
査
役
に
復
帰

四
国
林
業
、

ニ

・
五
倍
増
資
に
よ
り
新
資
本
金

五
0
0
0
万
円

(20
日）

東
邦
農
林
、
初
の
株
主
配
当
実
施
（
年
一

0
%
）

四
国
林
業
、
第
三
次
資
産
再
評
価
実
施

(1
日
）

東
邦
農
林
、
倍
額
増
資
に
よ
り
新
資
本
金
五
四

0
0
万
円

四
国
林
業
、

大
栃
圃
新
設

四
国
林
業
、
営
業
課
を
事
務
課
と
新
居
浜
⑤
に
分
割

東
邦
農
林
、
岩
手
⑤
を
東
北
支
店
に
昇
格

四
国
林
業
、
窪
川
仰
新
設

東
邦
農
林
、
東
北
支
店
に
尻
内
国
新
設

東
邦
農
林
、
東
京
圏
を
東
京
圏
と
し
営
業
部
の
所
厖

と
す
る

(
5
日
）

東
邦
農
林
、
製
材
工
場
を
買
収
し
落
合
⑤
新
設

4
月
5
月
11
月

10
月

3
月

3
月

3
月

1
月
2
月

1
月
4
月
7
月
9
月
9
月

4
月
7
月

2
月

4
月
4
月

昭
和
25
年
（
＿
九
五

0
)

昭
和
26
年
（
＿
九
五
l

)

1
日バ

2
月

四
国
林
業
の
課
長
、
労
働
組
合
、
非
労
組
の
各

代
表
が
連
名
で
合
併
反
対
の
声
明
書
を
四
社
の

社
長
宛
提
出

四
国
林
業
、

G
H
Qに
対
し
合
併
見
合
わ
せ
の

文
書
提
出
、
合
併
は
白
紙
に

第
一
次
資
産
再
評
価
実
施

(
1
日）

扶
桑
農
林
・
九
州
農
林
・
北
海
農
林
の
三
社、

H
C
L
C
（
持
株
会
社
整
理
委
員
会
）
に
合
併

の
陳
情
書
を
提
出

(5
日
）

四
国
林
業
、

宇
和
島
⑤
新
設

扶
桑
農
林
、
東
邦
農
林
設
立
に
際
し
新
宮
山
林

（和

歌
山
県
）
六
六
四
町
歩
売
却

北
海
道
渚
滑
よ
り
名
古
屋
へ
、
ナ
ラ
材
貨
車

一
台
移

出

（交
流
材
の
始
ま
り）

東
邦
農
林
、
東
京
闇
新
設

四
国
林
業
、
宿
毛
圃
新
設

東
邦
農
林
、
三
重
⑤
新
設

(27
年
12
月
廃
止
）

2
月

1
月
4
月
5
月
6
月
6
月
7
月
8
月
こ
の
年

め
、
四
日
市
工
場
臨
時
建
設
部
設
置

10月

8
月
10
月
12
月
12
月

4
月
8
月

1
月

3
月
4
月
6
月
8
月
9
月
10
月
11
月

12
月

8
月
12
月

12
月

7
月
4
月

昭
和
23
年
（
＿
九
四
八
）

2
月

2
月

昭
和
22
年
（
一
九
四
七
）

6
月

昭
和
24
年
(
-
九
四
九
）

3
月

住
友
本
社
事
実
上
解
散
。
役
員
の
大
半
が
辞
任
、

平
賀
林
業
所
所
長
ら
が
取
締
役
に
就
任

(20
日
）

ボ
ル
ネ
オ
、
ス
マ
ト
ラ
、
ジ
ャ
ワ
、
朝
鮮
よ
り

現
地
派
遣
社
員
ぞ
く
ぞ
く
と
帰
国

住
友
本
社
解
体
案
を

G
H
Q
に
提
出

（農
林

部
門
は
独
立
会
社
と
す
る
）

G
H
Qよ
り
、
「
住
友
本
社
は
直
ち
に
解
散
し
財

産
は
即
時
競
売
せ
よ
」
と
の
指
ホ
を
う
け
る

農
林
部
門
を
分
離
し
二
社
に
分
割
す
る
申
請
書

を
G
H
Qに
提
出

(20
日
）

G
H
Qと
折
衝
の
結
果
、
六
社
分
割
案
が
了
承

さ
れ
再
申
請

(IO
日
）

住
友
本
社
解
体
に
伴
い
、
企
業
再
建
整
備
法
に

基
つ
き
、
新
会
社
六
社
（
兵
庫
林
業

・
東
海

農
林
・
扶
桑
林
業
・
北
海
農
林
・
九
州
農
林

・

四
国
林
業
各
株
式
会
社
）
を
設
立

(20
日
）

扶
桑
林
業
、
兵
庫
林
業
、
東
海
農
林
の
一二
社
合

併
し
、
扶
桑
農
林
昧
設
立

(24
日）

九
州
農
林
、
本
社
を
人
吉
市
よ
り
福
岡
市
に
移

す扶
桑
•
四
国
・
九
州
・
北
海
の
四
社
で
合
併
に

つ
き
会
談

四
社
、
合
併
契
約
書
に
調
即

合
併
申
請
書
を
G
H
Qに
提
出

G
H
Q、
四
社
を
視
察

四
国
林
業
、
経
営
合
理
化
の
た
め
人
員
整
理

四
国
林
業
、
新
居
浜
⑰

・
宇
和
島
⑤

(25
年
2
月
廃

止
）
•
本
山
⑰
(2
3年
8

月
廃
止
）
新
設

兵
庫
林
業
、
神
戸
圏
を
新
設
し
、
福
原
土
場
で
製
材

品
の
卸
・
小
売
り
開
始

東
海
農
林
、
名
古
屋
下
堀
川
に
土
場
を
開
き
、

素
材

と
と
も
に
製
材
品
の
卸

・小
売
り
開
始

四
国
林
業
、
商
松
⑤
新
設

九
州
農
林
、
人
吉
支
店
新
設

九
州
農
林
、
細
島
木
工
所
お
よ
び
都
城

(26
年
6
月

廃
止
）
、
葦
北
、
田
の
浦
圃

（
い
ず
れ
も
25
年
4
月

廃
止
）
新
設

九
州
農
林
、
柳
井
圃
新
設

扶
桑
農
林
、
資
金
手
当
の
た
め
戸
倉
山
林
（
兵
庫
県

宍
粟
郡
）
―
-
八
一二
町
歩
、
お
よ
び
上
野
製
材
工
場
を

売
却
扶
桑
農
林
、
日
本
板
硝
子
向
け
ガ
ラ
ス
箱
生
産
の
た

四
国
林
業
、
新
居
浜
②
を
廃
止
し
、
購
買
課
・
販
売

課
新
設

四
国
林
業
、
西
条
圃
新
設

九
州
農
林
、
湯
の
浦
圃
新
設

6
月
7
月
8
月
10
月
10月
11
月

4
月
6
月

1
月

12
月
9
月

2
月
5
月
6
月
8
月
9
月
10
月

8
月
1
月

昭
和
21
年
（
＿
九
四
六

1
月

8
月

田
辺
支
所
新
設

4
月
5
月
7
月
11
月

ー

胃

初
の
男
女
平
等
総
選
挙

吉
田
茂
内
閣
成
立

(22
日
）

■

日
本
木
材
輸
入
協
会
設
立

日
本
国
憲
法
公
布

(
3
日）

一＿
．
日
本
国
憲
法
施
行

(
3
日）

片
山
哲
内
閣
成
立

(
1
日）

古
橋
広
之
進
、
水
泳
で
世
界
新
記
録

■

大
阪
木
材
市
場
が
市
売
再
開

国
勢
調
査
再
開
、
総
人
口
七
八

一
0
万
人

■

木
材
・
製
材
業
者
、
許
可
制
か
ら
登
録
制

-

）

 ，
 
ソ
連
、
ベ
ル
リ
ン
封
鎖
開
始

■

フ
ィ
リ
ピ
ン
よ
り
合
板
用
ラ
ワ
ン
丸
太
輸

入福
井
震
災
、
死
者
三
七
六
九
人

(28
日
）

■

建
設
院
が
省
に
昇
格

■

総
理
府
、
第

一
回
住
宅
統
計
調
査
実
施

■

合
板
統
制
撤
廃

吉
田
茂
内
閣
成
立

(19
日）

極
東
軍
事
裁
判
所
判
決

ド
ッ
ジ
米
公
使
、
均
衡
予
算
強
調

一
ド
ル
1
1

三
六
0
円
の
為
替
レ
ー
ト
設
定

■

林
野
局
、
林
野
庁
に
昇
格

松
川
事
件

シ
ャ
ウ
プ
税
制
勧
告

中
華
人
民
共
和
国
成
立
、
主
席
に
毛
沢
東

湯
川
秀
樹
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

(3
日
）

■

木
材
の
配
給
、
価
格
統
制
廃
止

山
本
富
士
子
、
第
一
回
ミ
ス
日
本
に

■

建
築
基
準
法
公
布

朝
鮮
戦
争
勃
発

(25
日
）

■

住
宅
金
融
公
庫
設
立

レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
始
ま
る

警
察
予
備
隊
創
設

朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
需
景
気

第
一
回
N
H
K
紅
白
歌
合
戦
ラ
ジ
オ
放
送

マ
ソ
カ
ー
サ
ー
連
合
国
最
高
司
令
官
解
任

■

森
林
法
改
正
、
小
・
中
径
木
の
伐
採
制
限

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議

映
画

「羅
生
門
」
、
ベ
ニ
ス
映
画
祭
で
グ
ラ

ン
プ
リ
受
賞

ル
ー
ス
台
風
、
死
者
九
四
三
人

■

ラ
ワ
ン
、
米
材
A
A
（自
動
承
認
）
制
に

平
和
条
約
発
効
、
独
立
回
復

血
の
メ
ー
デ
ー
事
件

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
会
、
日
本
、

戦
後
初
参
加

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
、
米
大
統
領
に
当
選

N
H
K
、
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

ス
タ
ー
リ
ン
・
ソ
連
首
相
死
去

朝
鮮
休
戦
協
定
調
印



昭
和
3
3
年

（＿

九
五
八
）

11
月
山
林
部
に
営
林
課
・
計
画
課
新
設

8
月
8
月
8
月

4
月
4
月
7
月
9
月

7
月
8
月

4
月

7
月

1
月
1
月

1
月
3
月

1
月

10
月
9
月
6
月

4
月

11
月

3
月

11
月

2
月

昭
和
32
年

(
-
九
五
七
）

4
月

四
国
支
店
、
御
代
島
（
新
居
浜
市
、
八
万
六
〇

1
0
坪
）
を
住
友
化
学
に
譲
渡

林
梁
技
術
研
究
室
お
よ
び
調
査
室
新
設
。
経
理

部
に
経
理
課

・
査
業
課
新
設

平
岩
取
締
役
会
長
、
退
任

(30
日）

1
月

東
京
支
店
、
横
浜
の
有
力
六
業
者
に
よ
り
当
社
専
属

荷
受
祉
合
「
横
浜
港
友
会
」
設
立

四
国
支
店
、
高
知
営
林
局
と
の
間
で
、
別
子
山
ほ
か

国
有
林
と
石
鎚
山
ほ
か
杜
有
林
の
交
換
契
約

四
国
支
店
、
西
条
脚
↓
西
条
工
場

(38
年
7
月
廃
止
）

北
海
道
支
店
、
帯
広
②
新
設

中
国
支
店
、
一
云
一田
尻
②

(37
年
1
2
月
防
府
に
改
称
）

・
岩
国
叫

(36
年
11
月
廃
止
）
新
設
、
落
合
⑤
↓

落
合
工
場

(35
年
9
月
廃
止
）

当
社
専
属
チ
ッ
プ
工
場
と
し
て
、
岐
阜
木
之
本
木
材

協
同
組
合
チ
ソ
プ
工
場
完
成

九
州
支
店
、
大
口
山
林
五
八
六
ha
を
、
人
吉
製
材
企

業
協
同
組
合
よ
り
購
入

北
海
道
支
店
、
紋
別
⑤
↓
紋
別
山
林
事
業
所

本
社
に
山
林
委
員
会
設
置

四
国
支
店
、

三
島
血
新
設
、
本
山
②
↓
圃

(
37
年

1
2
月
廃
止
）

九
州
支
店
、
宮
崎
県
椎
葉
村
と
山
林
交
換
分
合
契
約
、

村
有
契
約
地
解
約
問
題
解
決

大
阪
支
店
に
ラ
ジ
ア
ー
タ
ー
マ
ツ
初
入
荷

ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ノ
ク
社
よ
り
米
ヒ
ノ
キ
輸

入

（米
材
の
直
輸
入
の
始
ま
り
）

四
国
支
店
、
宿
毛
図
新
設

九
州
支
店
、
宮
崎
・
人
吉
両
山
林
事
業
所
新
設

熊
本
岡
↓
閤

(35
年
2
月
廃
止
）

2
月
3
月
4
月
7
月
10
月

10
月
11
月
8
月
8
月

）
の
年

6
月

九
州
支
店
、
鹿
児
島
血

(33
年
8
月
廃
止
）
・
熊
本

側
新
設

大
阪
支
店
、
新
宮
製
材
販
売
協
同
組
合
と
製
品
八
一――

O
l
m
／
月
東
京
出
荷
の
契
約

保
田
東
京
支
店
長
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
へ
出
張
（
戦

後
初
の
海
外
出
張
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
リ
ア
ン
ガ
材
初
入
荷

中
国
支
店
新
設
。
四
国
支
店
三
原
叫

(
32
年
3
月
廃

止
）
と
大
阪
支
店
落
合
⑤
を
中
国
支
店
に
移
管

12
月

10
月

6
月
6
月

7
月
8
月
10
月

昭
和
31
年

(
＿
九
五
六

3
月
3
月
3
月

2
月
7
月

8
月
10
月
10
月

5
月
9
月

5
月
8
月

4
月

5
月
7
月
9
月
JO
月
10
月
11
月

昭
和
29
年

(
-
九
五
四
）

3
月

昭
和
3
0
年
（
＿
九
五
五
）

2
月

四
国
林
業
と
東
邦
農
林
が
合
併
し
、
住
友
林
業

株
式
会
社
誕
生
。
社
長
に
植
村
賓
、
取
締
役
会
長
に

平
岩
舟

一
就
任
。
資
本
金
二
億一

0
0
0
万
円

(l

日）住
友
林
業
労
働
組
合
結
成

林
友
会
設
立

3
月

北
海
道
支
店
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
ト
ト
マ
ツ
の
風
倒
木
六

三
九
面
を
初
め
て
名
古
屋
へ
積
出
し

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
リ
ア
ン
ガ
林
区
開
発
事
業
に
参
加
決

定四
国
支
店
、
徳
島
血
新
設

四
国
支
店
、
阿
島
山
林
四
九
四
ha
を
十
条
製
紙
へ
売

n"r 
去四
国
支
店
、
松
山
幽
新
設

四
国
支
店
、
宇
和
島
②
↓
佃

(
36
年
3
月
廃
止
）

北
海
道
支
店
、
釧
路
脚
新
設

東
海
支
店
の
東
京
②
を
廃
止
し
東
京
支
店
新
設

四
国
支
店
、

三
原
脚
新
設

東
京
支
店
、
金
星
商
事
と
ラ
ワ
ン
イ
ン
チ
板
六
0
万

B
M
を
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
す
る
契
約

大
阪
支
店
、
桜
井
木
材
協
同
組
合
と
素
材
の
供
給
、

東
京
へ
の
製
品
出
荷
の
業
務
提
携

東
海
支
店
、
日
本
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
工
業
ヘ
チ
ノ
プ
初

納
入

2
月

10
月
12
月

IO
月

5
月
9
月

四
国
林
業
、
無
償
一
対
一
、
有
償
一
対
一
の
増

資
に
よ
り
新
資
本
金
一
億
五
0
0
0
万
円

東
邦
農
林
、
六
0
0
万
円
増
資
に
よ
り
新
資
本

金
六
0
0
0
万
円

(15
日
）

監
査
役
平
賀
五
郎
死
去

四
国
林
業
と
東
邦
農
林
、
住
友
林
業
の
名
の
も

と
に
合
併
契
約
調
印

(21
日）

四
国
林
業
、
第
四
次
資
産
再
評
価
実
施

(1
日）

4
月
6
月
9
月

3
月

7
月
7
月

東
邦
農
林
、
初
の
南
洋
材
取
扱
い
（
北
ボ
ル
ネ
オ
材

タ
ワ
オ
積
セ
ラ
ヤ
――
―――
1
0
0
石
、
大
阪
入
港
）

東
邦
農
林
、
和
歌
山
⑤
新
設

(1
日
）

3
月
3
月

ll
月
6
月

8
月
9
月
12
月

_
 

10
月

平
賀
五
郎
、
四
国
林
業
植
村
社
長
と
合
併
問
題

に
つ
き
懇
談

国
・
四
国
林
業
・
別
子
山
村
――
―者
の
山
林
交
換
交
渉

決
着

（契
約
は
32
年
2
月
）

四
国
林
業
、
岩
国
幽
新
設

_
 

21

年
表

ー
■

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
材
、
初
入
荷

■

合

・
単
板
の

J
A
S
施
行

■

用
材
の

J
A
S
改
定

●
全
国
木
材
組
合
連
合
会
（
全
木
連
）
設
立

第
五
福
竜
丸
、
米
の
ビ
キ
ニ
水
燦
実
験
に
よ

り
被
災

（乗
組
員
・
久
保
山
愛
吉
9
月
に
死

去
）
造
船
疑
獄
で
指
揮
権
発
動

(21
日
）

防
衛
庁
設
置
法
・
自
衛
隊
法
公
布

(
9
日）

台
風
一
五
号
で
青
函
連
絡
船

「洞
爺
丸
」
遭

難
、
死
者
一

―
五
五
人

(26
日）

●
ソ
連
材
初
入
荷

鳩
山

一
郎
内
閣
成
立

■

林
野
庁
、
北
海
道
風
倒
木

（ニ
ニ
0

0
万
面
）

対
策
委
員
会
設
置

パ
リ
協
定
発
効
。
西
独
、
独
立
宣
言

■

日
本
住
宅
公
団
設
立

日
本
、
ガ

ソ
ト
に
加
入
(
10
日）

社
会
党
統
一
大
会

(13
日）

■

政
府
、
住
宅
建
設

一
0
カ
年
計
画
策
定

自
由
民
王
党
結
成

(15
日
）

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
演
説

経
済
白
書
、

「も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
発

表●
森
林
開
発
公
団
設
立

●
廃
材
利
用
目
的
の
チ
ソ
プ
生
産
本
格
化

日
ソ
国
交
回
復
に
関
す
る
共
同
宣
言
調
印

(19
日
）

ハ
ン
ガ
リ
ー
暴
動
事
件

(23
日
）

国
連
総
会
、
日
本
の
国
連
加
盟
を
可
決

(18

日）各
地
で
大
火

(
3
月
能
代
、

8
月
大
館
、

9

月
魚
津
、
焼
失
戸
数
各

一
――
10
0
1
一
七
0

0
)
 

岸
信
介
内
閣
成
立

(25
日
）

欧
州
経
済
共
同
市
場

(E
E
C
)
条
約
調
印

■

米
材
輸
入
A
A
制
に

■

日
本
南
洋
材
協
議
会
設
立

ソ
連
、
世
界
初
の
人
工
衛
星
ス
プ
ー
ト
ニ
ク

一
号
の
打
上
げ
に
成
功

●
全
国
北
洋
材
協
同
紐
合
連
合
会

（全
北
連
）

設
立
米
、
人
工
衛
星
打
上
げ
に
成
功

(31
日
）

ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
・
ソ
連
首
相
辞
任
、
後
任
に

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
第
一
書
記

(27
日）

●
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
マ
ツ
、
初
め
て
東
京
、

大
阪
に
入
荷

売
春
禁
止
法
施
行

●
分
収
造
林
特
別
措
置
法
施
行

日
本
貿
易
振
興
会
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
発
足

(25
日）

狩
野
川
台
風
、
死
者
一
―
八
九
人

(27
日）
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5
月
5
月
10
月
10
月
11
月

昭
和
39
年
(
-
九
六
四
）

1
月
4
月

建
材
部
、
東
京
に
新
設

二
割
無
償
を
伴
う
第
三
者
割
当
増
資
に
よ
り
新

資
本
金
五
億
円

伝
票
式
会
計
を
実
施

事
務
合
理
化
委
員
会
設
置

山
林
部
に
地
所
課
、
建
材
部
に
企
画
課
新
設

創
立

一
五
周
年
記
念
式
典
、
各
所
で
開
催

合
板
企
業
委
員
会
設
置

海
外
部
に
米
材
課
・
南
洋
材
課
新
設
。
東
京
管

理
部
新
設

住
友
グ
ル
ー
プ
、
夏
の
高
校
野
球
の
テ
レ
ビ
放

送
ス
ポ

ン
サ
ー
と
な
り
、
当
社
も
参
加

小
松
島
合
板
工
場
臨
時
建
設
部
新
設

営
業
本
部
、
海
外
開
発
室
・
監
査
室
新
設

業
務
部
↓
国
内
材
部

・
海
外
部
↓
外
材
部

東
京
都
木
材
健
康
保
険
組
合
に
加
入

二
割
無
償
を
伴
う
第
一二
者
割
当
増
資
に
よ
り
新

資
本
金
八
億
円

鶴
ヶ
丘
独
身
寮
完
成
（
埼
玉
県
大
井
村
）

合
理
化
委
員
会
設
置
、¥
j

東
京
管
理
部
↓
東
京
事9,
'
 

伝
票
式
会
計
を
全
店
で
採
用

監
理
部
新
設

1
月
3
月
3
月
3
月
4
月
8
月
9
月
9
月

4
月
4
月
4
月
6
月
10
月
10
月

ヅ

年

967ー

1
月

10
月
12
月
12
月

11
月

8
月

昭
和
38年
（
＿
九
六
三
）

1
月
2
月
2
月
2
月
7
月

1
月
2
月
7
月

1
月
4
月
6
月
6
月
7
月
9
月
9
月
10
月
11
月

10
月

8
月
10
月
11
月
12
月

10
月
こ
の
年

昭
和
37
年
（
＿
九
六
二
）

2
月
3
月

2
月

2
月
4
月
4
月
8
月

5
月
7
月
8
月
12
月

8
月
8
月
10
月
11
月

11
月

中

国

支

店

、

岡

山

血

新

設

6
月

昭
和
36年
（
＿
九
六

3
月
4
月
5
月

海
外
郭
を
東
京
に
新
設
、
大
阪

・
東
京

・
東
海

の
各
支
店
に
外
材
課
新
設

業
務
部
に
建
材
課
新
設

林
泉
会
設
立
総
会
、
石
山
活
機
園
で
開
催

四
国
支
店
、
新
事
務
所
完
成

長
期
計
画
委
員
会
設
置

提
案
制
度
実
施

植
村
社
長
欧
米
視
察

(19
日
1
1
0
月
29
日）

石
山
研
究
所
、
敷
地
の

一
部
九
九
四
七
面
を
東

海
道
新
幹
線
用
地
と
し
て
売
却

1
月
3
月
5
月

1
月
4
月
4
月

9
月

11
月
12
月

7
月

10
月

7
月

2
月
6
月
7
月

6
月
6
月
7
月
7
月
8
月
9
月

昭
和

35年
（
＿
九
六

0
)
2
月

2
月
2
月

1
月
5
月

7
月
7
月
7
月
9
月
JO
月
JO
月

9
月
11
月
9
月

5
月
9
月

昭
和
34
年
（
＿
九
五
九
）

7
月
12
月

業
務
部
に
監
査
課
新
設

石
山
研
究
所
、
敷
地
の

一
部

一
万
二
九
ニ
ニ
可

を
名
神
高
速
道
路
用
地
と
し
て
売
却

1
月
4
月
6
月

1
月
4
月

10
月
10
月

四
国
山
林
の
伐
期
齢
、
ス
ギ
三
0
年
、
ヒ
ノ
キ
四
0

年
に
改
訂

北
海
道
支
店
、

一
ノ
橋
⑰
新
設

(40
年
5
月
廃
止
）

九
州
支
店
、
大
分
側
新
設

(34
年
12
月
廃
止
）

ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
木
材
市
場
現
地
調
査

四
国
支
店
、
別
子
牧
場
お
よ
び
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
廃

止米
材
事
業
企
画
の
た
め
水
野
大
阪
支
店
長
渡
米

大
阪
支
店
、
神
戸
⑤

↓
叫

(
35
年
9
月
廃
止
）

四
国
支
店
、
高
松
⑤

↓
伽

中
国
支
店
、
米
子
脚
新
設

(36
年
11
月
廃
止
）

米
ツ
ガ
ミ
ッ
ク
ス
材
、
試
験
輸
入

北
海
道
支
店
、
九
瀬
布
工
場
廃
止

九
州
支
店
を
宮
崎

•

福
岡
両
支
店
に
分
割

宮
崎
・

人
吉
両
山
林
事
業
所
を
山
林
部
直
轄
に

（同

年
1
0
月
再
度
支
店
管
轄
に
戻
し
、

宮
崎
山
林
事
業
所

↓
営
林
課
に
）

四
国
支
店
、
宿
毛
図
↓
伽

(
40
年
2
月
廃
止
）

四
国
支
店
、
新
居
浜
集
成
材
工
場
完
成

浜
田
産
業
と
総
代
理
店
契
約
、
プ
リ
ン
ト
合
板
取
扱

開
始
ア
バ
デ
ィ

ー
ン
地
区
で
米
マ
ツ
立
木
二
万
五
0
0
0

3m
購
入

（
初
の
立
木
購
入
）

水
野
海
外
部
次
長
、
米
国
主
席
駐
在
員
と
し
て
シ
ア

ト
ル
駐
在

保
田
常
務
、
日
本

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
同
カ
リ
マ
ン

タ
ン
森
林
調
査
の
た
め
同
国
訪
問

シ
ア
ト
ル
駐
在
員
闇
新
設
（
初
の
海
外
事
業
所
）

四
国
支
店
、
新
居
浜
②

↓
第

一
営
業
課

米
材
製
品
の
み
の
満
船
・
ス
ペ
ル
タ
ン
号
東
京
入
港

宮
崎
お
よ
び
福
岡
支
店
を
合
併
し
て
九
州
支
店
へ

、

同
店
営
林
課
を
廃
止
し
て
、
日
向
山
林
事
業
所

・
日

向
⑤
新
設

九
州
支
店
、
人
吉
⑤
↓
脚

(
39
年
11
月
廃
止
）

▼
四
日
市
工
場
を
分
離
、
四
日
市
製
函
昧
設
立

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
初
の
駐
在
員
を
置
く

四
国
支
店
、
集
成
材
課
新
設

(39
年
9
月
廃
止
）

北
海
道
支
店
、
釧
路
②
↓
脚

(
41
年
2
月
廃
止
）

建
材
部
、
富
士
ハ

イ
ボ
ー
ド
取
扱
開
始

カ
リ
マ
ン
タ
ン
森
林
開
発
協
力
⑱
設
立
、
当
社
も
参

nu ヵ
北
海
道
支
店
、
北
見
⑤
↓
叫
（

平
成
元
年
3
月
廃
止
）

▼
ス
ミ
リ
ン
合
板
工
業
昧
設
立

九
州
支
店
、
人
吉
山
林
を
日
向
山
林
事
業
所
に
統
合

北
海
道
支
店
、
帯
広
②

↓
叫

(
52
年
1
0
月
廃
止
）

東
京
支
店
建
材
課
、
パ
ブ
リ
カ
セ
ー
ル
実
施

木
材
専
用
船
「
朝
光
丸
」
進
水

▼
ス
ミ
リ
ン
木
材
工
業
固
設
立

▼
ス
ミ
リ
ン
土
地
固
設
立

メ
ー
ト
ル
法
施
行

(1
日
）

皇
太
子
殿
下
、
正
田
美
智
子
さ
ま
ご
成
婚
(
10

日）
■

南
方
林
業
開
発
委
員
会
設
置

ソ
連
の
月
ロ
ケ
ソ
ト
、
月
の
裏
側
の
撮
影
成

功

(12
日）

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
訪
米
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
と

会
談

(15
日）

伊
勢
湾
台
風
、
死
者
五
三
0
0
人

(26
日）

■

カ
リ
マ
ン
タ
ン
森
林
開
発
予
備
調
査
団
出

発
■

南
洋
材
輸
入

A
A
制
に
移
行

チ
リ
地
震
津
波
、
三
陸
海
岸
に
大
被
害
、
死

者
一

＿―
-
九
人
、
全
半
壊
四
万
六
0
0
0
戸

安
保
反
対
デ
モ
、
国
会
突
入
で
死
者

(15
日）

新
安
保
条
約
自
然
承
認

(19
日
）

■

木
材
の
新
農
林
規
格
公
布

池
田
勇
人
内
閣
成
立

(19
日）

■

積
水
ハ
ウ
ス
設
立

N
H
K
と
民
放
四
局
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放

送
開
始

浅
沼
社
会
党
委
員
長
、
日
比
谷
公
会
堂
で
刺

殺

(12
日
）

ケ
ネ
デ
ィ
、
米
大
統
領
に
当
選

政
府
、
国
民
所
得
倍
増
計
画
決
定

●
木
材
取
引
に
メ
ー
ト
ル
制
全
面
実
施

●
住
宅
ロ
ー
ン
制
度
化

ソ
連
、
初
の
有
人
宇
宙
飛
行
に
成
功

(12
日）

■

全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会
（
全
木
協
）
設

立
■

河
野
農
相
、
木
材
価
格
引
下
げ
指
示

東
独
、
東
西
ベ
ル
リ
ン
の
境
界
に
壁
を
構
築

■

米
オ
レ
ゴ
ン
州
、
丸
太
禁
輸

■

外
材
輸
入
、
十
月
末
で
前
年
の
一二
倍
に

米
、
有
人
宇
宙
飛
行
に
成
功

■

改
正
森
林
法
公
布

■

北
洋
材
製
品
輸
入
自
由
化

堀
江
謙
一
、
ヨ
ッ
ト
で
単
独
太
平
洋
を
横

断
■

日
本
米
材
協
会
連
結
成

■

米
材
港
湾
製
材
拡
大
（
清
水
、
和
歌
山
、

田
辺
、
広
島
な
ど
米
ツ
ガ
製
材
生
産
地
化
）

■

プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
設
立

●
林
野
庁
、
輸
入
木
材
用
材
規
格
き
め
る

資
本
取
引
の
自
由
化
実
施

(29
日
）

●
日
本
米
材
製
材
協
議
会
発
足

■

カ
リ
マ
ン
タ
ン
森
林
開
発
会
社
設
立

松
川
事
件
、
最
高
裁
で
無
罪
確
定

(12
日）

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
発
足

(16
日
）

●
建
設
省
、
新
住
宅
建
設
七
カ
年
計
画
発
表

三
井
三
池
鉱
業
所
で
戦
後
最
大
の
爆
発
事
故

（
死
者
四
五
八
人
）

ケ
ネ
デ
ィ
、
ダ
ラ
ス
で
暗
殺
さ
れ
る

(22
日
）

■

ラ
ワ
ン
合

・
単
板
、
製
材
品
の
輸
入
自
由

レイ日
本
、

I
M
F
八
条
国
へ
移
行

(
1
B
)

日
本
、

O
E
C
D
に
加
盟

(28
日）

■

普
通
合
板
の
農
林
規
格
制
定

■

林
業
基
本
法
成
立

東
海
道
新
幹
線
開
業

(1
日
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
開
幕
(
1
0
日
）

12
月

一
万
円
札
発
行

(
1
日）

ー

_
 
ー



10
月

11月

9
月

5
月
11
月

5
月

昭
和
45
年

(
-
九
七

0
)
2
月

東
京
不
動
産
事
業
部
・
大
阪
不
動
産
事
業
部
新

IL
又
苦

P当
社
株
式
、
大
阪
証
券
取
引
所
市
場
第
二
部
に

上
場
最
初
の
寄
り
付
き
価
格
一
八
二
円

業
務
部
、
常
務
会
室
を
統
合
し
査
業
部
新
設

3
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月

▼
ス
ミ
リ
ン
合
板
、
累
損

一
掃
達
成

ジ
ャ
カ
ル
タ
駐
在
員
庫
新
設

▼
シ
ア
ト
ル
出
張
所
を
米
国
法
人
の
新
会
社
と
す
る

東
京
支
店
、
仙
台
伽
新
設

新
居
浜
市
で
杜
有
地
を
造
成
、
建
売
事
業
開
始

▼
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
合
弁
会
社
ク
タ
イ

・
テ

ィ
ン
バ
ー
社

(
K
T
I
)
設
立

東
京
不
動
産
事
業
部
、
鹿
島
仰
新
設

(50
年

9
月
廃

止
）
▼
ス
ミ
リ
ン
合
板
、
初
配
当
八
％
実
施

3
月
3
月
6
月
10月

3
月
2
月

10
月

12
月

6
月
8
月

6
月
7
月
9
月
11
月

昭
和
44
年
（
＿
九
六
九）

4
月
11
月
12
月

一
般
社
員
職
能
給
制
度
実
施

(50
年
4
月
廃
止
）

株
式
の
額
面
五

0
0
円
を
五
0
円
に
変
更

東
京
国
↓
東
京
総
務
部
。
企
画
開
発
室
新
設
。

外
材
一
部
と
二
部
を
統
合
し
外
材
部
に
、
国
内

材
部
と
建
材
部
を
統
合
し
内
材
建
材
部
に
。
不

動
産
事
業
準
備
本
部
設
置

創
立
二
0
周
年
記
念

P
R
映
画
完
成

1
月
1
月
2
月
5
月

5
月
5
月

2
月

11月

創
立
―

10
周
年
記
念
祝
宴
開
催
（
東
京
・
2
7
日

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
、
大
阪
・
2
2
日
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル）管
理
職
職
能
分
類
制
度
実
施

審
査
部
新
設
。
企
画
部
を
廃
止
し
業
務
部
に
全

画
課
設
置
。
合
板
管
理
部
廃
止

常
務
会
室
新
設

6
月
ll
月

4
月
9
月

2
月
3
月
4
月
4
月
5
月

6
月
10月
10月
11
月
12
月
こ
の
年

こ
の
年

昭
和
43
年

（＿

九
六
八
）

2
月

4
月
4
月

12
月
12
月

五
分
無
償
増
資
に
よ
り
新
資
本
金

―
二
億
六
0

0
0
万
円

二
0
周
年
記
念
増
配
五
％
実
施

10
月

I
 

，
 

昭
和
42
年
（
＿

九
六
七
）

2
月
4
月
6
月
9
月
11
月

適
格
年
金
制
度
採
用

業
務
部
、
東
京
へ
移
転

東
京
経
理
部
新
設

F
F
I
フ
ィ
ン
レ
イ
推
進
本
部
新
設

合
板
管
理
部
、
小
松
島
加
工
闊
新
設
。
外
材
部

を
一
部
と
―

一部
に
分
割

2
月
2
月
10
月
11
月

4
月
7
月

4
月

10月

6
月
6
月
10
月
11月

5
月

1
月
1
月
4
月
4
月
5
月
10
月

昭
和
41
年
（
＿
九
六
六）

4
月

二
割
無
償
を
伴
う
第
三
者
割
当
増
貨
に
よ
り
新

資
本
金

―
二
億
円

植
村
社
長
、
心
筋
梗
塞
の
た
め
死
去
、
万
十
六

歳

(
31
日）

植
村
社
長
社
葬

(
6
日
、
大
阪
市
南
斎
場
）

保
田
克
己
常
務
、
社
長
に
就
任

(10
日）

合
板
部
廃
止

調
査
室
↓
企
画
部
。
監
理
部
お
よ
び
国
内
材
部

を
統
合
し
業
務
部
新
設

1
月

『
-
—
―
咤
-
＿

A
-
a
-＿-
E
-
_
-
H
-

五
q
I

本
社
お
よ
び
大
阪
支
店
、
新
住
友
ヒ
ル

一
号
館

-
｝
タ
タ
子
ハ

i
手
車

山
林
部
、
地
所
課
廃
止

M
T
P
に
よ
る
社
員
研
修
実
施

営
業
本
部
廃
止
。
合
板
部
新
設

東
京
支
店
、
丸
の
内
の
住
友
ビ
ル
ヘ
移
転

_
 
新
設
（
ー
年
3
月
廃
止
）

11
月

九

州

支

店

、

水

俣

出

4

社
有
林
、
土
地
利
用
区
分
の
答
申

▼
ス
ミ
リ
ン
合
板
、
生
産
開
始

四
国
支
店
、
高
知
⑤
↓
叫

化
粧
合
板
「
ハ
イ

・
カ
ラ
ー
」
発
売

▼
ス
ミ
リ
ン
土
地
、
兵
庫
県
武
庫
之
荘
で
宅
地
造
成

お
よ
び
建
売
の
事
業
開
始

▼
ス
ミ
リ
ン
土
地
、
東
京
脚
新
設

木
材
専
用
船

「
ロ
ソ
キ
ー
丸
」
進
水

東
海
支
店
、
豊
橋
閤
↓
御

三
協
ア
ル
ミ
の
サ
ッ
シ
取
扱
開
始

米
材
輸
入
実
績
で
安
宅
産
業
に
次
ぎ
第
二
位
と
な
る

▼
ス
ミ
リ
ン
土
地
、

古
向
槻
市
で
i

万
六
二
0
0
,】
m
の

土
地
分
譲
完
売

大
阪
支
店
、
和
歌
山
⑤
↓
己

中
国
支
店
、
防
府
⑤
↓
固

▼
ス
ミ
リ
ン
合
板
、
月
次
決
算
て
黒
字
化

シ
ア
ト
ル
駐
在
員
庫
↓
叫

▼
ス
ミ
リ
ン
合
板
、

J
A
S
認
定
工
場
と
な
る

四
国
山
林
の
伐
期
齢
改
訂
、
ス
ギ
四
四
年
、
ヒ
ノ
キ

四
七
ー
七
三
年
に

韓
国
貿
易
開
始

防
腐
木
材
取
扱
開
始

四
国
支
店
、
新
居
浜
闊
新
設

マ
ニ
ラ
駐
在
員
庫
新
設

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
材
――
――

一五
0
ト
ン
、
東
京
お
よ
び
小

松
島
に
初
入
港

▼
四
日
市
製
函
閉
鎮

東
海
支
店
、
富
山
圃
新
設

フ
ィ
ン
レ
イ
対
策
委
員
会
設
置

マ
ニ
ラ
駐
在
員
闇
↓
血

五
月
度
の
米
材
輸
入
量
二
0
万
五

0
0
0
"m
て
業
界

第
一
位
と
な
る

浜
田
産
業
倒
産

(10
日）

▼
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
、
現
地
キ
ャ
タ
モ
ー
ル
社
・
十

条
製
紙
と
の
三
杜
合
弁
で
、
フ
ィ
ン
レ
イ

・
ホ
レ
ス

ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
昧

(
F
F
I
)
設
立

米
国
に
ク
ー
ス
ベ
イ
圏
開
設

▼
浜
田
産
業
、
更
生
手
続
開
始

カ
ナ
ダ
に
バ
ン
ク
ー
バ
ー
駐
在
員
庫
開
設

▼
ス
ミ
リ
ン
土
地
、
大
和
郡
山
で
三
万
五

0
0
0
坪

の
宅
地
造
成
に
着
手

新
建
材
売
上
高
、
月

一
0
億
円
突
破

田
辺
港
輸
入
木
材
協
同
組
合
の
外
材
樹
皮
利
用
土
填

改
良
用
堆
肥

「
バ
ー
ク
ミ
ン
」
製
造
販
売
事
粟
に
参

画初
の
サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
設
置
（
中
国
支
店
）

8
月
こ
の
年

7
月

7
月
3
月

4
月
7
月
8
月
10
月
こ
の
年

9
月
10
月
11
月

4
月
6
月
9
月
12
月

7
月

1
月
1
月
2
月
4
月
4
月

5
月

昭
和
40年

(
-
九
六
五
）

4
月

3
月
3
月

11 11 
月月 ＂朧口

u-m-山今F-l-[『

-1

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
辞
任
、
後
任
は
コ
ス
イ
ギ
ン

(lS日）

ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
米
大
統
領
に
当
選

(
3
日）

佐
藤
栄
作
内
閣
成
立

(
9
日）

■

初
の
「
林
業
白
書
」
発
表

山
陽
特
殊
製
鋼
倒
産
、
負
債
総
額
五

一
0
億

円

(
6
日）

田
中
蔵
相
、
山

一
証
券
に
日
銀
特
融
発
表

(28
日）

●
日
本
ホ
ー
ム
ズ
、
初
の

2
X
4
エ
法
住
宅

「プ
リ
ン
ス
ハ
ウ
ス
」
発
表

●
日
合
連
、
全
国

一
斉
操
短
実
施

朝
永
振
一
郎
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

(21
日）

戦
後
初
の
赤
字
国
債
発
行
を
閣
議
決
定

(19

日）ス
カ
ル
ノ
、
ス
ハ
ル
ト
将
軍
に
政
治
権
限
移

譲

(
11
日）

■

第

一
期
住
宅
建
設
五
カ
年
計
画
、
閣
議
決

定
（
目
標
六
七
0
万
戸
、

一
世
帯
一
住
宅
の

実
現
）

政
府
、
新
東
京
国
際
空
港
建
設
地
を
千
葉
県

成
田
市
三
里
塚
に
決
定

中
国
で
文
化
大
革
命
起
こ
る

全
日
空
機
な
ど
航
空
機
事
故
相
次
ぐ

●
マ
ル
コ
ス
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
、
丸
太

輸
出
を
五
年
後
に
現
在
の
四
0
％
に
削
減
す

る
政
令
公
布

東
京
都
知
事
選
で
、
美
濃
部
亮
吉
当
選

●
第

一
回
日
米
木
材
会
議
、
ワ
シ
ン
ト
ン

D

C
で
開
催

吉
田
元
首
相
死
去
、
戦
後
初
の
国
葬

米
で
キ
ン
グ
牧
師
、
暗
殺
さ
れ
る

(
4
日）

八
幡
・
富
士
両
製
鉄
、
合
併
計
画
を
発
表
(17

日）東
大
紛
争
で
機
動
隊
突
入

●
米
連
邦
有
林
丸
太
輸
出
規
制
法
成
立

川
端
康
成
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

(
17
日）

ニ
ク
ソ
ン
、
米
大
統
領
に
当
選

(
6
日）

三
億
円
強
奪
事
件

(10
日）

恵
墨
の
市
売
問
屋
倒
産
多
発

全
国
ベ
ー
ス
で
住
宅
数
が
世
帯
数
を
上
回
る

●
磐
梯
熱
海
の
ホ
テ
ル
火
災
で
新
建
材
の
毒

性
が
問
題
化

東
名
高
速
道
路
全
面
開
通

●
住
宅
公
団
、
外
材
製
品
の
使
用
を
全
面
採

用南
ベ
ト
ナ
ム
臨
時
革
命
政
府
樹
立
を
発
表

米
ア
ポ
ロ

ll
号
、
人
類
初
の
月
面
着
陸

大
学
紛
争
拡
大
（
早
大
、
京
大
、
日
大
な
ど
）

「沖
縄
一
九
七
―
一年
返
還
」
ぎ
ま
る
（
げ
日）

■

第
一
匝
ア
ジ
ア
合
板
生
産
者
大
会
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
開
催

ア
シ
ア
で
初
の
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
幕
、

入
場
者
六
四
―
―
―
万
人
(
14
日）

日
航
機
「
よ
ど
号
」
乗
っ
取
り
事
件

(31
日）

新
日
本
製
鉄
誕
生

(31
日）

日
米
安
保
条
約
自
動
延
長

(23
日）

■

第

一
回
東
京
国
際
グ
ッ
ド
リ
ビ
ン
グ
シ
ョ

ー
開
催

■

建
設
省
、

2
X
4
工
法
懇
話
会
設
置



昭
和
51
年
(
-
九
七
六
）

4
月
4
月

住
宅
事
業
本
部
に
不
動
産
部
新
設

東
京

・
大
阪
の
両
支
店
を
本
社
機
構
と
し
、
東

4
月
仙
台
⑤
、
支
店
に
昇
格

4
月
東
京
営
業
部
、
新
潟
叫
新
設

1
月

管
理
職
給
与
カ
ッ
ト

(=
-
I
七
％
、

12
月
ま
で
）

不
動
産
事
業
本
部
・
東
京
不
動
産
事
業
部

・
大

阪
不
動
産
事
業
部
の
「
不
動
産
」
を
「
住
宅
」

に
名
称
変
更

完
全
週
休
二
日
制
実
施

五
分
無
償
増
資
に
よ
り
新
資
本
金
三
一
億
七
六

二
五
万
円

経
営
合
理
化
委
員
会
設
置

安
宅
産
業
事
実
上
倒
産
、
伊
藤
忠
商
事
と
合

併
前
提
の
業
務
提
携
発
表
(12
日）

11
月

10
月
11
月

9
月
11
月

6
月
10
月

3
月
6
月
6
月
8
月

▼
松
菱
製
紙
の
窯
業
建
材
部
門
の
経
営
権
を
取
得
し
、

富
士
不
燃
建
材
工
業
固
設
立

ジ
ャ
カ
ル
タ
駐
在
員
庫
↓
伽

カ
ナ
ダ
製
材
事
業
検
討
委
員
会
設
置

東
京
支
店
、
宇
都
宮
圃
新
設

▼
大
阪
殖
林
固
の
全
株
式
取
得
（
経
営
面
積
ニ
ニ
四

o
h
a
)
 

▼
ス
ミ
リ
ン
住
宅
販
売
図
を
東
京
と
大
阪
に
設
立

塩
田
建
設
産
業
固
倒
産

8
月
7
月

昭
和
50
年
（
＿
九
七
五
）

2
月
2
月

3
月

3
月
4
月

新
幹
線
、
博
多
ま
で
開
通

(10
日）

サ
イ
ゴ
ン
政
府
降
伏
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

(30
日）

米
ソ
の
宇
宙
船
、
史
上
初
の
ド
ッ
キ
ン
グ
に

成
功

(17
日）

典
人
倒
産
、
負
債
総
額
二
0
0
0
億
円

(28

日）●
林
野
庁
、
合
板
の
民
間
備
蓄
方
針
決
定

第
一
回
先
進
国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ソ
ト
）
、
フ

ラ
ン
ス

・
ラ
ン
ブ
イ
エ
で
開
催

(15
日）

12
月

12
月

10月

11
月
11
月

11
月
11
月

調
査
室
、
I

住
友
情
報
レ
ポ
ー
ト
」
創
刊

（昭

和
5
6
年
5
月、

六
五
号
を
も
っ
て
廃
刊
）

当
社
P
R
映
画
「
木
と
家
」
、
日
本
産
業
映
画

賞
受
賞

一
割
無
償
増
資
に
よ
り
新
資
本
金
――
10
億―

一五

0
0
万
円

総
合
対
策
委
員
会
設
置

大
阪
総
務
部
を
総
務
部
に
統
合
し
、
本
社
機
構

を
東
京
へ
移
転

経
理
部
、
東
京
へ
移
転
し
東
京
経
理
部
廃
止

山
崎
完
専
務
、
社
長
に
就
任
。
保
田
社
長
は
取
締

役
会
長
に

(29
日）

9
月
9
月
9
月

8
月
11
月
12
月

8
月

4
月
7
月

航
空
写
真
に
よ
る
四
国
山
林
の
蓄
積
調
査
開
始

カ
ナ
ダ
B
C
州
で
当
社
向
け
現
地
挽
製
材
工
場
、
試

験
操
業
開
始

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

(
N
N
)
材
の
積
取
り
で
住
友

商
事
と
共
同
配
船

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
手
シ

V
ハ
I
S
M
T
と
独
占
取
引

開
始
東
京
支
店
、
仙
台
血
↓
⑤

改
良
軸
組
工
法
第
一
次
実
験
棟
着
工
（
四
街
道
市
つ

く
し
座
）

五
四
期
注
文
住
宅
受
注

―ニ

―
戸
で
新
記
録

▼
ス
ミ
リ
ン
合
板
、

二
次
加
工
事
業
に
進
出

▼
ス
ミ
リ
ン
土
地
、
ス
ミ
リ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

味
に
社
名
変
更

緑
化
事
業
部
、
名
古
屋
国
際
ゴ
ル
フ
場
芝
張
工
事
完

成マ
K
T
I
社
、
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
合
板
工
場
操
業
開
始

8
月

3
月

lo
月

2
月

4
月
6
月
7
月

8
月

昭
和
49
年
（
＿
九
七
四
）

3
月

1
月
1
月

2
月
3
月

石
湘
消
費
国
会
議
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催

■

農
林
省
の
石
油
危
機
に
よ
る
便
乗
値
上
げ

防
止
の
価
格
監
視
品
目
に
合
板
も
指
定

■

森
林
法
改
正

■

国
土
庁
新
設

■

建
設
省
、

2
X
4
工
法
の
技
術
基
準
を
告

示

(
2
X
4
エ
法
の
オ
ー
プ
ン
化
）

■

日
合
連
、
不
況
カ
ル
テ
ル
結
成
（
三
割
減

産）ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事

件
で
辞
任

(
8
日
）
、
後
任
は
フ
ォ
ー
ド

三
菱
重
エ
ビ
ル
爆
破
事
件

(30
日）

田
中
首
相
、
金
脈
問
題
で
辞
意
表
明

(26
日）

■

南
洋
材
三
生
産
国
、
東
南
ア
ジ
ア
木
材
生

産
者
協
会

(
S
E
A
L
P
A
)
を
結
成

三
木
武
夫
内
閣
成
立

(
9
日
）

11
月

営
業
本
部
新
設

12
月
日
経
広
告
賞
受
賞

こ
の
年
中
途
採
用

一
三
名
入
社

8
月
5
月

四
国
山
林
の
伐
期
齢
を
ス
ギ
八
0
年
、
ヒ
ノ
キ

一
0

0
年
に
改
訂

外
材
綿
、
香
港
脚
新
設
（

▼
住
友
林
業
香
港
有
限
公

司
の
設
立
）

10
月
10
月
12
月

江
崎
玲
於
奈
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

(23
日
）

第
四
次
中
東
戦
争
、
第
一
次
石
油
危
機

政
府
、
石
油
緊
急
対
策
決
定

10
月

創
立
二
五
周
年
記
念
配
当
五
％
実
施

公
募
増
資
（
五
九
0
万
株
、
公
募
価
額
五
八
五

円
）
に
よ
り
新
資
本
金
二
五
億
円

一
割
無
償
増
資
に
よ
り
新
資
本
金
二
七
億
五
0

0
0
万
円

3
月
3
月

昭
和
48
年
（
＿
九
七
―
二
）

2
月
2
月

3
月
3
月

1
月
2
月
3
月
4
月
8
月

11
月

12
月
12
月

11
月

6
月
7
月
9
月

9
月

4
月
6
月
10
月

昭
和
47
年
(
-
九
七
二
）

2
月

当
社
株
式
、
大
阪
証
券
取
引
所
第

一
部
に
指
定

替
え
土
曜
休
日
月
二
回
に

緑
化
事
業
部
新
設

五
分
の
無
償
増
資
に
よ
り
新
資
本
金
二
二
億
五

0
0
万
円

前
住
友
金
属
鉱
山
⑮
常
務
山
崎
完
、
当
杜
専
務

取
締
役
に
就
任

▼
ス
ミ
リ
ン
農
産
工
業
図
設
立

綾
瀬
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
の
持
株
の
大
部
分
を
千
住
プ
ラ

イ
ウ
ッ
ド
に
譲
渡
し
経
営
権
を
委
譲

マ
K
T
I
杜
、
合
板
工
場
の
建
設
始
ま
る

マ
浜
田
産
業
、
更
生
計
画
を
繰
り
上
げ
終
結

ベ
ト
ナ
ム
和
平
協
定
、
パ
リ
で
調
印

(27
日）

円
、
変
動
相
場
制
に
移
行

(
1
4
H
)

●
全
建
総
連
、

「木
材
値
下
げ
」
デ
モ

米
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件

(27
日）

金
大
中
事
件

3
月
5
月
5
月
9
月

新
南
開
発
味
の
全
株
を
取
得
し
、
役
員
派
遣

▼
K
T
I
加
工
事
業
推
進
班
設
置

▼
不
二
建
販
昧
設
立

緑
化
事
業
部
、
茨
城
県
江
戸
崎
町
に
樹
木
セ
ン
タ
ー

用
地
と
し
て

一
四
万
四
0
0
0
,-m
購
入

奈
良
県
生
駒
郡
三
郷
町
に
宅
地
開
発
用
地
と
し
て
一――

九
・
六
ha
購
入

マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
バ
州
に
駐
在
員
派
遣

九
州
支
店
、
鹿
児
島
圃
新
設

3
月
5
月

2
月
2
月

連
合
赤
軍
事
件

(19
日
）

ニ
ク
ソ
ン
訪
中
、
米
中
国
交
正
常
化
で
合
意

(21
日）

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ク
ダ
ク
ダ
材
輸
出
禁
止

沖
縄
二
七
年
ぶ
り
に
返
還
さ
れ
、
沖
縄
県
誕

生

(15
日）

田
中
角
栄
、
「
日
本
列
島
改
造
論
」
を
発
表

田
中
角
栄
内
閣
発
足

(7
日
）

日
中
共
同
声
明
発
表
、
日
中
国
交
樹
立

(29

日）●
西
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
、
丸
太
輸
出
禁
止
令

9
月
7
月

4
月
4
月
6
月
6
月
12
月

初
の
公
募
増
資
（
一
六
八
万
株
、
公
募
価
額

一
八
0
円
）
お
よ
び
一
割
無
償
増
資
に
よ
り

新
資
本
金
ニ

―
億
円

課
制
廃
止
決
定

津
田
沼
寮
（
千
葉
県
船
橋
市
）
完
成

土
曜
休
H
制
度
（
月

一
回
）
実
施

不
動
産
事
業
本
部
新
設

社
有
地
利
用
開
発
委
員
会
設
置

4
月

10
月
12
月

4
月
3
月

7
月
8
月
8
月

昭
和
46
年
（
＿
九
七
l

)

4
月

2
月
2
月

綾
瀬
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
味
に
資
本
参
加

▼
K
T
I
丸
太
第
一
船
、
阿
知
須
（
山
口
県
）
に
入

港東
京
不
動
産
事
業
部
、
百
草
園
展
示
場
に
モ
デ
ル

ハ

ウ
ス
出
展

四
国
山
林
の
伐
期
齢
、
ス
ギ
五
0
年
、
ヒ
ノ
キ
六
0

年
に
改
訂

大
阪
不
動
産
事
業
部
、
大
和
郡
山
で
一―――
1
0
区
画
の

宅
地
分
譲
開
始

奈
良
薬
師
寺
金
堂
再
建
用
柱
材
と
し
て
台
湾
ヒ
ノ
キ

八
三
三
面
納
入

（納
入
完
了
は
9
月
）

全
経
営
山
林
の
施
業
案
検
訂
完
了
。
昭
和
三
十
年
以

降
の
植
林
面
積

一
万
ha
突
破
、
人
工
林
比
率
五

0
%

を
上
回
る

3
月

●
第
二
期
住
宅
建
設
計
画
（
九
五
0
万
戸
、

一
人一

室
実
現
）

閣
議
決
定

●
米
西
海
岸
で
荷
役
ス
ト
一
三
五
日

円
の
変
動
相
場
制
移
行
決
定

(28
日
）

ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
、
ド
ル
防
衛
緊
急
対
策
発

表

(15
日）

中
国
国
連
加
盟
決
定

(25
日）

一
ド
ル
11
-―1
0
八
円
に
大
幅
切
上
げ

12
月

ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
発
売

12
月
公
害
関
係
一
四
法
成
立

(18
日
）

_
 

_
 
ー



4
月

東
京
本
社、

日
本
橋
小
網
町
の
日
新
ヒ
ル
に
移

云車第
三
回
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
建
転
換
杜
債
四
0
0
0

万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
発
行

社
員
の
定
年
満
五
十
八
歳
と
な
る
(
5
5
年
よ

り
毎
年
改
定
）

東
京
住
宅
事
業
部
を
廃
止
し
、
業
務
を
什
友
林

業
ホ
ー
ム
に
移
譲

4
月
4
月
5
月

6
月
7
月

4
月

3
月

1
月

4
月

2
月

昭
和
57
年
（
＿
九
八

2
月

1
日
パ

1
月

2
月

こ
の
年

こ
の
年

8
月
8
月
7
月

6
月
7
月
7
月

山
崎
社
長
、
日
本
林
業
経
営
者
協
会
副
会
長
に

就
任
業
務
棚
新
委
員
会
設
置

▼
底
ト
ム
ハ
ウ
ス
設
立

香
港
血
・

ジ
ャ
カ
ル
タ
岡
新
設
（
木
材
三
部
の

香
港
叫

・
ジ
ャ
カ
ル
タ
脚
は
廃
止
）
。
調
査
室
廃

止
。
営
業
開
発
部
新
設

大
阪
住
宅
事
業
部
を
廃
止
し
、
業
務
を
住
友
林

業
住
宅
に
移
譲

社
内
報

「常
緑
樹
』
創
刊

業
務
刷
新
委
員
会
の
O
A
専
門
委
員
会
よ
り
答

申
出
る

中
期
経
営
計
画
策
定

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
本
格
導
入

P
N
G
丸
太
、
長
期
数
量
契
約
で
輸
入
開
始

木
造
注
文
住
宅
で
は
初
め
て
‘
1
0
年
保
証
制
度
実

施▼
ス
ミ
リ
ン
合
板
、
オ
ー
バ
レ
イ
型
枠
合
板
「
ス
ミ

リ
ン
タ
フ
コ
」
発
売

▼
ト
ム
ハ
ウ
ス
、
蓮
田
店
（
埼
玉
県
）
オ
ー
プ
ン

野
田
合
板
と
窯
業
不
燃
外
装
材
開
発
の
共
同
研
究

ア
ス
ト
ラ
グ
ル
ー
プ
第
二
合
板
工
場
建
設
に
対
し
て

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
、

一
九
八
五
年
以
降

丸
太
輸
出
を
全
面
禁
止
と
発
表

ホ
テ
ル
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
パ
ン
火
災
、
死
者
三

二
人

(
8
日）

■

サ
バ
森
林
局
、
チ
ェ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ス
制
実

施東
北
新
幹
線
（
大
宮—

盛
岡
）
開
通
(
2
2日）

教
科
書
の

「歴
史
改
ざ
ん
」
、
内
外
て
問
題
化

10
月
11
月

12
月

8
月
9
月
10
月

10
月
11
月

6
月

7
月
7
月

3
月

昭
和
56
年

（
＿
九
八

5
月

5
月

ス
マ
リ
ン
ド
社
合
板
工
場
技
術
協
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
足
▼
住
友
林
業
住
宅
、
大
阪
・
大
阪
南

・
神
戸
の
三
支

店
開
設

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

(
P
N
G
)
、
第
一
匝
現
地
調

査住
友
商
事
と
共
同
で
チ
リ
ヘ
調
査
団
派
遣

▼
住
友
林
業
住
宅
、
累
損

一
掃

当
杜
、
四
国
山
林
の
笹
ヶ
峰
自
然
環
境
保
全
に
協
力

し
た
と
し
て
環
境
庁
長
官
賞
受
賞

▼
住
友
林
業
住
宅
、
名
古
屋
支
店
開
設

P
N
G
材
、
第
一
船
入
荷

2
月

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
、
経
済
再
建
計
画
（
レ
ー

ガ
ノ
ミ
ソ
ク
ス
）
発
表

(18
日）

■

第
四
期
住
宅
建
設
五
カ
年
計
画
決
定
（
七

七
0
万
戸
、
最
低
居
住
水
準
未
満
住
宅
の
解

消）改
正
商
法
公
布
（
総
会
屋
へ
の
利
益
供
与
禁

止
な
ど
）
（
9
日）

福
井
謙
一
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

(19
日）

■

新
旭
川
、
自
己
破
産
申
請
、
グ
ル
ー
プ
負

債
総
額
一
五
0

0
億
円

■

第
三
回
日
米
林
産
物
委
員
会
開
催
、
米
よ

り
関
税
引
下
げ
、
撤
廃
要
求

IO
月

4
月
6
月
12
月

5
月
7
月

昭
和
55
年

(-
九
八

0
)
3
月

1
月

2
月
6
月
6
月
9
月
11
月
11
月
11
月

10
月
12
月

6
月
9
月
10
月

9
月
9
月

12
月

昭
和
54
年
(
-
九
七
九
）

8
月

1
月
2
月

1
月
1
月
2
月
4
月
6
月

10月

7
月
8
月

昭
和
53
年
(

l

九
七
八
）

2
月
7
月
8
月

1
月
2
月
4
月

5
月
8
月
10
月
12
月
こ
の
年

2
月

10
月

9
月
9
月

12
月

7
月

昭
和
52
年
（
＿
九
七
七
）

4
月
4
月

大
阪
営
業
部
と
す
る

林
業
技
術
研
究
室
廃
止

保
田
取
締
役
会
長
退
任
、
取
締
役
相
談
役
に

(31
日）

▼
ス
ミ
リ
ン
ホ
ー
ム
ロ
ー
ン
固
設
立
（
平
成

元
年
1
0
月
清
算
）

こ
の
年
よ
り

0
A
導
入
開
始
（
大
和
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
サ

ー
ヒ
ス
に
よ
る
委
託
方
式
）

人
事
部
新
設

当
社
、
白
水
会
メ
ン
ハ
ー
と
な
る
（
同
時
に

他
四
社
が
加
わ
り
、
一

―一

社
と
な
る
）

住
宅
事
業
本
部
に
営
業
部
新
設
(
55
年
3
月
廃

止）創
立
――
10
周
年
記
念
式
典
、
記
念
植
樹

関
連
事
業
企
画
委
員
会
設
置

新
居
浜
・
日
向
両
山
林
事
業
所
を
山
林
部
直
轄

ャ

）

~r 
第

一
回
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
建
転
換
社
債
三
0
0
0

万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
発
行

第
二
回
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
建
転
換
杜
偵
三
0
0
0

万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
発
行

▼
ス
ミ
リ
ン
土
地
よ
り
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
分
離

し
、
ス
ミ
リ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
味
設
立

（
本
社
東
京
）
（
10
日）

経
理
部
↓
財
務
部
、
査
業
部
↓
管
理
部
、
企
画

開
発
室
↓
木
材
加
工
開
発
室
に
、
調
査
室
新
設

山
林
部
、
小
川
山
林
事
業
所
新
設

海
外
事
業
部
新
設

提
案
制
度
実
施

4
月
5
月

1
月
2
月

マ
レ
ー
シ
ア
に
タ
ワ
ウ
伽
新
設

保
田
相
談
役
、
日
本
木
材
輸
入
協
会
の
チ
リ
調
査
団

に
団
長
と
し
て
参
加

▼
ス
ミ
リ
ン
緑
化
昧
設
立

東
北
開
発
味
と
同
社
製
シ
ー
ジ
ン
グ
ボ
ー
ド
の
販
売

に
つ
き
代
理
店
契
約

安
宅
産
業
か
ら
北
洋
材
部
門
を
継
承

▼
ス
ミ
リ
ン
住
宅
販
売
（
東
京
）
、
横
浜
・
千
葉
に
支

店
新
設
、
以
降
首
都
圏
中
心
に
支
店
新
設
相
次
ぐ

九
州

・
中
国

・
東
海
・
北
海
道
の
各
支
店
、
不
動
産

事
業
よ
り
撤
退

緑
化
技
術
研
究
委
員
会
設
置

宮
崎
県
日
南
山
林
二
三
五
ha
購
入

▼
ス
ミ
リ
ン
住
宅
販
売
、
販
売
・
施
工

・
代
金
回
収

ま
で
一
貫
体
制
に

カ
ナ
ダ
に
バ
ン
ク
ー
バ
ー
闇
新
設

安
宅
産
業
よ
り
継
承
の
北
洋
材
の
輸
入
事
業
開
始

ビ
ル
マ
マ
ツ
の
取
扱
開
始

三
国
貿
易
開
始

(
K
T
I
の
合
板
を
欧
州
、
香
港
へ

輸
出
）
F
F
I
の
株
式
売
却

▼
ス
ミ
リ
ン
住
宅
販
売

（
大
阪
）
の
完
工
棟
数
四
七

四
戸
、
初
め
て
期
間
利
益
計
上

マ
ニ
ラ
血
廃
止

新
居
浜
支
社
お
よ
び
高
松
支
店
新
設

▼
ス
ミ
リ
ン
上
地
、
ス
ミ
リ
ン
住
宅
流
通
底
に
社
名

変
更

（本
社
・
大
阪
）

▼
四
国
林
業
固
設
立

(
1
日）

▼
東
京
と
大
阪
の
ス
ミ
リ
ン
住
宅
販
売
の
社
名
を
、

東
京
は
住
友
林
業
ホ
ー
ム
、
大
阪
は
住
友
林
業
住
宅

に
変
更

東
京
住
宅
事
業
部
、
千
葉
⑰
新
設

■

中
村
合
板
倒
産
、
負
債
総
額
一
八
0
億
円

伊
藤
忠
商
事
、

十
月
一
日
を
も
っ
て
安
宅
産

業
を
吸
収
合
併
と
の
契
約
調
印

(31
日）

政
府
、

二
兆
円
の
総
合
景
気
対
策
決
定

(
3
日）

■

林
野
庁

・
日
合
連
、
官
民
出
資
基
金
六
五

億
円
で
一
―
-
％
の
設
備
廃
棄
合
意

●
永
大
産
業
、
会
社
更
生
法
適
用
を
申
請
、

負
債
総
額
一
八
0

0
億
円

新
東
京
国
際
空
港
（
成
田
）
間
港

(20
日）

日
中
平
和
友
好
条
約
調
印

(12日）

ヤ
ク
ル
ト
、
巨
人
を
破
り
日
本

一
に

大
平
正
芳
内
閣
成
立
(
7
日
）

●
製
材
、
問
屋
な
ど
大
型
倒
産
多
発

米
中
、
国
交
回
復

(
1
日）

原
油
削
減
通
告

（
第
二
次
石
油
危
機
）
（
17
日）

イ
ラ
ン
革
命

(11
日）

●
ガ
ッ
ト
東
京
ラ
ウ
ン
ド
妥
結

O
P
E
C
総
会
、
原
油
価
格
大
幅
値
上
け

第
五
回
サ
ミ
ッ
ト
、
東
京
で
開
催

●
米
、
ス
ギ
未
加
工
材
輸
出
禁
止
法
成
立

朴
韓
国
大
統
領
、
射
殺
さ
れ
る

(26
日）

■

日
合
連
、
工
場
設
備
の
廃
棄
に
着
手

大
平
首
相
死
去
(
12
日）

初
の
衆
参
同
日
選
挙
で
自
民
党
圧
勝

(22
日）

全
斗
喚
、
韓
国
大
統
領
に
就
任

(1
日）

■

大
竹
紙
業
、
会
社
更
生
法
適
用
を
申
請

■

全
木
連
、
危
機
突
破
大
会

レ
ー
ガ
ン
、
米
大
統
領
に
当
選

(
4
日）

9
月

4
月
5
月

JO
月

9
月
9
月
11
月

8
月

9
月

7
月

4
月
5
月

6
月
6
月
9
月

住
宅
事
業
総
合
対
策
委
員
会
設
置

南
方
木
材
資
源
委
員
会
設
置

紋
別
山
林
事
業
所
の
カ
ラ
マ
ツ
施
業
法
に
対
し
、
全

国
育
樹
祭
に
お
い
て
林
野
庁
長
官
賞
受
賞

住
宅
事
業
本
部
、

T
T
(
T
w
o
ゴ
1o
u
san
ds)

委
員
会

設
置
東
海
支
店
、
静
岡
叫
新
設

2
月
5
月

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

(
4
日）

■

建
設

・
通
産
両
省
、
ハ
ウ
ス
5
5
計
画
発

表田
中
前
首
相
、
ロ
ソ
キ
ー
ド
社
か
ら
五
億
円

を
受
け
と
っ
た
と
し
て
逮
捕

(27
日）

毛
沢
東
主
席
死
去

(
9
日）

■

日
本
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
建
築
協
会
設
立

カ
ー
タ
ー
、
米
大
統
領
に
当
選

(
3
日）

—
全
社
・
管
理
部
門
（
▼
子
会
社
•
関
連
会
社
事
項
）
・
山
林
・
営
業
・
住
宅
部
門
（
▼
は
子
会
社
・
関
連
会
社
事
項
）
一

ー



10
月

5
月

8
月

1
月

4
月

昭
和
62年
（
＿
九
八
七
）

4
月

住
友
林
業
ホ
ー
ム
お
よ
び
大
阪
殖
林
と
の
合
併

を
発
表

第

一
回

S
R
実
践
事
例
発
表
大
会
開
催
（
湘

壺
マ
リ
ー
ナ
ホ
テ
ル
）

住
友
林
業
ホ
ー
ム
お
よ
び
大
阪
殖
林
を
吸
収
合

1
月

第
一

船

マ
N
P
I社
の

M
D
F
「
N
P
ウ
ノ
ド
」
、

I
 

O
O
O
l
:
 東
京
港
入
港

▼
第
一
回
T
A
C
(
T
r
y
A
c
t
i
o
n
 C
h
a
l
l
e
n
g
e
 11
Q

C

 

活
動
の
愛
称
）
発
表
会

2
月

12>M~ふ12

月月

ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
昧
へ
出
資
お
よ
び
加
入

第
一
回

S
R
研
修
会
開
催

山
崎
会
長
、
林
政
審
議
会
委
員
に
就
任

情
報
シ
ス
テ
ム
室
新
設

大
西
社
長
、
日
本
・
チ
リ
経
済
人
会
議
に
出
席

グ
ル
ー
プ
制
、
部
・
支
店
の
実
情
に
合
っ
た
運

用
に
改
訂

▼
 S
F
C
 I
n
v
e
s
t
m
e
n
t
 &
 Tr
a
d
i
n
g
 Pte
.
 
L
t
d
.
 設

立木
材
営
業
本
部
・
建
材
部
を
廃
止
し
、
営
業
本

部
・
業
務
部
・
営
業
推
進
部
新
設
。
外
材
部
・

海
外
事
業
室
を
廃
止
し
、
海
外
事
業
本
部
・
第

一
部
・
第
二
部
・
海
外
開
発
部
新
設

9
月

5
月
7
月
7
月

12
月

昭
和
6
1
年
（
＿
九
八
六
）

2
月
2
月

〈

3
月
7
月
9
月
12
月

4
月
8
月
10
月

t友
林
業
ホ
ー
ム
本
社
、
日
本
橋
大
伝
馬
町
よ
り

新
宿
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
ビ
ル
に
移
転

シ
ブ
圃
廃
止
し
、
ミ
リ
叫
新
設

九
州
支
店
、
日
向
②
廃
止

▼
N
P
I社、

M
D
F
工
場
開
所
式
（
山
崎
会
長
出

席）▼
ナ
プ
コ
ホ
ー
ム
昧
の
全
株
取
得

3
月
4
月
3
月

3
月

2
月

9
月
11
月

11
月

8
月

8
月
6
月

昭
和

60年
(
-
九
八
五
）

6
月

S
R
（
ス
ミ
リ
ン
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
）
提
案
制

度
実
施

▼
ス
ミ
リ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
旅
行
代
理

店
業
務
開
始

住
宅
事
業
本
部
か
ら
不
動
産
部
を
分
離
し
、
不

動
産
開
発
部
新
設

山
崎
会
長
、
チ
リ
共
和
国
よ
り
「
ベ
ル
ナ
ル
ド

・
オ
・
ヒ
ギ
ン
ズ
勲
章
勲
位
グ
ラ
ン
オ
フ
ィ
シ

ャ
ル
」
を
受
章

8
月
10
月
12
月

4
月
4
月
6
月

マ
呆
葉
建
設
闊
ほ
か
直
営
工
事
会
社
七
杜
設
立

ァ
河
之
北
開
発
昧
設
立

サ
バ
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
と
長
期
丸
太
売
買
契
約

ラ
オ
ス
材
、
第
一
船
入
港

東
京
営
業
部
、
直
需
開
拓
チ
ー
ム
新
設

建
材
部
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
血
新
設

タ
ワ
ウ
価
廃
止
し
、
コ
タ
キ
ナ
バ
ル

血
新
設

1
月
4
月
5
月
8
月

10月

f
 
S
A
 11
月
12
月 m月

，
 
~~

;~:

9,' 

9
月
10
月
10
月

11
月
12
月

山
崎
杜
長
、
経
済
同
友
会
の
森
林
問
題
懇
話
会

委
員
長
に
就
任

第
五
回
外
債
発
行
、
初
の
ユ
ー
ロ
市
場
で
の
公

募
、
米
ド
ル
建
転
換
社
債
二
0
0
0
万
ド
ル

嘱
託
再
雇
用
制
（
二
年
）
に
よ
り
雇
用
年
齢

六
十
歳
ま
で
と
な
る

緑
化
部
を
山
林
部
に
統
合
。
農
林
技
術
開
発
部

・
建
材
開
発
部
新
設

紋
別
山
林
事
業
所
、
山
林
部
の
直
轄
に

大
西
和
男
常
務
、
社
長
に
就
任
。
山
崎
社
長
は

取
締
役
会
長
に

(20
日）

▼
住
友
林
業
ホ
ー
ム
と
住
友
林
業
住
宅
、
対
等
合
併
。

社
名
は
、
住
友
林
槃
ホ
ー
ム
閥

▼
リ
ビ
ン
グ
住
協
味
設
立

▼
サ
ラ
ワ
ク
テ
ィ
ン
バ
ー
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
昧
設
立

東
京
営
業
部
木
材
グ
ル
ー
プ
、
「
住
林
ラ
ン
バ
ー
会
」

発
足

8
月
9
月
9
月

11
月

9
月

3
月
6
月

9
月
11
月

4
月
4
月

昭
和
59
年
（
＿
九
八
四
）

3
月

1
月
1
月
2
月

1
月
2
月
3
月
6
月

12
月

10
月

小
松
島
闘
新
設

第
四
回
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
建
転
換
社
債
四
0
0
0

万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
発
行

二
割
無
償
増
資
に
よ
り
新
資
本
金
四
二
億
六
四

九
万
円

山
崎
社
長
、
日
本
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
経
済

人
会
議
に
日
本
代
表
団
と
し
て
参
加
、
林
産
物

分
科
会
で
講
演

木
材
第

一
部
・

ニ
部
を
廃
止
し
て
木
材
営
業
本

部
を
新
設
、
そ
の
下
に
業
務
部
と
外
材
部
を
設

置

韓
国
挽
米
材
製
品
輸
入

Y
昂
士
不
燃
建
材
、
「
F
A
ボ
ー
ド
」
発
売

建
設
省
王
催
「
い
え
づ
く
り
翌
提
案
競
技
で
、

当

社
の

「
S
F
怒
」
が
優
秀
提
案
に
入
選

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
森
林
大
臣
、
当
社
山
林
視
察

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
よ
る
「
森
林
管
理

デ
ー
タ
マ
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」
（
ロ
ビ
ン
フ

ッ
ド
）を
開
発

マ
ス
ミ
リ
ン
緑
化
、
住
友
林
業
緑
化
因
に
社
名
変
更

日
本
木
造
住
宅
産
業
協
会
設
立
に
参
画

マ
止
友
林
業
ホ
ー
ム
、
ひ
の
き
建
設
（
旧
山
梨
建
設）

の
経
営
権
を
取
得
し
、
初
の
直
営
工
務
店
に

▼
 Su
m
i
r
i
n
 N
 N
社
設
立

▼
ネ
ル
ソ
ン
・
パ
イ
ン
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ

(N
P
I)
社
設
立

ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
叫
新
設

2
月
3
月
5
月
5
月
6
月
8
月
8
月
10月
10
月
12
月

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

S
L
J
杜
の
合
板
初
入
荷

江
戸
崎
土
地
、
大
和
団
地
に
売
却

●
K
T
I社
、
ス
ペ
イ
ン
で
「
優
秀
企
業
賞
」
受
賞

中
国
ス
ミ
リ
ン
会
設
立

解
体
チ
ノ
プ
事
業
開
始

（埼
玉
県
所
沢
市
）

K
T
I社
ス
ブ
ル
終
山

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
推
進
専
門
部
会
設
置

●
住
友
林
業
ホ
ー
ム
、

「ザ
・
ハ
ウ
ス
」
発
売

米
木
材
視
察
団
、
新
宿
の
当
社
住
宅
展
示
場
視
察

外
材
の
本
・
支
店
間
受
け
渡
し
、
手
数
料
制
か
ら
仕

切
制
へ
変
更

10
月
11
月
こ
の
年

8
月

8
月

7
月

昭
和
58
年
(
-
九
八

4
月
6
月

4
月
5
月

11
月
11
月

7
月
7
月

住
友
林
業
社
員
持
株
会
発
足

宝
塚
寮
購
入
、
移
転
（
甲
子
園
寮
廃
止
）

5
月
8
月
9
月
9
月
10
月

技
術
協
力

チ
リ
材
初
輸
入

ジ
ャ
カ
ル
タ
圃
↓
支
店
。
シ
ブ
血
新
設

ア
ラ
ス
カ
丸
太
の
本
格
取
引
開
始

t友
林
業
ホ
ー
ム
、
累
損

一
掃

新
居
浜
支
社
廃
止

9
月
11
月

胃

●
第

一
回
住
ま
い
の
増
改
築
フ
ェ
ア
開
催

●
秋
木
工
業
、
会
社
更
生
法
適
用
申
請
、
負

債
総
額

一
六
0
億
円

上
越
新
幹
線

（大
宮
新
潟
）
開
通

(15
日）

中
曽
根
康
弘
内
閣
成
立

(27
日）

恵

凩
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
プ
ン

(15
日）

■

法
律
の
改
正
で
、
合
板
・
製
材
の

J
A
S

品
が
海
外
で
も
生
産
可
能
に

免
田
事
件
で
死
刑
囚
に
初
の
無
罪
判
決

(15

日）フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
キ
ノ
元
上
院
議
員
暗
殺

(21
日）

田
中
元
首
相
に
実
刑
判
決

(12
日）

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
来
日

(
9
日）

■

総
合
商
社
木
材
部
の
縮
小
、
建
材
部
の
分

離
独
立
相
次
ぐ

東
証
平
均
株
価
、
一
万
円
台
乗
せ

(
9
日）

●
日
本
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
設
立

グ
リ
コ
・
森
永
脅
迫
事
件

●
上
期
合
板
輸
入
、
前
年
同
期
比
三

・
ニ
倍

と
急
増

■

日
本
木
造
住
宅
産
業
協
会
設
立

■

カ
ナ
ダ

B
C
州
林
業
大
臣
、
一
九
八
六
年

一
月
か
ら
丸
太
輸
出
規
制
強
化
計
画
発
表

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
再
選

(
6
日）

■

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
丸
太
輸
出
禁
止

N

T

T
、
日
本
た
ば
こ
産
槃
、
民
営
化

(
1
日）

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
成
立

(17
日）

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落
、
死
者
写

一0
人

(12
日）

三
光
汽
船
、
会
社
更
生
法
適
用
申
請
、
負
債

総
額
五
二
0
0
億
円
で
、
戦
後
最
大

(13
日）

G
5。
フ
ラ
ザ
合
意
、
ド
ル
高
是
正
へ

(22
日）

阪
神
日
本
シ
リ
ー
ズ
初
優
勝

(
2
日）

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
ル
コ
ス
国
外
脱
出
し
ア
キ

ノ
大
統
領
就
任

(25
日）

■

第
五
期
住
宅
建
設
五
カ
年
計
画
、
閣
議
決

定
（
六
七
0
万
戸
）

■

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
原
木
輸
出
禁
止

ソ
連
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
で

爆
発
事
故

(26
日）

第
―
二
回
サ
ミ
ソ
ト
、
東
京
で
開
催

(
4
日）

衆
参
同
日
選
挙
で
自
民
党
大
勝

■

カ
ナ
ダ

B
C
州
で
一
三
八
日
間
の
港
湾
ス

卜ガ
ッ
ト
閣
僚
会
議
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン

ド
の
開
始
宣
言

「
売
上
税
導
入
、

活
発
化

国
鉄
分
割
・
民
営
化
、

J
R
グ
ル
ー
プ

11
法

人
と
国
鉄
清
算
事
業
団
発
足

政
府
・
自
民
党
、
売
上
税
導
入
析
念

マ
ル
優
廃
止
」
反
対
運
動



平
成
2
年
(
-
九
九

0
)

平
成
3
年
（
＿
九
九
＿
）

1
月
4
月

1
月

4
月
5
月
6
月
8
月
11
月
11
月

3
月

第
二
回
ユ
ー
ロ
ワ
ラ
ン
ト
債
起
債
、

0
0
万
ド
ル

決
算
期
、
九
月
を
三
月
に
変
更

一
億
五

0

開
発
部
を
廃
止
し
、
事
業
開
発
部
・
開
発
企
画

部
新
設
。
国
内
営
業
部
を
廃
止
し
、
営
業
本
部

を
新
設
、
そ
の
下
に
業
務
部
、
東
京
・

大
阪
両

営
業
部
お
よ
び
各
支
店
を
設
置
。
海
外
本
部
を

新
設
、
そ
の
下
に
海
外
第

一
部
・
第
二
部
・
ジ

ャ
カ
ル
タ
支
店
を
設
置
。
農
林
技
術
開
発
部
廃

止囮
、
デ
ザ
イ
ン
開
発
室
新
設

佃

、
お
客
様
相
談
室
新
設

総
務
部
（
広
報
担
当
）
、
『
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
』
創
刊

囮
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
制
実
施

Sumitomo Forestry America, m
e
.
 
設
立

（
昭
和

四
五
年
設
立
の
米
国
法
人
は
6
1
年
に
解
散
）

幕
張
テ
ク
ノ
ガ
ー
デ
ン
に
ニ
フ
ロ
ア
区
分
所
有

（四―

二
互

m)

「
住
友
林
業
厚
生
年
金
基
金
」
設
立

グ
リ
ー
ン
環
境
委
員
会
設
置

囮

、
用
地
部
↓
分
譲
住
宅
部

囮
、
イ
ン
テ
リ
ア
部
新
設

別
子
銅
山
開
坑
――10
0
周
年
式
典

当
社
株
式
、
東
京
証
券
取
引
所
市
場
第

一
部
に

上
場

海
外
本
部
を
廃
止
し
営
業
本
部
に
統
合
。
業
務

部
↓
営
業
管
理
部
。
住
宅
事
業
部
↓
住
宅
本
部
。

特
建
本
部
新
設
。
能
力
開
発
室

・
広
報
室

・
グ

リ
ー
ン
環
境
室
新
設

営
業
本
部
支
店
制
廃
止

筑
波
研
究
所
開
設

6
月
7
月

3
月
4
月

高
級
木
造
注
文
住
宅
「
憧
」
発
売

▼
ス
ミ
リ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ト
ム
ハ
ウ
ス
の
リ
フ

ォ
ー
ム
部
門
を
継
承
し
、
社
名
を
住
友
林
業
ホ
ー
ム

テ
ッ
ク
固
に
変
更

ジ
ャ
カ
ル
タ
支
店
↓
支
社

熱
帯
雨
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

1
月
1
月
4
月
4
月
6
月
6
月

27

年
表

77ー

地
価
税
導
入

湾
岸
戦
争
勃
発

(17
日
）

■

森
林
法
改
正

東
京
都
庁
、
新
宿
へ
移
転

(
1
日）

雲
仙
普
賢
岳
噴
火

(
3
日）

南
ア
フ
リ
カ
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
撤
廃

9
月
9
月

7
月
7
月

5
月
5
月
5
月
5
月
6
月

紋
別
・
人
吉
両
山
林
事
業
所
で
高
性
能
林
業
機
械
導

入マ
米
国
で
プ
ラ
ム

・
ク
リ
ー
ク
・
リ
マ

ニ
フ
ァ
ク
チ

ャ
リ
ン
グ

(
P
C
R
)
社
設
立

C
A
D
セ
ン
タ
ー
を
幕
張
テ
ク
ノ
ガ
ー
デ
ン
に
設
置

住
宅
営
業
職
の
給
与
体
系
統

一

佃

、
水
戸
・
宇
都
宮
支
店
新
設

▼
ス
ミ
リ
ン
農
産
、
芝
活
性
剤

「
芝
太
郎
」
発
売

▼
リ
ン
バ
・
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

(
R

P
I
)
社
設
立

マ
滝
の
宮
C
C
、
九
ホ
ー
ル
増
設

▼
コ
ー
ス
タ
ル
・
ラ
ン
バ
ー
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ

(
C
L

P
)
社
設
立

イ
ン
テ
リ
ア
・
メ
ッ
セ
、
幕
張
テ
ク
ノ
ガ
ー
デ
ン
に

オ
ー
プ
ン

「
ゆ
う

・
マ
ザ
ー
ズ
」
発
売

9
月
10
月
11
月
12
月
こ
の
年

3
月
8
月
8
月

4
月

2
月

2
月

2
月

1
月

1
月

11
月

6
月
10
月
11
月

倶
楽
部
」
発
売

▼
ス
ミ
リ
ン
ウ

ォ
ー

ル
テ
ッ
ク
昧
設
立

囮
、
和
歌
山
支
店
新
設

四
国
林
業
、
固
ロ
ビ
ン
フ
ソ
ド
に
社
名
変
更

(16
日）

囮

、
松
山
支
店
新
設

「
ゆ
う
」
発
売

▼
ス
ミ
リ
ン
物
流
セ
ン
タ
ー
固
設
立

マ
浜
田
産
業
、
合
板
製
造
停
止

理
店
・
ニ
ッ
ピ
ン
ド
が
販
売
開
始

■

タ
イ
が
全
土
の
森
林
伐
採
禁
止

消
費
税
実
施
(
-=
％
)
（

1
日
）

北
京
で
天
安
門
事
件
、
死
者
多
数

(4
日）

参
院
選
で
与
野
党
逆
転

(23
日
）

ベ
ル
リ
ン
の
壁
撤
去

(10
日）

米
・
ソ
首
脳
マ

ル
タ
で
冷
戦
終
結
宣
言

(3

日）東
証
平
均
株
価
、
史
上
最
高
の
三
万
八
九

一

五
円
を
記
録

(29
日）

東
証
大
発
会
、
平
均
株
価
二

0
二
円
の
下
げ

（
バ
ブ
ル
崩
壊
の
始
ま
り
）

■

林
経
協
、
欧
州
か
ら
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
ー
輸

入ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
、
ソ
連
の
初
代
大
統
領
に

イ
ラ
ク
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
ヘ

侵
攻
1
1
湾
岸
危
機

政
府
、
湾
岸
危
機
で
多
国
籍
軍
に
四
0
億
ド

ル
支
出

■

米
、
州
有
林
丸
太
輸
出
規
制
強
化

東
西
両
ド
イ
ツ
統

一

(3
日
）

サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
、
辞
任
を
発
表

日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行

■

住
宅
ブ
ー
ム
、
新
設
住
宅

一
七
一
万
戸

12月

4
月
4
月
6
月
6
月
10
月
10
月
12
月

2
月
4
月
6
月
7
月
11
月
12
月

3
月

昭
和

64年
／
平
成
元
年

2
月

(
＿
九
八
九
）

1
月
1
月
2
月

山
林
部
、
新
基
本
方
針
発
表

初
の
企
画
住
宅

「
ス
テ
ラ
」
発
売

▼
ス
ミ
リ
ン
農
産
、
栽
培
グ
ル
メ
セ
ッ
ト
「
土
太
郎

1
月
1
月

昭
和
天
皇
崩
御

(
7
日
）
、
平
成
に
改
元

(
8

日）
■

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
合
板
の
日
本
向
け
総
代

10
月
11
月
11
月

10
月
7
月

11
月
12月

10
月
10月
12
月

9
月

創
立
四
0
周
年
記
念
行
事
（
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
、

年
表
の
作
成
な
ど
）

ロ
ン
ド
ン
で
第
一
回
ユ
ー
ロ
ワ
ラ
ン
ト
債
起
債
、

一
億
ド
ル

合
併
に
よ
り
社
内
報
統

一
、
『
樹
海
』
創
刊

山
崎
会
長
、
「
木
住
協
」
会
長
に
就
任

不
動
産
開
発
部
を
住
宅
事
業
部
よ
り
分
離
、
同

事
業
部
に
用
地
部
新
設

4
月
4
月
4
月
5
月
6
月

▼
ス
ミ
リ
ン
木
材
工
業
の
加
工
部
門
を
分
離
し
、
ス

ミ
リ
ン
ホ
ル
ツ
昧
設
立

建
築
技
術
専
門
校
開
校
（
四
街
道
市
）

「
檜
グ
レ
イ
ス
」
発
売

佃

、
広
島
支
店
新
設

高
精
度
住
宅
委
員
会
設
置

東
京
営
業
部
、
横
浜
⑰
新
設
（
平
成
元
年

3
月
神
奈

川
圏
に
改
称
）

▼
浜
田
産
業
、
収
納
家
具
「
イ
ン
タ
ー
シ
ュ
ノ
ー
ル
」

開
発
山
崎
会
長
、
欧
州
林
業
機
械
視
察
団
の
団
長
と
し
て

先
進
林
業
国
の
機
械
化
調
査

▼
ス
ミ
リ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
固
設
立

木
造
三
階
建
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
展
示
（
城
北
展
ホ
場
）

T
A
C
発
表
会
で

「高
精
度
住
宅
生
産
シ
ス
テ
ム
」

発
表

3
月
4
月
4
月
6
月
7
月

昭
和

63年
(
-
九
八
八
）

2
月

2
月

3
月

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通
、
世
界
最
長
五
三
・
八

五
k
m
(
1
3
日
）

東
京
ド
ー
ム
完
成

(
17
日）

瀬
戸
大
橋
開
通

(10
日）

●
林
野
庁
に
木
材
流
通
課
新
設

リ
ク
ル
ー
ト
事
件

■

カ
ナ
ダ
の
構
造
用
合
板
工
場
に

J
A
S
認

定米
大
統
領
選
挙
で
ブ
ッ
シ
ュ
庄
勝

(
8
日
）

東
証
平
均
株
価
、

三
万
円
の
大
台
に

11
月
10月

9
月
10
月

11
月

10
月
11
月

7
月

11
月

6
月

JO
月
10
月

4
月
5
月

6
月

ー
併
、
住
友
林
業
ホ
ー
ム
を
住
宅
事
業
部
と
し
、

不
動
産
開
発
部
を
同
事
業
部
の
所
管
と
す
る
。

本
部
制
廃
止
し
、
国
内
営
業
部
・
海
外
第
一
部

•
第
二
部
を
新
設
。
建
材
開
発
部
を
営
業
開
発

部
に
統
合
。
特
建
部
新
設

C
I活
動
で
新
し
い
ロ
ゴ
を
き
め
る

一
割
無
償
増
資
に
よ
り
新
資
本
金
九
三
億
四
二

八
五
万
円

▼
中
国
支
店
、
福
山
②
新
設

▼
住
友
林
業
ホ
ー
ム
の
住
宅
外
構
部
門
を
住
友
林
業

緑
化
に
移
管

t宅
部
門
の
直
営
施
工
会
社
七
社
合
併
し
、
ス
ミ

リ
ン
建
設
固
設
立

▼
ス
ミ
リ
ン
住
宅
流
通
、

住
友
林
業
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ

ス
固
に
社
名
変
更

▼
ス
ミ
リ
ン
サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
底
設
立

▼
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
現
地
法
人

Sumitomo
Forestry 

(Singapore)
 Pte.
 
L
t
d
.
 
設
立

仙
台
支
店
を
東
北
支
店
、

高
松
支
店
を
四
国
支
店
と

改
称
マ
河
之
北
開
発
、
滝
の
宮

C
C
オ
ー
プ
ン

■

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
輸
入
合
板
窓
口
と
し
て

日
本
輸
入
合
板
協
議
会
発
足

利
根
川
進
に
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
(12
日）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
大
暴
落
（
ブ
ラ
ッ

ク
マ
ン
デ
ー
）
（

19
日
）

■

建
築
基
準
法
改
定
（
準
防
火
地
域
で
木
造
――
―

階
可
）

竹
下
登
内
閣
成
立

(
6
日）

_
 

_
 



5
月
5
月
5
月

『
こ
だ
ま
』
設
立
四
五
周
年
記
念
号
発
行

開
発
企
画
部
を
廃
止
し
、
知
的
財
産
権
管
理
室

新
設
。
化
、
夢
3
階
営
業
部
新
設

新
人
事
制
度
（
木
建

・
住
宅
一
本
化
）
実
施

本
社
事
務
所
、
新
宿
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
ビ
ル
に

移
転
、
住
宅
本
部
と
統
合

五
四
期
決
算
、

二
ニ
期
連
続
増
収
増
益
達
成

大
西
社
長
、
「
木
住
協
」
会
長
に
就
任

住
宅
本
部
の
支
店
組
織
、
営
業
と
生
産
の
ニ
グ

ル
ー
プ
に
改
定

3
月
3
月

6
月
6
月

4
月
5
月

2
月
3
月

4
月
4
月
6
月

2
月

京
都
支
店
、

全
店
で
初
め
て
無
災
害
継
続
一

0
0
0

日
達
成

特
建
本
部
、
企
画
型
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
「
サ
ク
シ
ー

ド
R
」
発
売

▼
ス
ミ
リ
ン
サ

ッ
シ
セ
ン
タ
ー
、
牛
久
新
工
場
竣
工

ポ
ル
ト
ガ
ル
の

S
I
A
F
杜
と

M
D
F
生
産
に
関
し

合
弁
契
約

ロ
シ
ア
材
初
入
荷

▼
ス
ミ
リ
ン
合
板
、
住
宅
本
部
向
け
住
設
機
器
の
生

産
開
始

3
月

平
成
6
年
（
＿
九
九
四
）

3
月
4
月

2
月

1
月

小
選
挙
区
制
導
入
な
ど
政
治
改
革
関
連
法
成

立●
建
設
省
、
「
新
世
代
木
造
住
宅
供
給
シ
ス
テ

ム
」
発
表

細
川
首
相
辞
任

(25
日）

中
華
航
空
機
事
故
、
死
者
二
六
四
人

P
L
法

（製
造
物
責
任
法
）
成
立
（
施
行
は

7
年

7
月
）

首
相
に
村
山
富
市
社
会
党
委
員
長

(30
日）

松
本
サ
リ
ン
事
件
、
死
者
七
人

12
月
こ
の
年

12
月
11
月
H
月
8
月
8
月
6
月

8
月
9
月
11
月
12
月
12
月
こ
の
年

6
月
9
月

4
月
5
月

6
月

3
月
4
月

6
月
6
月
7
月
7
月

2
月
3
月

1
月

平
成
5
年
(
-
九
九
三
）

2
月

ワ
ラ
ン
ト
債
償
還
完
了
に
よ
り
資
本
金
二
七
六

億
六
0
0
0
万
円

新
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
決
定

第
五
三
期
、
―
二
期
連
続
増
益
の
好
決
算
（
売

上
裔
五
四
七
九
億
円
、
経
常
利
益
一
七
六
億
円
）

山
崎
取
締
役
会
長
退
任
、
取
締
役
相
談
役
に

(29

日）業
務
効
率
推
進
室
新
設

東
証
よ
り
、
株
主
へ
の
利
益
遠
元
顕
著
に
よ
り

表
彰

1
日パ
1
月

▼
N
P
I
社
、
当
社
一

0

0
％
子
会
社
に

「
ス
テ
ラ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」
、
日
経
優
秀
製
品

・
サ
ー

ビ
ス
賞
受
賞

的
、
岡
山
支
店
新
設
、
名
古
屋
南
↓
名
古
屋
、
名
古

屋
↓
名
古
屋
北
に
支
店
名
変
更

▼
ス
ミ
リ
ン
農
産
、

「芝
太
郎
」
自
社
工
場
竣
工

叫
八
王
子
・
滋
賀
・
姫
路
・
愛
知
東
各
支
店
新
設。

所
沢
↓
埼
玉
西
、
豊
橋
↓
浜
松
に
支
店
名
変
更

▼
ス
ミ
リ
ン
建
設
分
社

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
・
ホ
ニ
ア
ラ
駐
在
新
設

(6
年
10
月

廃
止
）

大
阪
営
業
部

・
和
歌
山
圏
、
中
国
支
店

・
福
山
⑤
そ

れ
ぞ
れ
廃
止

▼
N
P
I
社、

I
S
o
（
国
際
規
格
）
認
定
工
場
と

な
る
イ
ノ
ス
グ
ル
ー
プ
推
進
部
、

企
画
提
案
型
住
宅
「
T

シ
リ
ー
ズ
」
発
売

別
子
山
村
中
七
番
に

「住
友
の
森
エ
コ

シ
ス
テ
ム
」

（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
）
オ
ー
プ
ン

オ
ー
ス
ト
リ
ア
よ
り
丸
太
第
一
船
入
港

高
級
洋
風
住
宅

「山
手
一
番
館
」
発
売

大
阪
特
建
部
、
オ
ー
ク
四
ツ
橋
ビ
ル
竣
工
（
地
上

一

二
階
地
下

一
階）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
叫
、
現
地
法
人
化
の
た
め
廃
止

構
造
材
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
使
用
始
め
る

3
月
4
月
4
月
5
月
6
月

中
国
、
新
国
家
主
席
に
江
沢
民
選
出

■

日
合
連
、
設
備
二
0
％
削
減
方
針

■

サ
バ
州
丸
太
輸
出
禁
止
表
明

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

J
リ
ー
グ
ス
タ
ー
ト

皇
太
子
殿
下
、
小
和
田
雅
子
さ
ま
ご
成
婚
(
9

日）ゼ
ネ
コ
ン
汚
職
拡
大
、
茨
城
県
知
事
ら
逮
捕

■

改
正
建
築
基
準
法
施
行

総
選
挙
で
自
民
党
過
半
数
割
れ

●
北
欧
材
初
入
荷
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
大

型
視
察
団
来
日

細
川
護
煕
連
立
内
閣
成
立

(
9
日）

イ
ス
ラ
エ
ル
と

P
L
o
相
互
承
認

環
境
基
本
法
成
立

(12
日）

田
中
元
首
相
死
去

■

ガ
ッ
ト
林
産
物
関
税
交
渉
決
着

■

プ
レ
カ
ソ
ト
工
場
、
新
増
設
七
0
と
急
増、

合
計
六
四
0
工
場
に

8
月
10月
10
月
11
月

5
月

7
月
9
月
9
月
10
月
10
月

4
月
5
月

6
月
7
月

広
報
室
、
英
文
の
対
外
情
報
誌
『
グ
リ
ー
ン
グ

ラ
フ
一
創
刊

広
報
室
、
グ
ル
ー
プ
誌
『
ス
ミ
リ
ン
グ
ニ
ュ
ー

ス
j

創
刊
（
平
成
8
年
4
月
廃
刊
）

定
年
延
長
六
十
歳
に
、
同
時
に
五
十
八
歳
役
職

定
年
制
実
施

事
業
開
発
本
部
新
設

▼
オ
ラ
ン
ダ
に
金
融
子
会
社
S
u
m
i
t
o
m
o
F
o
r
e
s
t
r
y
 

N
e
t
h
e
r
l
a
n
d
s
 B
.V. 
設
立

永
年
勤
続
表
彰
制
度
改
定
（
特
別
休
暇
付
与
）

当
社
株
、
東
証
で
貸
借
銘
柄
に
選
定

資
本
金
二
0

0
億
円
を
超
え
る

業
務
刷
新
委
員
会
設
置

佃
、
デ
ザ
イ
ン
開
発
室
↓
商
品
開
発
部

3
月
4
月
4
月

8
月
9
月
9
月
10
月
11
月

2
月
3
月

6
月

4
月
4
月

1
月

3
月
4
月

平
成
4
年
（
＿
九
九
二
）

3
月

1
月

▼
N
P
I
社
の

に
認
定

「
森
林
育
成
――1
0
0
周
年
」
記
念

「ゆ
う

「檜
』
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

(¥
3
月
）、
大
ヒ

ノ
ト

物
流
実
験
セ
ン
タ
ー
を
千
葉
県
流
山
市
に
開
設

特
建
本
部
、
店
舗
併
用
マ
ン
シ
ョ
ン

「サ
ク
シ
ー
ド
」

発
売
筑
波
研
究
所
、
実
験
棟
完
成

住
宅
部
材
供
給
シ
ス
テ
ム
「
C
&
P
」
開
始

叩
、
豊
橋
・
東
京
東
・
新
百
合
ヶ
丘
・
所
沢

・
群
馬

•
千
里
中
央
の
各
支
店
新
設

▼
ナ
プ
コ
ホ
ー
ム
、

「
エ
ド
ワ
ー
ド
」
発
売

▼
C
L
P
社
工
場
（
広
葉
樹
製
材
）
、
米
ウ

ェ
ス
ト
ハ

ー
ジ
ニ
ア
州
に
完
成

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
布
基
礎

「
ペ

ト
ロ
ベ
イ
シ
ス
」
使
用
開
始

▼
R
P
I
社
の
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ホ
ー
ド
工
場
操
業
開
始

ス
テ
ッ
プ
ニ
0
年
保
証
の

「
ゆ
う
ll
」
発
売

▼
ス
ミ
リ
ン
木
材
、
閉
鎖
清
算

▼
住
友
林
業
ク
レ
ッ
ク
ス
、
鹿
島
事
業
所
開
設

ソ
ド
」
、
エ
コ
マ
ー
ク
商
品

3
月

_
 
月
収
士
し
『
広
報
マ
／
ス
）
ー
創

広
報
室
経
営
杜
辛
'
!
'
I
d

刊
（
後
に
『
コ
ン
パ
ス
』
↓

「樹
海
オ
ン
ラ
イ

ン
j

と
誌
名
変
更
）

特
建
本
部
、
大
阪
特
建
部
新
設

▼
ス
ミ
リ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
固
設
立

セ
ラ
ミ
ソ
ク
住
宅
開
発
室
新
設

新
中
期
経
営
計
画
発
表

初
の
国
内
C
P
（
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ペ
ー
パ
ー
）

発
行
▼
情
報
シ
ス
テ
ム
室
を
廃
止
し
、
住
友
林
業
情

報
シ
ス
テ
ム
味
設
立

_
 

▼
N
P
I
社
増
設
、
世
界
一
の

M
D
F
工
場
に

新

c
s
（顧
客
満
足
）
運
動
開
始

▼
囲
ラ
イ
フ

ェ
リ
ア
設
立

台
風

一
七
、
一
八
、
一
九
号
に
よ
り
九
州
山
林
被
害

▼
浜
田
産
業
、
住
友
林
業
ク
レ
ッ
ク
ス
味
に
社
名
変

▼
ス
ミ
リ
ン
農
産
「
土
太
郎
」
、

N
H
K
テ
レ
ビ
放

映
で
大
反
響

新
提
案
住
宅

「
ス
テ
ラ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」
発
売

住
宅
本
部
、

「資
材
配
送
合
理
化
委
員
会
」
設
置

▼
住
友
林
業
緑
化
、
名
古
屋
市
よ
り
都
市
景
観
特
別

賞
受
賞

■

日
本
一
の
木
造
建
築
「
出
雲
ド
ー
ム
」
竣

工公
示
地
価

一
七
年
ぶ
り
に
下
落

■

セ
イ
ホ
ク
グ
ル
ー
プ
、
針
葉
樹
合
板
に
転

換p
k
o協
力
法
成
立
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
ヘ
の
自

衛
隊
派
遣
は
10
月）

佐
川
献
金
問
題
で
金
丸
議
員
辞
職

■

サ
ラ
ワ
ク
州
、
伐
採
大
幅
削
減

毛
利
衛
、
米
の
宇
宙
飛
行
に
参
加

■

ワ
シ
ン
ト
ン
州
有
林
、
丸
太
輸
出
禁
止

ク
リ
ン
ト
ン
、
米
大
統
領
に
当
選

11
月

11
月
11
月
11
月

5
月
6
月
6
月
9
月
10
月

10
月

4
月

9
月
9
月
9
月
9
月
10
月

12
月

9
月
10
月

生
産
緑
地
法
施
行

損
失
補
填
で
四
大
証
券
に
最
高
六
日
間
の
営

業
停
止
処
分

ソ
連
邦
崩
壊
、
ゴ
ル
ハ
チ
ョ
フ
辞
任

(
8
日）

ー



4
月
3
月

平
成
9
年
（
＿
九
九
七
）

3
月

能
力
開
発
室
、
自
己
啓
発
支
援
の
通
信
講
座

開
講
新

C
I
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、

「
森
の
ち
か
ら

を
、
未
来
の
ち
か
ら
に
」
と
決
定

「
住
友
林
業
の
経
営
理
念
と
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ

4
月

2
月
4
月
4
月

IO
月
9
月
7
月

N
H
K
テ
レ
ビ
、
当
社
住
宅
の
耐
震
性
を
紹
介

国
分
寺
寮
完
成

初
の
知
的
財
産
権
活
動
表
彰
で

一
五
名
表
彰

グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
ビ
ル
の
役
員
な
ど
九
九
名
に

よ
る
電
子
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
稼
働

新
教
育
制
度
ス
タ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

▼
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
金
融
子
会
社

S
u
m
i
t
o
m
o

Forestry In
v
es
t
m
e
n
t
 Ltd
.
 
設
立
（
住
友
林
業

香
港
は

10月
に
廃
止
）

「
経
営
理
念
」
制
定

電
子
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
、
全
国
に
展
開

財
務
部

・管
理
部
↓
経
理
部
。
営
業
管
理
部
↓

営
業
企
画
部
。
海
外
部
・
木
材
建
材
部
↓
営
業
部

マ
ス
ミ
リ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
固
（
人
材
派

遣
業
）
設
立

5
月
6
月
7
月

12
月

4
月

9
月
10
月
10
月

4
月
2
月

4
月
6
月
7
月

2
月

1
月
3
月
3
月
4
月

1
月
1
月
1
月

平
成
8
年
(
-
九
九
六
）

1
月

12
月

10
月

新
住
宅
営
業
給
与
制
度
実
施

新
人
事
考
課
制
度
導
入

住
宅
資
材
総
合
開
発
企
画
委
員
会
設
置

営
業
本
部
紐
織
改
正
（
①
海
外
、
木
材
建
材
、

イ
ノ

ス
グ
ル
ー
プ
推
進
の
一＿一
部
制
に
、

②
国
内

営
業
に
支
店
制
復
活
）
、
情
報
シ
ス
テ
ム
室
新

設。囮
、
東
京
特
販
部
・
大
阪
特
販
部
新
設

環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
、
本
社
一

0
部
門
で
開
始

新
会
計
、
入
出
金
シ
ス
テ
ム
開
始

五
五
期
決
算
発
表
。
増
収
減
益
で

一
三
期
連
続

増
益
に
終
止
符

的

、
シ
ス

テ
ム
住
宅
開
発
部
新
設

労
働
組
合

一
本
化

山
口
社
長
、
主
管
者
会
議
で
「
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
骨

子
」
発
表

マ
ル
チ
バ
ン
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
実
施

8
月
6
月
5
月
5
月

4
月
4
月

2
月
2
月

山
口
博
人
専
務
、
社
長
に
就
任
。
大
西
社
長
取

締
役
会
長
に

(29
日）

新
会
計
シ

ス
テ
ム
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
ス
タ
ー
ト

国
産
材
の
加
工
流
通
事
業
化
推
進
委
員
会
設
置

_
 

イ
ノ
ス
グ
ル
ー
プ
、
建
設
省
の
新
世
代
木
造
住
宅
供

給
ン
ス
テ
ム
の
認
定
受
け
る

東
京
営
業
部
、
東
関
東
⑤
新
設

仰
、

つ
く
ば

•
一二
重
・
北
九
州
・
福
島
の
各
支
店
、

お
よ
び
新
潟

・
熊
本
両
⑤
新
設

四
国
支
店
・
高
知
、
中
国
支
店

・
山
口
、
東
北
支
店
・

盛
岡
の
各
⑤
廃
止

第
一
回
社
内
洋
風
外
観
コ
ン
ク
ー
ル
実
施

ア
フ
リ
カ
材
、
本
格
的
に
入
荷
始
ま
る

初
の
非
木
造
住
宅
「
夢
3
階

s」
発
売

東
海
支
店
、
富
山
⑤
廃
止
し
北
陸
箇
新
設

S
I
A
F杜
に
駐
在
員
派
遣

高
耐
久
仕
様
「
ス
テ
ラ
・

f

（
フ
ォ
ル
テ
）
」
発
売

▼
N
P
I
社
、
輸
出
貢
献
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政

府
よ
り
表
彰

阪
神
大
震
災
で
神
戸
・
阪
神
両
支
店
被
害

震
災
対
策
本
部
を
東
京
と
大
阪
に
設
置

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
駐
在
員
派
遣

▼
ス
ミ
リ
ン
農
産
、
「
土
太
郎
」
生
産
の
関
東
工
場

完
成
（
東
京
都
三
郷
浄
水
場
内
）

兵
庫
県
よ
り
受
注
し
た
被
災
者
用
仮
設
住
宅
―
1
0
0

戸
、
完
成
、
引
渡
し

地
震
被
災
者
向
け
特
別
限
定
商
品
発
売

佃
、
金
沢
・
高
松
・
小
山
の
各
支
店
、
お
よ
び
福
山

⑤
新
設

高
耐
久
性
木
造
住
宅

「ゆ
う
21
・
ビ
ソ
グ
オ
ー
ク
」

（
洋
風
）
、
「
ゆ
う
2
1
•森
風
」
（
和
風
）
発
売

第
五
五
期
注
文
住
宅
受
注
棟
数
、
初
め
て

一
万
棟
を

超
え

一
万

一
四
棟
に

「
住
友
の
森
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
推
進
活
動
に
よ
り
朝

日
森
林
文
化
賞
受
賞

イ
ノ
ス
グ
ル
ー
プ
推
進
部
、
注
文
型
自
由
設
計
住
宅

「
X
シ
リ
ー
ズ
」
発
売

建
設
省
王
催
「
プ
ラ
ス
•
Y
o
u
住
宅
」
コ
ン
ペ
に
、

当
社
「
回
遊
家
族
”
プ
ラ
ス
•
Y
o
u
”
家
族
と
共

に
育
つ
家
」
が
入
選

ベ
ル
ギ
ー
の

S
p
a
n
olu
x
社
と
同
社
製
M
D
F
の
日
本

国
内
の
独
占
販
売
契
約

震
災
復
興
基
地
を
西
宮
市

(2
月
に
は
神
戸
市
西
区

に
も
）
に
建
設

東
北
ス
ミ
リ
ン
会
設
立

東
海
支
店
、
豊
橋
②
廃
止

マ
N
P
I
社、

第
一ニ
ラ
イ
ン
増
設
決
定
（
稼
働
は
翌

年
11
月
）
、
年
間
生
産
量
世
界

一
の
三
万
面

愛
媛
県
等
と
共
催
の
「
照
葉
の
森
づ
く
り
運
動
」
で、

当
社
山
林
に
参
加
者
三
五
0
人
、

一
五
0
0
本
を
植

樹マ
ス
ミ
リ
ン
シ
ス
テ
ム
住
宅
埼
玉
闊
（
久
喜
市
）
、
同

栃
木
昧
（
小
山
市
）
設
立

囮

、
岐
阜
・
甲
府
両
支
店
、
厚
木
・
熊
谷
・
成
田
・

山
ロ
・
仙
台
南
各
⑦
新
設

マ
ナ
プ
コ
ホ
ー
ム
、
ス
ミ
リ
ン
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
閲
に

社
名
変
更

ア
吐
友
林
業
シ
ス
テ
ム
住
宅
工
業
固
設
立

筑
波
研
究
所
に
実
大
住
宅
実
験
施
設
完
成

R
P
I
社
の

P
B
で
ス
ピ
ー
カ
ー
ボ
ソ
ク
ス
を
製
造

す
る

A
S
T社
を
合
弁
で
設
立

林
野
庁
の
要
請
で
、
ス
ブ
ル
実
験
林
を
地
球
温
暖
化

防
止
の
「
共
同
実
施
活
動
」
と
し
て
申
請

マ
ス
ミ
リ
ン
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
「
エ
ン
ブ
レ
イ
ス
」

発
売t友
林
業
シ
ス
テ
ム
住
宅
、

工
場
操
業
開
始

シ
プ
出
張
所
に
ク
チ
ン
駐
在
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
新
設

「
ス
テ
ラ
・
ベ
レ
ッ
ト
」
発
売

佃
、
福
山
・
熊
本
両
②
を
支
店
に
昇
格
。
東
京
西

支
店
と
八
玉
子
支
店
を
統
合
、
多
摩
支
店
に

マ
仕
友
林
業
ホ
ー
ム
テ
ソ
ク
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

5
月

1
月
3
月

11
月
12月
12
月

10
月
9
月

2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
6
月

1
月
2
月

1
月

12
月

6
月
7
月
10
月

11
月
12
月

4
月
4
月
5
月
5
月

5
月
5
月
6
月
9
月

3
月

4
月

平
成
7
年
（
＿
九
九
五
）

3
月
4
月
4
月
4
月

3
月

1
月

1
月

8
月
8
月
9
月
10
月
11
月
12
月
12
月

6
月

11
月
12
月

4
月
4
月

6
月

4
月

6
月
9
月
9
月
10
月
こ
の
年

こ
の
年

ー

27

年
衷

ー
円
、
史
上
初
め
て
対
ド
ル

一
0
0
円
突
破

関
西
国
際
空
港
開
港

ル
ワ
ン
ダ
難
民
救
援
で
自
衛
隊
派
遣

大
江
健
三
郎
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

(13
日
）

■

製
材
に
乾
燥
設
備
新
増
設
ブ
ー
ム

い
じ
め
問
題
深
刻
化
、
自
殺
相
次
ぐ

阪
神
大
震
災

(
M七
・
ニ
、
死
者
六
―
―

10
八

人
、
倒
壊
・
焼
失
家
屋
約
二

0
万
棟
）

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
（
死
者
―

一
人、

重
軽

傷
約
五
0
0
0
人
）
な
ど
、
オ
ウ
ム
事
件
摘

発円
相
場
、

一
ド
ル
11
七
九
円
七
五
銭
の
最
高

値青
島
都
知
事
、
都
市
博
中
止
決
定

●
五
月
の
合
板
輸
入
、

国
内
生
産
を
上
回
る

政
府
、
緊
急
経
済
対
策
決
定

公
定
歩
合
、
史
上
最
低
の
年
0

•

五
％
（
8

日）野
茂
投
手
、
米
大
リ
ー
グ
で
新
人
王

住
専
の
不
良
債
権
処
理
に
六
八
五
0
億
円
の

財
政
資
金
投
入
決
定

■

林
野
庁
、
「
新
た
な
林
業
・
木
材
産
業
政

策
の
基
本
方
向
」
ま
と
め
る

橋
本
竜
太
郎
内
閣
成
立

(11
日）

■

建
設
省
、
住
宅
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
重

点
計
画
策
定

薬
害
エ
イ
ズ
問
題
で
国
と
製
薬
会
社
謝
罪

太
平
洋
銀
行
破
綻

■

林
野
三
法
成
立

水
俣
病
訴
訟
一
六
年
ぶ
り
に
結
審

■

建
設
省
、
住
生
活
ビ
ジ
ョ
ン

21
策
定

消
費
税
率
、
五
％
に
引
上
げ
決
定
（
実
施
は

9
年
4
月
よ
り
）

■

消
費
税
率
引
上
げ
の
経
過
措
置
で
住
宅
の

駆
け
込
み
受
注
旺
盛

初
の
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
に
よ
る
総

選
挙
実
施

米
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
再
選

原
爆
ド
ー
ム
が
世
界
遺
産
に

ペ
ル
ー
日
本
大
使
公
邸
で
人
質
事
件

ロ
シ
ア
の
タ
ン
カ
ー
沈
没
事
故
で
重
油
被
害

総
会
屋
へ
の
利
益
供
与
事
件
、
四
大
証
券
に

広
が
る

英
国
で

一八
年
ぶ
り
に
労
働
党
政
権
誕
生
。

今
世
紀
最
年
少
四
三
歳
の
ブ
レ
ア
首
相
就
任
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2
月

平
成
10
年

（＿

九
九
八
）

1
月

び
そ
れ
に
基
づ
く
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
発

表囮
、
ブ
ロ
ソ
ク
制
を
改
定
、
全
国
を

一
0
ブ
ロ

ソ
ク
に
分
け

「ブ
ロ
ノ
ク
統
括
部
」
設
置
、
権

限
移
譲
実
施
。
品
質
保
証
部
新
設

新
事
業
推
進
検
討
会
設
置

『
樹
海
』
、
ぼ
日
本
経
営
協
会
主
催
社
内
誌
企

画
コ
ン
ペ
で
ゴ
ー
ル
ド
企
画
賞
受
賞

「
倫
理
憲
章
」
制
定

創
立
五
0
周
年
記
念
行
事
と
し
て
「
富
士
山
ま

な
び
の
森
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
発
表

『
Greenw
i
n~
』
（
社
外
報
季
刊
誌
）
発
刊

囮
、
営
業
推
進
部
を
住
宅
企
画
部
に
統
合
。

検
査
安
全
管
理
部
と
お
客
様
相
談
室
を
品
質

保
証
部
に
統
合
。
安
全
推
進
部
新
設
。
セ
ラ

ミ
ッ
ク
住
宅
開
発
室
を
技
術
生
産
部
に
統
合

創
立
五
0
周
年
記
念
式
典

(20
日）

1
月

1
月

囮
、
新
宿

・
渋
谷

・
池
袋
の
三
支
店
を
統
合
し
東
京

住
宅
営
業
部
を
新
設
、
そ
の
下
に
武
蔵
野
店
、
世
田

谷
店
、
城
南
店
、
池
袋
店
、
練
馬
店
を
置
く

▼
阪
ス
ミ
リ
ン
建
設
、
完
工
累
計
棟
数
三
0
0
0

棟
達
成
記
念
安
全
大
会
「
感
謝
の
タ
ベ
」
開
催

11
月

9
月
10
月
lO
月
lO
月
lO
月

9
月
9
月

8
月
8
月

5
月
7
月

5
月
6
月

4
月

4
月
5
月

を
独
立
さ
せ
、
ス
ミ
リ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
昧
設
立

マ
束
京
ス
ミ
リ
ン
敷
調
固
設
立

愛
知
東
支
店
、
全
店
で
初
め
て
無
災
害
継
続

一
宜
0

0
日
達
成

▼
ス
ミ
リ
ン
シ
ス
テ
ム
住
宅
群
馬
固
設
立

八
六
の
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
を
不
ッ
ト
ワ
ー
ク

「プ
レ

カ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
」
設
立

住
宅
業
界
で
は
初
め
て
、
I
S
o
l
4
0
0
 
1
認
証

取
得
▼
ス
ミ
リ
ン
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
住
友
建
設
と
提
携
、

日
本
で
初
め
て
個
人
免
震
住
宅
開
発

「
ス
ー
パ
ー
ホ
リ
デ
イ
ズ
」
発
売

P
C
R
社
、
集
成
材
の
市
況
不
振
で
工
場
閉
鎖

「
フ
ォ
レ
ス
ト
」
発
売

浜
松
支
店
、
無
災
害
継
続
二
九
0

0
日
達
成

▼
N
P
I
社
、
第
三
ラ
イ
ン
稼
働

ー

_
 

12
月
12
月

12月
12
月

7
月
8
月

6
月

岐
阜
県
御
嵩
町
で
全
国
初
の
産
廃
処
分
場
可

否
を
問
う
住
民
投
票
、
結
果
は

「
ノ
ー
」

香
港
、
中
国
へ
返
還
実
現

(
1
日）

●
国
有
林
の
平
成
八
年
度
末
赤
字
残
高
―二
兆

五
0
0
0
億
円
と
さ
ら
に
拡
大

京
都
で
地
球
温
暖
化
防
止
国
際
会
議
開
催

沖
縄
県
名
護
市
の
住
民
投
票
で
、
海
上
甚
地

建
設
に
「
反
対
」

韓
国
大
統
領
に
金
大
中
当
選

日
産
生
命
、
山

一
証
券
な
ど
、
金
融
機
関
の

破
綻
相
次
ぐ

ー
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発

行

住

友

林

業

株

式

会

社

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
六
ー

一
四

I
-
（新
宿
グ
リ
ー
ン

タ
ワ
ー
ビ

ル

住
友
林
業
社
史
【
別
巻
】

平
成
十

一
年
二
月
―

一十
日
発
行

編
集

住
友
林
業
株
式
会
社

社
史
編
纂
委
員
会

編
集
協
力

住
友
史
料
館

京
都
府
京
都
市
左
京
区
鹿
ヶ
谷
下
宮
ノ
前
町

―
|
-
―

制

作

大

日

本

印

刷

株

式

会

杜

C
&
I
年
史
セ
ン
タ
ー

印
刷

大

日
本
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
新
宿
区
市
谷
加
賀
町

一

―

―
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